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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: ]







　目次








人物紹介

用語解説

歴史

序章『境界線前の整列者達』

解説　●歴史●

第一章『店前の邂逅者』

解説　●武蔵●

第二章『教室の破壊者達』

解説　●武蔵の行政区分●

第三章『食事場の清純者』

第四章『部外の王様』

第五章『晴天下の再会者』

第六章『扉の向こうの運命者』

解説　●三河周辺概要図●

第七章『階段上の哲学者達』

第八章『谷底の疑問者』

第九章『扉の向こうの待ち人』

第十章『町中の遊撃手』

第十一章『酒房の大人達』

第十二章『後悔通りの清純者』

第十三章『集合場所の権力者』

第十四章『夜天下の暗躍者』

第十五章『閉鎖室内の友達』

第十六章『中庭の準備者』

第十七章『路上の簒奪者』

解説　●極東の内部事情●

第十八章『学校の先生』

第十九章『大気中の疾走者』

第二十章『月下の卒業者』










イラスト：さとやす（TENKY）

カバーデザイン：渡辺宏一（2725 Inc）

本文デザイン原案：TENKY









[image: 人物紹介]







[image: 用語解説]







[image: 歴史]







[image: ]







[image: ]

















　●校こう則そく法ほう

第一条


・教きよう導どう院いんは平和と発展、そして極きよく東とうの非ひ支配と保護のための組織として、各地における最高権けん力りよくを有するものとする。



第四条


・教導院の代表は、警けい備び行為を主とする「総そう長ちよう」と、政せい務む行為を主とする「生徒会長」の二役とし、その下に「総長連れん合ごう」「生徒会」を置くものとする。



第九条


・教導院内ない、また教導院間かんの問題解かい決けつにおいて、学生と相あい対たい出来るのは学生だけである。
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　空がある。

　晴れた、朝の空だ。青の色には薄白い月が二つ浮かび、澄すんだ空気の下には青黒い山さん渓けいの波が遠くまで重なっている。

　山岳部、緑の多い山々の上に広がる空だった。

　空には、柱にも見える区分けが幾いくつもなされていた。地上から天上の間に、柱のような形をもって区切られた部分があるのだ。広大な、しかし幾つもあるその柱ちゆう状じよう区分は、空を行く雲や風が見えない壁によって消えることや、地上側の植しよく生せい差で己おのれの存在を誇こ示じしている。

　区分けは無数にあるが、位い置ち関係はまばらで、広さもまちまちだった。

　そんな風ふうに区分された空は、三つのものを持っている。

　一つは風だ。山岳部の気流は絡み合うように立ち上がり、雲を生んでは消えていく。

　そしてもう一つは、波だった。空を波が走っている。雲ではなく、波は濤とうの線が幾つも、八の字を書いて空に伸びている。その波は水で出来ており、風によって霧に飛し沫ぶいていた。

　空にあるもの。最後の一つは、雲の間を行き、波を作るものだ。

　船だった。

　山を越える空、区分けの柱の間を、波音を立てて八つの白い船が行く。

　表ひよう層そう部に町や自然公園を乗せた航空都市艦かんは、それぞれの影を群にして山に落とす。中央に前後二艦、左右に前後三艦を列した艦かん影えい群ぐんの影は、その先頭から後尾までで、数キロに亘わたる山渓一つを包むものだった。

　船はどれも、艦かん首しゆ側から空に波を作り、波濤の響ひびきをもって高空の位置を進んでいく。

　波を砕いて空を進む船は、どれも近くの艦と数十本の太ふと縄なわで連結していた。時とき折おり、艦かん群ぐんがわずかに進路を変えるとき、連結の縄が巻き取られたり引き出されたりしている。

　八艦の艦首には、艦かん名めいがあった。まず、どの艦にも〝武蔵むさし〟という名が黒の字で書かれている。その次に、それぞれの艦名がやはり黒の字で書かれていた。





　右う舷げん一番艦〝品しな川がわ〟

　右舷二番艦〝多た摩ま〟

　右舷三番艦〝高たか尾お〟

　中央前ぜん艦かん　〝武蔵野むさしの〟

　中央後こう艦かん　〝奥おく多摩〟

　左さ舷げん一番艦〝浅あさ草くさ〟

　左舷二番艦〝村むら山やま〟

　左舷三番艦〝青梅おうめ〟
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　これら八はつ艦かんは、左右三艦を双そう胴どうとした中央二艦という構成で空を行く。

　そして、音が響ひびいた。

　音は、歌声だった。

　ゆっくりとした声の響きは、奥おく多た摩まの艦かん首しゆ側、表ひよう層そう部の墓ぼ地ちから童どう謡ようの歌か詞しを奏かなでる。

「──通りませ──」




　通りませ　通りませ

　行かば　何処いずこが細ほそ道みちなれば

　天てん神じん元もとへと　至る細道

　御ご意見御ご無用　通れぬとても

　この子の十の　御お祝いわいに

　両のお札を納めに参さんず

　行きはよいなぎ　帰りはこわき

　我が中こわきの　通しかな──




　歌は大気を通り、やがて消える。

　その代わりに、新しく響く音があった。船行く波音の他に響くのは、連続する鐘かねの音だ。

　一つ二つ三つと鳴り、音楽のように続く時報の鐘の音には、放送の声が被かぶっていく。

『市民の皆様、準バハムート級航こう空くう都市艦かん・武蔵むさしが、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの鐘で朝八時半をお知らせ致します。本艦は現在、サガルマータ回かい廊ろうを抜けて南西へ航こう行こう、午後に主しゆ港こうである極きよく東とう代表国三み河かわへと入港致いたします。生活地ち域いき上空では情報遮しや断だんステルス航行に入りますので、御ご協力御お願ねがい致します。──以上』

　音と声が響くのは中央後こう艦かん奥多摩の上。その上にある建物が音の発生源げんだ。

　木造の、横に長い三階建ては前後に二棟。チャイムを鳴らす二つの建物は、入り口の門もん扉ぴに鉄の表ひよう札さつを持つ。〝武蔵アリアダスト教導院〟という表札を。

　武蔵アリアダスト教導院は、門と校舎の間に、校庭と、その上を渡る一本の橋を持っていた。

　校庭は斜めに百メートルラインをぎりぎり持てる広さ。上を渡る橋は、門側から階段を使って上り、前まえ側がわ校舎の二階にある昇降口ぐちに直結する。

　そして時報のチャイムが終了し、代わりというように橋の上から女の声が生まれた。

「よぅ──し」

　よく通る声が、校舎側に向かって飛ぶ。

「三年梅うめ組ぐみ集合──。いい？」

　声の響く武蔵アリアダスト教導院の正面、橋の上、そこに人ひと影かげが幾いくつもある。

　まず門側には一人の女が立っていた。黒い軽けい装そう甲こう型ジャージの、背せ筋すじの伸びた女だ。

　短めの髪かみの後ろ、背には一本の線がある。青塗りに白紋の、金属を柄つかとした長ちよう剣けんだった。

　彼女が見る正面。校舎側。そこに、黒と白の制服を着た若者達がいる。人であれば、人ではない者もいる。そんな彼らに対して、女は笑えみを作ってこう言った。

「では、──これより体育の授業を始めまーす」
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　教師は、橋の上に集まった生徒達にこう言った。畏かしこまった演技の口く調ちようで、

「さて、ルールは簡単です」

　と彼女は言った。そして顎あごをしゃくって、艦かん群ぐんの先を示す。

「いい？　──先生、これから品しな川がわの先にあるヤクザの事務所まで、ちょっとヤクザ殴なぐりに全速力で走って行くから、全員ついてくるように。そっから先は実技ね」

　教師の言葉に、制服姿すがたの群、生徒達の中から、え？　いう声があがった。

　だが女おんな教師はそれらの声を無視した笑顔を作る。

「遅れたら早朝の教室掃そう除じでもしてもらおっかな。──ハイ返事は？　Ｊｕｄジヤツジ．？」

「──Ｊｕｄジヤツジメント．」

　返答、了りよう解かいの意を示す言葉を、皆が返した。

　同時に手が上がる。〝会計　シロジロ・ベルトーニ〟という腕わん章しようをつけた長身の男子が、

「教師オリオトライ、──体育と品川のヤクザとどのような関係が。金ですか？」

「馬鹿ねえシロジロ、体育とは運動することよ？　そして、殴ると運動になるのよね。そんな単純なこと、──知らなかったとしたら問題だわ」

　名を呼ばれた生徒の袖そでを、横の女子制せい服ふくの姿が引っ張る。〝会計補ほ佐さ　ハイディ・オーゲザヴァラー〟という名な札ふだのロングヘアは、笑顔のままで、

「ほらシロ君、オリオトライ先生、最近表ひよう層そうの一軒けん家やが割り当てられて野の放ほう図ずに喜んでたら地上げに遭あって最下層行きになってビール飲んで暴れて壁割って教員課にマジ[image: ]しかられたから。──つまり中ちゆう盤ばん以降は全部己おのれのせいなんだけど初しよ心しんを忘れず報ほう復ふくだと思うのよね」

「報復じゃないわよー。先生、ただ単に腹が立ったんで仕返すだけだから」

「同じだよ!!」

　皆が突っ込むが、オリオトライは気にする風ふうもない。

　そして彼女は背の長剣を鞘さやごと手にして脇に抱えた。鞘の表面、ブランド名であるIZUMOのエンブレムを手で撫なで、IZUMO特有の斬ざん撃げき効果重じゆう視しでわずかに折れ曲がったデザインの柄つかに指を添える。そして彼女はこう言った。

「休んでるの、誰かいる？　ミリアム・ポークウは仕方ないとして、あと、東あずまは今日の昼にようやく戻ってくるって話だけど、他は──」

　問いに周囲がそれぞれの顔を見渡した。

　すると黒い三角帽ぼうの少女、〝第三特とく務む　マルゴット・ナイト〟という腕わん章しようの金きん髪ぱつ少女が口を開く。彼女は背にある金の六枚翼よくを左右に揺らしつつ、

「ナイちゃんが見る限り、セージュンとソーチョーがいないかなあ」

　その声に、彼女の腕を抱いている黒こく翼よくの少女〝第四特務　マルガ・ナルゼ〟が首を傾かしげた。

「正まさ純ずみは小しよう等とう部の講こう師しをしに多た摩まの小等部教きよう導どう院いんに行ってるし、午後から酒さか井い学長を三み河かわに送りに行くから、今日は自由出席の筈はず。総そう長ちよう……、トーリは知らないわ」

「んー、じゃあ〝不可能男インポツシブル〟のトーリについて知ってる人いる？」

　問いかけに、皆が一つの場所を見た。皆の中心から少し後ろに下がったところ。そこに立つ茶色いウェーブヘアの少女だ。彼女は腕を組み、口に弓の笑えみを作ると、

「フフ、皆、うちの愚ぐ弟ていのトーリのことがそんな聞きたい？　聞きたいわよね？　だって武蔵むさしの総長兼けん生徒会長の動向だものね。フフ。──でも教えないわ！」

　ええっ？　と皆が疑問の声を作る。すると対する彼女は意味ありげに一つ頷うなずき、

「だって朝八時過ぎに私が起きたらもういなかったから」

「お前いつもハイテンションなくせに起きるの遅えよ！」

「フフフ大だい丈じよう夫ぶ、メイクはしたし、このベルフローレ・葵あおい、朝から余よ裕ゆうをぶちまけてるだけよ。しかしあの愚弟、人の朝食作って行かずに朝から早起きとは、死後の審しん判ぱんで審判員アンパイアにフォアボール判定食くらって地じ獄ごくに堕おちるといいわ！　何しろそろそろ末まつ世せで世が終わるしね！」

「あのー、喜き美みちゃん？」

　ナイトの呼びかけに、喜美は振り向いた。彼女は眉まゆを浅く立てた顔で、

「マルゴット、……その名は無しよ？　葵・喜美なんて、まるで〝青い黄き身み〟みたいでどんな餌えさ食くって尻しりから出したか解わからないような名前。だからベルフローレって呼ぶの、いい？」

「ナイちゃん思うんだけど、三日前はジョゼフィーヌじゃなかったかな？」

「あれは三件隣となりの中なか村むらさんが飼い犬に同じ名前をつけたから無しよ！　あの女、老後の楽しみにあんな毛が長くて柔らかそうな獣けものを幼女の段階から首くび輪わつけて全ぜん裸らで調ちよう教きようしようとは可愛かわいらしくていい趣しゆ味みだわ！　悔くやしいから今度抱かせて貰もらうのよ!?　ねえ、これって負け犬!?」

　どーだろーね、と襟えり首くび摑つかまれてがくがく揺らされているナイトが視線を逸そらして言っている間に、オリオトライはジャージの懐ふところから出した出席簿ぼに黙々とチェックをつけていく。

「じゃ、トーリは遅刻、かな？　──生徒会長で総長なのにコレはいかんねー」

　彼女の台詞せりふに、皆が力ない笑いを作った。ま、まあ、という声も聞こえる。

　そして対するオリオトライも、そんな皆に対して苦く笑しようを返す。

「まあ、ね。武蔵の総長は、あんましっかりしてるとヤバイしね。……訳ありだから」

　彼女は、ちょっと辺りを窺うかがうように視線を配ってから、口を開く。

「面めん倒どうよね。眼下にある神しん州しゆうは私達の領りよう土どだったのに、それが今や各国に暫ざん定てい支配されて人々は極きよく東とう居きよ留りゆう地ちに追い込まれ、──神州の直ちよつ轄かつ領土が、この武蔵むさしだけになってるなんて」
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　オリオトライは、空を見上げながらゆっくりとこう言った。

「……現在、この神しん州しゆうは、約百六十年前の〝重じゆう奏そう世界崩ほう壊かい〟によって重奏世界から落ちてきたもう一つの神州と虫食い状態で合体。〝重奏統合争そう乱らん〟の後、世界各国に事実上の占せん領りようをされて、神州という名を〝極きよく東とう〟という名に変えられまでしてる」

　空、幾いくつもの柱ちゆう状じよう空間に区分けされた雲の流れを見るこちらの視し界かいの中、皆が身をわずかに堅くした。

　だが、自分は言葉を続ける。

「当時、軍ぐん事じ制圧、政治支配をしないという条約上、世界各国は聖せい譜ふ連れん盟めいを立て、政府と軍事機関の代理として教きよう導どう院いんという訓練施し設せつをもって乗りこんできたわ。だから現在、主しゆ要よう各国は聖せい連れんの名の下、教導院を政せい軍ぐんの最高機関として極東を分割的に暫ざん定てい支配。支配下の君くん主しゆ達を利用しながら、本来の領りよう土ど戦争を教導院間かんの学生抗こう争そうとして行ってるのよね」

　そして、

「この武蔵むさしは、地上の暫定支配された土地や各国の用意した極東居きよ留りゆう地ちとは別で、聖連が唯ゆい一いつ認めた極東の領土だけど、やはり聖連の監督を受けている、と。何しろ極東の教導院の総そう長ちようと生徒会長には──」
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　言った。

「──教きよう導どう院いんの中で、最も能力の低く、何も能がない者が選出される。トーリのような、ね。そしてトーリには〝不可能男インポツシブル〟なんて字名アーバンネームを与えまでして」

「でも、そんなことをする理由としては、〝それが極きよく東とうが平和であるという事実を証明するものである〟だよね？」

　と言葉を投げかけてきたのは、眼鏡めがねを掛けた少年だった。〝書しよ記き　ネシンバラ・トゥーサン〟という腕わん章しようの彼は、宙に表ひよう示じしていた鳥とり居い型の表示枠サインフレームを閉じて、

「もう、百六十年昔むかしからそうだもんね。その間、極東は、ミスを口こう実じつに各国から狙ねらわれるのを避けるため、ずっと頭下げたり協力したり金払ったりで、この武蔵むさしは極東の中心になろうにも移動ばっかりの権力骨ほね抜ぬきでどうしようもない。

　何しろ各国の学生は上限年ねん齢れいが無む制限なのに、極東の学生は十八歳さいで卒業だし、──それを越えたら政治も軍ぐん事じも出来ないんだから」

「極東ではよく言うわよね、──学生は特権階かい級きゆうだ、って」

「聖せい連れん所属国の物言いだと、学生じゃないものは人にあらず、ですよね」

　ネシンバラの言葉に、皆の中から、おい、という声が幾いくつか生まれる。中でも一人、〝御お広ひろ敷しき〟という名な札ふだをつけた丸い体型の少年が袋ふくろ菓子を口にしつつ、

「小しよう生せい、あまりそういうこと言ってると危険ではないかと──」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ネシンバラが言う。

「船の周囲には聖連の武ぶ神しんが飛行して監かん視し中だけど、僕達の声をいちいち拾ってる暇ひまはないだろうし、もうすぐに極東の支配者で武蔵の持ち主である松まつ平だいら・元もと信のぶ公こうの三み河かわ圏けん内ないだからね。三河は聖連の監視下にあるけど、聖連を半はん脱退して敵対中ちゆうのP.A.ODAと同どう盟めいしているから、その付近で聖連は迂う闊かつに動けない。──気にすることはないよ」

「へえ、大人おとなぶって。でも今回、三河には監視の三征西班牙トレス・エスパニアだけじゃなく、K.P.A.Italiaの教きよう皇こう総そう長ちようが三河製の個人用大だい規き模ぼ破壊武ぶ装そうである大罪武装ロイズモイ・オプロの新型を無む心しんしに来るって話よ。ちょっと気にしておきなさい。──ちょっとでいいけど」

　と、自分は口くち端はに笑えみを持って言う。対するネシンバラが大おお仰ぎように両手を広げて一礼し、皆は一息だ。

　でもまあ、と己は小さくつぶやいた。濃いめの笑み付きで首を傾かしげて、

「そんな感じに面めん倒どうで押さえ込まれたこの国だけど、君らこれからどうしたいか解わかってる？」

　問いかけに、皆が無言を保った。

　その沈ちん黙もくが、答えを持っているからなのか、持っていないからなのか、こちらからここでは問わない。

　……でももう、皆三年生だものね。

　来年の今いま頃ごろには、問いかけの答えの場所にいる筈はずだが、しかし、

「今、世間は騒がしいわよね。予言の歴史書である聖譜テスタメントが更こう新しんされなくなって、原因不明で解かい決けつ不能。そして今年１６４８年が記述の最後の年だから、──今年こそが、最後の記述内ない容ようである〝ヴェストファーレン会議〟を経て世界が終わる末まつ世せかもしれないって言われてる。

　確かに地ち脈みやくも乱れて各所で怪かい異いが多発してるの、皆も知ってるわよね。M.H.R.R.神聖ローマ帝国の〝笛ふえ吹ふき男おとこの神かみ隠かくし〟とか上越露西亜スヴイエート・ルーシの〝空白の大地〟とか」

　言葉に、戦せん闘とう可能な家か系けいや術じゆつ式しき系けいの生徒が表情を硬くする。彼らは地脈の乱れで発生した妖よう物ぶつを祓はらうためにかり出されることもあり、怪かい異いの情報には詳しい。

　皆はいつも通りの日常を過ごしているが、ときたま、彼らを起点に疑問が飛ぶ。

　それは、

「もし今年で世界が終わるとしたら、進路とか、どうなるんだろう、ってね」

　でも、と自分は言った。鞘さやの根本、柄つかとの固定パーツを止め直しながら、

「ま、面めん倒どうだけど、点数とっときゃいいトコ行けるかもしんない、って事実は有るのよ。世界がどうなるかはいずれ解わかるだろうし、それまでテキトーにやることやっときなさい」

「……先生もそんな感じだったの？　抑え込まれて面倒だけど、テキトーにやっとけ、って」

　ナルゼの首を傾かしげた問いにこちらは空を見た。そして、

「そうねえ」

　まあ、と己は小さく笑った。ややあってから、

「自分では、死ぬような思いした、って思ってるかな。かなり前のことだけど」

　と視線を皆に戻すと笑えみが少し大きくなった。

　……まあ、いずれこの子達にも、そこら辺の苦労がいろいろと解るときが来るかな。

　思い、頷うなずいた上で、さあ、と己はわずかに身を低くした。

　直後。今の動きに瞬しゆん間かん的な反応をした者達がいる。それはつまり、

「いいねえ、戦闘系けい技能を持ってるなら、今ので〝来〟ないとね。だから──、ちょっと、死んだ気でついてきなさい。ルールは簡単、事務所にたどり着くまでに先生に攻撃を当てることが出来たら──」

　告げる。

「出席点を五点プラス。意味解る？　──五回サボれるの」

　最後の言葉に、皆が表情を変えた。五回という言葉に、皆はひそひそと、

「つまり朝の一限を五回サボれるのか……。だったら──」

　と皆が己おのれの希望を小さく重ねていく中、はい、と手を挙げたのは〝第一特とく務む　点てん蔵ぞう・クロスユナイト〟という腕わん章しようの少年だ。彼は帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶったまま、横にいる航空系半はん竜りゆうの〝第二特務　キヨナリ・ウルキアガ〟とともに、

「先生、攻撃を〝通す〟ではなく〝当てる〟でいいので御ご座ざるな？」

「おうおう戦闘系は細かいわねえ。──でもまあ別にそれでいいわよ？　手段も構わないわ」

　その言葉に、ウルキアガが腕を組む。彼は竜りゆう眼がんで点てん蔵ぞうを見下ろし、

「聞いたか？　女おんな教師が何したっていいと申したぞ点蔵。拙せつ僧そう、想そう像ぞう力りよく使用していいか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．。しかと聞いた。しかしあの女教師、オゲ殿どののさっきの話以い外がいにも、先せん日じつ酒場で尻しり触さわられ〝そうになった〟とかで居きよ住じゆう区画の床ゆか抜ぬく暴ぼう動どうを一人で起こしたで御ご座ざるよ」

「フ、点蔵、現実を前にしても想像力は無む敵てきだ。忍しのびの貴き公こうがそんなことにも気づかぬとはな」

「成なる程ほど。──では、あの、オリオトライ先生、先生のパーツでどこか触ったり揉もんだりしたら減げん点てんされるとこあり申すか？　または逆にボーナスポイント出るようなとことか」

「あはは、授業始まる前に死にたいのはお前ら二人か」

　半はん目めで言った上で舌を出し、

「──んじゃ」

　え？　と皆が反応するより早く、自分は跳んだ。

　背後への跳ちよう躍やくだ。橋を下って奥おく多た摩まの先せん端たんに行く下り階段へと、黒のジャージ姿を寝かすように跳ばす。

　行く先はまず階段の下、艦かん首しゆ側へと第二校庭を抜ける道だ。艦かん内ない通気用の大きな吹き抜けによって左右に分かれた自然公園を、右う舷げん側へ抜けていく奥多摩右舷中ちゆう央おう通り。

　……〝後こう悔かい通どおり〟って言われる右舷中央通りよね。

　十年前、武蔵むさしの大だい改かい修しゆうがあって以後、そう俗ぞく称しようされる通りだという。

　そう言われるようになった理由を、自分は知っている。

　右舷中央通りの入り口、右の路ろ肩かたには一つの石せき碑ひがあるのだ。

　高さ五十センチほどの、花の飾られた石碑。その表面には一文がある。





　──一六三八年　少女　ホライゾン・Ａの冥めい福ふくを祈って　武蔵住人一いち同どう






「ホライゾン、か。きっとあの子達にとって、全ての始まりになる名だわね……」

　つぶやく間に視し界かいの上側になっていく橋上では、皆が一いつ瞬しゆんの反応の遅れを持っている。

　甘い話だ。対たい艦かん砲ほう撃げきがあったらその一瞬で死んでいるだろうに。

　そのことに気づいたのか、橋の方から漏れ聞こえる、

「──く」

　という声を己は聞いた。

　それは、くそ、という言葉の始まりだろう。悔くやしいのか。だが、それでいい。

　……出し抜かれたら悔しがらないと。

　思う。今の武蔵の総そう長ちよう連合と、生徒会のメンバーを。





《武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん：学生代表内うち訳わけ》

『総そう長ちよう連合』

・総長　　：葵あおい・トーリ

・副長　　：不在

・第一特とく務む（諜ちよう報ほう）：点てん蔵ぞう・クロスユナイト

・第二特務（裁判）：キヨナリ・ウルキアガ

・第三特務（実働）：マルゴット・ナイト

・第四特務（実働）：マルガ・ナルゼ

・第五特務（実働）：ネイト・ミトツダイラ

・第六特務（実働）：直なお政まさ




『生徒会』

・会長　　：葵・トーリ

・副会長　：本ほん多だ・正まさ純ずみ

・会計　　：シロジロ・ベルトーニ

・会計補ほ佐さ：ハイディ・オーゲザヴァラー

・書しよ記き　　：ネシンバラ・トゥーサン



　……不在や欠席多いけど、よくまあこれだけ変なのが揃そろったものだわ。

　彼らだけではない。他の皆だって、相当なのばかりだ。

　面白いわね、と思い、笑えみを得ると同時に、橋の上から生徒達が飛び出してきた。

「……追え!!」
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　音を聞いたのは、各かく艦かんの表ひよう層そう部ぶにいる誰も彼もであった。

　銃じゆう撃げき、剣けん戟げき、そして金属音や破は砕さいの音が、中央後こう艦かん・奥おく多た摩まから届いてくる。

　その音は移動を続け、危険対たい処しよのために監かん視しする各艦の物もの見みからは、

「〝後こう悔かい通どおり〟を艦かん首しゆ側に行くぞお──！」

　音は、奥多摩の右う舷げんから右舷二番艦・多摩へと向かっていた。

　ゆえに左さ舷げん側の表層部住じゆう人にんは一いち様ように胸をなで下ろして午前の業務の準備を行い、右舷三番艦・高たか尾おの表層部住人達は二番艦・多摩の連れん中ちゆうに見える前部甲かん板ぱん縁ふちで万ばん歳ざい三さん唱しようをした。

　対する右舷二番艦・多摩表層部の住人は、万歳している三番艦の連中に呪のろいの術じゆつ式しきや攻撃術式をマジ掛けしてから、

「──いかん」

　単純な感想とともに狭い店の入り口を閉じたり、シャッターを下げて防ぼう護ごしたり、店によっては術じゆつ式しきで防ぼう護ご壁へきを張りもした。だが一部の開いている店は、

「まあ、いつものことかね。通り道にならんことを祈るさ。──なったら泣くが」

「俺達も、昔に似たことやって遊んでたもんだしな。──代だい々だい続けば名物ってもんよ」

　という感想と共に、請求書台だい帳ちようを奥のカウンターに置くことで対たい処しよとし、危険が近寄る前に店てん主しゆ同士で集まって〝今回はどっちが勝つか〟で賭かけを始めた。

「──だけど、あの姉ねえちゃん先生、体育会系けいで滅めつ法ぽう強い。IZUMOのテスターしとるだろ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、更さらに今の総そう長ちよう連合は副長不ふ在ざい、攻撃の要かなめがおらんからなあ」

「それでも最近の多対たい一はどうだろか。一発ヒットでミスだぞ。前回惜おしかったっけ？」

　うーむ、と唸うなった店主達は、それでも奥おく多た摩まの方から不ふ穏おんな音が近づいてくるに合わせ、それぞれの張り先をメモして胴どう元もと役やくに渡しておく。

　そのように町中ではいろいろな動きが生まれている。

　だがそんな中、一軒けんだけ、開店していていながらも何の反応もしない店があった。

　右う舷げん二番艦かん、多摩表ひよう層そう部ぶの中央に近い町並、そこの通りにある軽けい食しよく屋やだ。

〝青雷亭ブルーサンダー〟という看かん板ばんのついたパン屋と兼けん業ぎようの軽食屋は、開放型の店前に〝店主配はい達たつ中ちゆう〟〝営業中〟という二つの札が掛けられている。

　店の中に客はいないが、道に対して横向きに立ったカウンターには、一つの影があった。

　人の大きさの、白い長ちよう髪はつの女性型がた人形だ。肌はだの大部分に人と同じ素材の生せい態たいパーツを使用しつつ、間かん節せつの大部分を黒い軟なん質しつパーツによって包んだタイプ。

　時とき折おり、呼吸として、彼女の両肩と胸が浅く上下する。

　自じ律りつして動く人形、自動人形だ。
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〝青雷亭〟カウンターの向こう、顔をやや俯うつむかせた女性型自動人形はエプロン姿で立っている。背後の棚に焼き損ねのパンを置き、道路の方を見もしない。

　だが、その顔が不意に店の奥に向いた。そこにあるのはパンを焼くための窯かまと、その上部余よ熱ねつを利用したコンロを持つ調理台だいだ。

　自動人形は、調理台と、その横にある調理具ぐなどに視線を向ける。

　そして彼女は目を向けたまま、興味あるように、じっと動かなくなる。しかし、

「────」

　通りの方から、早足の足音が幾いくつかと、声の群が聞こえた。声は大人おとなの女や男の声で、

「──急いで戻らないと、どうもこっち来るみたいだねアレ。町まち大だい工くは笑い止まらんだろ」

「過か労ろう死しペースでやられてちゃあ金貰もらっても使う暇ひまねえよ。しかしアンタんとこ、あのバイトの自動人形、──P-01sだっけ？　あれが気を利かせて店閉じてくれないのかい」

「別にうちは閉じないよ。私ゃ元もと侍さむらいだし、客きやく商売が営業時間に店閉じるなんざ恥はじだからね。あの子もそれはよく解わかってる。こんなときでも、朝あさ飯めし食いに来る人を待ってるさ」

　近づいてくる声が言う。

「アンタ達、未だに珍しがってるけど、朝早いことで有名なうちに、あの子は朝番で一年来てるんだ。うちの前でたたずんでたときはビックリしたし、P-01sって名前以い外がい何も知らない宿無しってんだから困ったもんだったけど、まあ、──雇やとって良かった。根こん性じよう有るよ。何しろ最近は朝のレパートリーで私のチェックも不要になってね」

「自動人形にゃ根性は関係ねえだろ。だって感情とかねえんだから──」

　と、そこで声が止まった。人ひと影かげの一いつ行こうが、店前に来たからだ。

　中年の女性、店の主あるじが、通り過ぎていく皆の内、幾いく人にんかに向かって口くち端はの笑えみを見せ、

「うちとしては自慢の子だよ。この頃になって自分のレパートリーを考え始めてもいるんだ。将来それをメニューにしても、小こ煩うるさい連れん中ちゆうには出してやらんよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、おっかねえ」

　はは、と笑いながら、男達と女達が去っていく。対し店の影に入ってきた店主の女性は、

「全く、仕事する者は平等だってのにねえ。P-01s、大事ないね？」

　その問いに、自動人形は視線と頷うなずきを返した。

　対する店主は腰に手を当てて一息ついて、

「ま、雑音気きにしない。で、──店は閉めないけど表おもての看かん板ばんはどけて水まいておかないとね。騒ぎが終わって一息ついたら今日はもう帰っていいよ。そこの焼き損そこね、好きに持って行っていいから。窯かまでもうちょっと焼いたりしてく？」

[image: ]

　言うと、自動人形は小さく頷うなずいた。そして彼女の視線がわずかに動いたのを、店主は見逃すことなく、

「厨ちゆう房ぼう？」

　問われ、自動人形はややあってから視線を戻し、また頷いた。

　その頷きに対し、店主は確認するように、

「私のレパートリー憶おぼえてから、自分では何作るかと思ったら地じ味みなもんばかりで失敗も多いけど……、まあ基本が大事だわね」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　自動人形は小さく言った。感情のない声で、

「店主様さまの作業の再さい現げん性を高めるには約一年を要しました。現在の状況を申しますと、お客様からは〝心が籠こもってない？〟と問われる以外に問題はありません。現在、P-01sのオリジナル朝食を研究中ですが、目標値ちが不明なため、どのレベルまで突き詰めようかを思し案あん中です」

「だったら気が済むまでやりゃいいさ。目め玉だま焼やきだってなかなか奥が深いしね」

　店主は小さく笑う。自動人形の頭に手を伸ばし、髪かみを混ぜるように撫なでる。

「仕事を真ま面じ目めにする子はいい子だよ。──番終わったら、一食分、いつものように練習で作っておいき。自動人形だって、アンタのタイプは食事が必要なんだしね」

　Ｊｕｄ．、と自動人形が頷く。すると艦かん尾び側の方から、焦りの色を含んだ声が聞こえた。

「と、とうとう来たぞお──」
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　右う舷げん二番艦かん・多た摩まは、石造りの町と自然公園を表ひよう層そう部ぶに持つ。

　町の各地に立つ〝観光町─多摩〟の立て札は異い国こく語ごの表ひよう記きも併へい記きしたもので、町並の窓まど群ぐんから外の騒そう音おんを窺うかがう人々にも欧おう州しゆう系けいの顔立ちが多い。そして表層に住まう彼らの視線は、皆、一いち様ように上を見ていた。高さが不ふ揃ぞろいな屋根の上。木板や藁わら葺ぶき、石造りの屋根上を、だ。

　そこ、彼らの頭上とも言える位置を、騒音が突っ走っていく。

　音の走りはいきなりだ。

　まず、左さ舷げん側にある商店街の上で、光の群が弾はじけ飛んだ。

「──？」

　家の中から窺う誰もが見たのは、幾いくつもの光の矢と弾だん丸がんと、光線を連ねた壁のような攻撃。

　文ぶん具ぐ屋の主人が、鎧よろい戸どを閉めながらつぶやく。

「速そく射しや重視の非ひ加か護ご射しや撃げきか。術じゆつ式しきも同様のを用いているな。屋根上うえ一直線ならそれで充分だし、無む駄だがない。……普通の相手に当てるならな」

　相手。飛び行く光の弾だん幕まくに追われるように、屋根上を走ってくる相手の影がある。

　女性だ。彼女は走りながら長ちよう剣けんを胸前に構え、鞘さやごと振りかぶると、

「──！」

　追ってくる光や弾だん丸がんを切り落とし、受け、弾はじいていく。

　後ろ向きに走るのは屋根の上。だが、構造材ざいを飛ばさないように、彼女は支柱や垂木たるきの上を踏んで跳ちよう躍やく重視の疾しつ走そうを作る。

　それだけではない。

　動きには回かい避ひもある。走りながら、飛ひ来らいする攻撃に対たい処しよしながらの回避だ。通りの中央商店街の屋根だけでも数十メートルはあるが、突っ走っていく彼女の速度は一向に落ちない。攻撃を受け止めるたびに速度が上がっているようにすら見える。

　追おっ手ても必死だ。射しや撃げきに隠かくれ、または被かぶさるようにして、長剣の女性へと攻撃を行う者がいる。背後の射撃隊たいとの連れん携けいをとって、ある者は屋根の上を一直線に行き、ある者は一階の軒のき上うえを回り込んで行き、ある者は上から飛び込むと見せかけて射撃の囮おとりとなる。

　だがそれらの攻撃も鞘に弾かれ、回した柄つかに突き崩され、

「──と！」

　蹴けりで吹き飛ばされる者もいる。

　そうやって複合する速度と攻撃、そして音と回避と防ぼう御ぎよによって、風が鳴る。

　金属の重じゆう音おんが家々の窓を振るわせ、時たま生まれる大きな一いち撃げきが雷かみなりのように響ひびく。

　震える音は家々の柱を揺らし、地面すら震しん動どうさせる。

　飾りは全て光の色。弾ける光は飛沫しぶきとなって四し方ほうに散り、破は片へんが空気を白く削けずり飛ばす。

　そして全ては通り過ぎていく。

　だが音と速度と光は、遠ざかりのドップラー効果を得つつも、その力を失うものではない。

　と、不意に長剣の女性が声を響かせた。

「ほら！　アデーレとハッサンがリタイアしたわよ！」

　彼女の声の飛んだ先を見れば、商店街の藁わら葺ぶき屋根の上に人ひと影かげが二つ倒れている。

　荒い息で前のめりの大の字になっているのは、穂ほ先さきを潰つぶした白い長なが槍やりを持つ眼鏡めがねの少女と、頭にターバンを巻いた少年だった。

　走っていく集団の中、眼鏡の少年が、

「イトケン君！　ネンジ君とで救きゆう護ごして！」

　言葉と共に、集団の中から一つの影が飛び出した。全ぜん裸らの筋きん骨こつたくましい男に見えるが、背の黒い蝙こう蝠もり翼よくは精せい霊れい系夢む魔ま族ぞくの証しよう拠こだ。インキュバス。禿とく頭とうの彼は一度片かた手てをあげると、

「──おはようございます！　怪あやしい者ではありません！　淫いん靡びな精霊インキュバスの伊い藤とう・健けん児じと申します！　商店街の皆様、少々の御ご無ぶ礼れいを失礼致いたします！」

　先行く皆が半はん目めを一いつ瞬しゆん向けたがイトケンは気にしない。

　そして走る皆の間から、一メートル大の半はん球きゆう状をしたものが別れ出る。朱しゆ色いろの、半はん透とう明めいの粘ねん質しつ体たいで、表面上うわ側がわに黒い感覚器きが眉び目もくと口としてついている。

　それは腰に手を当て爪つま先さきステップで先行していくイトケンに追いつき、向こうの屋根に倒れた二人へと接近していく。するとイトケンが、並んできた生き物に手を挙げ、

「やあ！　ネンジ君、今日も粘ねばつきと透明感かんが綺き麗れいで元気そうだ！　ねばねばしいね！」

　その言葉に、粘質体のネンジが応えた。彼は感覚器の太ふと眉まゆを立て、

『うむ。今回は人助けだな。ならばここは我こそが──』

　ネンジが、遅れて後から走ってきた葵あおい・喜き美みという名札の少女に踏まれた。

　粘質な音と共に、ネンジが派は手でに飛び散る。

「あ」

　先にオリオトライを追い掛けるのは近接系けいと直接射しや撃げき集団で、それに続く術じゆつ式しき系は体育会系けいではない者が多く、遅れていた。喜美の他にも数名そういった人ひと影かげが見えるが、喜美も含め、彼らは通り過ぎていきながら、

「フフフ御ご免めんねネンジ！　悪いと思ってるわ、ええ、本気よ！　私いつだって本気よ!!」

　声をあげる喜美に、一人だけ通りを走ってくる少女が叫んだ。彼女はボリュームある銀の髪かみを揺らしながら、

「喜美、貴女あなた、謝るときはもうちょっと誠意を持ちなさいな。淑しゆく女じよたるもの──」

「クククこの妖よう怪かい説せつ教きよう女め。しかしミトツダイラ、アンタ何を地べた走ってんの？　いつもの鎖くさりでドカンやればいいじゃない」

「この周辺は私の領りよう地ちなんですのよ!?　それを貴女達は……、全く！」

「あらあら先生に勝てない女騎き士しが狼おおかみみたいに吠ほえてるわ。アンタ重じゆう戦せん車しや系だものねえ」

　と言う声も、ミトツダイラの言い返しも、ドップラー効果ですぐに遠くなってしまう。後に残るのは、皆に片手を九十度を上げているイトケンと、屋根上に飛び散ったネンジだけだ。

　そして皆に手を振っていたイトケンがネンジを見れば、飛び散った朱色の粘質は、ゆっくりと這はうようにしてそれぞれが集まりつつある。途と切ぎれ途切れの意志伝でん達たつは、ネンジの声で、

『ふ、ふふ、今のは危ないところであった……』

「ネンジ君！　君、根こん性じようあって男らしいけど、ゲームで言ったらヒットポイント３くらいしか無いようなスライムなんだから、無む茶ちやしちゃ駄だ目めだよ!?」

『ふうむ、しっかりガード体勢をとっておったのだがな……』

「ガード？」

『だからこう……』

　集まってきたネンジは、ガード姿勢を見せた。

　ややあってから、ネンジの肩っぽいところに、膝ひざをついたイトケンが手を置く。

　ああ、とネンジがつぶやいた。

『明日があるさ……』

　と、並ぶ屋根の向こう、艦かん首しゆ側の方で声が響ひびいた。

　オリオトライを追い掛けていった皆が、何か仕掛けたのだ。
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　仕掛けたのは、先せん頭とう集団を構成する近きん接せつ攻撃系けいの者達だった。

　場所は多た摩ま艦首側、居きよ住じゆう区画の並びを抜けたところにある企き業ぎよう区画の屋根上だ。それも、左右にメジャー企業の高い建物が並ぶ屋根上だった。

　ねらい目だ。左右の壁が高くなれば、左右方向への回かい避ひを狭めることが出来るからだ。

　左右に建物の壁という、谷底のような構造の屋根上を突っ走りつつ、皆はこう思う。急がねばならない、と。

　何な故ぜならば、右う舷げん二番艦かん多摩を、そろそろ走り抜けるからだ。

　今走っている区画、企業のある企業区画を抜ければ、艦首から外へと飛び出すことになる。

　艦の外、艦首の向こうには右舷一番艦・品しな川がわの艦かん尾びがある。品川の上部は貨物区くで、木製の大型貨か物もつ庫こが並ぶだけだ。目的地は艦首デッキの狭い居住区にあるヤクザの事務所だが、そこに至る道である貨物庫の屋根は、障しよう害がい物が一切無ない平面地ち帯たいだ。

　品川に入られたら、追いつくことが難しい。

　だから、という言葉の先に皆が思うことは同じだ。そろそろ勝負を掛けるべきだ、と。

　そして一番手は、

「自分が行くで御ご座ざるよ……！」

　走りの中、叫んでまず仕掛けたのは点てん蔵ぞうだった。

　対するオリオトライが、小さく口くち笛ぶえを吹いた。

「まず来るのは君だと思ったわ」

　彼女の声に、点蔵は短く応答した。

「──Ｊｕｄジヤツジ．！」
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　走る点蔵は、こう思う。

　……確かにここは自分の持ち場！

　今、足場の悪い屋根の上を、オリオトライは直線的に突っ走る。屋根の構造物や煙えん突とつ、張り出しの上を飛び越え、屋根を飛び移るときも、速度が落ちることは一切無い。

　対し、こちらはそうもいかない。女子は何かを跳ぶ際に速度を落とすし、男子勢ぜいは速度を上げようとしても不安定な屋根の上で足を取られる。

　だが自分は忍しのびだ。悪あく路ろの踏とう破は訓練を授業で選択しているし、武蔵むさしが山岳地ち域いきに入港した場合は山さん渓けいの走そう破は訓練や生存訓練も受けている。

　この状況でオリオトライに追いつけるのはまず自分だと解わかっているし、ここでオリオトライの速度を落としておかねば、取り返しのつかないアドバンテージをとられることも解っている。

　だから行く。

　既すでに、簡単な剣けん戟げきは弾はじかれ、銃じゆう撃げきなども切り落とされている。行くならば、本気の一いち撃げきだ。

　悪あく路ろのスペシャリストである忍しのびは、英国イギリス式で制定された校こう則そく法ほうの戦種スタイル区分だと、

「戦種スタイル、近接忍術師ニンジヤフオーサー、点てん蔵ぞう──」

「おいおい忍にん者じやが叫んでどうするの」

　構わない。

「参まいる！」

　叫びと共に己は速度を上げた。走るオリオトライとの距離は約十五メートル。その間にある屋根を、まるで壁を上るようにして、低い姿勢で突っ走る。

　行く。近づく。

　オリオトライの武器は長ちよう剣けんだ。後ろ向きに走っている姿勢からの攻撃に向く武器ではない。何しろ長なが物ものは、特に低い位置への攻撃が難しい。剣の軌き道どうは円えん軌道であるため、低い位置には届かないからだ。もし低い位置に届かせようとして身を前に折ったり腰を落とせば、剣が屋根に当たることになるし、その姿勢では後ろに走ることなど出来なくなる。

　だから、長剣使いに対して行くなら、低い位置からだ。

　そして眼前、オリオトライが背の長剣を右手で抜いた。鞘さやごとだ。流石さすがに生徒に刃やいばをぶつける気は無いらしい。いい教師だと思う。たまに暴力沙ざ汰たを起こしているが、まだこちらに矛ほこ先さきは向いていない。安全な内はいい教師だ。そうじゃなくなったら知らん。

　ともあれなすべきは、速度を計算する事だ。現在の接せつ近きん速度と、オリオトライが走りながら長剣をこちらに叩たたきつけてくる速度を考える。

　軌道、姿勢、距離などを一いつ瞬しゆんで重ね合わせ、

　……低い位置から──。

　と思った思し考こうが危き険けん信号を鳴らした。

　……!?

　速度十分、距離の取り方も、歩数もベストだ。全力で、立ち上がりながらの一撃を入れられる。だが、それ以上に、

　……いかん。既にこちらに対する合わせを……！

　先ほど、長剣の柄つかに手を掛けたときに合わせが行われた。右腕を上に伸ばす際、右の膝ひざを上げられた。走っている動きの中、見逃してしまいそうな一いち動作だが、ちゃんと右尻しりを前に滑らせるようにして、次の動作に移るための腰が入っている。

　予測出来る。

　オリオトライの次の動作は、前に出した右足をハンマーを打ち付けるように振り下ろす動きだ。同時に、長ちよう剣けんを振り下ろしてこちらへと振り抜き、しかし屋根を穿うがった右足で、強ごう引いんに背後へと跳ちよう躍やくする。長剣が屋根に当たるより早く、オリオトライは後方への大だい跳躍を行うだろう。

　結果。突っ込み掛けているこちらに回かい避ひは出来ず、上からぶちかまされて地面に大の字だ。下へ手たしたら少しばかり屋根藁わらに埋まる。

　瞬しゆん間かん。オリオトライの長剣が、その軌き道どう上に発射された。

　来る。だから己は叫んだ。

「行くで御ご座ざるよウッキー殿！」

「応おう……！」

　と応えたのは頭上。既すでに長剣を振っているオリオトライの上へと、影が舞い降りた。

　影の形は二角を持つ大おお柄がらなもの。

　半はん竜りゆうのウルキアガが、隣りん接せつする高い建物の屋根から跳躍したのだ。
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「……へえ！」

　とオリオトライは感心の声を上げた。

　成なる程ほど、と彼女は思う。初めに点蔵が突っかけてくるとき、自己紹しよう介かいを叫んだのは隣となりの壁へき上じようを行くウルキアガから注意を逸そらすためだったのだろうな、と。

　……小こ細ざい工くだわ。

　だが、その積み重ねが大事だ。実力で勝てない相手には策を考えることが肝かん要ようだと、教師は生徒に教える必要がある。

　ちょっとの小細工では敵かなわない相手がいるということも。だから、

「──！」

　オリオトライは動いた。
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　オリオトライの頭上へと飛び込んでいたウルキアガは、一いつ瞬しゆんの動きの中にいた。

　こちらは航空系けいの半竜、背はい翼よくがあるために短たん時間の加速と飛ひ翔しようが可能だ。だから点蔵が飛び込んだ後、皆の背後から身を低くして隣接する家屋の屋根に飛び移り、そこから一気に高い壁上の屋根へと跳躍した。

　オリオトライにとっては、視し界かい外がいからのパワーダイブとなるだろう。

　己が使用する武器は両手そのものだ。半竜の腕は鱗うろこと外がい殻かくに覆おおわれ、それだけで打だ撃げき武器となるからだ。腰、幾いくつもの装備を身につけているが、使わない。

　長剣を振り下ろしていくオリオトライが、高速処しよ理り可能な共通言げん語ごで

「腰のは使わないの!?」

「異い端たん審しん問もん入門キット、Tsirhcツアーク 教きよう譜ふの異端ではない者に振るうものではなし!!」

　自分の実家は三征西班牙トレス・エスパニア異端審問の家か系けいだった。地元では老舗しにせだったが、乱らん獲かくがたたって立ちゆかなくなってしまった。そして先せん々せん代だいのときに宗教革かく命めいの歴史再さい現げんも始まったので、店を畳たたんで武蔵むさしにきている。今、両親は青梅おうめの地下三階で寝具の生産販はん売ばいをやっているが、特とく注ちゆうベッドは実家の技術が盛り込まれていて一部の方々に好評だ。拘こう束そくがキツくていい、と。

　だから己も、両親のように、祖先の技術を今に伝える仕事に就つきたいと思い、旧派系カトリツクけい異端審問の授業を午後に選択で受けている。

　ゆえに自分は常にそのための装備を身につけている。それは尋じん問もんのための道具であり、そして審問官を敵てき視しする者達と戦い、業務を遂すい行こうするための武器だ。

　だが、今はそれらの装備を用いるときではない。

　何な故ぜならば、異端と異い教きようは違うからだ。異端とは、旧派と同じTsirhc教譜でありながら、

　……Tsirhc教譜の教えを歪ゆがめて伝える、もはや更こう生せい出来ない者のこと……！

　対する異教は、Tsirhc教譜ではない別の教譜であるが、それゆえに、

　……真の教えを知れば、更生出来るかもしれない者達。

　オリオトライは、武蔵の住人で、名前は洋よう風ふうだが目が青い以外は外見も生活様よう式しきも武蔵の人間だ。教譜としては神しん道とうなので異教に当たる。だから、

「神道奏そう者しやは審問官として殴なぐるに能あたわず！　ゆえに拙せつ僧そう、今回は私的に打だ撃げきを差し上げる！」

「無理だわそれー」

　と、言葉が来た。その台詞せりふに、

　……無理!?

　自分は疑問を思った。何しろ現在、オリオトライは長ちよう剣けんを振り抜きつつある。だが右手一本、片かた手て打うちの一いち撃げきは既すでにこちらの下を通り過ぎて行こうとしているのだ。

　彼女の攻撃はこちらに当たらない。その直後にこちらが舞い降りて届くよう、背の翼つばさを用いて微び調整を施ほどこしたからだ。

　対するオリオトライには、剣を止める動きはとれない。一撃から後方への跳ちよう躍やくを一連の流れとしているため、他の動きを行えばバランスを崩してしまうせいだ。

　だから、こちらにはもうオリオトライの攻撃は当たらない。

　だが、当たった。

「──!?」

　下を、オリオトライを見ていたこちらは、前に伸びた竜りゆうの顔面に一撃を受け、

「っ！」

　空中の姿勢制せい御ぎよを失って吹っ飛んだ。
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「────」

　何な故ぜ、ウルキアガが吹っ飛んだか、点てん蔵ぞうの目は原因を見ていた。

　鞘さやだ。オリオトライが、右手一本で長ちよう剣けんを振り抜きながら、鞘の留とめ金を外していたのだ。

　刃やいばをレールのように滑っていった鞘は、長剣のリーチを伸ばしたのと同じ効果を持ち、

「ぐ……！」

　という声と共に、ウルキアガが後ろに消えた。

　そして点蔵は見る。オリオトライが、その口に鞘のベルトを嚙かんでいるのを。

　ベルトが首の回しで引かれた。

　鞘が戻る。

　そうやって戻った鞘付きの長剣は、今度はこちらを穿うがつ軌き道どうを持っていた。

　こちらの武器は、腰の後ろに携たずさえた一本の短たん刀とう。買うときに刃の分ぶ厚あつさを優先としたために範はん鋼こうブランドの製品となったが、グリップは白しら砂さごブランドの木製柄つかを使用している。その方が手になじみがよく、木の素そ地じを黒くろ染ぞめしたグリップはマット加工で夜よ闇やみの中で反射がない。

　己にとっては大事な一品。それを引き抜く。構えは右の逆さか手て引き抜きから振り上げつつ、左手も添えて順じゆん手てに。だがオリオトライに突っ込むことはせず、

「ノリキ殿！」

　声と共に、自分は短刀を頭上に渡すように構えて腰を落とした。

　前進力を無む理り矢や理り消すために姿勢を低くすれば、頭上に対する防ぼう御ぎよの構えになる。

　オリオトライの剣を受け、耐えるつもりだ。耐えている間に、

「──早く！」

　気け配はいが来た。後ろ、己おのれの背後から飛び出してくる気配だ。
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　オリオトライは見る。点蔵の背後から、いきなり一人の少年が飛び出してきたのを。

　点蔵の後ろにいれば、見えているはずの人ひと影かげだった。それが見えていなかったのは、

　……忍にん術じゆつね！

　忍術とは忍しのび専門の体たい術じゆつで、音を消した移動や視し覚かくの制せい御ぎよなど隠おん密みつ活動用に特とつ化かしている。その中には要よう人じん警けい護ご用として要人の気配を外から断つものもある。

　点蔵が使用したのはそれだ。そして点蔵の陰から飛び出した蓬ほう髪はつの少年、制服をラフに着込んだ彼の名を、自分は叫んだ。

「ノリキが本ほん命めい!?」

「解わかっているなら言わなくていい」

　少年、ノリキは一いつ瞬しゆんで距離を詰めてきた。

　同時に、こちらの長ちよう剣けんが鞘さやで点てん蔵ぞうの短たん刀とうを叩たたいた。

　手に伝わる感かん触しよくは剣が泥どろに沈むような温ぬるいもの。点蔵が瞬しゆん間かん的に身を沈めてショックを吸収しているためだ。それゆえ、剣は跳ね返ることなく、すぐにはこちらの手元へ戻ろうとしない。

　長剣は大事な武器だ。これがなければ、品しな川がわ先せん端たんまで幾いくつか面めん倒どうなことになるだろう。その程度には実力のある生徒達だ。

　手放せない。

　だが、それだからこそ、ノリキの接近を許すことになる。突っ込んでくるノリキは、いつものようにやや据すえた目で無表情。何を考えているのか解わからないところもある子だが、チームワークを理解しているなら充分だろう。

　そしてノリキの武器は拳こぶしだ。

　右脇わきが引かれていて、握られた拳の掌てのひら側が上を向いている。やや左肩が前に出ているのはそれを戻す反動で右拳をまっすぐ突くつもりだからだ。ノリキの攻撃タイミングは、こちらがこれから右足を踏む瞬間だろう。剣を打ち下ろし、それを即そく座ざに引くためにストッパーとしての右足を打ち下ろす。その瞬間をノリキは狙ねらっている。

　走る軌き道どうから行って、攻撃は伏せるようにしゃがみ込んだ点蔵の背を越えるもの。こちらが振り下ろした長剣の上を来る攻撃だ。
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　だからオリオトライは動いた。迎げい撃げきのために。
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　点てん蔵ぞうは、防ぼう御ぎよに構えた腕に掛かる負ふ荷かが、いきなり消えたことに気づいた。

　……何？

　見れば、腕の負ふ担たん、上からの長ちよう剣けんの重量が消えた原因は、簡単なものだった。

　オリオトライが長剣の柄つかから手を離していたのだ。己おのれの唯ゆい一いつの武器だというのに。

　え、と思わず心の中で声を上げた瞬しゆん間かん。長剣の柄がこちらの眼前へと旋せん回かいして落ちてきた。

　柄尻じりが下に落ちれば、刃は先さきは上を向く。

　こちらの防御した位置を支し点てんとして、刃先が点蔵の背後を斜めに指した。

　後ろから来るノリキを、だ。

　彼にとっては、おそらく胸を下から突き刺す角度になっている筈はずだ。

　……しまった……！

「──く」

　背後、ノリキが息をのむ音が聞こえた。

　ノリキの拳こぶしの発射される音が聞こえる。だがそれは予定よりも早いもので、オリオトライを穿うがつためのものではない。

　金属音が響ひびいた。ノリキが防御として殴なぐったオリオトライの長剣が、こちらの眼前から向こうへと回転しながら吹っ飛んでいく。

　そしてこちらの眼前に、オリオトライの足が落ちた。

　……やられたで御座る……！

　今、オリオトライは重い長剣を持っていない。後ろに大だい跳ちよう躍やくするならば、身み軽がるに行うことが出来る。

　更さらには、オリオトライの長剣は、ノリキに殴られたことによって吹っ飛んでいる。それも、オリオトライがこれから跳躍する、彼女の背後方向へと。

　今、腰を落とした自分は、もはやオリオトライに追いつけるものではない。

　ここでリタイアだ。

　無む念ねんの二ふた文字を感じ、己は叫んだ。

「浅あさ間ま殿──!!」





●






　点蔵の声より早く、後こう続ぞく集団は既すでに動いていた。

　それは、ノリキがオリオトライに突っ込んでいったときだ。ノリキの陰になるようにして、一人の少女が動いていた。長身の黒くろ髪かみ、左目に緑の義ぎ眼がんを入れた〝浅間・智とも〟という名な札ふだの少女が、身を低く走らせながら、背から引き抜いた弓を掲げたのだ。

　白しら砂さごブランドの紋もん章しようが入った弓〝片かた梅うめ〟は三つ折り状態から一いつ瞬しゆんで展開。弦げんを自動でチューニング。だがそこで終わりにならず、彼女達の集団の中からネシンバラの声が飛んだ。

「ペルソナ君！　足あし場ばになって！」

　指示に答えたのは、集団の一番後あとにいた大おお男おとこだった。上半身裸はだか、首から上をフルフェイスの西洋ヘルメットに包んだ男は、既すでに左肩に目を伏せた少女を一人乗せていた。

　だが彼は右腕を振って速度を上げ、

「──！」

　弓を構えた浅あさ間まに並び、その右腕を彼女へと伸ばした。

　同じタイミングで、浅間はペルソナ君に頷うなずき一つ。彼の腕に脚あしをかけるなり、身を翻ひるがえして肩に飛び移る。向かい側がわ左肩に座る目を伏せた少女に笑えみを送り、

「ええと、鈴すずさん、こっち座ります」

　言って腰を落として足場は確保。少女、浅間は口を開く、緑の瞳ひとみを細くして、

「地ち脈みやく接続──！」
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　浅間の視し界かいの中、先行するノリキがオリオトライへと拳こぶしを振りかぶった。

　……いける？

　解わからない。何しろオリオトライが生徒の攻撃を食らったことなど、浅間の記き憶おくの中では一度もない。自分達にとっては一年時からの担任だが、少なくとも体育会系けいの授業でオリオトライが生徒に後れを取ったなど、先せん輩ぱいからだって一度も聞いたことがない。

　……どう考えても教師と言うよりもリアルアマゾネス……！　何て恐ろしい……。

　一息。気を取り直すつもりで、

「──行きます。うちの神社経けい由ゆで神しん奏そう術じゆつの術じゆつ式しきを使用しますよ！」

　術式。それはこの世界における矛む盾じゆん許きよ容よう型がたの空間構成因いん子し〝流りゆう体たい〟を操作する技だ。

　幾いくつもの流りゆう派はを持つが、己が用いるのは極きよく東とうメジヤーの神しん道とう、神奏術。

　そして先程の声と共に、自分の制服の襟えり元もと、軽けい装そう甲こうの右襟が開いて中から一つの影が飛び出した。それはわずかな赤光を帯びた二頭とう身しんの少女だ。姿は微かすかに透すけている。

　彼女は眠そうな顔で、しかしこちらの肩に乗って軽く踊るように身を回して右手を振った。

　同時。己の顔かお横よこに赤い光の鳥とり居い型表示枠サインフレームが出た。表ひよう示じ部分である空くう白はく部に、


『接続：浅間神社・走狗マウス：サクヤ型01：──確認』

『浅間神社に接続しました。修しゆ祓ばつ・奏そう上じよう・神楽かぐら、走狗にて完かん遂すい』

『浅間・智とも　様、御ご利用有り難がとう御ご座ざいます。加か護ごの選択をどうぞ』



「浅間の神音かのん借がりを代だい演えん奉ほう納のうで用います！　ハナミ、──射しや撃げき物の停てい滞たいと外がい逸いつと障害の三種祓ばらいに照しよう準じゆん添てん付ぷの合計四術じゆつ式しきを通つう神しん祈き願がんで！　社やしろの基き本ほん術式だからそのままいけます！」

　こちらの声に、走狗マウスハナミは二頭身の少女の姿で小さく頷うなずく。顔の横に光る吹き出しと文字が出て、

『神音かのん術式　四つ　だから　代だい演えん　四つ　いける？』

　うん、と自分は頷うなずいた。息を吸い、腰から抜いた矢を弓につがえると、

「代演として──」

　神しん道とうの神しん奏そう術じゆつは、契約時じに得られる常時加か護ごの他に、符ふと言こと霊だまによる神音借がりの術を持つ。今、己が用いる神音借りの場合、起き動どう方法の一つとして、契約した神の喜ぶことを奉ほう納のうして術式効こう果かを得ることが出来る。

　四つの術式に対し、ここで選ぶ奉納は、

「二代演として昼食と夕食に五ご穀こくを奉ほう納のう！　一いち代演として二時間の神楽かぐら舞まい！　一代演として二時間ハナミとお散歩＋お話！　これで合計四代演！　ハナミ、ＯＫだったら加護頂ちよう戴だい」

　うんうん、と頷うなずいていたハナミが、一いつ瞬しゆん上を見た。そしてハナミは笑顔で手を打ち、

『うん　許可出たよ　拍手　あとで　現げん世せいのこと　神様に　お話しして』

　ハナミの拍手と一緒のタイミングでそれが来た。こちらの構えた矢に光が宿ったのだ。光は初め弱かったが、

『拍手ー』

　ハナミの拍手とともに光量はすぐに二倍、三倍、四倍となり、それが最高度となった時点で、

「──！」

　自分の視線の先、オリオトライと己おのれを結ぶ中点に、赤光の縦たて長なが鳥とり居いが二重に現れた。

　神奏術の弓きゆう術じゆつ系けい術式照準だ。鳥居の上部開かい口こう部ぶを照しよう星せいとして、その向こうにいる相手に矢をロックオンさせることで、矢の行く先などを設定する。

　そして緑の義ぎ眼がんが照準と同期した。瞳ひとみの見る方へと自動的に追つい尾び指定の照準が動き、

「義眼〝木葉このは〟、──会いました！」

　一瞬。緑の瞳からまっすぐ放たれた細い緑りよつ光こうが、二に重じゆう照準を貫つらぬいた。その直後に、

「──浅間殿どの！」

　点てん蔵ぞうの叫びが響ひびいた。

　視し界かいの中、しゃがみ込んだ点蔵をノリキが飛び越えるのが見えた。そして彼らの向こうでは、背後へと大だい跳ちよう躍やくを行ったオリオトライが、回転して吹っ飛んでいく長ちよう剣けんを宙で摑つかんでいた。

　点蔵達は失敗した。だから、自分は射しや撃げきした。

「行って！」

　射る。

　水が飛沫しぶくような音と共に、一いち条じようの光線が投げ打つように放たれた。

　今まで皆が撃うってきたような弾だん丸がんや矢や直線系けい術式ではなく、外がい逸いつ祓ばらいによる追尾系けい術式が入ったもの。神社でも航空系や高速機き動どう型がたの妖よう物ぶつ浄じよう化かにしか使わないものだ。

　術じゆつ式しきによる短期加か護ごを受けた矢が行く先は、先行するオリオトライ。それも丁ちよう度ど屋根から屋根へと渡るタイミングだ。

　……今日こそは当てますよ！

　自分は武蔵むさし内ない神社の主しゆ社しやである浅間神社の娘だ。父は白しら砂さごブランドと契約して教きよう導どう院いん購こう買ばい部ぶに浅間系けい列れつの品を卸おろす一方で、こちらの評判を聞いている。別に悪い噂うわさは無い。成績は良い方だし、茶さ道どう部の部長もやっている。家族に心配は掛けていない。だが父にしてみれば、「卒業するまでにあの先生に一回は当たらんかなあ……」という状態だ。

　当初は、人に向かって撃うつんじゃないと言われたものだが、それが五回目の挑ちよう戦せんだったことが発はつ覚かくすると、「え……？　何で？　おかしくない？　だってフツー術式入いれれば当たるだろ？」と疑問された。それはオリオトライが蛮ばん族ぞくを超えた運動能力と戦せん闘とう能力を持っているからだが、そんな人間がいることを父に理解させるのには骨が折れた。

　ゆえに父と修行して、上位契けい約やくを結んだのが今年の始め。矢に穢けがれ払ばらいによる追つい尾び性だけではなく、回かい避ひ性を与えた際の発射位置補ほ正せいなどを捉とらえ直し、実用に至ったのは先日だ。

　義ぎ眼がん同期もつけた状態で授業中に使用するのは今回が初めてだが、

　……どうですか？

　光の矢は、快かい音おんと閃せん光こうの帯をたなびかせ、殴なぐるような軌き道どうで獲え物ものへと突っ込んだ。

[image: ]

　対するオリオトライは跳ちよう躍やくで宙にある状態だった。先ほどの大だい跳躍は、通りを飛び越えるためのもの。跳躍時間は長く、その間、回かい避ひは出来ない。

　対し、こちらの矢には、高速化と追つい尾び性能が加か護ごされている。

　そして己は見た。オリオトライが長ちよう剣けんを首元に構え、鞘さやから刃やいばをわずかに覗のぞかせたのを。

　……抜き打ちで矢を切り捨てようと!?

　その判断に、わずかに眉まゆが立つ。

「無理ですよ！　追尾だけじゃなく障害祓ばらいの回避性せい能のうも添てん付ぷしてますから回り込みます！」

　浅間の言葉通り、矢はオリオトライの長剣を右から回り込む動きを見せる。

　対するオリオトライが、鞘に刃をしまいながら、剣を縦たてにして突き出した。まるで矢に対する障しよう壁へきとするように。

　だが遅い。

　光をまとった矢は既すでに長剣を迂う回かいし、横よこ滑すべりにも似た動きでオリオトライへと行った。このままだと顔面狙ねらいになるのは、背の高い自分がペルソナ君の肩から撃うった不ふ可か抗こう力りよくだが、流石さすがに女同どう士しの気まずさはある。

　しかし狙ねらい場所を選んでいる余よ裕ゆうを赦ゆるす相手でもない。治療はうちで担当しよう。有料で。

　ともあれ、と自分は心の中で声を上げる。やったわ父とうさん、今日は教師撃げき沈ちんの祝いでちらし寿ず司しよ。代だい演えん加護で日中の食制せい限げんしてるから食後にアイスつけても大だい丈じよう夫ぶ！

　そして己は矢を視線で追いながら思う。先ほどオリオトライが言った台詞せりふを。

　……末まつ世せ。

　確かに地ち脈みやくの乱れの報告は各地の神社から上がっており、頻ひん度どは右肩上あがりだ。航こう空くう艦かんである武蔵むさしでは発はつ生せい頻度が低いが、地上側では地震によって村が消えたり、海底隆りゆう起きで島が生まれたりもしているし、神かみ隠かくしや、思い隠しという知識喪そう失しつもやはり多発している。

　一番気がかりなのは、最近の父が「他た言ごん無む用よう」の言葉を用い始めたことだった。それは当然、社やしろの上からの指示なのだが、裏を返せば、この極きよく東とう全ぜん域いきに亘わたる神社の組織力でさえも、

　……現在起きている怪かい異いに対し、明確な対たい処しよと理解が出来ずに戸と惑まどっている……。

　術じゆつ式しきの契約を強化したのは、少しでも対処の力を得るためだ。

　出来れば、と自分は思う。出来れば、卒業するまで、末世の噂うわさが真実にならなければいいと。卒業したら神社のネットワークを辿たどって怪異の調査をしようと、そう思ってもいるのだ。

　そして今、自分は己おのれの未来に繫つながる力を放った。

　行く先を見つめ、心の中で拳こぶしを握って気合いを入れた瞬間、自分はそれを見た。

　こちらの放った矢の光が、オリオトライの長剣の陰で炸さく裂れつしたのを。

　音が響ひびき、光が爆はぜた。応じるように周囲の皆が、

「……やった！」

　と声を挙げる中、だが己は、ただ一人目めを見開き、こう叫んでいた。

「違います!!　手て応ごたえが軽すぎます！　──当たってません!!」

　吠ほえるように自分は言った。矢を放った手指を振り、空を切るその感かん触しよくを確かめながら、

「──アイスが!!」
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　何な故ぜ？　という疑問が浅間の中にある。

　当たる加か護ごを掛けた術じゆつ式しきだ。妖よう物ぶつの内でも、苦労する相手を倒すためのものだというのに。

　……何故!?　神しん道とうパワーは超ちよう蛮ばん族ぞくパワーに負けますか!?

　と、そんな浅間の内心の叫びに応じるように、オリオトライが動いた。

　彼女は、掲げた長ちよう剣けんを肩に担かつぎ直したのだ。

　そうやって見える顔は、無む傷きずの一語だ。わずかな笑えみを浮かべた口元も、頰ほおも、傷一つ無い。

　次の瞬しゆん間かんには、彼女は通り向こうの屋根、事務区く画かくを構成する企業長なが屋やの屋根上に身を送る。

　そしてオリオトライが、身を後ろに反らせるようにしてワンステップして加速した。走る動きには淀よどみなく、こちらの一いち撃げきが何かの効果を及ぼした風ふうにも見えない。

　……どうして？

　こっちの問いかけと同時。オリオトライに置いて行かれるようになった皆は、戸と惑まどいつつも企業区画の屋根の上へと跳ちよう躍やくした。

　そのときだ。背後から追いついてくるネシンバラが、宙から何かを摘つまみ、声を上げた。

「髪かみだ！」

　走りながらの彼らの注ちゆう視しを受け、ネシンバラが眉まゆを立てた。そして、

「さっき先生は首元に長剣を持っていったけど、そこで髪をわずかに切ったんだ。その動きで長剣を前に突きだして矢の軌き道どうを迂う回かい軌道に限定させ、軌道上に己おのれの身体からだの一部である髪を切り散らす。結果、──髪のチャフに捲まかれた矢は先生に当たったと判断して術じゆつの力を失った」

　説明に、自分は皆と一緒に声を飲んだ。

　そしてネシンバラが、前を見た。加速していくオリオトライに視線を向ける。

「でも二年の時は髪切らせることも出来なかったよ。──浅間君、内ない燃ねん総そう拝はい気き量は？」

「あ、年度開けで三十六になりました。だからさっきのと同じのを後あと九発いけますけど」

　うーん、と内心で己は唸うなった。

　符ふなどに流りゆう体たいを仕込める媒ばい体たい術式と違い、神音かのん借がりなどの口こう頭とう術式は、基本的に奉ほう納のうか、拝気という単位の流体燃ねん料りようを消費して起き動どうする。

　拝気は内燃拝気と外がい燃ねん拝気に分かれ、内燃は瞑めい想そうなどで自分の内側に溜ため込むものだが、外燃は神社や教会で献けん身しん活動を行い、その教きよう譜ふの共きよう有ゆう流体槽そうに貯ちよ蓄ちくし、必要とあらば引き落として使用するものだ。

　拝気を一単位溜めるのには、数時間を要する。また、それを外燃拝気として教譜の共有流体槽そうに納めれば、その拝はい気きを他者も使用出来るため、拝気の金きん銭せん取引も可能だ。

　ゆえに内ない燃ねん拝気を使用して術じゆつ式しきを行うことは、拝気の蓄積に数時間掛かけた苦労と、外がい燃ねん拝気による金銭取引機会を失うことを意味する。

　そして自分は先ほど、神しん道とうの代だい演えん奉ほう納のうを行った。神道の在り方を体たい現げんし、神の喜ぶことを供そなえ物ものとして奉納することで、拝気の代わりにするのである。

　但ただし、己は既すでに奉納を四つも提てい示じした。追加で奉納を増やせば、日常が息いき苦ぐるしくなる。だから今、次の術式からは己おのれに溜ためた内ない燃ねん拝気の消費をしようかと考えているのだが、

　……神社の仕事があるかもしれませんし──。

　だけど、とも思う。そんな甘い考えではいけないのだろう、と。

　自分は一度頭あたまを振って、決断した。

「行きましょう！」

　その言葉に、皆も頷うなずいた。オリオトライを追って企業区く画かくを抜け、前部甲かん板ぱんに飛び降り、甲板の向こう、品しな川がわへと宙を渡る太ふと縄なわへと身を躍おどらせながら、

「追うぞ！」
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　皆は、先行するオリオトライを追って品川へと至る太縄の空中回かい廊ろうを突っ走った。

　太縄は軟なん質しつの水道管かんや送そう油ゆ管などを連れん動どうしたもので、太さは一メートルほど。上部側に幅三メートルの重力床ゆかが設定されているため、太縄の上には見えない道が存在している。

　縄の真ま下した側を下部設せつ定ていとした重力回廊の上を走るのには慣れがいる。道が見えないし、太縄の傾きと外界の水平が一定するとは限らないからだ。

　だが、皆は行く。回廊の幅を示すために付ふ随ずいされた白しろ紐ひもを揺らしつつ走るか、

「マルゴット！　行くわよ！」

「はいはいガっちゃん急ぐと危ないよー」

　声と共に先行するのは、有ゆう翼よくの少女二人だ。黒の六枚翼を持ったナルゼと、金の六枚翼を持ったナイトはお互いの手を繫つなぎ、

「────」

　二人は同時に、太縄から落下する軌き道どうで身を投げた。

　落下する。

　だが、数十メートルの降下の途と中ちゆうで、黒と金の花が咲いた。二人の翼つばさが展開したのだ。落下による動きで翼を広げ、中に空気を溜め、二人は一度、両手のハイタッチを行い、

「行くわよ、……遠隔魔術師マギノガンナーの白と黒、堕だ天てんと墜つい天てんのアンサンブル！」

　そのまま抱き合うなり、飛ひ翔しようした。

　背の翼は、圧あつ縮しゆくした大気を、打ち下ろす動きで背後へとぶちまける。

　結果として生まれるのは鳥の羽ばたきよりも強烈な、空中跳ちよう躍やくとも言える飛び方だ。一発で三十メートルを上昇し、更さらには二人分の六枚翼よくでそれを連続することにより、

「加速……！」

　二人は、一いつ瞬しゆんで太ふと縄なわの高度を抜け、オリオトライの直上へと回った。身をスイングするように翼つばさを振り、風を鳴らして空中の制せい動どうを掛ける。

　そして二人の有ゆう翼よく者は、身を回しながら、両手に得え物ものを表ひよう示じした。

　金きん翼よくのナイトは五十センチほどの大きさの、スピードメーター型の黒い魔術陣マギノフイグーアを。

　黒こく翼よくのナルゼは、Ａ４サイズのトンボ枠わく型がたの白い魔術陣を。

　二人の展開した術じゆつ式しき陣に対し、眼下を走るオリオトライが、へえ、と声を上げた。

「術式主しゆ体たいの連れん中ちゆうが追いついたわけ？　それで皆の術式展てん開かいの時間稼かせぎに、ナルゼとナイトが出てきたわけだ」

「そういうこと。授業中だから黒嬢シユバルツフローレンも白嬢ヴアイスフローレンも使わないでおいたげる」

　白のトンボ枠わくの中、ナルゼは指で光の矢やじ印るしを描く。そしてその上に財さい布ふから出した銀ぎん貨かを載せていく間に、眼下ではシロジロ達が皆に合流し、それぞれの術式強きよう化かを行い始めた。

「商人の神との上位契けい約やくを持つシロジロがようやく追いついてきたわね」

　ナルゼが呟つぶやき、ナイトが魔術陣のスピードメーターに財布から出した銅どう貨かを載せていく。

「シロなら他の人達が持ってる符ふや術を、商しよう人にん神がみの術式介かい入にゆうで〝分ぶん割かつ商売〟出来るもんね。効果や発はつ動どう時間も分割されるから、最後のスパートでしか使えないけど、今からなら──」

　と、ナイトがそこまで言った瞬しゆん間かんだ。二人の背後を、不意に大きな影が通り過ぎた。

「……!?」

　二人だけではなく、眼下の皆までが空を、こちらを振り仰ぐ。

　すると青の広がりに、幾いくつかの巨大な影があった。

　長ちよう銃じゆうを手にした有翼の巨人。十字型四枚翼よくと、白の鉄てつ肌はだに赤の装そう甲こう服をまとって飛ひ翔しようするのは、

「──聖せい連れん、三征西班牙トレス・エスパニアの航空用重じゆう武ぶ神しんね。騒いでるから警けい告こくに来たってこと!?」

　武神。有ゆう翼よくの巨人の全高は十メートルほど。その巨体が右う舷げん側の空に三機飛んでいる。

　武神の一機は、こちらに接近してから遠ざかっていく軌き道どうをとっている。先ほど、飛翔したこちらの背後に飛び込み、去ったのはその機体だ。

　装甲服の尾をはためかせて遠ざかる武神は、僚りよう機きと合流するなり、翼を動かして加速した。

　風を生む。武神は有翼の二人が作ったのを倍ばい加かするような勢いで、宙を飛び、

『────』

　白と赤の三機は長銃を構えたまま上に回った。見下ろす軌道だ。

　ナルゼが、空を見上げて舌した打うちをする。

「航空用の足首無し。戦せん闘とう好きな三征西班牙らしいわね。別に私達、武蔵むさしから出ようなんて考えもないのに、トリガーに掛けた指を見せつけるなんてサイテー。搭とう乗じよう者しや調べ上げてうちの漫まん研けんのホモ漫画に出してやろうかしら。三征西班牙トレス・エスパニア総受け……！」

「それ攻め側はうちのクラスの誰？　……でもまあ、異い族ぞくで魔術師テクノヘクセンのナイちゃん達は外に出る方が面めん倒どうだしね。向こうも仕事なんだと思うよ。

　結けつ構こう大変なんだってマサやん言ってた。武ぶ神しんも三征トレスの〝清らか大市サン・メルカド〟ブランドなんだけど、技術甘あまいから駆く動どう系けいはK.P.A.Italia式だし、見み栄えだけはあるから武蔵むさしの東とう国ごく巡じゆん回かい路ろのほとんどを警けい備びする羽は目めになってるとか。三征西班牙大おお赤あか字じなんだって」

「〝清らか大市〟なんて、未だにレコンキスタ気取りで攻撃的な田舎いなかパーツが多いからそうなるのよ。K.P.A.Italiaも新しい大罪武装ロイズモイ・オプロを三み河かわに作らせにわざわざ教きよう皇こう総そう長ちようが来るって言うし、聖せい連れんを半脱退してるP.A.ODAと繫つながりがある三河周辺ではピリピリしてるんでしょうね」

　大罪武装かあ、と、ナイトが小さく呟つぶやいた。彼女はうつむき気味に、

「神格武装の一種。都市破は壊かい級きゆうの個人武装で七大罪の原げん盤ばんをモチーフとした八つの武装。使用者は〝八はち大だい竜りゆう王おう〟って暗に呼ばれてるね。十年前に三河がP.A.ODAと正式同どう盟めいしたとき、聖連側に反抗の意志無しと示すためにP.A.ODA以外の聖譜テスタメント所有国に配ったっていうけど」

「……本当のところは、どうなのかしらね。大体、大罪武装の素材は噂うわさ通どおり、人間の──」

　とナルゼが言ったときだ。足あし下もと側から声が響ひびいた。

　太ふと縄なわの遙か下、品しな川がわの艦かん底てい近くの非常口から一人の作業服姿が身を乗り出して叫んでいる。白はく髪はつの老人、彼は丸めたマニュアルをメガホンにして、

「こらぁ──！　あまり騒いで艦を傷つけるなあ──！」

「……ガっちゃん、機き関かん部の泰たい造ぞうちゃんが無む理り言ってるよ」

「いきなり諦あきらめてるところがステキよナイト。上の連れん中ちゆうの威い嚇かくも気にしないのね」

　だって、とナイトは息を吸って、黒のスピードメーター型魔術陣マギノフイグーアの針を動かした。その上で彼女は笑えみでナルゼを見て、

「──だってこれ、授業だもん」

　そっか、とナルゼも笑みになった。二人はそれぞれ笑顔で魔術陣の得え物ものを構え、眼下を走るオリオトライに向けると、

「授業授業──！」

　術じゆつ式しきの効果を発射した。
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　やがて再開した品川艦かん上での音と光を、遠くから見る視線があった。

　視線があるのは中央前ぜん艦かんの艦かん首しゆ付近、展てん望ぼう台だいとなっているデッキの上だ。

　そこにいるのは、黒の髪かみの自動人形だった。肩に〝武蔵むさし〟と書かれた腕わん章しようをつけた彼女は、品川の方をじっと見つめている。

　静かに不動の彼女だが、周囲には動くものがあった。デッキブラシやモップなど、甲かん板ぱんの掃そう除じ用具の群だ。どれも持つ者はいないが、自じ在ざいに動いて甲板を掃除し、磨みがき上げていく。

　すると、背後から男の声がした。

「〝武蔵むさし〟さんは午前からお掃除かい。御ご苦労なことだ。艦かん橋きようにいなくていいのか？」

　問いかけに、自動人形〝武蔵〟は振り向かない。ただ品しな川がわの方を見たまま、

「重じゆう奏そう領りよう域いきの多さで難なん所しよのサガルマータ回かい廊ろうも抜けましたし、既すでに三み河かわ入にゆう港こうの準備は終了しております。三河周しゆう辺へんは重奏領域が無い安定域いきですし、そうなると武蔵総そう艦かん長ちようとしての私の為なすべきは各所の執しつ行こう確認だけとなりますが、武蔵は武装も無いため管理も楽ですので、ぶっちゃけ暇ひまです。

　そして補足するならば、掃除は自動人形という種族の基礎業ぎよう務むですし、基礎能のうである重力制せい御ぎよでそれを行うことは苦労に値あたいしません。Ｊｕｄジヤツジ．？　酒さか井い学長。──以上」

　Ｊｕｄ．という声とともに、自動人形の横に中年過ぎの男、酒井が並んだ。

「三河かあ。……俺は関せき所しよに降りて寄き港こう手続きとらないといけないんだけど、今回は三河中央にいる昔の仲間から〝十年ぶりに顔を出せ〟って言われてるんだよね。三河中央部、十年ぶりに行って大だい丈じよう夫ぶかね？　今、三河は鎖さ国こくに近い状態になってんだしなあ」

「Ｊｕｄ．、十年前、こちらに酒井様が左さ遷せんされた時期にP.A.ODAとの暫ざん定てい同どう盟めいを正式同盟とした三河は、聖せい連れんとの協議の元、三河当とう主しゆの武蔵への乗り込みを禁止し、外界との交流許きよ可かを郊外までに限定としました。今や中央部はブラックボックスですね。
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　極きよく東とうの支配者として聖せい譜ふ記き述じゆつが為なされている三み河かわの松まつ平だいら家け君くん主しゆは、極東の支配権を持つものとしての地位を成立させるため、三河の特別自じ治ちと、極東と聖せい連れんを結ぶ対外窓まど口ぐちとしての権利が聖連から認められていますが──」

「が？」

　武蔵むさしは、少しの間、考えた。しかし彼女は、ややあってから、

「松平家の元もと信のぶ公こうは、聖連から半はん脱だつ退たい状態のP.A.ODAと正式同どう盟めいしてから、いささか独自路ろ線せんだと判はん断だん出来ます。松平家は側そつ近きん以外の人材を全て自動人形に置き換えましたし、聖連が禁止する地ち脈みやく炉ろを有した大だい工こう房ぼう〝新しん名な古ご屋や城〟を建てたおかげで町中に怪かい異いが溢あふれているなど、不ふ穏おんな状況になっております。大事無ないよう、適度な範はん囲いで御ご注意を。──以上」

「うわ禁きん忌きの土地じゃないのそれ。行きたくないねえ。……大体、この十年、なるべく無視してたのに何だって左さ遷せんしておいた俺を呼ぶんだか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、つまり同窓会ではないでしょうか。十年前まで、松平を支えていた松平四し天てん王のうの。

　──ともあれお気をつけ下さい。三河当とう主しゆの松平・〝傀儡男イエスマン〟・元信様さまは、新名古屋城の地脈炉で織お田だへの献けん上じよう物ぶつを作っておられます。

　武蔵は三河君主元信公の所有物ですが、基き礎そ部分の建造と十年前の大だい改かい修しゆうは出雲いずもにて行われたもので、私どもであっても元信公や仕える自動人形達の意志は測れません。今回も極東側の中立国として降りて物資補ほ給きゆうなどするわけですが、民たみ側でも交流の予定はありませんし、私どもも武蔵から離れられる距離を考えると関せき所しよまでしか行くことが出来ませんので。──以上」

　酒さか井いは白はく髪はつの混じった頭をかきつつ、面めん倒どうだねえ、と呟つぶやくようにそう言った。

　すると遠く、品しな川がわの上で白い爆発が鋭く突き立つ。

　ややあってから音が届いてきて、酒井が顎あごに手を回す。

「あれ、どう思う？　〝武蔵〟さんとしては」

「Ｊｕｄ．、昨年度より表現的に言えば派は手でだと判断出来ます。物質的に言えば破は壊かい量りようが上がっており、住民的に言えば迷めい惑わく度どと観かん戦せん度どが上がっており──」

「個人的に言えば？」

「武蔵本ほん体たいと同一である〝武蔵〟は複数体たいからなる統とう合ごう物ぶつであり、また、人間ではありませんので個人という観点の判断が下せません。──以上」

　じゃあ、と酒井は言った。甲かん板ぱんの縁へり、腰よう壁へきに肘ひじをつき、

「武蔵全ぜん艦かんとしては、どう？」

「Ｊｕｄ．、ここ十年、改かい修しゆう以後の記録で言えば一番かと。聖連の指示によって戦せん科かが持てず、警けい護ご隊たい以外の戦せん闘とう関かん与よ組織も持てない極東の学生としては、他国戦せん士し団だんと比ひ較かくして──」

　彼女は少し考え、

「個性が生きれば、相そう応おうだと判断出来ます。──以上」

　と、〝武蔵むさし〟が視線を品しな川がわから下に移した。

　眼下、並ぶ山の中から、垂直に赤い線が天へと上っている。

　赤光の線だ。これから武蔵が通過する軌き道どうを貫つらぬくように、光が昇る。

「三み河かわに最も近いマーカーです。この武蔵むさし野のの艦かん首しゆ下部から応おう答とうをした後、情報遮しや断だん型がたステルス航こう行こうに入って生活地ち域いき上空を抜け、三河陸りく港みなととなります。──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．と頷うなずいた酒さか井いの視線は、武蔵と並へい行こうして飛行する三機の赤と白の武ぶ神しんの群を見た。

「各国の監かん視しによって、武蔵は各国の境きよう界かい線せん上しか移動出来ない、か。……提出した航行予よ定てい表通りにマーカー上を通らねば、武蔵は他国へ侵しん攻こうする意志有ありと見られて聖せい連れんから撃げき沈ちん許可がなされる……」

　視線の先、白の武神の一機かが別の機き体たいの背に手を掛け、背にある発はつ条じよう式しきの小型動力転てん換かん槽そうを付け替えている。

　そして遠く、品川からまた爆発の音が響ひびいた。煙が上がり、空に消えていく。

「面めん倒どうだよなあ。〝重じゆう奏そう世界崩ほう壊かい〟で極きよく東とうに重奏世界側がわの各国が重なり合ってしまったため、この狭い神しん州しゆうの上では神州の戦せん国ごく時代と世界の戦せん乱らんが教きよう導どう院いんの抗こう争そうとして同時に行われてる。

　それも世界の攻こう略りやく本ぼんとも言える前ぜん地球時代の歴史を記す聖譜テスタメントの導きによってね」

　一見。

「戦国時代を動かす織お田だ家は、八年前に信のぶ長ながの襲しゆう名めい者を得た後、オスマン中心のP.A.ODAの強化のためにムラサイの反はん勢力を制圧。聖連から半はん脱だつ退たいした。……信長は聖連による暗あん殺さつの歴史再さい現げんを警けい戒かいして姿を表おもてに出さなくなったが、各国への侵しん攻こうはやめず、歴史再現の暗殺で止められない魔ま王おうとして世界から恐れられる存在になった。

　……百六十年前、各かつ国こく勢ぜいは居きよ留りゆう地ちと武蔵を作らせて極きよく東とうの民たみを押し込めれば、極東を間かん接せつ支配出来ると思っていたろうにな。今や武蔵を管かん轄かつする松まつ平だいら家けは聖譜の歴史記き述じゆつ通りに織田家と正式同どう盟めいし、武蔵は各国の支配を逃れつつある」

「ですが」

　武蔵が言った。

「聖譜によれば、そろそろ世界の全てが終わりです。──以上」
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〝武蔵〟が、言葉を続ける。

　聖譜の何が、世界の終わりを告げるのか。それは、

「──運命と同期することで百年分の未来を自動更こう新しんして読ませていた聖譜は、百年前から更新を停止し、来年以い降こうの歴史を記しておりません。

　最後の記き述じゆつはヴェストファーレン会議、つまり今年、一六四八年の、会議が終了した十月二十四日の記述ですが、そこから先の歴史は記されておりません。……ゆえに、今年の十月二十四日に行われる会議で〝末まつ世せによる滅ほろびを人々が認め〟て、そこから年末の間に世界が終わりに向かうのではないかと言われております。──以上」

　ああ、と酒さか井いはまた言った。品しな川がわ上じようを流れていく煙を見つつ、

「ゆえに各国は現在、何な故ぜに運命が今年で停止するのかをそれぞれ真剣に探っているが結論や対策を出せず、……P.A.ODAだけが唯ゆい一いつ、末世解決を行う国こく策さくを〝創そう世せい計けい画かく〟として提示し、人を募つのってる、か。

　まあ、〝創世計画〟も、中身をこれから作っていこうっていう張り子の虎とらのようだが」

　それでも間にいるようなうちは各国から睨にらまれるんだよなあ、と、酒井は独りごちた。

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのは〝武蔵むさし〟だ。彼女も品川上の流れ行く煙を見て、

「世界は現在、滞とどこおりなく動いているように見えますが、運命と同期した聖譜テスタメントが更こう新しん停止しているのは確かで、各地で怪かい異いが多発しております。あのハシャいでる三年梅うめ組ぐみの浅あさ間ま様さま、──今年に神社との上位契けい約やくを結びましたが、上位射しや撃げき系けい加か護ごが必要な航空系や高速起き動どう型がたの妖よう物ぶつなど、十年前ですら滅めつ多たに出るものではなかった筈はずです。

　同じように最近流りゆう行こうの百ひやつ鬼き夜や行こうの横おう行こうや神かみ隠かくしの頻ひん発ぱつなども地ち脈みやくの乱れによるものですが、地脈とは万ばん物ぶつ流る転てんを司つかさどる流りゆう体たいの経けい路ろで運命ともつながるもの。一説によれば、運命がこの先さき無くなっていることから、地脈がバランスを崩しているのだと言われております。──以上」

「つまり、運命が終わる兆ちよう候こうはいろいろなところで出ている、と？」

　Ｊｕｄ．、と〝武蔵〟は言って、不意に背を向けた。

　酒井が〝武蔵〟に振り向くが、既すでに彼女は艦かん橋きようの方に歩き出している。

「各地から怪かい異いの情報が届いております」

　彼女は言う。

「各国の要よう人じんクラスがある日ひ突然神隠しにあったり、村一つの住人が突然消きえていたり、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでは予よ言げん者しや達が運命の先を覗のぞこうとして集団で心を失ったそうですね。

　新しん大陸では先せん住じゆう民族が遺のこした予言壁へき画がが過去の分まで消えていっているとか。──以上」

「……賑にぎやかだねえ」

「Ｊｕｄ．、現在、それらは種類を増やし、更さらに拡大化傾けい向こうにあります。まるで、先のとぎれた運命に向かって、怪異達たちが押し出されているような頻ひん度ど上昇具ぐ合あいです。──以上」

「成なる程ほど。しかし詳しいな武蔵さん。──趣しゆ味み？　マニア？　それともオタク？」

「答えを言えば、暇ひま潰つぶしです。──以上」

〝武蔵〟は首をこちらに向け、軽く会え釈しやくした。

　遠く、爆発の音がまた響ひびいた。





●






　品川先せん端たん、艦かん首しゆ側がわ甲かん板ばんは、貨物艦かんゆえ暫ざん定てい居住区という市いち場ば街がいが存在する。

　暫ざん定てい居住区は管理が厳げん密みつではない場所で、

「だからヤクザの事務所とかもあるのよねー」

　と、オリオトライの言葉が、隙すき間まを空あけて並ぶ建物の内、一つのものの前で響ひびいた。

　黒くろ塗ぬりの貨物庫こを改かい造ぞうして作られた事務所の建物を背後に、オリオトライは甲かん板ぱんを見る。

　そこには、木き床ゆかに倒れたまま動かない学生が十数人。ほとんどが身体からだを前のめりや仰あお向むけにしており、人によっては何な故ぜか涙をこぼして甲板を濡ぬらしている。

　そんな皆に対して、オリオトライは息一つ乱さず、

「はいはいコラコラ、後からやってきて勝かつ手てに寝ない。ええと、鈴すず？」

「は、……はい、何です、……か？」

　と窺うかがうように言うのは、倒れて動かないペルソナ君の傍かたわらに座っている少女だ。目を伏せたままの彼女は、正座でオリオトライに振り向く。対するオリオトライは笑顔で、

「生きてるのは鈴だけ？」

「はい？　……あ、いえ、わ、私、運んで、貰もらって、いた、いただけですので、え、はい」

「それがチームワークとしての選択だから別にいいのよ。──生せい存ぞん一名、途と中ちゆうリタイアもちゃんと救きゆう護ごしていたみたいだしね。二年の時より遙かにいいわ」

　はあ、と鈴が頷うなずいた。

　と、そのときだった。オリオトライの背後の事務所の、その正面玄げん関かんが開いた。

　鋭い音に、ひ、と鈴が目を伏せたまま身を引き、オリオトライが首を背後に傾かしげる。

　距離二十メートル。事務所の扉とびらを開けて出てきたのは、身長三メートルはくだらない有ゆう角かくの巨体だ。赤色の鱗うろこに覆おおわれた四本腕を見たオリオトライは、

「あらあら、魔ま神じん族ぞくも地に落ちたわね。──って、今は空にいるのか」

「誰だてめえは!?」

　野の太ぶとい声が響ひびき、鈴が身を震わせた。そして倒れていた皆が、身を起こす。

　皆は、オリオトライとその周しゆう囲い状況を見て、

「先生……、マジでやんの？」

　そうねえ、とオリオトライは背後から歩いてくる魔神に身体からだを振り向かせもしない。肩に担かついだ長ちよう剣けんを抜くこともなく、

「んじゃ皆、これから実技。解わかる？　魔神族、体内器き官かんに流りゆう体たい炉ろに近いものを持っているおかげで内ない燃ねん拝はい気きの獲かく得とく速度がハンパじゃないの。肌はだも重じゆう装そう甲こう並だし、筋きん力りよくも軽けい量りよう級きゆう武ぶ神しんとサシでいけるくらいよね」

　解わかってるじゃねえか、と、歩み寄る赤い魔神が言った。

「一体何なんだてめえら！　うちの前で遠足か!?」

「ん。ああ、実はちょっと、夜や警けい団だんにも頼まれてんのよね。──シメてくれって。あ、個人的には先日の高たか尾おでの地上げ、憶おぼえてる？」

「ああ？　そんなんいつものことで憶おぼえてねえなあ！」

　そう、とオリオトライが言った。彼女はゆっくりと身体からだを魔ま神じんの方へと振り向かせ、

「理由解わからずにぶっ飛ばされるのも大変よねえ」

「てめえ……！」

　魔神が来る。分ぶ厚あつい筋きん力りよくとそれを支える骨こつ格かくは、重量三百キロを超える巨体をワンステップで時速百五十キロまで持って行く。ハンマーのような形状の四本腕うでを前に掲げてのチャージは地上げにも用いられるもので、対人に使うべきものではない。

　赤の魔神がチャージをオリオトライに用いたのは、

「夜や警けい団だんとかの話からの警けい戒かい？　いい判断だけど──」

　突っ込んでくる巨体を前に、オリオトライはこう言った。

「──これから先生が手本を見せます」
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　オリオトライが、言葉と共に前に右足を踏んだ。

　長ちよう剣けんは左下に下げられている。

「巨体と筋きん力りよく、装そう甲こうがあろうとも、魔神族ぞくには致ち命めい的てきな弱点があるわ」

　それは、

「生物には頭ず蓋がいがあり、脳があるわ。頭部を揺らせば、頭蓋の内側に脳がぶつかり、神経系けいが麻ま痺ひする。それが脳のう震しん盪とう。そして頭蓋を揺らす効果的な方法とは、頭部に密みつ着ちやくしているものを打だ撃げきすること。頭部から遠くに有る位置を叩たたけば、振しん動どうは大きく響ひびく」

　その位置とは、

「人間なら顎あごの先せん端たん、魔神なら──」

　そしてオリオトライが動いた。踏んだ右足を軸じくに、身体からだを左から右前へと回す。

　彼女はそのまま身を一回転させて、魔神のチャージの軌き道どうから逃げながらも長ちよう剣けんを振り、

「ここね」

　長剣が回転の勢いをつけて振られた。鞘さやの先端を上に走らせ、

「頭部のホーン先端部。曲がった角つのに引っかけるようにして打つ」

　言葉と共に、軽い動きで上がった長剣の鞘が、チャージ状態で通過する魔神の左角を打つ。

　音が響く。

　それは、わずかに魔神の首が傾かしげられただけの一いち撃げきにしか過ぎないものだった。

　だが、

「──!?」

　数歩をそのまま進んだ魔神が、不意に膝ひざから力を失って転てん倒とうした。

　チャージを制せい御ぎよ出来ずに転んだのではない、膝が震え、バランスを失したのだ。

　巨体は木き床ゆかの甲かん板ばんを砕き、構造材ざいをえぐって激げき突とつすることで短距離の制せい動どうを得た。

　そして赤の魔ま神じんは、

「あ……!?」

　くそ、と立とうとするが、腰を上げることは出来ても膝ひざに力が入らない。身体からだを持ち上げては転ぶということを繰り返す。

　そんな魔神の前に、オリオトライは立った。

「魔神族ぞくや大型生せい物ぶつは、こういう状態になると脳の代わりに身体からだの各部にある神経塊かいが働き出すから回復が早いの。だからそうなるまでに、──落ち着いて対たい角かく線せん上の位置を強く打つ」

　言葉通りに、彼女は左ホーン先せん端たんの対角線上、右顎あごを右に打った。

　強い一いち撃げきだ。そして力が入らない魔神の身は防ぼう御ぎよも出来ず、

「────」

　首をぐるりと回して、白目を剝むいた。

「実は、硬く見えるところを打つのがポイント。その方が振しん動どうが直接響ひびくからね。こういう連れん中ちゆうの頭部は外がい骨こつ格かくじゃなくて内部骨格が張り出しているだけだから、ちゃんといい方向から叩たたけば脳に直接響くわ。やっちゃいけないのは首を埋めるような方向、真ま上うえや、チャージ正面から打つこと。魔神族は頸けい骨こつと背せ骨ぼねが一直線になって猫ねこ背ぜだから、真上方ほう向こうからの衝しよう撃げきは背中から尻しりへと抜けちゃうのよ。──だから春先や思し春しゆん期きに角のぶつけ合いが出来るんだけどね」

　言っている間に、赤の魔神が木床に倒れ伏し、背後の事務所が慌あわてて正面扉とびらを閉めた。

　オリオトライは事務所をちらりと見ると、

「あ、警けい戒かいされたかな」

　当たり前だ、と皆が疲れた身体を起こし始める。対するオリオトライは、

「んー、じゃ、どうやって入ろうかな。入り口は待ちかまえられてるだろうしなあ。皆を引いん率そつするのに屋上からの突入はちょっと難しいしねえ……」

「……あの、引率って何ですか先生」

「ん？　社会見学で実技。今、手て本ほん見せたっしょ？」

「あんな曲きよく芸げい出来るかあ──！」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。──これから出来るようになるから」

　平然とした口く調ちように、皆が青い顔をした。

　と、そのときだった。いきなり、横から若い声がした。

「──あれ？　おいおいおいおい、皆、何やってんの？」

　少年の声に、皆が振り向く。

　すると、皆の横よこ手て側がわに、一人の少年が立っていた。茶色の髪かみに、笑ったような目。崩して着込んだ鎖くさり付つきの長ラン型制服に、左の小こ脇わきには紙かみ袋ぶくろを二つ抱えている。

　紙袋の一つ、軽けい食しよく屋やのものからパンを取り出して口にくわえ、装そう飾しよくの鎖くさりを鳴らして歩いてくる少年の名を、誰かが言った。

「トーリ〝不可能男インポツシブル〟葵あおい……！」
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　名を呼ばれた少年、トーリは、パンを口に押し込むようにして一個食すと、

「──んと、うん、俺おれ俺。って何だよ皆、俺、葵・トーリはここにいるぜ？」

　彼は笑えみの顔を崩すことなく、倒れた魔ま神じんも気にせず皆の前に来る。そして、

「しっかし皆、こんなとこで奇き遇ぐうだな。やっぱ皆も並んだのかよ!?」

　言って彼が掲げて見せたもう一つの紙かみ袋ぶくろに、オリオトライが首を傾かしげた。

　彼女は一いつ瞬しゆんでトーリの背後に回ると、肩に長ちよう剣けんを担かつぎ、

「……さて君、話ハショると授業サボって何に並んだって？　先生に言ってみなさい」

「ええ？　先生マジで俺の収しゆう穫かく物ぶつに興きよう味みあんのかよ！　俺参まいったなあ！」

　そしてトーリは、紙袋の中から絵の描かれた箱を出した。パッケージアートを肩かた越ごしにオリオトライに見せる。それは、

「ほらこれ見えるか先生！　今日発売されたＲ元げん服ぷくのエロゲ〝ぬるはちっ！〟。これ超ちよう泣なかせるらしくて初回限げん定ていが朝から行列でさあ。俺、今日は帰宅したらこれ伝纂器ＰＣに奏塡インストールして涙ボロボロこぼしながらエロいことするんだ！　ほら点てん蔵ぞうも欲しいだろコレ!?　──ってあれ？

[image: ]

　点てん蔵ぞうは？　あいつの親父おやじ、店てん舗ぽ別べつ特とく典てん求めて他の店にも忍にん者じや走ばしりで行ってたけど、あいつもそっち行ってんのかな？　どう思う先生？」

　答える代わりに、半はん目めのオリオトライが、無言でトーリの肩に手を置いた。

　対するトーリは首を傾かしげると、笑顔でオリオトライに振り返り、

「あれ？　先生、どうしたの？　マジ顔して。何かやなことでもあったの？　──あ、そっか、春休みの打ち上げで焼き肉屋行ったとき、先生、人と話さずに牛と結婚する勢いで肉ばっかガツガツ食ってたのを学長か王様まろに教育的指し導どうされたんだろ。先生、あれいけねえよ。焼いてるのを箸はしで弾はじいて直接口くちに叩たたき込むのはさ、カルタ取りの達たつ人じんやってんじゃねえんだから。塩くらい振れよ。あと、デザートにケーキ山積みで食ってないで少しは草くさ食えよ」

　皆がわずかに腰を引いて退たい避ひ姿勢を取る前で、オリオトライは口を開いた。

「……あのさ君、先生が、今、何言いたいか解わかる？」

「ああ？　何言ってんだよ先生！　俺と先生は、以い心しん伝でん心しんのツーカーだろ!?　先生の言いたいことは俺にしっかり通じてるぜ!?」

「ああ、それ駄だ目めよ駄目。だって先生と通じてるなら君きみ今すぐ自殺しないといけないから」

「ええ!?　何だよそれ！　オッパイ揉もませてくれんじゃなかったのかよ！」

　トーリは眉まゆを歪ゆがめて口を開いた。下からオリオトライを上うわ目め遣づかいに見て、

「汚ねえ、大人おとなって汚ねえよ……！　この女おんな教師、オッパイ揉ませる振りして俺を殺そうとしていやがったな……！」

「……おいこら、君、何か変なもの見えてない？　大だい丈じよう夫ぶ？　その目に何が映ってる？」

「うん、今はこれだな！」

　と、トーリは、オリオトライの両胸むねを左右下側から両の五ご指しで包んで押し上げた。

　皆が、あ、という形に口を開けたままになる中、ハイディが首を傾げる。

「あれ？　……これって攻撃当たったことに……」

　しかしルールを知らぬトーリは、オリオトライの胸をこねながら眉まゆをひそめて、

「あっれ、もっと硬い見立てだったんだけどなあ……。おかしい、マジおかしいなあ……、骨とか筋肉とかあって仰ぎよう天てんする予定が……」

　まあいいか、とトーリは手を離した。

　そして彼は、口くち端はを歪めて指の骨を鳴らし始めたオリオトライを無視して皆の方を見ると、

「あのさ、皆、ちょっと聞いてくれ。前々からちょっと話してたと思うんだけど」

　一息の後、彼はこう切り出した。

「──明日、俺、コクろうと思うわ」
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　いきなりのトーリの告こく白はく予告に、皆は同じ反応をした。誰もが一様に首を前に落とし、

「……え？」

　だがその反応はすぐに、ああ、と納なつ得とくの色を持ったものに変わる。

　そして皆の中、ウェーブの掛かった髪かみが眉まゆをひそめて立ち上がった。彼女、喜き美みは乱れていた髪を搔かき上げると、首を傾かしげてトーリを見み据すえ、

「フフフ愚ぐ弟てい、いきなり出てきて乳ちち揉もんで説明無しにコクり予告とは、エロゲの包み持ってる人間の台詞せりふじゃないわね。コクる相手が画面の向こうにいるんだったらコンセントにチンコ突っ込んでしてしびれ死ぬといいわ！　素す敵てき！　一体どういうことか賢かしこい姉に説明なさい！」

「おいおい姉ねえちゃん何一人でいい空気吸ってんだよ。あのな？　明日コクるから、これはエロゲ卒業のために買ってきたんだぜ？　わっかんねえかなこの俺の真ま面じ目めなメリハリ具合！」

「フフフいい感じで駄だ目め人間だわ愚弟、エクセレント！　でも明日フラれたらどうすんの？」

「んー、その場合はまず泣きながら全キャラ実名でコンプリートすんじゃねえかな」

　そうじゃねえだろ、と皆が言うが、喜美は一息ついた。彼女は肩から力を抜き、

「じゃあ愚弟、賢けん姉ねえを相手にコクりの練習よ。──相手は誰かゲロしなさい、さあ！」

「馬ばっ鹿か、知ってるだろ？　皆だって前に、〝そうじゃないか〟って言ったじゃねえかよ」

　トーリは、姉から皆へと視線を移した。

　彼はそのまま、全員の顔を見て、一人一人と視線を合わせた後に、こう言った。

「──ホライゾンだよ」

　人の名、しかしそれは、

「馬鹿ね」

　肩を落として喜美が言った。彼女はトーリから視線を逸そらし、

「十年前に、あの子は亡くなったのに。あの、アンタの嫌いな〝後こう悔かい通どおり〟で。……墓ぼ碑ひだって、父とうさん達が作ったじゃない」

「解わかってるよ。ただ、そのことから、もう逃げねえ」

　トーリは、笑えみのまま、あのな？　と口を開いた。

　そして彼はもう一度皆みなを見渡し、いいか、と更さらなる前置きして、

「コクった後、きっと皆に迷めい惑わく掛ける。俺、何も出来ねえしな。それに、何しろ、その後にやろうとしていることは、俺の尻しりぬぐいってか──」

　一息。

「世界に喧けん嘩か売るような話だもんな、どう考えても」

　告げた言葉に、しかし誰も疑問や異い論ろんを挟まなかった。ただ皆は、トーリを見て、表情を硬くしているだけだ。

　そんな皆に、トーリは言った。

「明日で十年目なんだ、ホライゾンがいなくなってから。皆、憶おぼえてねえかもしんねえけど」

　だから、

「明日、コクって来る。彼女は違うのかもしれねえけど、この一年、いろいろ考えてさ、それとは別で好きだと解わかったから、──もう逃げねえ」

「じゃあ愚ぐ弟てい、今日はいろいろ準備の日よね。そして、……今日が最後の普通の日？」

　そうだな、とトーリが笑顔で言った。

「安心しなよ姉ねえちゃん。俺は何も出来ねえけど、──高たか望のぞみは忘れねえから」

　と、そのときだった。彼の肩を、後ろから叩たたく手があった。

　ん？　とトーリが振り向いた背後。そこに立つオリオトライが、据すわった目つきで右足を軽くステップさせている。

　しかし彼女の挙きよ動どうに構わず、トーリは右の親おや指ゆびを立てて見せると、

「先生！　今の聞いてたかよ!?　俺の恥ずかしい話！」

「ん？　人間って、怒りが頂点に達すると周囲の音が聞こえなくなるんだけどさ。それについてどう思う？」

「おいおい先生、生徒の話は真しん摯しに聞こうぜ。可哀かわい想そうだからもう一度言ってやる」

　いいか？　とトーリは前置きして、真ま面じ目めな顔でオリオトライにこう言った。

「……今日が終わって無ぶ事じ明日になったら、俺、コクりに行くんだ。憶おぼえていてくれよ？」

「よっしゃ死亡フラグゲット──！」

　次の瞬しゆん間かん。オリオトライが回し蹴げりで事務所の壁に穴を開けた。

　それは蹴りによって回転吹ふっ飛びしたトーリが激げき突とつしたもので、大だいの字じ型をしていた。
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　多た摩まの中央、商店街の中に、艦かん首しゆ向こうの高たか尾おからの騒そう音おんが聞こえてきた。先ほどまでの術じゆつ式しきや射しや撃げきの音ではなく、剣けん戟げきや打だ撃げきの音がやたらと多い、集団近きん接せつ戦せんの音だ。

　そんな音を聞く商店街の住人は、屋根上戦せん闘とうで飛び散った屋根藁わらや破は片へんを掃はき集めている。店の奥には教きよう導どう院いん側への請求書もあり、皆の話題は過か剰じよう請求をするか否かの段階だ。

　騒ぎを観かん戦せんしていた観光客きやくは喜び、それぞれが道へと姿を現し始めていた。

　町が動き出す。

　そして人々が行き交い始め、音が生まれ出す町中。白の髪かみの自動人形P-01sがいた。

　彼女は軽けい食しよく屋やのエプロン姿で、箒ほうき二本を重力制せい御ぎよで動かし、店前の掃そう除じをする。店の奥から店主の女性が声を掛けるのに会え釈しやくをするが、目は遠く、品しな川がわの方を見ていた。

　P-01sの視線が向く方からは、わあ、という自じ棄きになったような鬨ときの声の群が聞こえる。

　頭上、空の区分けが少なくなった一方で、武蔵むさしの周囲が白く染まりつつあった。武蔵が農村地の上を通過するために、ステルス航こう行こうに移行し、情報遮しや断だんし始めたのだ。

　じきに、武蔵は三み河かわへと到着する。







[image: 解説　●歴史●]
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　白の空の下で、武蔵むさしの町並みは午前半なかばの流れを終えつつあった。

　町のどこもかしこも、朝あさ一番から昼へと繫つながる業務へと移行していく。

　多た摩まの中央付ふ近きん、軽けい食しよく屋やである青雷亭ブルーサンダーも、昼前の仕込みの段階に入った。食堂は札ふだ付つきの紐ひもを渡すことで閉じ、カウンター前のパン棚だなを使用したパン屋部分だけが営業される。

　だが、昼前にはまだ時間が早い。女おんな店主は奥で仕込みを行うが、

「P-01s、外に水みず撒まいたら上がっていいよ。夕方からまたお願いね」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　と、P-01sは頷うなずき、カウンターから表に出る。

　大通り。路上の片付けは既すでに終了しており、道は人の通り過ぎる場所だ。時たま、輸送の大だい八はち車ぐるまや馬車が通り、構造物の道を揺らしている。

　業務の時間帯たいだが、観光客きやくの姿がちらほら見える。

「状況的に見て、直じきに、三み河かわですから。市場が動き出すのでしょうね」

　P-01sはつぶやいた。久しぶりの三河だと、P-01sは己おのれの機能で考える。

　……一年に一度、初めての三河です。

　武蔵は一年を掛けて極きよく東とうの島上を一周する。各地の居きよ留りゆう地ちに寄き港こうし、そこで輸ゆ送そう業務や商売などを行うのだが、店主が言うには極東を回るには一年あっても足りないくらいなのだとか。

　そしてP-01sは、去年、という言葉を思う。

　P-01sは去年、三河から武蔵に乗り込んだらしい。

　らしい、というのも、去年以い前ぜんの記き憶おくが無いからだ。

　……気づいたら多摩の通りにいました。

　市民登とう録ろくは誰かによってなされていた。携帯していた市民証しようは本物で、本ほん籍せきは武蔵となっていた。だが、本籍地ちに行ってみれば、そこは道路となっていた。

　不明な点が多かったが、市民証が本物であるということと、最初に声を掛けてくれた軽食屋の店長が保ほ護ご者になってくれることで生活が赦ゆるされた。

　今思うのは、当時からの疑問で、

　……P-01sは一体、どこの製品なのでしょうか。

　店主が幾いく度どか役所や企業に掛け合ってくれたが、該がい当とう製品がない。自動人形の紛ふん失しつ届とどけや捜そう索さく願も出ていない。検けん分ぶんしてくれた技師によれば、

「IZUMOや英国イギリス式の流れが見えるが、……どうにも不ふ明めい瞭りようなもんが多い」

　とのことだった。不明瞭なもん、というところに店主が首を傾かしげたが、技師が言うには、自動人形は術じゆつ式しきや機き構こうの固まりであり、企業品ひんであっても機き密みつが多く、いわば不明瞭の固まりなのだと。更さらに技師が言うには、

「魂たましいが喉のどにあるな」

　自動人形は、人形の本体に魂が宿ったものだと聞いた。

　人形はそのままでは動かないが、地ち脈みやくの力、流りゆう体たいを吸収利り用よう出来る性質の魂が人形に宿ることで、駆く動どう系けいなどを動かし出すのだと。

　自分の場合、喉こう部ぶ、声せい帯たいの基き部ぶに、魂と思われる装そう飾しよく品ひんのような部品が存在していた。

　店主が言うには、

「ひょっとしたらどこかのお偉い女性の想いが、その装飾品に宿ったのかもねえ」

　とのことだが、真実は解わからない。

　解るのは、自分が、所しよ属ぞく不明で、記き憶おくの無い自動人形だと言うことだ。

「────」

　店前、扉とびら横よこの水道に手を向ける。

　と、水道の下にあった手て桶おけを、手を触れぬまま重力制御で動かす。

　重力制せい御ぎよ能力は自動人形という種しゆ族ぞく特有の力だ。物に宿った魂が宿り物を動かして外部とコンタクトするためには必然の能力で、自動人形はこの力を主として人に尽くす性質がある。

　己は通り側に身を置き、差し出した手の向こうで手桶に水を入れ、引き寄せる。

　持った。

　そして柄ひ杓しやくで通りに水を撒まいていく。

　いつものことだ。朝に一回、午前に一回、夕方にまた一回。

　いつもの習しゆう慣かん。いつもの仕事。いつものすべきこと。それをしていると、自分が何なのかを考えずに済むから有あり難がたい。

　……正直に申しまして、逃とう避ひではないかと推測出来ますが。

　と、そこまでを思し考こうしたときだ。

『おみず』

　声が聞こえた。地面、道の端はしの方から、小さな黒い丸いものが盛り上がり、

『おみず　ほしいの』





●






　P-01sは、水の入った桶を手に、声のする方に近づいた。

　そこは店の敷しき地ちの角かど地ち。道路端の側そつ溝こうだ。下げ水すいに繫つながるため、木の蓋ふたいつもは閉じているが、それを持ち上げ、下から黒く丸い五センチほどのものがはみ出ている。

　黒いものの姿は、泥どろ水みずに湿った毛の固まりのように見えるが、

　……藻もです、自己申しん告こくによれば。

　藻は、獣けもののように、球きゆう体たいの底を側溝の縁ふちに掛け、感覚器きで辺りを見回す。

『ばれてない？　いけてる？』

「ばれておりません。いけております」

　頷うなずく己の目の前にいる黒の藻も、黒くろ藻もの獣けものは、武蔵むさしや多くの都市で下げ水すい処理役として働く意い志し共通生せい物ぶつだ。彼らは光こう合ごう成せいをするように、〝汚れ〟を食って〝汚れてない〟に浄じよう化かする。ゆえに各国は黒藻の獣の集合意志と契約を結び、食糧供きよう給きゆうと下水処理の取引を行っている。

　そんな黒藻の獣だが、汚お水すいに浸つかっている際は、汚水にまみれた状態だ。こぼした汚水は黒藻の獣から漏れる成せい分ぶんで分解出来るが、臭においはそうもいかない。

　彼らは、下水、側そつ溝こうから表おもてに出てくれば、自分達が嫌われることも解わかっている。

　だが、彼らはここに来る。その理由は、

『おみず』

「また、淀よどみましたか？」

『うん　した　ちょっと　つまり　ぎゅっ　だから　ながすの　みず　ちょっと　いけそう』

　見れば、黒藻の身体からだは少し乾き気味だ。水が足りていないのだと判断する。

　このあたりは、下水管かんが歪ゆがむ場所だ。武蔵各かく艦かんは巨大故ゆえ、その内部構造は外がい殻かくの歪みを内部でどう吸収するかの勝負になっているが、

　……一番しわ寄せが来るのは中央部、更さらに言えば最も支えのない表ひよう層そう部ぶです。

　中央部表層側が吹き抜け構造になっている艦が多いのは、そのためだ。

　今、黒藻の獣は、食事である汚水が欲しい。だけど下水の流れが悪くなっていて、淀み、詰まっているために、淀みと詰まりを押し出すブラシの役を誰かが行うことになる。

　本来ならば役所の管理人に頼むべきだが、

『いないの　ほか　たいへん　たぶん』

「──Ｊｕｄジヤツジ．、理解いたしました」

　自分は、黒藻の獣に水を掛けた。

　黒藻の獣は、感覚器きの目を細め、充分に水をしみ込ませると、

『ありがと』

　側溝の下に回る。と、次の一匹が出てきた。

『わんもあ　ぷりーず』

　己はうなずき、水を掛ける。

　すると次が来て、また次が来て、連続して、

『さいご』

　七匹目めが水を浴びた。七匹目はしかし、礼を言って側溝の下に潜もぐろうとして、

『いいの？』

「いいの、とは？」

『におうよね？』

　問われ、こちらは首を傾かしげた。臭いはある。下水の臭いだ。側溝の下からわずかに身体を出しているので自分だけが気づいているが、黒くろ藻もの獣けものが完全に出てきたら周囲の店々が気づくはずだ。事実は明確。だから自分は言った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、正直に申しまして、臭においます」

『どうして？』

　臭うのにどうして相手をするのかと、黒藻の獣は問うてきている。

『いつも　たすけてくれるの　でも　ほかのひと　いままで　おこまりとか　だめ　なぜ？』

　問いに、こちらは即そく答とうした。

「貴方あなたの匂においは、貴方が誰かに害を為なそうとして生んだものではありません。元はP-01s達が生んだ臭いです。そして貴方は側そつ溝こうから完全に身を出さず、臭いが広まらないようにもしています。ゆえに率そつ直ちよくに申しまして、──P-01sが貴方を否定する理由はどこにもありません」

　だったら、と黒藻の獣は言った。

『ともだち？』

「Ｊｕｄ．、認め合っている両者の関係をそう言うのであるならば」

　己の言葉に、わずかな時間、黒藻の獣は黙っていた。しかし数秒の後に、

『おなまえ　ぷりーず』

「──P-01sと申します」

『ありがと　いつも』

　頷うなずくように、黒藻の獣は身を沈め、

『て　あらって　おねがい』

　獣が立ち去り、側溝の蓋ふたが閉まる。

　自分は、落とし気味にしていた腰を上げた。黒藻の獣が言ったように、余った水で手をすすぎ、周囲に汚れがないかを確認するが、黒藻の獣は落ちた汚お水すいも吸収していた。

　代わりというように、影が落ちた。

「？」

　影は、人だった。黒の男子学生服ふくは武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんのもの。やや長い黒くろ髪かみの細ほそ身みは、しかし力なく、

「────」

　ふらりと揺れると、いきなり地面に倒れた。膝ひざをつくこともなく、直じか倒だおれだ。

　音がして、砂すな煙けむりが上がるのが見えた。

　……砂煙が立つとは、水の撒まき方が足りなかったでしょうか。

　そんなことを思いつつ、己は店の方に声を掛けた。

「店主、お客様です。いつものように正まさ純ずみ様が、見た感じで申しますと、──餓が死し寸すん前ぜんで」
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　木造の教室がある。

　窓の外を白の空に染めた教室は、航こう空くう艦かん武蔵むさし上、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの教室だ。

　やや狭めの教室だが、生徒は二十人足らず。後ろは適度に空あいている。

　黒板の前には背の低い女性教員がいた。三さん要よう、という名な札ふだの彼女は世界史の教科書を手に、

「──でまあ、かつて人々は天からこの地球の、ここ、極きよく東とうの地に降りてきました。しかし星の環境は人に厳きびしく、人々は極東から出られませんでした。それでまあ、人々は極東の地を別空間にコピーして土地を二倍にし、現実世界と異い世界側で生活を始めたんですが、そのときこう考えました。自分達はいずれ、かつての人々のように、天てん上じようへまた昇ることが出来るのだろうかと。だから人々は、一つのアイデアを出したわけです。かつての人々と同じ歴史を繰り返せば、絶対に天上へ昇ることが出来る、と。だからそのために作ったのが……」

　一息。三要は綺き麗れいな黒板にチョークを当て、

「──聖譜テスタメント。前ぜん地球時代のあらゆる分野の歴史をまとめた歴史書です」
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　彼女は、一度だけ強く黒板を打つ。聖譜、という言葉に重要性を示す二重丸まるをつけ、

「かつての人々と同じ歴史を辿たどれば、また天へと至れると、当時の人々はそう考えたのです。そして紀き元げん前ぜんを記した旧きゆう代だい聖譜と、紀元後ごを記した新しん代だい聖譜を七組作りました」

　現実に対する攻こう略りやく本ぼん、という言葉を三要は書き連ねた。その上で彼女は、ですが、と言い、

「未来が明確だと、先読みして利権を得ようとする者が出てしまいます。ゆえに人々は、聖譜の情報を百年先までしか読めないようにしました。ただ、情報開かい示じの更こう新しんは人の管理に任せておけないので、万ばん物ぶつを司つかさどる地ち脈みやくを介かいして、聖譜を運命と結びつけることで解決しました」

　三要は、皆に振り向く。すると、眉まゆ根ねをやや詰めた顔が並んでいた。

　対する彼女は、皆の怪け訝げんな視線を浴び、

　……やばい、運命云うん々ぬんとか、やっぱり解わかりにくいかなコレ……。抄しよう本ほんの話はまだ駄だ目めかな。

　と内心で焦りつつ、昨さく夜や自宅で予習した内容を思い出す。そして息を吸って、

「運命って、どういうものだと思います？　たとえば、安あ倍べ君だったら何を考えます？」

　と、一人の男子生徒に問うてみる。すると問われた彼は、不意に照れた口く調ちようで、

「──結婚？」

　……それは先日男おとこに逃げられたこっちへの嫌いや味みですか。

　一いつ瞬しゆん心の底が冷えた自分だったが、男子生徒の周囲からは笑いが漏れていた。他の生徒が、答えた男子生徒に向かって、おいケッコン！　と字名アーバンネーム確定の呼びかけを行う。

　己は、少し教室の空気が騒がしくなったことに苦く笑しようしながら、

「ええと、つまり、運命イコールケッコンって考えたのは、結婚というものが──」

　避けられないもの、と言おうとして、

「さ、ささ、避け、避けられ避けられまくり──、くそ、キャラメイク失敗ですよ私！」

「せ、先生！　現実に動どう揺ようしないで!!」

　やかましい、若い内は誰でも結婚出来ると思ってるのよね私未まだ二十四ですけど。ええ、未だ、未だです、未だの範はん囲い内ないですよね。人生五十年、半分行ってませんし。

　内心をとりあえず抑え込む。そして、

「まあ、運命というのは、避けられないもの、ですよね」

　言葉に、皆が何な故ぜか同情的な視線で頷うなずいているようだが、気のせいだと思うことにした。

　ええと、と前置きして、

「運命というものが存在することは、神かみ々がみの時代に解わかっています。それが基本的に可か変へん性のものであり、運命があるからこそ物事は始まって終わりを迎えることが出来るというのも解っています。そして、それは時間や空間というものと同様に、万ばん物ぶつを司つかさどる地ち脈みやくからアクセス出来るとされています」

　だから、

「この世がある限り流れ続ける運命と、聖譜テスタメントの更こう新しんを、過去の人は結びつけたわけですね。そして、運命の流れに合わせ、聖譜は百年先までの歴史を見せていくようになりました」

　言って、板ばん書しよを開始する。

「この聖譜は、歴史再さい現げんにおいて、前ぜん地球時代におけるあるメジャー系けい宗教書と同じ位置づけを与えられました。ただ、人々が天てん上じようにいた時代に神々が実在したため、あらゆる宗教がその地位を失っていました。だから歴史再現において、あらゆる宗教は神ではなく──」

　書く。


・聖譜の歴史再現をすること、そのことを信しん仰こうとする。



「──と、このようなものとなりました。神しん道とうなどのように神々が必要な場合は、天上の時代の神々から役割シフトして対応させてますね。

　そして、実在する神と聖譜を信仰することから、信仰組そ織しきや集団は教きよう譜ふ、または教譜教きよう団だんと呼ばれ、信仰者は奏そう者しやと呼ばれます。──この極きよく東とうだと、神道は、正確には神道教譜で、神社は神道教譜教団、その力を使うことが出来る方は神道奏者となるわけですね」

　なお、

「極東以外の教譜の大体は、その名称が前地球時代のものの逆さかさ読よみになっています。これは、前地球時代のものとは正確には違うという意味もですが、閉へい鎖さされた異い空間〝重じゆう奏そう世界〟に移動していった人々が、〝いつかこの異世界から出て行けるようになる〟という逆行の意味の加か護ごとして、名前を逆読みにしたものに由ゆ来らいします。

　聖譜を奉たてまつる Tsirhcツアーク 系、その別べつ派ぱであるムラサイ系、非ひ聖譜系けいと、どれも重じゆう奏そう神しん州しゆうから出た後も、変へん更こうによる混乱を避けるために逆さかさ読よみのままですね。そして現在主しゆ流りゆうの教きよう譜ふは──」





・聖譜テスタメント Tsirhcツアーク 系

　聖譜序奏派サイオン　　　：魔ま族ぞく中心、旧きゆう代だい聖譜大好き、放ほう浪ろうの民たみ

　聖譜独奏旧派カトリツク　　：K. P. A. Italia、三征西班牙トレス・エスパニア、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、聖せい者じや大好きで派は手で

　聖譜独奏改派プロテスタント　　：M. H. R. R.神聖ローマ帝国、聖譜大好き、地じ味みだけど商売得とく意い

　露西亜聖譜協奏派オルソドクシア：上越露西亜スヴイエート・ルーシ、聖せい画が大好き、旧派カトリツクの露ロ西シ亜ア解かい釈しやく

　英国聖譜協奏派アングリカンチヤーチ　：英国イギリス、離り婚こんオッケー！　改派プロテスタントだけど旧派寄り




・聖譜派は生せいムラサイ系けい

　唯一協奏派ムラサイ　　　：中ちゆう東とう中心、一日に五回礼れい拝はいとか断だん食じき月げつとか




・非ひ聖譜系

　輪廻道ダンハイ　　　　　：印度インド、生せい成せいと消しよう滅めつ、カレー

　七部一仙道オウト　　　：中国、仙せん人にんたくさん、ラーメン

　神しん道とう　　　　　　：極きよく東とうの八やお百よろ万ずの神かみ、意い外がいと適当

　仏ぶつ道どう　　　　　　：極東専せん用よう輪廻道、術じゆつ式しき豊ほう富ふ



「ま、武蔵むさしで生活してると皆は大体が神道基き本ほんですね。それ以外はまあ関係してなければうっちゃってオッケーって感じで」

　そして、

「人々は、聖譜に記き述じゆつされていく前ぜん地球時代の歴史を繰り返し始めました。無む論ろん、滅めつ亡ぼうする民族や死亡する指導者などには引退や保護を与えてフォローしましたし、戦争も大部分は合意の上で、保障つきでしたけどね。そんで最初の内は結けつ構こうハショって、紀き元げん０年から正式開始で」

　えーと、と三さん要ようは考え、皆の板ばん書しよを写す速度を見た。一人、二人、三人と見て全員を見渡し、

　……ちょっと急ぎすぎたかもしれず。

　教きよう壇だんにおける自分の立ち位置が、皆の黒こく板ばんを見る視線を遮さえぎっていないかを確認。一息をつくと、三要は板書写うつしの余よ裕ゆうを与えるために、教壇を離れて皆の間を歩き出す。

　そして自分は、教室の後ろ側に行くと、

　……教える順番とか、今のでいいのかなあ。

　軽く頭を抱えた。
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　……複雑ですよねえ。

　教員の自分がそう思うんだから、板書を写している皆はどう思うか。

　去年は失敗した。二年次では世界史をローマから、極きよく東とう史は奈な良ら時代から始めるのだが、ローマと平安で盛り上がりすぎて後半が駆け足になった。

　……だってそのあたり、面白いしいー。

　ローマ建けん国こくに至る経けい緯いなど、カエサル関連で細かく行き過ぎた。カエサルは暗あん殺さつの際に「ブルータス、またお前か！」という歴史に残る台詞せりふを残し、それが元で要よう人じんの暗殺などは〝引退〟で保障されることになったのだが、そこらへんの説明を濃くしていくと、

　……三年は進路決定があるからマズイですよねー……。

　教員三年目。一年、二年と教えてきたから、三年は初めてだ。

　大だい丈じよう夫ぶだろうか。生徒達の人生が掛かっているのは確かだ。

「…………」

　今、皆はわずかな緊きん張ちよう感かんを持って板ばん書しよを写している。

　教室の後ろから皆を見れば、個々の違いがよく解わかる。

　極きよく東とう、アジア出身の者は黒い髪かみが多い。たまに色を抜いている者もいるが、ベースは黒だ。

　しかしそれも教室内の半分に満たない。他の者達は金きん色いろや茶ちや色いろ、赤あか毛げや白もいる。更さらには、

　……髪がないというか、前ぜん提ていとして無い人も多いですしー。

　半はん竜りゆう、魔ま神じん族ぞくの大たい半はんは鱗うろこや甲こう殻かくの肌はだで髪がない。スライムや精せい霊れい系けいの多くも同様だ。逆に獣じゆう人じん系けいは全身髪の毛で、三み毛けや虎とら縞じまに長ちよう毛もうや短たん毛もうなど種類が豊富だ。

　そんな皆を見ていると、わずかな焦りが心の中に生まれる。

　自分もかつて、こういう風ふうに見える中の一人だった筈はずだが、

　……私の担任は、私より、もっとしっかりしていた気がするなあ。

　わずかに息を細くし、ロッカーに寄りかかる。

　すると、聞こえてくる音がある。声と音、隣となりの教室で行われている授業の音声だ。

　……三年梅うめ組ぐみ、真ま喜き子こ先せん輩ぱいの授業かあ。

　真喜子・オリオトライは、教務員室では三要の横の席だ。二年前に赴ふ任にんした自分にとって、先輩後こう輩はい程度の年ねん齢れい差さで話せる存在で、よく授業を見せても貰もらうし、こちらが苦にが手てなことに関して異常なほど頼りがいがある。全て力任せなことばかりだが。

　今、聞こえる声は、オリオトライの、

『えー、つまり現在、京きようはP. A. ODAが包ほう囲い支配しててね？』

　いえ正確には違います先輩、実際はP. A. ODAの明あけ智ち家けが自じ治ちを認めているんです。

　……大だい丈じよう夫ぶでしょーかー……。

　教えているのは極東史しですね？　と見けん当とうをつける。武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんは教員の数が少ない。教えられる授業は全ぜん部ぶ担任が教える決まりだ。

　オリオトライの授業はいつもやかましいが、生徒と仲がよいのを羨うらやましいとも思う。

　……今はどんな風ふうに授業をやってるんですかねー……。

　先日は敗者バンジージャンプ授業だった。しかし今いま聞こえるのは、オリオトライと女連れん中ちゆうの、

『脱──げ！　脱──げ!!』

　……ホントにどんな授業やってんですか!?
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　オリオトライの現在の授業は、基本的に必ひつ罰ばつ主義だった。やり方は簡単だ。


　１：授業する。

　２：解答者に質問する。

　３：答えられなかったら授業点てん数すうは引かれずに厳げん罰ばつが下る。通つう称しよう〝処しよ刑けい〟。

　３'：答えられたら、申告していた厳罰に応じた授業点数が得られる。



　なお、厳罰については、月初めに自己申しん告こくだ。その内容に関しては執しつ行こう時じに犯罪者以い外がいの皆で協議して刑けい重じゆうを調整するため、事前のコネも大切だ。軽い罰を申告していると、執行時の協議により興味本ほん位いで十倍掛がけされることもあるので油ゆ断だんが出来ない。

　そして罰を厳きびしくしておけば、答えられたときの授業点数が高くなる。

　更さらには、オリオトライの授業の特色として、〝御ご高こう説せつ〟というものがある。それは、

「ハイじゃあ今日の極きよく東とう史しは、神しん州しゆうが暫ざん定てい支配されるいきさつとなった〝重じゆう奏そう統合争そう乱らん〟についてだけど──」

　オリオトライは、教きよう卓たくの横の椅い子すに座りながら、

「はーい、鈴すず──。知ってるだけでいいから先生の代わりに御ご高こう説せつしてー」

「あ、え？　ええ？　──って、あ、いえ、は、はい、ですっ。重奏統合争乱、です、ね？」

　目を伏せたままの少女、鈴が慌あわてた動きで立ち上がる。彼女は、顔を赤くして、

「わ、私が知ってる、とこですと、……え、昔、世界は、ち、地ち脈みやくの制せい御ぎよによって、現実側がわの神しん州しゆうと、い、別べつ空間にコピーした重奏神州に分か、分かれて、ますっ。で、現実側の神州は神州の民たみ、異い世界側の重奏神州には、世界各国の民が住み、お互い仲良くしてたと、そう思うんですけど、い、ですか？」

「いいわよー。つまりそうやって、安全な神州の外にある過か酷こくな環境への対応を考えつつ、現実側と異世界側で聖せい譜ふ記き述じゆつの再現してたのよね」

　オリオトライが言って、皆が頷うなずく。いいよー、という声もある。

　すると最後列れつ、窓まど際ぎわにいるトーリが、買ってきたソフトの説明書を笑顔で開きつつ、

「おーいベルさん安心しとけよ！　危なくなったら俺が代わりに殴なぐられてやっからさ！　大だい丈じよう夫ぶ！　今日、俺、少なくともエロゲの最初の分ぶん岐き点てん行くまでは死ねねえから！」

「おいこら君、死亡フラグみたいなこと言ってないで、っていうか何を授業中に説明書広ひろげてアンケートまで書き込んでんの」

　オリオトライの言葉に、トーリは、ああ!?　と声を挙げた。

「何だよ先生！　会員特とく典てん欲しいんだけなんだから俺のことは放っておいてくれよ!!」

「あはは、うん、出来れば凄すごく放っておきたいけど、──でも、これビジネスだし」

「ハ、ハッキリ言うな先生！　ビジネスか!?　ビジネスだな!?　じゃあとりあえずこっちもハッキリ言うけど大人おとなって汚きたねえ──！」

　トーリは椅い子すの上に立つと、両の人ひと差さし指ゆびでオリオトライを差した。

「全ては金か!?　さては先生、アンタ授業をやって学校から金貰もらおうって寸法だな!!」

　確かに教師はそういう商売だけどな、と皆がつぶやくが、トーリは一いつ向こうに気にしない。彼は説明書を太陽光に透すかすようにして検分すると、

「ああくそ透かしてみてもこの委員長攻こう略りやく出来ねえ！　それにこのゲーム、主人公の名前が変へん更こう出来ねえ！　初プレイは点てん蔵ぞうの名前打ち込んでバッドエンドにしてやろうと思ったのに！」

「な、何で自分にするで御ご座ざるかトーリ殿は!?　自分は金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆう担たん当とうに御座るぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ安心しろよ点蔵！　二周目はウルキアガの名前で男キャラ攻略すっから！」

「貴き様さまあ──！　拙せつ僧そうは姉キャラ担当と決まっておろうが!!」

　と、彼らの騒ぎに対し、会計のシロジロが顔を上げた。彼は据すわった目でトーリ達を見て、

「静かにしろ。今いま仕事中だ。今回の寄き港こうは何な故ぜか三み河かわからの荷物が来る割にこちらへの発はつ注ちゆうが無くてな、他との倉庫確かく保ほの競争が激しい。だから後にしろ。──ハイディ、何だその目は」

「んー、あのねシロ君、今、授業中でもあると思うんだけどな」

[image: ]

　うるさいよ君ら、とネシンバラがつぶやくがトーリはやはり気にせず、目を伏せたままの鈴すずも、小さく笑って口を開いた。彼女は小さく肩を震るわせてから一息を経て、

「ええと、い、いいですよね？」

　そして鈴は、皆と呼吸を合わせるようにして、こう言った。

「全ては、──南なん北ぼく、朝ちよう、戦争です」
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　鈴の言葉に、皆は教科書を見る。

　南北朝戦争。

「当時、神しん州しゆうと呼ばれた極きよく東とうの中に、二人の帝みかどの代理人が存在して、争った、戦争です」

　神州において、本物の帝は三種の神じん器ぎを用いて環境神しん群ぐんの制せい御ぎよに当たっており、それによって神州における地ち脈みやくの管理が為なされているとされる。

　だが、帝の一族は人の政まつりごとに関わらず、帝はあらゆるものから分離された現あら人ひと神がみだ。

　だから、聖せい譜ふにある歴史記き述じゆつにおける帝の部分を再現するのは、内裏だいりに認められた代理人の仕事だった。そして、

「しかし、政せい権けんを南北で交代していく約束で停てい戦せんしましたが、せ、聖譜記述の通り、ほ、北ほく朝ちようはこの約束を破って、政権を交代せず、ど、独どく裁さいを開始し、ました。そして、確か、一四一二年、だったかに、南なん朝ちよう側が反乱を起こします。ですが──」

　次の台詞せりふを、鈴ははっきりと言った。

「聖譜の記述は、一四四三年に、南朝側が内裏を襲おそって、帝から神器を奪うことを示しました。そして取り返される一四五七年まで、地脈は制御を失い、──異い世界の神州、重じゆう奏そう神州は、異空間を支えていた地脈の制御を失い、こちら側に落ちてきました」

「……落ちて、どうなったのかしら？」

「半分以上は崩ほう壊かい消しよう滅めつ。で、ですが、残った部分は、各国側がわの気候など、の、残したままこちらの神州に上うわ書がき合体し、──ゆえに今の神州には重奏領りよう域いきと呼ばれる、重奏神州の土地が多く点てん在ざいしています。よく、み、見えてる、柱ちゆう状じように違う空と、その下の大地がそれです」

　ですが、

「重奏神州に住んでいた世界各国の人々は、そ、その折、こちら側の神州に一気に乗り込み、避ひ難なんとともに、事件の責任を神州側に追つい及きゆうし、各地で争いが起きました。そして、……神州は、やがて各国の制せい圧あつ軍ぐんに降こう伏ふくしま、した。これが〝重奏統合争そう乱らん〟です。しかし──」

　しかし、世界各国は神州を完全併へい合ごうしなかった。それは聖譜記述にないことだからだ。

　ゆえに軍ぐん事じ、政治的制圧を避けるため、各国は政せい軍ぐん訓練の場としての教きよう導どう院いんを国の最高機き関かんとして神州の各地へと乗り込んだ。名目は〝知識の付ふ与よによる平和と安定のため〟として。

「神州の大部分は、各国の教導院と、それを束ねる聖譜連れん盟めいによる暫ざん定てい支配を受けています。現在における各国と極きよく東とう、教きよう導どう院いんや総そう長ちようの対応は──」

　と、鈴すずがそこまで話を進めたところで、オリオトライが促うながした。

「言える？」

「あ、はい」

　鈴は、指ゆび折おりながら、





　島しま津づ・アフリカ諸国　　・九きゆう州しゆう　　：植物型種しゆ族ぞく中心の国、労働力たくさん

　大おお内うち、大おお友とも・三征西班牙トレス・エスパニア・下しもの関せき　　：フェリペ二世が新大陸開発を進める借金大国

　毛もう利り・六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ　　・中ちゆう国ごく地方：ルイ14世と毛利・輝てる元もとのアップダウンコンビ

　羽は柴しば・M. H. R. R.神聖ローマ帝国　　　・近きん畿き　　　：皇こう帝ていが軟なん禁きんされたり旧派カトリツクと改派プロテスタントが入り乱れたり

　織お田だ・P. A. ODA　　　　・近畿～東とう海かい：オスマン、八年前に信のぶ長ながが襲しゆう名めいして聖せい連れん半はん脱だつ退たい

　北ほう条じよう・印度インド諸しよ国こく連合　　・東海～関かん東とう：長ちよう寿じゆ族ぞくの北条が自動人形文ぶん明めいで諸国の裏うら方かたに

　上うえ杉すぎ・上越露西亜スヴイエート・ルーシ　　　・北ほく陸りく　　　：帝たい釈しやく天てんの雷らい帝ていさんが絶ぜつ好調で恐きよう怖ふ政治

　安あ芸き・K. P. A. Italia　・瀬せ戸と内うち　　：Tsirhcツアーク 旧派首長の教きよう皇こう中心の都市同どう盟めい

　武たけ田だ・清しん　　　　　　　・関東　　　：長寿族の移動都と市し国家を中心とした大国

　──・英国イギリス　　　　　　・浮ふ遊ゆう島とう　　：妖よう精せい女王エリザベスを首長とした魔ま物ものと妖精の国

　松まつ平だいら・極きよく東とう　　　　　・東海、関東：極東代表、十年前にP. A. ODAと正式同盟



　そこまで言った鈴は息を入れ、

「あと、れ、歴史再さい現げんのルール、ゆえ、み、未み開かい拓たく指定で、せ、聖連がまだ、し、支し配はい出来ない土地もあって」





　──・シベリア未み踏とう地域・東とう北ほく　　　：極ごつ寒かん地帯に異い族ぞく中心の国家がまばらに存在

　──・新しん大陸　　　　　・北ほつ海かい道どう　　：未踏地ち域いきばかりだが独どく自じ勢力が育はぐくまれつつある

　──・未み開かい大陸　　　　・四し国こく　　　：不毛地帯の重じゆう奏そう領りよう域いきばかりで珪けい素そ型異族が主体






　と、更さらに一息ついた鈴に対し、オリオトライは頷うなずきを見せた。その上で彼女は問う。

「英国は、何で対応する極東の土地が無いの？」

「あ、は、はい、Ｊｕｄジヤツジ．、それは、……重奏神しん州しゆうで、英国は、対応の対つ馬しまが狭くて、海底を浮上させたんです、確か。だから崩ほう壊かい時じも、その島ごと、い、移動して地ち脈みやくを、切りっ替えただけなので、神州支し配はいに至らず、ええと、中ちゆう立りつ的てき立場として、各国と極東の橋はし渡わたし役ですっ」

「そうね。浮遊島やら諸しよ処しよの技術を出雲いずも企業座ざから受けてもいるわね」

　Ｊｕｄ．、と頷いた鈴はじっと立っていたが、オリオトライの、

「いい感じね。私がやるよか遙かにマシだわ。次も鈴に頼もうかしら」

　という言葉に、彼女は身体からだの力を抜いた。は、という息とともに椅い子すに腰を落とす。

　だが、同時にトーリが立ち上がった。口を開き、

「先生汚きたねえ──！」
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　え？　と皆が振り向く中、トーリは両の指でオリオトライを指さした。

「汚えぜ先生！　だって自分が馬鹿だからって、そうやってベルさん煽おだてて次も頼む気だろ！　大人おとなってドス黒ぐれえぜ!!　でも俺は指すなよ!?　約束だ！」

「……あのねえトーリ、君は朝からコクりがどうのこうのと、そんなに急ぎで死にたいの？」

「ああ!?　死にたいわけねえだろ先生！　それとも先生、俺が告こく白はくしたら殺す気か!?　どんなジャンルの嫉しつ妬とだよそれ!?　そんなに俺のこと好きか!?　好きか!?」

「あははは、先生、もう面めん倒どうだから好きとか嫌いとか全部超ちよう越えつして殺したいわ」

「きょ、教師が生徒に言うことかよ先生！　格好かつこいいな!!」

　と、トーリは手を一つ打った。そして皆を見渡すとかしこまった口く調ちようで、

「ハイじゃあ皆、今夜は俺の告白前ぜん夜や祭さいってことで集まって騒ぎます。場所は──」

　シロジロが、振り向きもせずにこう言った。

「金の掛かるところはやめろ。経けい費ひで落ちない場所を選んだら艦かん尾びから吊つるすぞ」

「よし、じゃあここだな！　去年みたいに肝きも試だめしでもやっか!?　季節外はずれだけどよ」

「……あの、トーリ君、ちょっと今いま時じ分ぶんは、シャレにならないかもしれません」

　と手を挙げたのは、眉まゆを下げた顔の浅あさ間まだ。彼女はハナミを呼び出し、周囲に統とう計けい情報を記した鳥とり居い型がたの表示枠サインフレームを展開すると、

「今、去年に比べても怪かい異いの発生率りつが上がってるから、肝試しとかするとそういうのがホントに寄ってくるかもしれませんし」

「だったら整調祓ばらいしようぜ！」

　は？　と首を傾かしげた浅間に、トーリが言う。

「皆、そういうスキル持ってるの多いだろ？　だったら──、俺達で今夜、校舎内にそういうことが起きないよう整調祓いしようぜ？　もし、何か悪わるっぽいのいたら祓う感じでさ。先生もそれだったら俺達が校舎入ってもオッケーだろ？　生徒会の活動の一いつ環かんとしてさ！」

「んー、……実はそれ、先生もそろそろやろうと思ってたんだけどなあ」

「そうなんですか？」

　二色の目を見開いた浅間の問いかけに、オリオトライが肩をすくめて頷うなずく。

「ほら、七なな不ふ思し議ぎとかって、どの教きよう導どう院いんにも付き物じゃない？　教員の間でも、このところの怪異発生率から、ここでもそういうことが起きるんじゃないかって懸け念ねんがあってね」

「だったら、うちに頼んでくれれば……」

「やっぱり外に頼んだらお金が掛かるっしょ？　実際、怪異が起きてるわけじゃないしね。でもまあ事じ前ぜん調査はしておこうかなあ、って。だから一応、今日は宿しゆく直ちよく入いれておいたんだけど」

「じゃあ決まりだな、俺達でそれやっか！　つまり〝幽ゆう霊れい探さがし〟だな！」

「あー、じゃあ先生許きよ可かするから宿直の見回りと、各かく教室なんかの表ひよう札さつと一緒に掛かってる護ご符ふの入れ替えとかを代理でやっといて。神かみ棚だながある場合は拝はい礼れいもお願いね。先生は、清きよめ用とかのために自費で買っておいた神み酒きの処理してるから」

「さ、最低の教員だ!!」

　皆のツッコミを、オリオトライは軽く手を振っていなす。

「まあ、そこそこにしとくのよ？　霊れいは確かに存在するし、教きよう導どう院いんにはそういうの、守りの御霊みたまとして付き物だものね。各教室や寮室、図書室なんかの入口に護符や神棚を掲げてるのは、そういう存在がいる証あかし。見えていなくてもいる、そういうNobodyの存在を尊そん重ちようして付き合うのがルールだから、もし出てきても邪じや霊れいじゃないならフツーにしとくこと。いい？」

　その上で彼女は、改めて腕を組んで口を開いた。トーリを顎あごで示して、

「でまあ、トーリ、君、厳げん罰ばつね」
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　オリオトライが言った言葉に、皆が静かになった。

　何で？　という皆の視線の先、オリオトライが頭を搔かきつつ、

「さっきの鈴すずの説明ね？　北ほく朝ちようが独どく裁さいを開始したのは一四一三年なの。チョイミス」

　あ、と鈴が身をすくめる。が、対するオリオトライは軽く手を振り、

「まあ、その後の説明で充分挽ばん回かい出来てるからオッケー。それに、御ご高こう説せつにおいては失敗しても厳罰無なしよ。でも、……殴なぐられるなら任せとけみたいなこと言った馬鹿がいたわよね？」

　オリオトライは、教きよう卓たくの上の出席簿ぼと帳ちよう面めんを取り、中身を確認。その上で、

「……トーリの今月の自己申しん告こく厳罰は、──とりあえず脱ぐ」

「うわあ──！　俺またそんなソフトコアなこと書いたかよ！　もっとスタートから激しい超ちようハードコアってかビッグコアくらいのもの書いておくべきだったな俺！」

　立ち上がって笑顔で叫んだトーリに、皆は一いつ瞬しゆん考えた。ややあってから、皆は、

「じゃあ脱ぐってーと……」





●






『脱ーげ！　脱ーげ！』

　という声を隣となり教室の三さん要ようは聞いた。少しの間を開けてから、わあ──、という歓声も。

　……え？　つまり今いま脱ぬいだ!?　いいんですかそれ!?　ジャンルは学生モノ!?

『わあ──！』

　……も、もう一枚!?

『わあ──！』

　……え!?　ちょ、ちょっと──。

　焦りつつ、真ま面じ目めに板ばん書しよを写している男子生徒達たちを見る。極きよく東とうの男子制せい服ふくの構成は、

　……ええと。上着、シャツ、ズボン、下着インナーの合計４枚、歓声が今三回だから──。

『わあ──!?』

　……四回目で疑問系けいは何ですか──!?

　そう思った次の瞬しゆん間かんだった。

　左横よこの壁とロッカーを大だいの字じに突き破って、全ぜん裸らの少年が飛び込んできた。
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　破は砕さいの音と、飛び散る構造材ざいとロッカーの木材。

「──!!」

　板書を写していた男子生徒は腰を上げ、女子生徒は引くように身を動かした。

　そして飛び込んできた全裸は、三回転して机の列の後ろ側に飛び込む。が、激げき突とつ先さきの生徒達が慌あわてて退たい避ひしたため、全裸は数すう席せきの空あいた座席を吹っ飛ばすだけとなる。動きとしては、一回机つくえにヒットして跳ね上がり、全身の力を失った状態で残りの机に激突だ。

　壊れの音が響ひびいて、飛んでいた椅い子すが錐きりもみ状態で床に落ちて転がった。

　後に残ったのは、倒れ、折れたり曲がったりした机や椅子と、静けさだ。

　だが、ややあってから、女子達が顔に手を当て、床の大の字全ぜん裸らを見て、反応した。

　それはまず、身をすくめるもので、しかし次の瞬間に彼女達は声を揃そろえてこう言った。

「やあ──!!　先生！　先生！　──へ、変へん態たいが！　変態総そう長ちようが回転して!!」

　生徒の呼びかけに、何もかもがいきなりすぎて頭が働いてない三要はこう思った。

　……うん、先生にもそう見えました。回転してました。しかも縦たてに。だが、

「せ、先生！　どうにかして下さい!!」

　え？　と己は思った。眼前には、うつぶせになった全裸がある。尻しり放ほうり出し状態だ。

　……でも、……ええ？　こ、これを、どうするって……？

　全身に粘ねばるような汗が来た。教員生せい活かつ三年分ぶんの経験の中はもとより、教員資し格かくを得るための専せん門もん授業でも、回転して壁をぶち破ってきた変態の処理方ほうを習った記き憶おくはない。

　しかし周囲からは、戸と惑まどいと、年上の教員ならばいろいろなものを解かい消しようしてくれる筈はずだという期待の目がこちらを見ている。

　視線を向けられたこちらは、背のあたりに浮く汗の量を増やしながら、

　……生徒の！　生徒の今までに無いレベルでの期待があるけれども流石さすがにこれは──！

　期待に応えるのと変態の処理は、同じレベルで考えていいものだろうか。

　だがこの教室の責任者は自分だ。だから自分は、腰を引き気味にしつつも、倒れている全裸に近づいた。飛び散った木材の破は片へんや倒れた机や椅い子すの間、倒れた全ぜん裸らの尻しりがある。

　尻の動きはない。

　……とりあえず──。

　生きているかどうか確かめようと近づき、腰を落とし、息を吸い、

「あ、あの──」

「うおおおマジびっくりしたあ──！　マジ蹴けるかフツー!!」

　全裸がバネ仕掛けの人形のように勢いよく立ち上がり、こちらに向いた。

　腰を落としていた自分は、目の前に全裸の腰こし前まえを迎え、反射的に、

「きゃあああああああ!!」

　お？　と言ったのは全裸だ。全裸は腰に手を当て、二度くらい捻ひねり、

「おいおい何だよ三要先生じゃん!?　そんな悲鳴あげてどうしたんだよ！　何か変なことでもあったのかよ!?　さあ、俺に言ってくれよ！　何でも解決するからよ!!」

「ひあああああああ!!」

　と叫んだ瞬しゆん間かんだ。背後から鞘さや入いりの長ちよう剣けんが突き出されてきて全裸が転がった。
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　打だ撃げきから即そく座ざに復帰したトーリは、オリオトライに背後から抱えられてる三要を見る。

　眼前、オリオトライが、涙をこぼして荒い息をしている三要に、

「ほうら大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫よ光みつ紀き──。落ち着いて、落ち着いてねー」

「ああそうだよ三要先生！　落ち着いてくれないと俺達困こまるよ!!　ほうら見て御ご覧らん」

　と、突き出した腰前、股こ間かんのあたりには、肌はだではなく、四角い光の群がある。

「見ろよ三要先生！　これ、光こう源げん操作可か能のうな天アマ照テラス系けい光学神しん奏そう術じゆつの光学迷めい彩さいで、英語名ゴッドモザイクって言うんだよ！　符ふをシロに大量に仕入れて貰もらったから脱ぎネタやりまくりだし、どんなに派は手でにツッコまれてもダメージはボケ術じゆつ式しきのお陰でほとんど無いぜ!?」

「あ、いえ、あのその、それより……」

　という三要の視線が、こちらの左肩周しゆう辺へんに来ている。そして彼女は、

「あの、……左肩、大丈夫？」

「え？　ああ、これかあ」

　左肩には、肩から脇をぐるりと一周回まわる太い傷きず痕あとがある。幅五センチほどの裂れつ傷しようの名残なごりだ。

　トーリは、三要に左腕をあげて見せて、

「むかーしに、さ？　むかーし過ぎて、成長に合わせて傷痕が大きくなってるだけだから」

　会え釈しやくを見せると、三要も、ややあってからたどたどしく会釈を返した。

　と、壁に開けた穴から人ひと影かげが来た。ハイディだ。

　ハイディは、一いつ瞬しゆんだけ周囲を見て、床の破片群を確認して指ゆび折おり数えると、

「──よし。で、先生、東あずま君くん来ましたよ？　東君、今校こう庭てい歩いてきてる感じで」

「……ハイディ、今、補ほ修しゆう費ひ用よう計上したっしょ？」

　え？　とハイディは笑えみを見せ、

「ベルトーニ商店は個人の日曜大だい工くを支援しますから。これ、学校の補修費でオトすと後が大変だと思いますし。すぐ手配します？」

　はいはい、と頷うなずいているオリオトライに、トーリは問うた。

「余よが戻ってくるんだっけ？　先生」

「そうだけど君はここの補修方ほう法ほうを考えながら服を着なさい」

　補修かあ、とトーリはつぶやいた。そしてトーリは、ロッカー上、教室用の物入れの中に書しよ道どうの授業で使うロール状の和わ紙しがあるのに気づく。

「補修かあ」

　もう一度呟つぶやきながら、トーリは和紙のロールを手に取り、三さん要ようとオリオトライに掲げた。

「とりあえずコレで塞ふさいどきゃあデカい障しよう子じみたいで良くね？　どう思う先生？」

　そうねえ、というオリオトライの正面。トーリは和紙をロールから引き出した。

　そして両手で広げた和紙を、トーリは一度またいで脚あしの間に通す。続く動きで、彼は和紙を尻と股こ間かんに食い込ませるように下から一度ぎゅっと絞しぼり当ててからまたロールに戻し、

「さてじゃあコレで……」

「こら君今何やった!?　変な型つけなかった!?」

「ああ!?　何だよ先生！　俺のことは放っておいてくれよ！　寂しいんだよ!!」

「あのう、先生もトーリ君も、……東君そろそろ来るんじゃないかな？」

　あ、とオリオトライが顔を上げた。彼女は三要の支えを解くと、半はん目めでこちらを見た。

「今日から東が合流するけど、あんまり変なこと教えちゃ駄だ目めよ？　何しろ彼──」

　解わかってるって、と、トーリは笑えみで言った。半目を据すえ目にするオリオトライと三要の前、トーリは全ぜん裸らで、

「帝みかどの子供だもんな。──俺が変なことするわけないじゃん」

　すると、隣となりの教室、梅うめ組ぐみの方から声が聞こえた。

「先生！　東が来たよ──!!　あと、王様も!!」

　その声に、オリオトライが一息をついた。彼女は自分の肩を長ちよう剣けんの柄つかで軽く叩たたき、

「とりあえず東も王様も、幾いくつか挨あい拶さつしたらこっちに来るわね。それまでに壁を少しでもどうにしかしたいけど……」

　教室の時計、昼前を示す針を見て、こう言った。

「この分だと、今日は正まさ純ずみ、休みかしらね。まあ、生徒会代だい表ひようとして酒さか井い学長を三み河かわに送る仕事があるから、単純な欠席にはしないで済むけど。──今いま頃ごろ、何やってんのかしら」







[image: 解説　●武蔵の行政区分●]







[image: 第三章『食事場の清純者』]











●






　午前終わりの光が、緩く差し込む空間がある。

　木の分ぶ厚あついテーブルが二つほど配置された場所。奥に厨ちゆう房ぼうがある軽けい食しよく屋やだ。

　店の入り口には青雷亭ブルーサンダーのロゴが入った木き彫ぼりの表ひよう札さつがある。

　入り口には準備中の札が下がっているが、店内には人ひと影かげが二つあった。

　一つは奥の厨房で昼からのパンを焼いている女おんな店主の影。

　もう一つは、食堂のテーブルに置かれた椅い子すを一つ下に戻し、食事を取っている学生の影だ。

　学生は、男子の制服を着込んでいた。

　やや長い黒い髪かみの下、ややきつい目がテーブルを見み据すえ、動かす手によって朝食を摂とる。

　テーブルの上、学生が口に詰め込んでいく食事は、焼き損そこないのパン数個に水だけだった。

　店の奥から、店主の声が聞こえる。

「正まさ純ずみさん、もうちょっと割のいいバイトしてちゃんと食った方がいいと思うんだけどね。学問系けいばかりが経験になるものってわけでもないだろうし。男だん装そうの女の子が倒れてたら、ファンもつかないよ？」

　言われた学生、正純は、パンを千ち切ぎると、やや高めの声でこう答えた。

「私のこと、女だと気づいてるのは父の知り合いとか、……教きよう導どう院いんでも先生や同級くらいですよ。店主だって私が夏場に倒れて介かい抱ほうしてくれるまで気づかなかったし」

「いや、前々から怪あやしいとは思ってたよ。……だからP-01sと二人で脱がしたんだけど」

「……あれは嫌な思い出です」

　言いつつ、正純は思う。それがあったから、逆に安心してここ来てるよな、と。

　ただ、性別についてそれ以上の追及は避けたい。だから正純は、

「しかし、確かにまあ、学費と生活費を得るには他のバイトの方がいいんですが──」

「親おや御ごさんが煩うるさい？」

　答えにくい問いかけに、正純は答えなかった。どうしたものかと、ただパンを口に入れ、よく嚙かんだ。グラスの水を飲んで一息を入れる。すると、向こうから苦く笑しようが響ひびき、

「御ご免めんねえ、ズカズカしちゃってて。──これから生徒会の仕事？　サボりじゃないよね？」

　その言葉に、正純は眉まゆを下げた笑えみを作る。心配されてるな、という感謝とともに、

「これから副会長として、酒さか井い学長が三み河かわに行くのを関せき所しよまで送ります。まあ、そう言っても……、学長との待ち合わせの前に、母の墓はか参まいりには行こうと思っているんですけど」

「はは、これから教導院に行っても授業に間に合わないだろうしね。でも、……こんな時期に若い子が墓参りする理由、聞いていいかい？」

「私も、怪かい異いの犠ぎ牲せいになった母も、三河が故こ郷きようだったので。……降りる前に参っておこうと」

「……怪異の犠牲？　やっぱり最近、皆がひそひそ話してる末まつ世せの影えい響きよう？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。彼女は当時のことをなるべく客きやつ観かん的に思い出そうと心こころ得えつつ、

「──まあ、実際は怪かい異いかどうか解わからないんですけどね。奉ぶ行ぎよう係は神かみ隠かくしだと言うので。ただ、いきなりいなくなっていて、消えたであろう現場に血をぶちまけた大きな筆ひつ跡せきで──」

　正純は、手て指ゆびで円を描き、その中央を線で貫つらぬいてみせる。

「こういう模も様ようが残されていたんです。検けん分ぶんの話だと、神隠しの中で〝公こう主しゆ隠し〟と呼ばれるタイプのものだそうで。でも、それを騙たばかった強ごう盗とうや、失しつ踪そうも多いんだとか。まあ、……三み河かわは、いろいろあって、怪異とか起きやすい場所になってますからね。そのせいで、墓はかと言っても、母の遺い品ひんを納めているだけなんですよ。装そう飾しよく品ひんや手帳とか」

　そうかい、と安あん堵どの色を含んだ声が聞こえた。

「末まつ世せで皆がちょっと沈みがちなのに、──正純さんはいい子だね」

「そんなことはないです。学校も、学費を自分で払ってるのに、その費用を稼かせぐのに休んだりしていい加か減げんですし……。まあ、今日は関せき所しよに行けば三征西班牙トレス・エスパニアや、新しい大罪武装ロイズモイ・オプロの無心にやってくるK. P. A. Italiaの話も聴きけるでしょうし、それを勉強としたいと思ってます」

「大変だねえ。……あ、あと、食事の礼は今度P-01sに言って頂ちよう戴だい」

　はい、と正純は答え、入り口の方を見た。

　カウンターには誰もおらず、店の前に誰かがいる気け配はいもない。

　正純は、しかしそちらを見たまま、口を開いた。

「もう一年前ですか、……彼女に救たすけられなければマジに野のたれ死じんでました」

「最近はかなり付き合いいいみたいじゃない。本とか貸してるんだって？」

「Ｊｕｄ．、雑ざつ学がく系けいとか……、先日は歴史の指導者言げん行こう録ろくを貸しましたよ。流石さすがにまだ読み切ってないようですが」

「成なる程ほどね、正純さんは暫ざん定てい議員志し望ぼうだっけ。いろいろ本、持ってるんだ」

　それほどでも、と正純は苦く笑しようで返答する。買えるお金があればなあ、と思いつつ、

「お金あったらもっと読むんですが。……まあ、たびたび御ご迷めい惑わく掛かけて申し訳ありません。タカってる状態なので、将来、この恩は返します。ちゃんといい政治家になって──」

「暫定議員になったらうちのパンなんか必要なくなるって。恩おん返かえすっていうなら、そうだねえ、……前みたいにP-01sの出しゆつ自じを調べてやってくれないかい？　いろいろ出来るんだろうし」

　店主の声に、正純は腕を組んだ。確かに以前、P-01sについて調べたことがある。だが、

「副会長権けん限げんを使っても、結局、解わかりませんでしたね、あれは……。まあ、武蔵むさしの副会長なんて、ほとんど実じつ権けん無いものだと思いますが」

「どうして生徒会長に立候補しなかったの？　総そう長ちようは聖せい連れんの推すい薦せんだけど、生徒会長は立候補と選挙よね？」

　問われ、正純は考える。そしてすぐに答えとしての言葉を、

「……生徒会長には、総長である葵あおいが立候補していたからです」
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　人を評するような話は難しいな、と正まさ純ずみは思う。しかし黙っている意味もなく、

「ここに来て一年という新しん参ざんの私よりも、この武蔵むさしの生まれである彼の方が、皆にとっては人となりが解わかってるでしょう。聖せい連れんも葵あおいの入学時じの成績から見けん当とうをつけていたようですし」

「あれは馬鹿だからねえ。この前も入学式の在校生挨あい拶さつで、火をつけた式しき典てん用ようの尺しやく玉だま花火を抱えてゲラゲラ笑いながら式しき場じように飛び込んでったとか」

「ええ、新入生追おっかけ回してました。式場パニックで、でも最終的に新入生が協力して葵を倒して花火を打ち上げ、強ごう引いんに感動のエンディングでしたっけね。酒さか井い学長が式の終わりに挨拶してましたよ。〝皆、今日のことをよく憶おぼえておけよ〟って、誰が忘れますか一体」

　まあ、と正純は言った。軽く腕を組み、

「……総そう長ちようの彼が生徒会長になったことで教きよう導どう院いんが生徒会派はと総長連れん合ごう派はに分かれずに済みますから。聖連としても、葵が両方の長を兼ねた方が扱いが楽なのでしょう」

「そう？　あれ、今は〝不可能男インポツシブル〟なんて字名アーバンネームをつけられてるらしいけど、本当に何も出来ないの？　昔は結けつ構こう、……いや、昔も馬鹿だったけど、今はどうなの？」

「今？」

　正純は首を傾かしげた。朝早くから軽食とパンを扱うこの店は、値段の面からも学生達に人気があり、トーリや他の連れん中ちゆうも、ここでよく見ることがある。だが、

「今、私は彼らをここでよく見ますが……、今はどうなの、と言いますと？」

「ああ、十年くらい前から去年まで、トーリは来なくなっちゃってたんだよ。昔は、トーリと姉の喜き美みと、近所の子が一緒にここで朝食摂とっててね」

「……それが十年より前？　じゃあ、去年から、九年ぶりに葵が来ていると……」

「そう、トーリがここにまた来るようになったのは去年からだよ。正純さんが武蔵に来た頃、P-01sがうちで働くようになった頃だね。それが今は何かまた、毎まい朝あさ来るんだけど」

　何でだろうね、と店主の疑問が厨ちゆう房ぼうから来るが、その答えは正純にも解わからない。

「とはいえ、うち来てもメシ食わないでパン買って行くだけだから、卒業したらうちに就しゆう職しよくしたいってわけでもないだろうしね。……って、まあ」

「？　何です」

　問いかけながらパンに手を伸ばすと、声が聞こえた。

「まさかね、って思うことがあるんだけど、どうだろうね」

「……？　聞いても大だい丈じよう夫ぶですか」

「そうね、正純さんには、こう言った方が通じやすいかな」

　厨房から、何かを焼く油の音が響ひびきだした。弾はじけるような音の連続と共に聞こえる声は、

「トーリは、うちのP-01sが気になっているのかもしれない」
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「──は!?」

　正まさ純ずみは、パンを千ち切ぎろうとした手を止めた。椅い子すを傾けて厨ちゆう房ぼうに視線を向けるが、器き材ざいの向こうに見える店主の背は振り向かない。

「──自動人形に恋する馬鹿ってのも、童どう話わの話だけじゃないのかもねえ」

「いや、まさか、それは……」

　自動人形には感情がない。自動人形は生物として人に仕える本能を持つが、それは感情とは別のものだ。感情の行いは理り解かい出来ないし、求められても答えることは出来ない。

　……だから〝人形〟なんだよな。

　女おんな店主の言う台詞せりふが本当だとすれば、トーリの行いは、

「何て無む駄だというか、……マニアックな」

　一般論ろんを述べてみる。だが、次のタイミングで己は聞いた。それは女店主の声で、

「無駄だと、いいんだけどね」

「……え？」

　問いかけるが、返答はない。ただ、代わりというように、

「今、トーリは学校でどうなの？」

　疑問され、ここまでの話が脱だつ線せんだったことにこちらは気づいた。だから自分は、ええ、と言った後でパンを千切り、元の流れを取り戻して、

「聖せい連れんの判断では、──一切の資格無なし、学力は平均、運動能のう力りよくなども体力測そく定ていでは並なみ以下という判定だそうです。特に身体からだの方……」

　一つの事実に言葉を濁にごした。だが厨房の奥から、

「左肩かた、昔にズバっとやってて、それが元で運動とか苦にが手てなんだよね」

「は、はい」

　こちらが躊ちゆう躇ちよしたことが、ここの住人にとっては普通なのだろうか。だが、

「はは、知ってるってことは、正純さん、トーリの脱ぎネタ見たね？」

「見たというか見せられたというか。──初はつ登校時じに、何な故ぜか身体の前面に〝負け犬〟ってデカく書いたアレが犬の群に追い掛けられて校舎内を走ってまして」

「あの怪け我がのせいで、剣とか上う手まく使えないんだってね」

　知っていることを、確認するように教えてくれる。だからこちらも頷うなずき、

「──ゆえに聖連が字名アーバンネームを与えました。〝不可能男インポツシブル〟って」

　告げるのは、主しゆ観かんを排した事実のみ。

「神しん道とう奏そう者しやとしても、遊び重じゆう視しといわれる芸能系けいの神を奉ほうじている程度ですね……。上位検けん定ていは通ったそうですが、使用加か護ごは未み申しん請せいだそうで。使える加護が役に立たないからだ、って言われてます」

「どんな加か護ご？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、〝能力の伝でん播ぱ〟、ですよ」

　自分は思い出す。副会長になったとき、引き継ぎの式しき典てんで聖せい連れんの出席者から聞いたことを。

「──天照アマテラスが岩いわ戸とに隠かくれた際、外で踊った女め神がみが起こした笑いが岩戸を通して天照に伝わり、天照を外に引き出す契けい機きとなった。つまり、芸能の神の術じゆつは、感情を媒ばい介かいにして、相手へと何かを伝えて共きよう有ゆうするための術です。踊ることで、皆で笑いを共有したように」

　だが、

「術には等とう価かの代だい償しようが穢けがれとして掛けられます。笑いを媒介にした場合は、哀かなしみを得てはならず、もしそれを違い反はんした場合、──笑いを媒介にして伝えた力を、正せい逆ぎやくにして奪われます」

「奪われる、……というと？」

「伝えた力が共有されず、根こそぎ奪われるということです。運や感情、力も、契けい約やく内容に拠よりますが、大体は穢れとして祓はらわれ、長期間戻もどらない。売れなくなった芸人や芸術家が精神的に沈み込むのは、芸や創作に失敗して喜びや笑いの感情を自分の中から失ったからなんですよ」

「怖い術だねえ……」

　そうですね、と己は言った。ただ、と言葉を付け加え、

「葵あおいにとっては意味がない術です。能力が学業も身体からだも人並だから、他人が共有する意味がないし、もしそれ以上の力を得たとしても、奪われたときのリスクが高過すぎます。哀しくなったら駄だ目めだなんて──」

　……そんなの、よくあることだものなあ。

　哀しみに追い打ちするように何かを奪われていたら、たまったものではない。

　と、そこまで思ったときだ。奥から小さな笑い声が聞こえた。

「はは、正純さん、トーリのことを嫌っているのかと思ったら、結けつ構こう心配してんだね」

　思ってもないことを言われ、自分は顔に熱を感じた。

　グラスの水を飲み、息を落ち着けると、

「──生徒会長に何かあると、私に負ふ担たんが来るんですっ」

　これは事実だ。各国では生徒会と総そう長ちよう連合が国の最高権けん力りよく機関だが、武蔵むさしは聖連に派は遣けんされた武蔵王おうが最終決けつ議ぎ権けんを持つ。学生と武蔵王の仲ちゆう介かいに走るのは副会長の仕事だ。

　大変だと自分で思うが、追加で思うのは、

　……どうなのだろうな。

　己は政治家志し望ぼうだ。父は学生を補助する官かん僚りよう機き構こうである暫ざん定てい議会の議員で、生徒会の判断を検けん討とう修正したり、市民側からの提言を持ってきたり、また、独どく自じ予算で市の運営を行う任についている。

　そして自分も教きよう導どう院いんを卒業したならばそちらに行く道に入ろうと思っている。

　だが、最近になって、一つの疑問が生まれてきている。それは、

　……極きよく東とうに生まれた場合、全てが無む駄だになるんじゃないか？
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　学生の上限年ねん齢れいが十八歳さいと決められた極東では、卒業以い後ご、政治に関わることが出来なくなる。だから大人おとな達、議員は官かん僚りようでしかなく、財ざいを得ても優秀な納のう税ぜい者しやでしかない。

　更さらに武蔵むさしでは、聖せい連れんから派は遣けんされた武蔵王おうが総そう長ちよう連合と生徒会に対しても最終決けつ議ぎ権けんを持ち、武蔵の総そう監督権けん限げんも持つため、自じ治ちを完かん遂すいすることは出来ないし、元から各国の暫ざん定てい境きよう界かい線せん上しか航こう行こう出来ない武蔵が、その航こう路ろを自由選せん択たく出来ない状態になっている。

　何を行おうとしても、こちらに、選択権けんはない。

　その事実は、この一年ほどでよく解わかった。葵あおいが総長に選ばれた後の経けい緯いや、生徒会長になる際の経緯を見て、充分に思い知らされる。自分達には、力が認められないのだと。

　……だとしたら──。

　何もかも、そこそこでやっていればいいのではないか。

　支配に甘えれば、そこから得られる権けん益えきもある。たとえば葵が、総長と生徒会長という立場を貰もらって、武蔵の有名人となっているように、だ。

　そしてふと、自分は父を思った。

　父は、十年前に三み河かわを出てこの武蔵に移り、暫定議会の議員を十年やっている。

　それは何な故ぜかを己は知っている。父に呼ばれて武蔵に来て一年。父の元には商人や不ふ動どう産さん管理者や、地上側の輸ゆ送そう管理者が多く訪れることを。あれが権益だとすれば、武蔵で暫定議員という政治家になるというその意味と、政治家志し望ぼうの自分の行く末は、

「────」

　いろいろ考え、正純は首を横に振った。

　今年で末まつ世せという話もあり、実際に怪かい異いの頻ひん度どなどはそれを示すように上がっている。

　すぐ未来のことが、実際に見えていない現代だ。

　だから、食事のときくらい、暗い先を思うのはやめようと、そう考える。

　そのときだ。

「手を止めちゃって、……パン、不ま味ずかった？　正純さん」

　店主の声で、自分は思し考こうを戻した。はっとして、息をつき、

「あ、いえ、少し浸ひたってしまいまして」

　はは、と笑って見せた声に、自分でも無理を感じる。

　……いろいろ、考えることが多いよな。

　武蔵に来たのは母がいなくなったことが契けい機きだが、それから一年、多くのことがあった。

　ふと口を開き、

「早いもんですね。一年、もう極きよく東とう一周で私の故こ郷きよう、三み河かわです。三河は極東代表なのに最近はP.A.ODAと仲良くなって聖せい連れんから睨にらまれてたり、新しん名な古ご屋や城の地ち脈みやく炉ろによって怪かい異い垂れ流しですが、……昔の友人達、元気にやってんのかなあ。もう一つの本ほん多だ家け、忠ただ勝かつ公こうの娘なんかも」

「あらあら地元の友人話？　ホームシック？」

　いや、と答えながらも、自じ虐ぎやくを感じる。だから己は言う。以前から思っていたこと。朝からのバイトによく出る理由の一つは、

「──うちの教きよう導どう院いん、アリアダストはやっぱり武蔵むさし住人の教導院なんですよね。私、ちょっと空気が合わないと言うか。襲しゆう名めい競争やって失敗したような人間だってのもあって、皆が──」

　気を遣つかっているのが見え見えで、と、そう言おうとした唇くちびるを止めた。

　すると、

「皆と親しくなってみたい？」

　問いかけが来た。

　その意味が解わからず、考え、ややあってから自分は眉まゆをひそめ、

「別に親しくないと言うわけじゃあ……」

「じゃあ、もっと親しくなってみたいと思わない？　もしそう思うなら──」

　聞いた。

「〝後こう悔かい通どおり〟って、調べてみなよ」

「後悔、通り……？」

　つぶやき、己は首を傾かしげた。その通りならば、知っている。知っていて当然だ、何な故ぜなら、

「あの、教導院前の右う舷げん側がわ大通りですよね。自然公園抜ぬけて右舷から艦かん首しゆ側に至る……」

「あれが何で〝後悔通り〟って言うか、知ってる？」

　いえ、とこちらは答えた。理由は、明確には知らない。解っているのは、

　……あの通りの入り口にある、石せき碑ひだ。ホライゾンという少女の……。

　十年前に作られた、少女の冥めい福ふくを祈る墓ぼ碑ひのような石碑。あれは、何の意味があるのか。調べれば皆が日ひ頃ごろから使っている〝後悔通り〟という呼び名の由ゆ来らいが解るのだろうか。だが、

「それが一いつ体たい何だと？」

「簡単なことだよ。──武蔵の大たい半はんの住人が知っていて、正純さんの知らない事実がある。調べれば、……そうだね」

　と、厨ちゆう房ぼうで店主がこちらに振り向く音がした。

「十年前、武蔵が大だい改かい修しゆうする際に、ある事件が起きたのさ」

「……事件？　あの、石碑のことですか？　ホライゾンという少女の名が書いてある……」

「それに気づいてれば話は早い。あと一歩、踏み込んで御ご覧らん。そうすりゃあ、武蔵の、もっといろいろな面が見えてくるさ」

　声がして、歩く音とともに匂においが来た。振り向けば、皿を手にした女おんな店主が笑顔でこちらにやってきており、

「武蔵むさしの住人は、皆、〝後こう悔かい通どおり〟の名がどうしてついたかを憶おぼえてる。だから調べてみるといい。きっと思いが増えるよ。──そしてこれ」

　トレイの上に、紙かみ袋ぶくろと、パンに載せたバター炒いための菠ほう薐れん草そうと、ハム、卵に人にん参じんがある。

「昔、トーリや近所の子に出してたのをパンに載せたものさ。スープを付けて朝の定てい番ばん。……ま、朝と言うより、もう昼だけどね。これから墓はか参まいりと三み河かわに行くなら、密みつ封ぷうの紙カップと一緒に包んでおくから持って行くといい」

　声と同時に、町の時じ報ほうの鐘かねが鳴る。昼の鐘だ。

　その音に、己はふと、外へと視線を向けた。紙袋に食事を詰めていく女おんな店主の声が、

「教きよう導どう院いんが気になるかい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、確か今日は、東あずま──、様が聖せい連れんから戻られておられる筈はずなので」

「ああ、だったら、あの王様もついてきてるだろうねえ。教導院は賑にぎやかだろう。やっぱり気になるかい？」

　まあ、と自分は言って立ち上がった。女店主が紙袋をテーブルの上で整える音を聞きつつ、

「どうしてあそこは、賑やかなんだか、たまに疑問に思いますよ」

　今日はこれから墓参りと、三み河かわだが、

　……その後に後悔通りを調べれば、少しは何かが解わかるだろうか。







[image: 第四章『部外の王様』]
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　教室の前に、二つの影がある。

　木造の廊下、三年梅うめ組ぐみの表ひよう札さつと護ご符ふを上に掲げた扉とびらの前に立つのは、中年の男と少年だ。

　男は、白タイツに、金の装そう飾しよくとともに肩の大きく膨ふくらんだ上着と、王おう冠かんをつけていた。右腕の腕わん章しようには聖せい連れんの紋もん章しようと、〝教きよう頭とう兼武蔵むさし王おう〟という文字がある。

　彼の隣となりの少年は、小さな身体からだを男子学生服ふくに包み、左手に旅行鞄かばんを引きずっていた。

　少年は、隣の男をちらりと見上げてから、目の前の扉と、その上にある護符に視線を向け、

「何だか、すぐ開けるって言って、遅いね。ヨシナオ教頭」

「ふうむ、躾しつけのなってない庶しよ民みんどもですな、東君」

　と、ヨシナオは少年を見た。そして彼は〝東あずま〟という名な札ふだの少年に、

「全く麻ま呂ろには信じられない話ですな。何しろ、東宮の君きみが入られる学級が先年と引き続きであるこの学級であるとは。酒井学長も融ゆう通ずうが利かん」

「いや、規則だし、あと余よはもう東宮ではなく──」

　いやいや、とヨシナオは言った。

「聖連の指示で力を封ふう印いんされ、政治的な位い階かいなど全て失ったとはいえ、帝みかど様の御ご子し息そくであることに違いはありませぬぞ？　聖連の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから武蔵の王に派は遣けんされたセレブな麻呂としては、東君の御ご帰き還かんをとても楽しみにしておったのですな」

　はあ、と頷うなずく東の横、武蔵の王を名乗るヨシナオは、

「しかし武蔵の民たみは冷たい。東君が御帰還だと言うに、麻呂以い外がいの出迎えもないとは」

「いや、帰還が騒がれると駄だ目めと聖連がいうので、昨夜に臨りん時じ便びんで乗り込んで来て、さっきまで検けん疫えきとかやってたし、ついでに言うと余も静かな方がいいし……」

「東君は優しいのでありますな。民のフォローをなさるとは」

　ヨシナオは腕を組み、満足そうな息をついた。

　自分は元々、この武蔵の人間ではない。聖せい譜ふ連れん盟めいという欧おう州しゆう中心の平和維い持じ団体の人間だ。かつては六護式仏蘭西の田舎いなか領りよう主しゆをやったが、地元での能力が認められたため、諸しよ処しよの取引を含め、引き抜きに近い形での派遣となっていた。

　……しかし大事な役目を負って来ております。何しろ現在──。

　一六四八年の現在、世界は国際的機き関かんを持つことが出来ていない。聖譜の歴史記き述じゆつにその成立が記されていないからだ。

　だが、重じゆう奏そう神しん州しゆうの崩ほう壊かい時じに、各国は連れん携けいを取る必要があった。

　そのために作られたのが、欧州で昔から行われてきた宗教会かい議ぎを利用した聖譜連れん盟めいだ。

　聖譜記述で宗教会議や公こう会議が開かれるたびに、それを機会として聖譜系けい教きよう譜ふの各国代表が集合し、意見交換や調整を行い、それ以外のときも連絡を絶やさぬようにしつつ、各国の支部が業務を果たす。条件付きの、疑ぎ似じ的な国際機き関かんだ。

　教員を派は遣けんする教育委員会が聖せい連れん支部に所属するため、

　……一般では教員連れん盟めいと考えられてもいる。

　武蔵むさしには極東支部から教員が、聖連中央からは、武蔵の監かん督とく者しやとしてヨシナオが派遣されている。百六十年前の重じゆう奏そう統合争そう乱らんが終了した際、極きよく東とうは軍事制せい圧あつを逃れる代わり、聖連から派遣される王をその行ぎよう政せいと航こう行こうの監かん督とくに加えることになったからだ。

　武蔵王おうとは、学生の総そう長ちよう連合と生徒会に対して決議権けんを持ち、武蔵の航行決定権も持つため、自分の決定が無ければ武蔵はその行政と航行の大おお枠わくを動かせない。

　ゆえに、己は、自みずからのことを、〝平和維い持じの指し針しん役やく〟として考えている。

「それなのにこの学級の連れん中ちゆうは外げ道どうばかりで……！」

「え？　いきなりどうしたの教きよう頭とう先生」

　あ、いや、と、自分は思わず口から出ていた言葉を飲んだ。

　……聖連から派遣された王である麻ま呂ろに、ここの連中と来たら……。

　記き憶おくにある限り、敬けい意いを払われた憶おぼえがない。ここには武蔵総長のトーリ・葵あおいもいるが、あの少年はこちらのことを〝麻呂〟呼ばわりだ。

　……麻呂のことを麻呂って呼んでいいのは麻呂だけなのに──！

　極東の聖連支部が悪いのだろう、とは思う。

　聖連は定期的な全体会議が持てないため、各国の支部機関が独どく自じ化かしやすいという欠点がある。極東の支部は出雲いずもに存在しているが、極東最さい大だい企業の出雲産業座ざにある教きよう導どう部ぶが管かん轄かつしており、武蔵の教員は出雲からの派遣となるが、

　……とんでもない状況を見み逃のがしている……！

　今もそうだ。東あずまが戻っているというのに、教室に入れることさえしない。ドアを閉じたまま、少し待ってー、という担任のオリオトライの声がしてから、五分以上経けい過かしている。

　そして現在、中から聞こえるひそひそ声は、

「せ、先生、あまり力入れないで下さい。あ、……ほら、穴あな広がって、隠かくせないっ……」

「あっ、駄だ目めよハイディ、ほら、この、股またが抜けたところ、手で触れたら駄目だって」

「でも先生、支えが、──あっ、やだ、ティッシュの隙すき間まからべとべとしたのが漏れて……」

「貴き様さまら神しん聖せいな教室で何をしとるかあ──!!」

　勢いよく開けたドアの向こう。

　開いた空間に、笑顔の全ぜん裸らが両手を挙げて立っていた。
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「──!!」

　反射的にヨシナオはドアを閉じた。

　横の東あずまが、え？　え？　と何事か解わからない状態で、

「ど、どうしたの教きよう頭とう先生!?　何かあった!?」

　ヨシナオはドアに背を張り付かせ、首を横に振る。

「な、何でもない、何でもないですぞ東君くん！　うん、何でも無い!!」

　すると、ドアが向こうから両の平手でバシバシ叩たたかれた。ドアの振動と共に、

「おーい麻ま呂ろー、麻呂だろ今のよお──。入りたいなら入って来いよー。誰もオマエのこと嫌ってねえよおー。どうとも思ってねえしさあ──」

「あ、こらトーリ、さっきから君、こっち手伝わないで何全ぜん裸らでやってんのそんなとこで」

「あ？　先生、何か麻呂が教室入りたそうにしてんだけど、照れて入れねえっぽいんだよ！　アイツいつも瘦やせたトランプのキングみたいなコスプレしてっから友達いねえし、こういうときの場ば慣なれってもんがねえんだよな！　いいかよ皆？　今度から麻呂が一人で寂しく漫画読よみながらうつむいてクスクス笑ってたら、恐れず話しかけてやるんだぞ？」

　……あのガキ、今度ブチ殺してやろうか！

　と、気づくと、横の東がこちらを呆ぼう然ぜんという顔で見上げている。

　こちらは、状況を悟さとると内心に焦りを得ながら、

「ま、麻呂は友と呼べる者がちゃんといるから御ご安心を」

　言うと、教室の中からトーリの声が聞こえる。

「あ、でも麻呂大だい丈じよう夫ぶか。友達いるもんな。ネシンバラ、解るだろ？」

　……うむ。

　そうだ、その通りだ、流石さすがに総そう長ちようだけあって、肝かん心じんなところは出来ておるな。

　そして今のトーリの言葉に、ネシンバラの声が、

「あれだっけ？　先日ワゴンセールされてたIZUMO製脳のうトレ系けいゲームの〝コミニュケーション訓練・寂しい人の友だちづくし〟を買い占めて王様の家に箱で送りつけたんだよね？　添てん付ぷの手紙には〝王様は友達がいなくて可哀かわい想そう過ぎるので、これを友達と思って頑がん張ばって下さい・武蔵むさし生徒一いち同どう〟って、あれ、僕が代だい筆ひつしたんだけどね。王様、今はあれが友達なんだよね」

「……先日に妻がやたら心配した顔をしておったのは貴き様さまらのせいかあ──!!」

　と、怒り任せにドアを開け放った。

　すると、そこにいたのは全裸ではなく、担任の女おんな教師だった。

　彼女、オリオトライはいやに影のない笑えみを見せると、

「あ、すいません王様、ちょっと片づけてますから」

「え？　いや、あのだね」

　言いつつ中を見る。オリオトライの向こう、教室の窓側の前まえ壁かべが、

「何だか人の形に穴が開いてて和わ紙しを糊のり付づけで……」

　ドアが勢いよく閉じられた。すぐに中から、

「ほらっ、皆みな急いで！　王様がかぎつけてきたわ！　あの男、細かいこと超うるさいのよね」

「先生！　先生！　その穴あな全く細かくねえよ！　ともあれいいかあ皆──！」

　トーリの声が聞こえる。

「正純セージユンがいねえの残念だけど、今日は放課後ごに明日のための作さく戦せん会議とかするし、夜は〝幽ゆう霊れい探し〟でそんな感じだから皆覚かく悟ごしとけよ！」

「おいコラ君、今、一応は先生、授業中なんだけど。打だ撃げきの授業して欲しい？」

「ああ!?　何だよ先生！　オッパイデカいからって俺を脅おどかすなよが！」

　最後の、が、という声と共に、教室が振動した。

　東あずまが、あの字に口を開け、教室の中からは、落ち着いた少年の声で、

「先生、金が無いなら壊さないで下さい。あと私、今、ドアの向こうに東を見たのですが」

「あ！　ああ、東いるんだったわ！　先生ちょっと保身のために忙しくって忘れてたわ！」

　二秒後にドアが開く。笑顔のオリオトライが、こちらを見て、東を見て、

「あらー、東、久しぶりねえ。後で寮りようの方の部屋、新しく決まったの教えるからね？」

「これ、オリオトライ君、呼びつけではなく、君の身分的には東様さまと──」

「あ、そうでしたねすいません王様。今後気きをつけます。──で、東、教室入る？　よね？」

　答える間も与えず、オリオトライが東の頭を無む造ぞう作さに右手で摑つかんで教室内に引き込む。

　残される形になったこちらは、

「いや、ちょっと、君」

　と、オリオトライの向こうを見た。すると先ほど、穴があったように見えた壁の方に、仮か面めんを付けた上半身裸はだかの巨体と、丸い体型の少年が立っている。名前は確かペルソナ君と御お広ひろ敷しきだ。その二人のせいで壁の方は見えないのだが。

「オリオトライ君、あの二人の巨体はひょっとして壁かべ穴あなを隠かくすカモフラ──」

「え？　な、何なに言ってんですか王様、壁に人ひと型がたの穴なんて開いてないですよ。ホントホント！　で、あの二人はですね。ええと、……あ、今、物理で体積の授業をやってまして！　ええ、肉食った場合とピザ食った場合で人間の進しん化かは、ええと──」

　真ま顔がおになると、

「つまり授業中なので後にして下さい」

　言葉と共にドアが勢い良く閉じられた。一人残のこされた自分は、ややあってから、

　……この学級の連れん中ちゆうは……！

　ドアを蹴けりつけようとして、やめた。

　それは王のすることではないと、自じ制せい出来る余よ裕ゆうはある。だから、

「全く……」

　己はドアに一いち瞥べつをくれ、腕を組む。そして教室の中から、わあ、という東を迎える声と拍手がしたことに頷うなずきを作ると、彼はゆっくりとドアに背を向けた。

　教室の中からは、東あずまの挨あい拶さつが聞こえてくる。

　廊下の窓から見える空は、ステルス航こう行こう中ちゆうのためまだ白いままだ。
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　白の空の下、石の並ぶ広場がある。

　墓ぼ所しよだ。武蔵むさし艦かん上じよう、奥おく多た摩ま艦かん首しゆ近くの自然公園内ないにある霊れい園えんだった。

　主しゆ道どうだけが舗ほ装そうされた、見晴らしのいい場所。

　そんな常じよう緑りよくの植木が点てん在ざいする中に、手て桶おけを下げて立っている一つの影があった。

　制服姿すがたで空を見上げているのは、正まさ純ずみだ。

「こんな時間にここに来るのは初めてだな」

　正純は視線を空から外さず、辺りを見回し、背後へと目を向けた。

　色のない空の下、階段状に配置された奥多摩表ひよう層そう部ぶは、その艦かん尾び側にアリアダスト教きよう導どう院いんを置いている。

「そろそろ四時限目めの授業も終わりか……」

　皆、どうしているだろうか。付き合いは短いが、皆の人ひと柄がらはある程度解わかっているつもりだ。昨年、副会長に立候補したときに応援をもらえたくらいの関係はあり、今、自分の方からも何をしているかを思うくらいは出来る。

　だが、少し付き合い方に距離を得てしまっているのも事実だ。どういう理由かは解らないが、クラスの誰もが、否、教導院の多くの生徒は、葵あおい・トーリを支持している。

　……去年の生徒会選せん挙きよで、それは解っている。

　彼に人気があるのは解っている。クラス内だけではなく、学校で彼が起こす騒ぎに対する皆の反応を見ていても理解の出来ることだ。

　だがそれは、人柄や、芸人じみた言動によるもので、実務ゆえではないと思う。ならば、

「……アイドル人気ってことなのかな」

　そうでなければいい、と正純は考える。何しろ、各国に干かん渉しようされている極きよく東とうとしても、そこに住む人々としても、何の能力もない人間を人気だけで長ちように選ぶようになったら、

　……今の支配に対する完全な諦あきらめだ。

　諦めたくはない。

　己は政治家志し望ぼうだ。将来は、出来ることなら、武蔵の暫ざん定てい議会の構成員となって、

　……少しでも極東を変えられないか。

　漠ばく然ぜんとだが、そう思っている。

　重じゆう奏そう統合争そう乱らんが決着して約百六十年。極東が完全支配されないのは、それが聖譜テスタメントの歴史記き述じゆつに無いことだからだ。だが、抜け道が幾いくらでもあるのは、政治を少しでも囓かじれば解る。

　もし武蔵や、それを所有する三み河かわが何かミスをすれば、聖せい連れんは黙っていないだろう。

　現在、三み河かわは聖せい連れんとP.A.ODAの交こう渉しようによって中立の緩かん衝しよう地帯とされているが、

「……もし何かあれば、〝聖せい譜ふ記き述じゆつの再現保ほ護ご〟の名目で乗り込まれ、完全支配の始まりか」

　重じゆう奏そう領りよう域いきの土地問題や、金きん融ゆう、そして農のう奴ど的てき生産力の確保など、極きよく東とうの完全支配によって各国が得る利点は多くある。父達の詰めている暫ざん定てい議ぎ庁ちよう舎しやに行けば、それぞれの分野の長ちように仕える秘ひ書しよ達から話を聞くことが出来るが、どれも厄やつ介かいな内容だ。

　……メジャーなのは、極東の半分近くの場所を占しめる重奏領域の土地問もん題だい解決だな。

　重奏領域は、重奏神しん州しゆうがこちらの世界に落ちてきたときに地ち脈みやくの一部が書き換わり、極東の土地が部分的に各国側がわの環境を持ってしまったものだ。それは重奏神州に存在していたときと同じ座ざ標ひように落ちたため、たとえば中ちゆう国ごく地方には欧おう州しゆう、三河には印度インド、関かん東とうには中国、北ほく陸りくには露西亜ロシアと、各国の環境が引っ越してきている。

　その環境変化は地ち域いき限定的だが、空にも及ぶため、武蔵むさしからだと環境の違う空くう域いきが柱のようになって見える。

　……しかし、重奏領域は虫食いのようなまばらな状態で重なったため、重奏統合争そう乱らんの際、極東と各国の人々の棲すみ分けを行うことが出来なかった、と。

　棲み分けを執しつ行こう出来るほど世界が安定していなかった、というのは、授業でも習うことだ。

　しかし、支配してしまえば、極東側に対して、その棲み分けの強制執行が出来る。

「否、──支配してしまえば、悪い環境に極東の人間を押し込め、いい環境の側に各国の人間を移住させることだって可能だ」

〝支配〟という言葉について秘書達が言う内容は、いつも厳きびしい。

　……支配とは、併へい合ごうでも統一でもない。服ふく従じゆうですらない。

　支配すれば自じ治ちと権利を奪えるので、中世の農奴解放で得た教きよう訓くんをもって、ローマの時代の奴ど隷れい制せいを復活させることだって出来る。

　また、現在の極東は Tsirhcツアーク やムラサイでは戒かい律りつ的てきに禁じられる金融業ぎようを代行しているが、支配してしまえば代行させつつその儲もうけを全て管理することも出来る。

　対P.A.ODAの足がかりという以外にも、武蔵の貿ぼう易えき能力や、武蔵を作り上げた三河と出雲いずもの開発能力は、他国にとって魅み力りよくあるものだろう。

　無む論ろん、支配下の人々が滅ほろびれば、労働力が無くなって損になるが、そうならない限りは、人々の管理費と労働力によって得る収しゆう穫かくの損そん益えき計算が全てだ。そうして人口を保ちつつ、極東の歴史再さい現げんについては極ごく少数の人間を襲しゆう名めいさせて完全管理の下で行えばいいというのが、秘書達が皆で考えている〝最悪のケース〟だ。

　……つまり、支配とは、生せい殺さつ与よ奪だつも含む、相手の全てを自由に出来るということが。

　これらが極きよく端たんな意見だというのは、秘書達も、おそらく父達も解わかっているだろう。不安を煽あおっているだけではないか、という自問もやはりある筈はずだ。

　しかし、最悪の事態に踏み込まれないようにしておく必要はある。相手の良心を信用するにしても、餌えさを吊つるして差し出す必要はないのだと、父達はそう言っている。

　だから今、武蔵むさしは武ぶ装そう放ほう棄きして各国の貿易の仲ちゆう介かいを行い、頭を低くしている。三み河かわも、大罪武装ロイズモイ・オプロとやらをP.A.ODAではなく聖せい連れん各国に配り、敵てき意いがないことを示している。

　だが、いずれ状況は変わる。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、この先、織お田だ家けは長ちようである信のぶ長ながを失って衰すい退たいし、極きよく東とうの統一は織田派はの豊とよ臣とみから松まつ平だいら家けに受け継がれ、完成される。

　それがいつになるかは解わからない。何しろ重じゆう奏そう統合争そう乱らんで世界の歴史は乱れており、更さらには末まつ世せもある。たとえば今年は一六四八年だが、一五八二年に死亡する筈はずの織田・信長は、八年前にP.A.ODAで襲しゆう名めいを書面宣せん言げんしたものの、未だその姿を表おもてに見せていない。

「信長は暗あん殺さつで殺されるから、歴史再さい現げんを利用した聖連側がわにそれを行われないように隠かくれているそうだが、……姿を見せずに侵しん攻こうと転てん戦せんを行うことで、逆に脅きよう威いを与えているよな」

　しかし、それまで信長不ふ在ざいで合議制せいによって歴史再現を行っていたP.A.ODAは、信長襲名以い後ごに再現を加速しているが、未だ遅れは取り戻せていない。

　だが、もし末世が来なかったら、いずれ信長は世に出て天下布ふ武ぶを目指した後に暗殺され、三河の松平家が聖譜記述に従って、本当の意味で極東の代表になる。

「そのとき、極東は統一された国として各国と対するわけだが──」

　極東の人々は、諦あきらめているだろうか。聖連の暫ざん定てい支配に居い心地ごこちの良さを感じ、何もかも手放すことに慣れてしまっているだろうか。

　……手放す。

　己おのれの最も嫌いな言葉だな、と自分は思う。今まで、何もかも手放してきたから、と。

　そして己は、視線をちらりと下に移した。

　手に提さげている手て桶おけは、本ほん多だ家けのものだ。柄ひ杓しやくも、一輪の花もある。

　正純は、花を視し界かいの中央に置き、

「──もう二度と、あんな思いはしたくないし、誰にもさせたくもない」
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　どうなのだろう、と、正純はまた視線を上げ、遠くの教きよう導どう院いんを見る。

「葵あおい・トーリ」

　自分はまだ、何をどうしたらいいかも解わからないが、

「お前は今、……どうなんだ？　そしてこれから、どうするんだ？」

　出来ればお前が、

「私と同じように、手放すことを厭いとう人だったら──」

　だったら？

　……どうなんだ？

　どうするというのか、己は考え、しかし、頭を軽く横に振った。

　そして俯うつむけば、下を見た視線は、足元を見ようとして、

「？」

　眼前、いつの間にか人ひと影かげが立っていた。見知った、女性と言っていい存在。

　P-01s。彼女は、

「状況的に見て、お持ち致します」

　声が来て、近寄り、手がさしのべられ、桶おけが持ち上がった。

　あ、とこちらが桶の上がる動きとともに視線を上げると、

「どうしてここに……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と自動人形が答えた。

　無表情に、しかし彼女は首を傾かしげると小こ脇わきに抱えた本を見せ、

「命めい題だいの一つとしては、正純様さまからお借りしましたこの本、指導者言げん行こう録ろくを静かな場所で読むことです。歴史の指導者など、いろいろなパターンが理り解かい出来、現在の社会の仕組みが解わかると同時に、誰も彼もすぐ突とつ撃げきしたり捕ほ縛ばくされたり屈くつ辱じよくしたりと奥が深いもので」

　一体どういう視点で読んでいるんだろうか、とは思うが、言わないでおく。

　ただ、P-01sは桶を摑つかんだ手を挙げ、桶と中の花や柄ひ杓しやくを掲げると、

「──疑問しますが、これからどちらへ参まいりますか？　正純様」







[image: 第五章『晴天下の再会者』]
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「──しかしまさか、お前とこんなところで会うとはなあ」

　うつむきがちの声が、墓ぼ所しよに生まれた。

　声の持ち主、正まさ純ずみは、植木に隣りん接せつした主しゆ道どう並びの墓所の前にしゃがみ込んでいる。

　草取りだ。

「P-01sは、掃そう除じか？　自動人形はやはり、どこでも掃除するのが好きなの多いって言うし」

「Ｊｕｄジヤツジ．、命めい題だいの一つとしては、それもあります。ここの掃除は日課としております」

　と、こちらと同じように、近くの墓所の草をむしっているP-01sが応じる。

　取られた雑ざつ草そうがある程度の量になると、P-01sが、積まれた草とともに土つち塊くれや落ち葉という塵じん芥かいを摘つんで通路横よこの側そつ溝こうに持って行く。

　応じるように、側溝の蓋ふたがゆっくり持ち上がり、下から薄うす黒ぐろい藻もが顔を出す。

『むのうやく？　てんねんそざい？』

　対するP-01sは、鼻はな前まえに人ひと差さし指ゆびを立て、藻にゴミを与える。すると、藻はそれを頭に載せてまた側溝へ下がっていく。

　正純は、さっきから背後でこそこそ行われている餌え付づけ行為にたいして無言だ。

　以前から気づいていたが、どうも側溝下した、下げ水すい管理の黒くろ藻もの獣けものはP-01sに懐なついているらしい。更さらには、P-01sと黒藻の獣との共通見けん解かいとして、黒藻の獣が外に出ていることはバレないほうがいいことになっているようだ。

　……黒藻の獣にしても、仕事をサボっていることになるからな……。

『ばれない？　おーけー？　いけそう？』

「Ｊｕｄ．、大だい丈じよう夫ぶだと判断出来ます。我々の活動は完かん璧ぺきです」

　……根こん拠きよがない上に完璧にバレてるぞ……!!

　思いつつ草を抜いていると、不意に後ろから声が来た。

「正純様は、こちらの墓はか石いしの手入れをよくされておられますね」

「ああ、母のでね。遺い骨こつもないので形かた見みの品を入れてある。……と言っても意味が解わかりにくいか、自動人形には。……魂たましいで生まれてくるから、母親とかいないんだもんな」

「Ｊｕｄ．。しかし率そつ直ちよくに推測を申し上げますが、──正純様は、お母かあ様がお好きなのですね」

　いきなりのことを、告げられた。

　……好き、か。

　あまりにも直接的な物言いだったため、こちらは反応のタイミングを失った。

　いや、とも、そうだな、とも、相づちすら打てず、肯定と否定、どちらの思いを得るのが自分として正しいのか、定かではなく、ただ己はうつむき、傍かたわらの手て桶おけに入れた花を見た。

　白い花。その色を自分の心に納めたとき、背後からP-01sの声が聞こえた。

　声は、

「──通りませ──」

　いきなりの、歌だった。

　……え？

　聞こえるのは自分も知っている歌。メジャーな童どう謡ようだ。

〝通とおし道どう歌か〟という歌。それが、自動人形の喉のどから、




　──通りませ　通りませ

　行かば　何処いずこが細ほそ道みちなれば

　天てん神じん元もとへと　至る細道

　御ご意見御ご無用　通れぬとても

　この子の十の　御お祝いわいに

　両のお札を納めに参さんず

　行きはよいなぎ　帰りはこわき

　我が中こわきの──




「通しか　な──」

　聞く耳から、己の胸元に、震えに似たものが来た。ぞくりとも、じわりともくる、肌はだの底が絞しぼり上げられるような感かん触しよくだ。

　以前、店主から聞いたことがある。P-01sの魂たましいは、喉にあるのだと。

　ならば歌声はP-01sの魂の震えそのものだろう。だが、

　……この歌は……。

　知っている。いや、極きよく東とうに生きているならば誰だって知っている。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば通し道歌の本ほん歌かは一六〇〇年代に歌われ始めるものだが、それが聖譜で告知された百年前に、多くの場所で原げん盤ばんとなるものが試し作さくされていった。

　その試作が、通し道歌だ。

　これは、各国の暫ざん定てい支配が確立した当時において、極東の人々を結びつける歌となった。

　三十年ほど前から、歌の形がまとまってきており、今は子供の寝かしつけに用いられたり、子供達が歌い、歌に合わせた〝通しかな〟という遊びを遊ぶためのものとなっている。

　だが、自分は、皆と歌った憶おぼえがない。

　他の子供達が歌って遊んでいるのを、遠くから聞いていただけだ。

　しかし、近くから聞き、口ずさんだことはある。

　幼いときのことだ。まだ、物もの心ごころも定かではなかった頃に、

　……母が、子こ守もり歌うたとして……。

　思ったときだった。

「どうかなさいましたか、正まさ純ずみ様」

　問われ、すぐに答えることが出来なかった。

　息を吸い、身の中にある定かではない揺れをアジャストする。

「──は」

　小さく吐いた息は、一度だけ震えた。何を、どう答えようかと、己は思い、

「昔のことを、ちょっと思い出してな」

　と、自分は、ついた膝ひざに力を入れた。

　ここから先のことは、言う必要がないことだが、と、心にそう前置きしつつ、

　……聞いて意味のある人間がここにいるわけでもない。

　だから、敢あえて言う。

「前に、話したことあったろう？　私は元々、下の三み河かわにいたんだ。うちは本ほん多だの名みよう字じでね。家か臣しん団だんの末まつ席せきにいたんだ。そして、松まつ平だいらには二つの本多が必要だとされていてさ」

　息を吸う。もう一人の本多、中等部以い降こう、あまり言葉を交わしていなかった相手の顔を思いだしつつ、

「一つめの本多は、四し天てん王のうの一人である本多・忠ただ勝かつを代表とする武ぶ闘とう系けいの本多家け。もう一つの方は、本多・正まさ信のぶを代表とする内ない政せい系の本多家。うちは武闘系じゃなかったから、父が──」

「御お父とう様が、正信様の襲しゆう名めいを？」

「失敗したよ」

　己は、手を休めて言った。

「他の、本多家ではない人間が、姓せいを変えてまで本多・正信を襲名した。父はその当時、正直すぎてね。だから私は──」

　どうだったろう。

　父に言われて始めたことか、自分でそれを望んだのか。理由も憶おぼえていないが、

「正信の子、正純の襲名をしようと、そう思った。そして、そのために何でもやろうと思って、何でもやった」

　だが、

「──失敗したよ」
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「失敗、したんだ」

　正純は、

　……あれ？

　口が動く。

　今、唇くちびるからこぼれている言葉は、今まで表おもてに出したことが無いものだ。

　いかんな、と心が思っている。しかし、

　……聞いて意味のある人間が、どこにいる。

　母のいない眠り場所。自動人形。黒くろ藻もの獣けもの──、は側そつ溝こう下かにまだいるのかどうか。幼い少女だったら、自分の部屋の中で、今日あった嫌なことを自分の大事な人形にでも相談するのだろうが、今の状況はそれと同じだろうか。

　愚ぐ痴ちだな、と、そう思い、それを漏らすことすら、ずっとしていなかったと気づく。

　何しろ、武蔵むさしは、いつでもどこでも騒がしい。学校も、通りも、どこにでも誰かしらがいる。

　だからいろいろ話し合える友人がいないならば、一人になれる場所を探すしかない。一人で愚痴を吐ける場所を、見つけて潜ひそむしかない。そして、今、ここでようやく、

「──十年前さ、松まつ平だいら家けが、家か臣しん団だんの〝人ひと払ばらい〟を行ったんだ。そして、多くの家臣が左さ遷せんや、役の免めん除じよを受け……、以後、松平の全ぜん家臣、商しよう工こう団は、相模さがみから大量導どう入にゆうされた自動人形が世せ襲しゆう担当することとなった」

　自動人形であるP-01sに対して、嫌いや味みな愚痴にならないようにしたいと思う。だから、自動人形の件はそれで終わりにした。

「私、さ」

　自分は胸に手を当てた。着ている制服は男子用のもの。その胸に深く手を押しつけた正純は、妙みような喉のどの渇かわきを感じつつ、口を開き、

「襲しゆう名めいの権利を争うとき不利にならないようにって、子供の頃に手術してるんだよ。──女だったのを、男に変えようっていうのを。そして胸を削けずって……、性別の部分も男にする手術を受けようかっていうときに、突然の〝人払い〟で全ぜん部ぶ無意味になった」

　父は武蔵に行き、手術の影えい響きようで身体からだの弱くなった自分は、母と地上に残った。

　胸を失ったことは、己おのれで望んだことだ。だが、突然の〝人払い〟によって、目標は根本から失われた。自分の為なしたことが肯定も否定もされず、ただ目標が消えて、無意味だけが残った無む力りよく感。進路を決め、試験の勉強を頑がん張ばったら、進路そのものが消えたようなものだ。

　襲名に挑いどみ、失敗するなら、納なつ得とくが出来た。

　お前のしたことは、意味がなかったのだと、そう言われた気がした。

　昔の、記き憶おくに残っている自分は、いつも謝ってばかりだ。自分でやりだしたことが出来ず、父の期待に応えられず、母に迷めい惑わくを掛けていて。その母も〝公こう主しゆ隠かくし〟という神かみ隠かくしで失い、

「何でなんだろうなあ……、手放してばかりでさ……」

　つぶやいた。そのときだ。

　ふと、目め尻じりから何かがこぼれた。

　くそ、と思い、制服の袖そでで頰ほおを拭ぬぐう。

「泣くとは、格かつ好こう悪い話だ」

「そうなのですか」

　と背後から聞こえるP-01sの声にこちらは頷うなずいた。弱気なのか安あん堵どなのか、自分でも分からないままに、

「ああ、……出来ればどこかに隠かくれてしまいたいものだが、ここではそうもいかんな」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、知識を有り難がとう御ご座ざいます。そして今、正純様に対する疑問が一つ解けました」

「？　それは」

　Ｊｕｄ．、とP-01sの声が聞こえた。

「率そつ直ちよくに申しますと、男の制服を着ているのは正純様の趣しゆ味みではなかったのですね。何と」

　正純は、一気に現実に戻された。

　……ちょっと待て。確かに女であることを隠したりしているけどな？

　怒るべきか。いや、憤いきどおるというか。何だろう、この、腹の底にわいた妙みような感情は。恋ではないのは確かだ。得意の論文の授業で鍛きたえた表現能のう力りよくで言うと、まず初めに結論を提示すべきで、一言で言うなら〝そうじゃねえだろ〟だこれは。あと最後の〝何と〟って取って付けたような感かん嘆たんは何だ一体。更さらには黒くろ藻もの獣けものが、

『づか？　づか？』

　誰だそんな言葉を教えたのはそれとも種族記き憶おくか。

　というか、一つ失しつ念ねんしていた。ここが一人になれる場所で、愚ぐ痴ちを聞いてくれる人形がいたとしても、この人形は結けつ構こうツッコミを入れてくるのだった。だが、

『まさずみ？』

　黒藻の獣が、こちらの名をP-01sに確認するのを聞いて、己は意い外がいを感じる。

　対するP-01sも、黒藻の獣をこちらから隠し、草を抜いてる振りを始めながら、

「Ｊｕｄ．、正純様です。憶おぼえてらっしゃいましたか。以前、正純様が飢うえてぶっ倒れたとき、思わず潰つぶされそうになったのを」

　自分は思う。今度から倒れるときは周囲を確認してからにしよう、と。そして、

『まさずみ　せーじか？』

「Ｊｕｄ．、そうです、政治家です。市民を助けるために税金搾しぼり取って働く還かん元げん系けい職業です」

　否定した方がいいが、それもまた噓うそのような気もしたので黙っていた。すると、黒藻の獣が、言葉を問いかけた。

『ともだち？』

「──Ｊｕｄ．、お互いが、お互いの存在を認めていることをそう言うならば」

『ともだち　なれる？』

　それは、とP-01sが口ごもり、こちらを見る気け配はいがある。だから己は彼女達に背を向け、空を見上げるふりをしつつ、

「最近、友人欲ほしいなあ」

『なれるの？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、──率そつ直ちよくに申しまして正まさ純ずみ様は友達少ないので、今がチャンスです。つまりチョロいです。大だい丈じよう夫ぶ、正純様は政治家ですから下げ水すいなどの管理も大好きですので」

　……何だその語ご弊へいがありまくりな言い方!!

　思っていると、不意にそれが来た。それは、頭上において、

「──？」

　空が割れた。青の色が、いきなり眼前に広がって、張り裂けて、

「あ」

　一気に全ぜん周しゆうを覆おおった。青空はステルス航こう行こうの解かい除じよの証あかしだ。それが示すものは、

「……三み河かわに到着するのか」

　眼下、山並みがある。向こうはまだ見えないが、いずれは巨大な谷に見える武蔵むさし用の陸りく港みなとと、隣りん接せつする露ろ天てん式しきの一般用平へい面めん式しき陸港が見えてくる筈はずだ。そしてそれらの向こうには、かつて自分のいた三河の町があるだろう。

　……帰ってきた、とは言えないな。

　自分はもう武蔵の住人だし、三河も自分がいた頃から変化を続けていた。地ち脈みやく炉ろを四基きも有する大だい工こう房ぼうでP.A.ODAに献けん上じよう物ぶつを作っていると噂うわさされる昨さつ今こん、この一年で三河はまた大きく変わったことだろう。地脈炉による地脈の歪ゆがみは怪かい異いを多発させるため、人ひと払ばらいの政策と伴って、

「どれだけ、三河に人が残っているだろうか。……もう一人の本ほん多だ、二ふた代よはいるだろうけど」

　自分は武蔵に来たが、ほとんどの人は怪異の危険性と人払いによる市し街がい中央部の商業的機き能のう不ふ全ぜんを不ふ便べんと思いつつ、いろいろな理由で三河から離れられず、郊外に住んでいる。

「どうなったかな、……まあ、今日は酒さか井い学長を送るだけだから、遠とお間まで見るだけだが」

　風音が聞こえる。武蔵の持つ術じゆつ式しき風ふう防ぼうに当たる風の震えの響ひびきだ。

　だが、それだけではなかった。

　正面から頭上。武蔵の中央前ぜん艦かんである武蔵野のの上を抜けるように、一つの船が来たのだ。

　全長一二〇メートルほどの航空客きやく船せんだ。それは武蔵野の上から、ここ奥おく多た摩まの上へと回ろうとしている。武蔵各かく艦かんに比ひ較かくすれば十分の一にも満たない大きさだが、単たん体たいで見れば影は横よこ町ちよう一つを飲むほどの大きさを持つ艦だった。

　軌き道どうと速度からして、ただ上をすれ違うためだけの操そう艦かん。何かの間違いでなければ、

　……武蔵の全ぜん貌ぼうを見たいという操艦だ。

　思う視界は、客船の側面を見ていた。植しよく樹じゆの葉は枝えだが鳴る向こう。喫きつ水すい線せんから波を立てる客船の側面には、家か属ぞく紋もん章しようがある。

　陽ひの逆ぎやつ光こうの中、確かく認にん出来るのは三みつ葉ば葵あおいの家属紋章だ。

　その紋章を使用出来るのは松まつ平だいら家けのみ。ならばあれは、

「──松まつ平だいらの主あるじ、元もと信のぶ公こうの船か！」

　元信公は、十年前、武蔵むさしが改かい修しゆうされる直前に武蔵へ降りたことがあるが、それ以い来らい武蔵へ来たことがない。十年前にP.A.ODAとの暫ざん定てい同どう盟めいを正せい式しき同盟とした際、中立の立場の証あかしとして、移動要よう塞さいともなりうる武蔵に乗り込むことを聖せい連れんに禁じられたからだ。が、しかし、

　……だからこうやって、元信公は武蔵を出迎えるのか。

　元信公の、そういうサービス重視の傾向はよく知っている。そして元信公の顔も声も。何な故ぜ、自分がそれを知っているかと言えば、

『──やあ、久しぶりだ武蔵の諸君。先生の顔を憶おぼえているかい？』

　武蔵のありとあらゆる外部拡かく声せい器きから、男の声が響ひびいた。

　それだけではない。各地の社やしろ、御お堂どうの上に、鳥とり居い型の巨大な表示枠サインフレームが現れた。枠の中に映るのは、どこかの艦かん橋きようをバックにした一人の男だ。

　眼鏡めがねを掛けた学がく帽ぼうつきの黒の長ちよう髪はつ。啓けい示じ器きであるマイクを、小指立てた右手で握るのは、

『毎まい度ど毎度、私が、──三み河かわの当とう主しゆ、松平・元信だ。先生と呼んでくれて結けつ構こうだとも』
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　……これだ。

　と、肩を落として正純は思う。元信公は、通つう神しんによるアピールが異常に好きだよな、と。

　元々は、人ひと払ばらいや怪かい異いによって三河中ちゆう心しん部ぶから人がいなくなったので、郊外に自分の声を届けるために始めたことらしい。それがいつの間にか、ことあるごとのパフォーマンスとして、内外共ともに定着している。

　特とく徴ちようは、一方的なまくし立てと、自分を〝先生〟ということだ。今もその通りに、

『──として、聖せい連れんの指示により、武蔵住じゆう人にんは三河に降りることが出来ない。が、気にしない。三河からは多くのものを運び込むし、観光の人々が話をしてくれるだろう。だから皆、社の地ち脈みやく通神やコネクションを使用して三河と交流して欲しい。そして出来れば先生も知りたい、君達が今、どんな生活をしているかと、これからどうしたいのか。──それを聞かせて欲しい。ただそれだけだから。さあスタート。時間は大いにある。有効に全部使っていこう』

　更さらに、

『今夜は私の方でも面白いものを用意している。夜に、三河の方を見ているといい。ちょっとした花火を用意しているからね。では──、本日の授業はまずこれにて!!』

　言葉と共に、通神が消え、社の上の表示枠も閉じて消しよう滅めつした。

　今、元信公の船は頭上を通り過ぎていく。

　こちらは通過する船せん影えいを視線で追い、背後へと振り向き、

「全く、三河だけではなく、こちらにも公は来ていた──」

　のだな、という言葉を、途中で止めた。

　視線は、背後にいたP-01sに固定されていた。

　P-01sが、こちらに背を向け、空を行き過ぐ船に手を振っていたのだ。

「え……？」

　疑問を唇くちびるの間から漏らせば、P-01sの足下にいた小さな黒い影が慌あわててその陰に隠かくれる。

　だが、P-01sは手を振ったままだ。やがて船がその尻しりを見せ、アリアダスト教きよう導どう院いんの空を越えて右へ、東の方へと艦かん首しゆを向けて三み河かわへの帰き途とをとるまで、P-01sは手を振りっぱなしだった。

　風が行き、自動人形の手は下ろされる。だが振り向かぬP-01sに対し、自分は、

「……お上りの観光客きやくのようなことをするんだな、お前」

「Ｊｕｄジヤツジ．、船の下の方、硝子ガラスの向こうから、こちらに手を振っている方がおられましたので」

　それが誰だか、こちらには解わからない。P-01sにも解らないだろう。

　だが、P-01sは、こう言った。

「こちらを見て、笑っていました」

　言葉と共に、音が聞こえた。

　鐘かねの響ひびき。アリアダスト教導院が、四時限目めを終え、昼休みに入る音だ。







[image: 第六章『扉の向こうの運命者』]
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　鐘かねが鳴る。

　一定のメロディで鳴る、学校の昼休みを知らせる鐘の音。武蔵むさしの昼を告げる音色だ。

　その音は、武蔵の上だけではなく、艦かん内ない放送を用いて内部にも知らされる。

　艦内。

　壁に部屋が並ぶ地下居きよ住じゆう区く。その幅三メートルほどの通路を、一人の少年が歩いている。

　東あずま、という名を書いた旅行鞄かばんを引きずっている少年だ。

「……一番奥おくの部屋か。引っ越しで早退したのに、ずいぶんと手続きに時間が掛かったなあ」

　見る通路、壁には〝奥おく多た摩ま１─15横よこ町ちよう〟〝武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん学がく生せい寮りよう〟とある。

　アリアダスト教導院の地下に位置する集しゆう合ごう住宅型の横町だ。

　町の通路には昼休みでも人ひと影かげが多い。午後から仕事に行く者達がいるからだ。

　自室に戻り、または出ていく者達の間からは、久しぶりの日常が行き交う声として聞こえる。

　ある男子生徒は、一緒に歩く友人達と、手の指で数字を数えながら、

「──バイトの時間、一時間多くしようと思うんだわ。来年から本職にするんで今から外回りの服揃そろえようと思うんだけど、市民重じゆう量りよう権けんが二キロ分以上足りなくなるからさ──」

　と言葉を交わす背後、ある女子生徒は、携帯社しや務む式しきの通つう神しん器きを耳に当て、

「──うん、諏す訪わ神社の契約スタンドのバイト、だから帰りに配給の卵持って帰、──え？　家族券けんだから個別換かん金きん出来ないよ。だったら──、うん、奥多摩１─７の縦たて町まち、来る？」

　と笑えみを作り、その近くを歩く男子達は、腰から抜いた個人武ぶ装そうをそれぞれ見比べつつ、

「──やっぱり直ちよつ剣けんだと、グリップは帝てい国こくの〝黒金侍アイゼンリツター〟ブランドがいいと思うんだよ。ただ、機き動どう殻かくでの突とつ撃げきを前ぜん提ていにしてるから、アタッチメント取り付けだとテイルヘビーかなあ」

　と、それぞれの意見を交換している。

　話題の種類は、似たものもあるが人それぞれで、ときたま知っている者達の名が出る。

　オリオトライや点てん蔵ぞうは装そう備び関係の話題で、術じゆつ式しきでは神しん道とうで浅あさ間まやシロジロが、欧おう州しゆう系けいではナルゼやナイト、ウルキアガの名が出る。それらの話を耳に入れていく東が思うのは、

　……戻ってきたなあ。

　この一月ほど、二年の春休みから聖せい連れんに召しよう喚かんされて、権けん限げんの奉ほう還かんと自分の力の封ふう印いんの仕上げをやってきた。聖連がこちらの還げん俗ぞくを望み、内裏だいりからもその許可が出たためだ。

　同世代の者と顔を合わせず、理解しなければならない話ばかり聞いた。それに比べれば、

　……何て雑ざつ多たな。

　この雰ふん囲い気きを居い心地ごこちいいと思うくらいには、自分はここに馴な染じんでいると思う。自分も、話をしていれば、きっと、雑多な一人なんだろうな、と。

　他の話題も、聖連にいたお陰で解わかるものも多い。多くの人々の話題に上がっている、三み河かわにK.P.A.Italiaの教きよう皇こう総そう長ちようと三征西班牙トレス・エスパニアの特とく務むが来ることについても、自分は知っている。

　教きよう導どう院いんを出るとき、それらの情報についてハイディに言われていた。

「聖せい連れんの情報を売るなら専せん属ぞくお願いね、か」

　夜、そうすることになるだろう。何しろトーリ達に誘われたのだ。

　……夜から幽ゆう霊れい探し、か。
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　幽霊探し。

　また妙みようなことを考えついたなあ、と東は思う。

　トーリが言うには、

「何か末まつ世せが流行っぽいし、怪かい異いねえかなって探してみたら、うちの教導院、昔から幽霊出るって噂うわさがあるんだよな！　ちょっと探してみたくね!?」

　それは凄すごくメジャーな、何ど処こにでもある教導院の怪かい談だんじゃないだろうか。

　……地ち脈みやくの乱れで、そういう小さな怪異が表おもてに出やすくなっているのかな。

　ただ、夜に教導院に集まる、というのは、小さいながらも興味を引くイベントだ。

　確か去年も似たようなことをやった。あれは奥おく多た摩ま地下七階の部室長なが屋やに化け物が出るとかで、夜に皆で見回りと称して乗り込んだのだ。結論を先に言うと、

　……大きな被害が出たよね。

　トーリが顔まで覆おおった全身ゴールドタイツで幽霊役やくをやったのだが、登場時じの不ふ思し議ぎな踊りに本気でビビった浅あさ間まが、悲鳴と共に弓を連れん射しやしたのが被害のスタートだった。

　……今年はどうなるかなあ。

　そして気になるのは、トーリが言っていた、この幽霊探しを前ぜん夜や祭さいとする〝明日のコクり〟だ。誰にするかは内ない緒しよだそうだが、恐らくろくなことにならないだろうし、クラスの皆がそわそわしている感は、やはり何かを大きく期待しているに違いない。

　……明日、どうなるんだろう。

　まあ、楽しいことになるだろうね、と苦く笑しようしながら歩く身は、観かん葉よう植物や住人が置いた荷物などを通り過ぎて、やがて横よこ町ちようの奥おう端たんに辿たどり着いた。

　部屋がある。目的の部屋番号を持つ部屋だ。

　正面にあるのは遣やり戸どの幅が広い六ろく畳じよう部屋。四畳部屋が多い学生寮りようでは、六畳の一人部屋は貴き重ちようだ。自分の出しゆつ自じが関係しているのかと思いもするが、部屋が余っているのだろうと思い直すことにする。

　そして自分は、鍵かぎを遣戸の鍵かぎ穴あなに入れた。

　と、このタイミングで気づいたことがある。これから東が使う部屋は遣戸だが、

　……障しよう子じじゃなく、板張りの洋よう風ふう遣戸？　前の使用者が欧おう州しゆうの人だったのかな？

　武蔵むさし内部は基本的に極きよく東とう様よう式しきなので、遣やり戸どは障しよう子じで、洋よう式しきを欲する場合はドアに付け替えるのが普通だ。しかし、今、目の前にあるのは、板張りの遣戸という折せつ衷ちゆうのものだった。

　……変わった改かい造ぞうだなあ。まあ、結けつ構こう、部屋を弄いじる人は多いけど。

　同級、たとえばナイトとナルゼの二人は、所有する洋式部屋の改造で知られている。

　東あずまは一度、課題プリントの配はい布ふをオリオトライに頼まれて二人の居室に伺うかがったことがあるが、樹じゆ脂し材ざいで覆おおい直した六畳じようの床上は半面がクローゼットで半面が鍋なべや釜かまに机や作業台を置いた作業場という構成だった。そんな中に縫ぬいぐるみやレースなどの飾り付けがあり、壁上のベッドは二人で一つを共用する状態になっていたが、その意味を聞く気は流石さすがに起きなかった。

　ともあれ、洋式部屋は、床に段だん差さがないので改造がしやすい、というのが皆の一致だ。

　……自分だったらどうするかなあ。

　思い、鍵かぎを回し開け、遣戸を開いた。

　部屋がある。艦かん内ないであるために窓はない。

　六畳部屋は、中央に幅はば一畳分ぶんの通路があり、左右壁かべからはベッドや大おお机として使える高さ調ちよう節せつ可能な張り出しが上下二段で存在する。だから構造としては四人部屋だが、息苦しさを無くすためにも基本は三人部屋として使われ、張り出し一つが自由に使えるようになっている。

　だが自分の入った部屋は、左手側がわの張り出し二つが外されていた。

　代わりにあるのは木の机で、更さらには、

「……え？」

　疑問で視線を送る前方。置かれた机の前に、一人の少女がいた。
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　……え？

　東は、首を前に落とした。

　亜あ麻ま色いろの髪かみをした少女が、大きめの椅い子すに座って、机に向かっている。

　作業中だ。机の上に置いたノートに、ペンで文字を書き込んでいる。

　しかしノートの方に集中しているのか、彼女はこちらに気づいていない。

　……ええと。

　迷うこちらの視線が見る部屋の中、木壁には、カレンダー以外何も貼はられていない。代わりというように、低く設定された壁かべ際ぎわのベッドには大きめの布ふ団とんが敷しかれており、天てん板いたとなる大おお棚だなの下を渡すように、紐ひもで作られた衣装ハンガーがある。

　ハンガーには、シャツやスカート、下着らしき色合いのものも見えた。

　と、己がそこまで確認したときだ。

　彼女が不意に、こちらを見た。ノートに書き込むペンを止め、一息つく動きの最さい中ちゆうだ。軽く首を回して息をつく視線が、こちらにとまる。

　青い目、それを見た瞬しゆん間かん。自分は身をすくめ、

「あ！　ご、御ご免めん！　部屋を間違えたみたいで……！」

　後じさり、慌あわてて廊下に戻る。途と中ちゆう、遣やり戸どに旅行鞄かばんがぶつかって音を立てたが、

「御免！」

　と言って遣戸に手を掛け、閉めた。が、その直前、確かに己は見た。閉じる遣戸の向こうで、亜あ麻ま色いろの髪かみの少女が目を大きく開いてこちらを見ていたのを。

　そして、自分の視界はもう一つの事実を見ていた。それは、

　……あの大きな椅い子す。

　車くるま椅子だった。

「────」

　今になって、勢いよく閉じた遣戸の意味が解わかる。何な故ぜ、洋よう式しきの遣戸なのかが。それは、

　……車椅子に乗った状態だと、開き戸だと不ふ便べんだから。

　だが、遣戸の場合は、ただ横にスライドさせるだけだ。外からも内からも同じ操作で開けることが出来るし、車椅子に戸が当たることがない。だとすれば、

　……ここは、あの人のための部屋なんだ。

　己は顔を上げ、引き戸の上にある表ひよう札さつケースを見た。入居者の名前を記す表札ケースは、手書きの名前を書き込んだ紙が差し込んである。そこにあるのは、

「ミリアム・ポークウ……」

　つぶやき、頷うなずき、手にしていた入居案あん内ない書しよを見る。が、指定された部屋の番号は間違っていない。だとすれば、中の彼女に部屋を間違えたと言ったのは正確な言い訳ではないし、

　……これ、どこに相談すべきかなあ。

　自分は、一息をついて踵きびすを返した。まずは、部屋の管理を行っている横よこ町ちようの番ばん屋やだ。
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　日差しが、昼から午後へと動き始める空の下。

　三み河かわ北部の山やま肌はだ、〝各務原かがみはら〟〝松まつ平だいら家け〟と植しよく樹じゆで書かれた谷へと、武蔵むさしは降下した。

　武蔵が沈むように入っていく武蔵専用陸りく港みなとの南西には、山を整地した平地が地続きで広がり、そこには他国の航こう空くう船せんが降りる平地型の一いつ般ぱん用よう陸港がある。

　そして、武蔵の入った陸港の南、一般用陸港の東、そこに、郊外集落と田園を周囲に有した広大な都市があった。

　三河だ。武蔵の持ち主、聖せい連れんに対する極きよく東とうの代表でありながら、欧おう州しゆうに対するオスマンを飲んだ織お田だ家けと正せい式しき同どう盟めいを組む、松平家の土地だ。

　そして、己おのれの納まる場所へと身を沈めた武蔵が、八はつ艦かん同時に警けい笛てきを鳴らした。

　武蔵の停てい泊はくを告げる響ひびきだった。
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「ハイ、それではこれから臨りん時じの生徒会兼けん総そう長ちよう連合会かい議ぎを行います」

　と、少年の声が高い位置で生まれた。午後をやや過ぎた空の下にある、木の橋きよう上じようだ。

　武蔵むさし中央後こう艦かん・奥おく多た摩まにあるアリアダスト教きよう導どう院いんの正面橋きよう架か、正門側がわに降りていく階段の上に、制服姿すがたの影が幾いくつかある。

　トーリを中心とした仲間達、喜き美みや点てん蔵ぞう、シロジロにハイディという面めん々めんだ。先ほどの声を発した少年、ネシンバラは、宙に表ひよう示じした鳥とり居い型の鍵けん盤ばんを叩たたきながら、

「本日の議題は〝葵あおい君の告白を成功させるゾ会議〟ということで。書しよ記きである僕ネシンバラの提供でお送り致します。──皆、適当に弄いじっちゃっていいよ？　では葵君、どうぞ」

「んー、いきなり視し聴ちよう率りつだけ考えると、俺がフラれた方が面白くね？」

「最初から本人がそれかよ!!」

　ああ？　とトーリは皆をねめまわし、

「何だよオマエら！　俺がフラれちゃ駄だ目めなのかよ!?　俺知しってるぞ。それ、せ、成せい果か主義の押しつけってやつだな!?　そんな風ふうにモテない男を認めない社会に対してワタクシは断だん固こ抗議したい。いいですか？　──誰もが結けつ婚こん出来ると思うなよ!?　お前も！　お前もだ!!」

　手当たり次し第だいに周囲の帰き宅たく人を指さし始めたトーリを皆が押さえつけて止めた。五回目くらいで指された三さん要ようが泣きながら走っていったが、そこまで皆はフォロー出来ない。

　とりあえず座らされて一息ついたトーリが、傍かたわらに座る忍にん者じや帽ぼう子しの点蔵を見る。そして、

「なあテンゾー、告白って基本的にどうやんの？　オマエ、回数だけはこなしてるだろ？」

「い、今いま自分、いろいろ否定されて御ご座ざるな!?　そうで御座るな!?」

「いいから話してみ？」

　ふうむ、と点蔵が腕を組んで頷うなずいた。その後で彼は、右の人ひと差さし指ゆびを立て、

「ぶっちゃけ、いきなりコクるのは感かん心しんせんで御座るなあ。誰だって心の準備というものがあり申すし、トーリ殿だって、朝、家の前に見知らぬ女の子が立っておって〝好きです〟とか言われ──、いいで御座るなそれ！　──いらない！　心の準備、いらないで御座るよ！」

「うん。しかしその子がたとえばテンゾーだったら俺はかなり嫌だなあ。オマエが俺にコクるために家の前に立って期待にくねくねしてたら、正しよう気き度ど下がる前に俺は逃げるね。間違いなく」

「さ、最悪で御座るな貴き殿でん!!」

「──ハイ、書しよ記きからの意見です。二人とも真ま面じ目めにやって下さいー」

　鍵盤を叩き続けて議ぎ事じ録ろくとっているネシンバラの声に、二人は腕を組んだ。

　ややあってから点蔵が、また右の人差し指を立て、

「……ここは一つ、〝手紙作戦〟など如何いかがで御座ろう？」

　と、点蔵が懐ふところから手帳とペンを取り出す。

　何だ？　という皆の視線の先、点てん蔵ぞうはトーリに手帳とペンを手渡した。

「いいで御ご座ざるか？　コクる際、人間やはりトチるもので御座る。たとえば〝君のことが好きだ〟と言うつもりが、慌あわててしもうて〝君のおとこが好きだ！〟と炸さく裂れつし申したり、思い切り嚙かんで〝き、きめぇとこが好きだ〟と暴発し申したり、無理に楽しく行こうとして〝ミーはユーのことを好ーキデースネ──!?〟などとハズれぶちかまし申したりするで御座るよ」

「オマエはホントに体験豊ほう富ふな。心強いけど少しは忍しのべよ忍にん者じやなんだからよ」

「せ、説せつ教きようされた！　このタイミングで説教されて御座るよ自分！」

「気にすんなよテンゾー、つーかこの手帳とペンとオマエの愉ゆ快かいな失敗談だんの関係は何よ？」

　あ、と点蔵は指を鳴らした。

「簡単で御座る。──前もって、伝えることを書いておいて、コクる代わりにそれを手紙にして手渡すで御座るよ」

　うむ、と点蔵は頷うなずき、

「さすれば、絶対にトチることとは無む縁えんで御座るし、恥ずかしくばそのまま帰っても宜よろしい。更さらには相手も即そく答とうせずに済むし、手紙の返答でもいいので気き遣づかい充分であり──」

「おいおいオメエその方法で断られた失敗談がこれからスタートかよ。いい空気だな今！」

「わ、悪いで御座るよ！　今いま悪くなったで御座るよここの空気！」

　だが、トーリはメモ帳を見て、しっかしなあ、と点蔵に言う。あのさ、と更に前置きして、

「つまりコレに、どうして相手を好きになったかを書けって？」

「まあ、正式には便びん箋せんで御座ろうが、ここで一度考えをまとめてみるのもいいかと」

「うーん……、あんまし気が進まねえなあ。だってさ？　こういう、好きとか嫌いとかの感情の働きって、上う手まく言葉に出来ねえもんじゃん？」

　その言葉に反応したのは、点蔵ではなかった。橋の欄らん干かんに身を寄りかからせていた喜き美みだ。彼女は髪かみを風になびかせながら、トーリを見て、

「フフフ愚ぐ弟てい、好きとか嫌いとか、感情の働きが上手く言葉に出来るわけがない？　可愛かわいい話ね。だったら試しにそこのエロゲ忍者の嫌なとこを書いて見なさい」

「いや姉ねえちゃん、友人の嫌なとこなんて、上手く言葉に出来るわけねえじゃん」


・いつも顔を隠かくしてるのは人としてどうかと思うが上手く言葉に出来ない

・ゴザル語ご尾びはそれギャグのつもりかと思うが上手く言葉に出来ない

・たまに服から犬のような臭においがするのは本当にどうにかして欲しいが上手く言葉に出来ない



「やっぱ上手く言葉に出来ないもんだなあ、友人の悪いところは」

「ス、スラスラ書きまくって御座るよ！　御座るよ!!　しかも箇か条じよう書がき！」

「あっれ？　おっかしいなあ。俺、オマエのいいところは書けないのにな。Sigh……」

「何が〝Sigh……〟で御座るか！　最悪で御座るなこの男!!」

　点蔵がトーリの襟えり首くびを摑つかんでがくがく揺するが、トーリはヘラヘラ笑ったままだ。代わりというように、喜き美みが欄らん干かんから身を剝はがしてトーリの背後に立つと、

「フフフ愚ぐ弟てい、とりあえずいい踏み台で練れん習しゆう出来たじゃない。だったらアンタの心の中にある彼女のいいところを書いてみなさい」

「ええ？　何かまた姉ねえちゃんは難しいこと要求すんなあ。テンゾーの嫌なとこはもう見た目とかのダイレクトだからスラスラ行けたけど、彼女は──、そう、ハートだぜ!?　ハート！　そんな俺の清せい純じゆんな精神の働きが簡単に上う手まく言葉に出来ると思ってるのかよ!?」


・顔がかなり好みで上手く言葉に出来ない

・しゃがむとエプロン裾すそからインナーがパンツみたいに覗のぞけて上手く言葉に出来ない

・ウエストから尻しりのあたりのラインが抜ばつ群ぐんで上手く言葉に出来ない



「うーん、やっぱ清純な精神は上手く言葉に出来ないもんだなあ」

「──ず、随ずい分ぶんと具体的で御ご座ざるよこれ！　しかし即物的！」

「騒ぐなよテンゾー。俺が本気で具体的になったらこんなもんじゃ済まないぜ……！」

　だが、そんな二人の遣やり取りに対し、階段の二段下から声が来た。

「待て、待て待て、……その箇か条じよう書がき、トーリにしては肝かん心じんなことが抜けておるぞ」

　と言葉を作ったのは、二段下に座る巨きよ軀くの影、半はん竜りゆうのウルキアガだ。

　彼は前ぜん翼よくでもある巨大な腕を曲げ、その内側にある小さな手で顎あごを撫なでると、

「拙せつ僧そうが見る限り、……トーリの好意には不ふ可か解かいがあるな」

「え？　トーリ君の即そく物ぶつ的てき好意に、何か抜けがあるのかな？」

　と問うたハイディに、ああ、とウルキアガが頷うなずいた。そして彼は、

「──このオッパイ県民が、何な故ぜか相手に対する胸への言げん及きゆうが無いだろう」

　ウルキアガの言葉に、皆は、はっとしてトーリを見た。

　周囲、下校中の生徒達も、今の言葉に対して身の動きをわずかに止めた。皆はひそひそと、

「……オッパイソムリエの総そう長ちようがオッパイについて何も言わないなんて……」

「……毎日連れん呼こしてる筈はずなのに好きな女おんな相手にはヘタレ……？」

「……というか、どうしてこんなのが本当に総長や生徒会長に……」

　全ての人の注ちゆう視しを受けた先、トーリは、

「俺、ひょっとしてその道の権けん威いになってね？」

　言いつつ、トーリは真ま面じ目めな顔で頷いた。そして彼はおもむろに息を吸うと表情を正し、ペンを紙に走らせて、

「出来た。つまり、──オッパイは、揉もんでみないと、解わからない」

「無む差別に上かみの句く読むなよ!!」

　皆のツッコミに、トーリは眉まゆをひそめた。あのなあオマエら、と彼は腕を組み、

「季き語ごどうしよ？」

「フフフ愚弟、今ちょっとアンタの詫わび寂さびに戦せん慄りつしたわ。でも──」

　喜き美みは、トーリの横に座る。そして彼女は組んだ膝ひざに頰ほお杖づえをつき、

「でもどうしてアンタが相手の魅み力りよくの十代喋しやべり場ばにオパーイ話題を提供しないわけ？」

「そりゃ姉ねえちゃん、俺が今オッパイ慕ぼ情じよう歌かで詠よんだ通りだよ。揉もんでないから解わからねえ」

「フフフ、つまり、──オパーイに対していい加か減げんは出来ないのね？　なんて誠実な！」

　ああ、と答えた弟は、姉と共に握り拳こぶしを掲げ、

「俺、こう見えても真ま面じ目めだからな！　適当なことは言わないぜ！」

「……この姉し弟ていの頭がおかしいのはもはやどうでもいいことで御ご座ざるが、ここ数分のオッパイ連れん呼こ振ぶりは間違いなく一般人の年ねん間かん使用量を上回っておるで御座るよなあ」

「フフフ負け犬忍にん者じやは黙ってなさい。しかし愚ぐ弟てい、アンタの歌の通りだとしても、大体のところは見れば解るもんじゃないの？　浅あさ間まなんか見た目そのままだし」

　と、喜美が言った瞬しゆん間かん、背後の校舎三階の窓が開いた。茶さ道どう部ぶの活動用に使われている教室の窓だ。そこから顔を出した浅間は赤せき面めん全開で、

「こらー！　勝かつ手てに人のカラダネタをやらない！　大体なんですか見た目そのままとか！」

「そうだよな！　浅間のは見た目通りじゃないよな！　こう、まろやかな中に少しの──」

「ぅわソムリエ語り出した最悪です──！　ちょっ、そこ動かないっ!!　弓！　弓!!」

「おいおい最近の茶道部は弓きゆう道どうも始めたのかよ」

　筆ふでを出して隣となりの点てん蔵ぞうの忍にん者じや帽ぼう子しの頭とう頂ちよう部ぶに〝百点〟とか書き出したトーリに対し、姉は首を傾かしげた。

「ともあれ愚弟、真ま面じ目めな話はそのへんまでにしといて、アンタの話を続けるのよ。──相手のオパーイの是ぜ非ひが視し覚かく情報から判はん断だん出来ないとして、もし、付き合ってからソムリエ的に〝駄だ目めだった〟と解わかったらどうするの？　一つ試してみないと駄目じゃない？」

「試す？　何を？」

「──相手の子に近きん似じのオパーイオーナーに頼んで揉ませてもらうに決まってるじゃない」

　喜美の言葉と同時に、橋の上及および下の校庭においても、半径三十メートル内から人々が退たい避ひした。女子はもとより、男子も胸を隠かくしていそいそと内うち股またで去っていく。

　静かになった橋の上、トーリは姉を見て、

「姉ちゃんすげえな！　頭いいけど馬鹿じゃねえの!?」

「フフ愚弟、天才の考えることは本人にしか理解出来ないものよ。孤こ独どくって素す敵てき！　それで相手のはどんな感じだと思うの？　HARD[image: ]NORMAL[image: ]EASYから三択それともHELL!?」

「んー、あまりにも高こう尚しようなことなので単純に言えないけど、──ややHARDだと思う」

「む、無む茶ちや苦く茶ちや単純に言ってるで御座るよ！」

「フフ、やや堅めねえ。つまり薄いってことだと……」

　喜美はあたりを見回した。階段上の幾いく人にんかを見み据すえ、

「そうねえ、アデーレとか鈴すずとか三さん要よう先生かしらねえ」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　名指しの上に教師も巻き込むなんて見み境さかい無しかよ！」

「フフフ愚ぐ弟てい、姉は手段を選ばない人間よ。目的も選ばないけど。今は揉もむことだけ考えなさい！　オンリーモミング！　でもまあ、他にそういうのというと……」

「──？　こんなとこに座り込んで何してるんですの？」

　喜き美みの言葉に割り込むように、校舎側から声がした。

　振り向くと、校舎の入り口から、二つの影がやってくる。一つは、猫ねこ背ぜの、

「酒さか井い学長……」

　皆の呼ぶ声に、よう、と酒井が手を挙げる。そしてもう一人、酒井の横を歩いているのは、背せ丈たけほどもある革かわ製せいバッグを左右の肩に担かついだ少女だ。やや長身のトップに、銀色の大おお振ぶりな前まえ髪がみと、黄き色いろの鋭い瞳ひとみを持つ娘。そして、円を巻いた後ろ髪の大きな束を揺らす彼女の名を、喜美が呼んだ。

「ミトツダイラ。酒井学長と三み河かわに降りるの？」
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　その問いかけに、彼女、ミトツダイラは首を小さく横に振った。鋭い目を細め、

「松まつ平だいら分ぶん家けを預かる騎き士しの私が、P.A.ODAへの献けん上じよう物ぶつを作る三河に行くわけがないでしょうに。ただ、分家としての権利などの関係で、降りる酒井学長に証しよう書しよなどが必要でしたので」

　まあそういうことだね、言った酒井にトーリが笑えみを向ける。

「学長先生グランヘツド、三河の中央、名な古ご屋やにまで行くのかよ？　よく許可出でたな」

「昔の仲間の呼び出しでね。──十年ぶりだ。大きく変わってるだろうし、酒飲んだら帰ってくるよ。最近の三河は鎖さ国こく状態で悪い噂うわさあるから、長居すると聖せい連れんに睨にらまれるしねえ」

　と酒井がそこまで言ったときだ。シロジロが手を挙げた。

「酒井学長、駄だ賃ちんは払うので三河の流通を見てきてくれませんか。──今年の三河ですが、何な故ぜかこちらからほとんど物ぶつ資しを買わず、売りに徹してます。入港前まえに更さらに大量の売り込み提示がなされたため、現在は輸ゆ入にゆう業者が倉庫の取り合いをしている案あん配ばいで」

「さっき、殿との先生が〝花火〟とか言ってたがなあ。それと関係あんのかね」

　どうでしょう、とシロジロが言って、皆が首を傾かしげて唸うなった。

　対する酒井も、深く追及はせずに、

「まあ気をつけておこう。──で、何か噂になってんだが、トーリ、お前さんが告白するとか何とか。……そんな危険な行為の及ぶ相手ってのは──」

「ホライゾンだよ」

　言った台詞せりふに、皆が沈ちん黙もくし、酒井がわずかに空を見た。そして彼は、ややあってから、

「……あれ、お前さんはやっぱ、そう思うのか？」

「学長先生だって、そうだろ？　去年、浅あさ間まやネシンバラに相談されて見に行って、そっからコメント避けてんじゃん。……学長先生、大事なことはいつも言わないもんな」

「まあそうだがね」

　と、酒さか井いは前置きし、

「彼女が別人、他人のそら似という可能性だってある。いや、そっちの方が強いだろ？」

「解わかってるさ。だから一年見てたんだ、ストーカーのように。何しろ、もしかして俺が、面おも影かげだけ追ってたら勘かん違ちがいストーカーだもんな。それでまあ一年見てみたら……」

「それ勘違いじゃなくて正式ストーカーだろ。……でもまあ、一年見てみたら？」

　対するトーリが言った。彼は笑えみの顔をそのままに、

「今の顔つきや身体からだは十年前と違う、別人だ。だから俺が昔を追ってるなら、その差が気になったと思うんだろうけど、一年見てたら、昔がどうのとかは関係なくなって、いろいろ頑がん張ばってる部分に惹ひかれちまってさ。……そうなる前、初めはこう思ってたんだよ」

　一息。

「もし彼女がホライゾンなら、俺は、〝彼女に近づく資格も無い〟って。……でも、段々と、〝いてくれるならそれだけでいい〟と思って、やがて、話をしたいとか、触れてみたいとか、そう思って、今はこう思ってんだ。もし彼女がホライゾンじゃなくても──」

「なくても？」

「何も出来ねえ俺だけど、一緒にいてくれねえかなあ、って」

　そうか、と酒井は言った。空に、煙草たばこの煙を吐くような息をつき、そうか、とまた言い、

「いつ、そう思った？」

「一週間くらい前さ。──十年前のこの頃に、ホライゾンがいなくなったんだな、と考えたら、自然と、そう思えたんだよ。いてくれるだけじゃ、嫌だな、って。だから、コクろうって決めたんだ。一方的なコクりかもしれねえけど──」

「けど？」

「明日で十年、それをケジメとして、俺は、もう、ホライゾンを逃げ場にしねえ」

　うん、と頷うなずき、

「──彼女、自分が誰だか解ってないんだろ？　だから、コクりが上う手まく行って、もし彼女が望むなら、一緒に調べていこうと思ってる。それによっていろいろあるかもしれねえけど、俺はもうホライゾンを逃げ場にしねえから、──大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そうか、と、酒井は視線を落としてきた。苦く笑しようと言える顔。その顎あごを、彼は懐ふところ手ででつかむようにすると、

「十年、早いね。俺がここ来てからすぐだったしね、あの事故」

　そうね、と頷うなずいたのは、喜き美みだった。彼女は、ふう、と一息ついて、

「しかし馬鹿ね愚ぐ弟てい。手紙には、今のを書けばいいのよ。まあ、ちょっとクドいから簡かん潔けつにした方がいいと思うんだけど。そ・れ・に」

「それに？」

　ええ、と喜き美みは頷うなずいた。

「まだ、問題が一つ解決してなかったわね。──アンタが堅かためでいけるかどうかの」

「堅め？」

　と眉まゆをひそめたのは、酒さか井いの横で話を聞いていたミトツダイラだった。

　ミトツダイラは腕を浅く組んだ上で首を傾かしげ、細めた目で喜美を見る。

「何か、総そう長ちように問題があるんですの？　まあ、いつも問題ある方ですが、今回は何を？」

「ええ、解わかりやすく言うわ」

　喜美は、こう言った。

「ミトツダイラ。──今、トーリが抱えている困難に対し、ミトツダイラは適てき格かく者しやなの」
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　喜美の言葉に、ミトツダイラは軽く首を傾かしげた。

　どういうことですの、と思い、更さらに心の中で、

　……またおかしなことを。

　内心で頷うなずき、自分は座っているトーリと喜美を交互に見た。

「本気で何だかよく解りませんけど、困難とか適格などと、大おお袈げ裟さですわね」

「大袈裟？　馬鹿ねミトツダイラ、──うちの愚ぐ弟ていにとって一生の大事なのよ？　何しろ、明日のコクりの重大案あん件けんなんだから」

　告げられた台詞せりふに、己は眉まゆを動かした。

「総長の明日の告白の件で？」

　問いかけに、ええそう、と頷かれ、こちらは片かた頰ほおに手を当てる。

　……告白。

　自分達にとって、そういうイベントがどれだけ重要なものかは、よく解っている。小説や漫画、舞台や神肖演劇テレビドラマなどでも主題として常なるものだ。だが、

「……まあ、松まつ平だいら家け分ぶん家けを預かる騎き士しのミトツダイラには解り得ないことかしら？」

　言われ、己は心の中にわずかな軋きしみが生まれたのを感じた。

　……確かに私は、水み戸と松平の暫ざん定てい襲しゆう名めいを受けるために派は遣けんされた騎士ですけど。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから極きよく東とう側へと封ふう地ちされた当とう家けとしては、確かに結婚などは国や親、そして聖譜テスタメントの歴史再さい現げんが決めることであって、自由恋れん愛あいの告白など庶しよ民みんの風ふう習しゆうには無む縁えんですわ」

　だけど、とミトツダイラは言った。

「私とて、いずれは極東を背負う一いち翼よくとなる人間、──庶民の風習に理解がないわけでは御ご座ざいませんのよ？」

「だとしたら──」

　ええ、と己は言った。自分の胸を軽く右の平ひら手てで叩たたいて張って、

「庶しよ民みんの困難を救わぬ騎き士しはおりません。如い何かなる困難であろうとも解決出来るよう、この私、ネイト・ミトツダイラが尽じん力りよくしますわ。さあ、総そう長ちよう、何が望みですの？」

　問うと、トーリがこちらを向いた。だが、彼は立ち上がりながら、腕を組んで首を傾かしげ、

「うーん……、何というか、言いにくいんだけどよ？」

「ハッキリしない男ですわね。──私が手助けしようというのだからもっと堂々となさい」

「いや、ハッキリ言うと怒る。堂々と言うと、──殺されるな俺は」

　は？　と前に首を傾かしげた自分は、辺りを見回した。階段上、いる面めん々めんも、喜き美みを抜かして皆が今の言葉に頷うなずいている。

　……これは……。

　悪い予感がしますわね、と己は内心で考えた。何しろ彼らがろくでもないのはいつものことだ。先日も、ミトツダイラ家の取引相あい手てである食しよく通つうの来客と多た摩まのレストランで会食しているとき、トーリや喜美とその一いつ行こうが雪崩なだれ込んできてひどいことになった。

　追い出そうとしたのに、来客側がわが寛かん容ようなところを見せようとしたのがいけなかった。相あい席せきは更さらにいけない。何しろ食通だというのを知ったトーリが面おも白しろ半分でビール頼んで絡みだし、

「オッサン！　オッサン！　どんな料理でも美う味まいって言うってホント!?」

「は、ははは、どんな料理でも、いいところを見つけて楽しむのが通つうだよ君ィ」

「は!?　マジかよ!?　じゃあコック！　この食通がウンコ喰うって！　やる気だぜ！」

　……傍かたわらにいた専せん属ぞくコックが、青い顔をして空からの茶ちや碗わんと箸はしを両手で捧げたが、どういう意味ですのあれは。

　ともあれ結論だけ言うと食通は全ぜん裸らで泣きながら走って帰って自分は得意先さきを一つ失った。

　……改めて考えると凄すさまじい営業妨ぼう害がい……！

　あのときもかなり怒ったが、今回はその怒りが先に向こうから予告されている。

　だから、というわけではないが、

「Ｊｕｄジヤツジ．──では安全のために先に検けん証しようしましょう。私に一体、何を望むんですの？」

「それはまあ……」

　正面に立ったトーリが、わずかに視線を逸そらして頭を搔かいた。その上で彼は、

「ちょっと、練習というか、稽けい古この相手をして欲しいわけでさ」

　その言葉に、横の酒さか井いが首を前に傾げた。

「稽古っていうと、そりゃつまり、告白の稽古だよな？　そりゃまた……」

　無む茶ちやな、という酒井の横よこ目めを向けられた。出来るかねえ、とでも言いたげな。

　しかし、だからこそ、自分はこう思った。

　……べ、別に無茶ということはありませんのよ？

　告白、というイベントに興味はある。だから彼女は、咳せき払ばらいし、仰ぎよう々ぎようしく肩をすくめ、

「総そう長ちよう？　……それはつまり、私を、告こく白はく相手の代用にするということですのね？」

　一息。己は腰に手を当て、彼の顔をのぞき込み、

「……確かに、そのようなこと、一人の女性としてのプライドを考えたら怒られて当然ですわ。告白相手よりも価か値ちが無いけど似ているから利用したいというわけですものね」

「うーん、価値が無いかどうかも解わからなくて、見み定さだめたいというかさあ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、よく解りませんが、貴方あなたには借りがありますし……」

　ミトツダイラは頷うなずいた。眉まゆに力を入れ、胸を張り、

「宜よろしいですわ。このネイト・ミトツダイラ、貴方に稽けい古こをつけるために──」

　そこまで言って、考えた。こういう場合、どう言うべきだろうかと。

　……稽古をつけるために……？

　確か、最近流りゆう行こうし始めた立たち技わざ格かく闘とう技ぎでは、格かく上うえが格かく下したの願いで稽古に応じる場合、ある表現をする筈はずだった。だから己は、自分の胸を軽く手て指ゆびで叩たたき、それを告げた。

「ええ、私が、──この胸を貸しましょう」

　言った瞬しゆん間かん。皆の突然のどよめきが来た。

「マジで……!?」

　ええ!?　という驚きの声に四し方ほうから押され、こちらは、

　……は？

　視線で辺りを見回すと、トーリや喜き美み、階段の皆だけでなく、何な故ぜか三十メートルくらい離れたところでこちらを窺うかがっていた皆が視線と声を向けてきている。

　その意味は解らないが、響ひびく皆の驚きの唸うなりには称しよう讃さんの色も感じる。だが、

　……そ、そんな騒ぐようなことですの？

　流石に軽く狼狽うろたえた。ゆえに、確認をとるため、ざわめいているトーリ達に、

「あ、あの、私、総長の告白の稽古のためにこの胸を貸そうって言っただけで……」

　言うと、また皆がざわめき立った。本気だ、という声の他にも、

「二度言った！　二度言ったぞ！」

「やべえ、騎き士しはやっぱ思い切りが凄すごいわ……」

「まさに立場的にも硬こう度ど的にも人間の盾たて……！」

　最後だけ意味が解らないが、とりあえず、これは大事なことなのだというのは理解出来た。

　……ま、まあ、皆も私に期待をしているようですし。

　今の段階で協力拒きよ否ひをすれば、皆の支持を失うことになるだろう。狭い武蔵むさしの上だ、幾いくつもの町を領りよう地ちとして預かる騎士として、そのような展開は避けたい。

　横、同じように意味の解っていない酒さか井いが、あたりの反応を訝いぶかしみつつ、

「ま、頑がん張ばれ。……俺、これから三み河かわだから」

　あ、と気づいた皆が挨あい拶さつや一いち礼れいし、酒井は去っていく。彼は階段を下りる際に、

「正まさ純ずみと合流するけど、何か言うことあるか？」

「夜八時にここで騒ぐんだけど、来られるかどうか聞いといてくんね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．と、酒さか井いは軽く手を挙げると、口の端はに笑えみを作って降りていく。

　そして自分は見た。正面、トーリが真剣な顔でこちらを見ると、

「ようし、じゃネイト、一いつ丁ちようやろうか。──じっとしてろよ？　あと、ぶったりすんなよ？」

　その問いかけに対し、こちらはまず自分の息を整えた。そうすることで落ち着きを得て、前まえ髪がみを軽く搔かき上げることで居い住ずまいを正し、

「派遣騎き士しは大型武ぶ器きの所有も赦ゆるされてますが、それは民たみを守るためのもの。人じん狼ろう家か系けいの誇りに掛けて、別にそんなことしませんわよ。……大体、告白の稽けい古こに何の危ない要素が？」

「じゃ、遠えん慮りよ無なく」

　言葉と共に、自分は、胸に感かん触しよくを得た。

　……え？

　見れば、制服の胸に、トーリの両の五ご指しが浅く埋まっている。
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　自分の現状を理解出来ず、ミトツダイラは一度浅く息を吸い、

「……え、ええと」

[image: ]

「ちょっと、ネイト、静かにしててくれ。今、確認中だから」

　言われたことよりも、現在の進しん行こう状況に戸と惑まどい、己は言葉を失った。

　……ええと、これは──……。

　思っている間に、顔にどんどん熱が溜たまっていくのは解わかる。それをどうしたものかと考え、答えが出ずにいると、

「どうだろ」

　と、トーリが身を低くした。茶ちや色いろい髪かみの頭が胸元に寄り、

「ん」

　胸に耳を押しつけられる。わずかに匂におうのは髪の香り。姉と同じ洗せん髪ぱつ料りようだということに気づくが、もっと大事なことに気づけと無意識が叫んでいる。

　……で、ですけど、あの、この状況は一体……。

　今、胸に耳を当てられ、揉もまれている。事実はそうだ。しかし、告白の稽けい古こという言葉と、目の前に起きていることがつながらない。何だコレは一体。仏ふつ語ご弁で言うならQuoi。

　ひょっとして、今までの自分の対応にミスがあったろうか。

　解らない。どうしたらいい。今、無意識が叫んでいる最さい善ぜんの対たい処しよは目の前の馬鹿を両の拳こぶしで撲ぼく殺さつすることだが、流石さすがに白昼のバラしはやばいだろう。やるなら晩だ。

　しかし、それ以外となると、こういうとき、自分はどうしたらいいのだろうか。

　……え、ええと……。

　そのまま数秒が経たち、皆が無言で、沈ちん黙もくが続き、

「……そうか」

　と、トーリがこちらの胸から手と耳を離した。

　その動きに合わせるようにして、皆が前ぜん傾けい姿勢になってトーリに注目する。

「……どうで御ご座ざるかトーリ殿!?」

　ああ、と頷うなずいたトーリは、皆に親おや指ゆびを立てて見せ、

「ノーブラだった」

　おお、と皆がどよめくが、それは個人情報の暴ばく露ろにもほどがあるのではないか。

　しかしトーリが動いた。彼は皆に頷きを返し、こちらを爽さわやかな笑顔で見ると、

「感謝するぜネイト！　オマエのおかげで、俺、自分探さがしが一つ終了したからよ！」

　右の親指を立て、

「俺、──大だい丈じよう夫ぶだ！」

「全く駄だ目めですわよこの馬鹿あ──!!」

　叫びと共に体の呪じゆ縛ばくが解けたので、右の裏うら拳けん一発でトーリを欄らん干かんに叩たたきつけた。

　回転してぶっ飛んだトーリの体を、欄干が受け止め切れず、

「──！」

　破は砕さい音おんと共に欄らん干かんが折れ砕くだけ、トーリの体が基き部ぶと共に校庭側へと余よ力りよくで吹っ飛ぶ。わあ、と逃げた校庭の皆の方へ自分は視線を向け、一息をつく。

「本当に昔っから馬鹿ですわね！　私服装そう備びではなくて良かったと思いなさい！　全く……」

　目め尻じりに浮いた涙を指で軽く拭ぬぐい去ると、眉まゆを立て、

「──明日、フラれてしまえばいいんですわ!!」
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　昼の光を浴びる山の中ちゆう腹ふくに、木造の建物がある。

〝各務原かがみはら〟と木々で書かれた山やま肌はだに建つ警備の番ばん屋やだ。武蔵むさしの陸りく港みなとと下の市街を結ぶ東側山さん岳がく回かい廊ろうの傍そば、山側の関せき所しよを見下ろす位置に設けられた番屋だった。

　番屋は、六ろく畳じようほどの建物の上に、二つの人ひと影かげを乗せていた。

　長ちよう銃じゆうを抱えて椅い子すに座っているのは、三征西班牙トレス・エスパニアの紋もん章しようを着けた赤い制服姿すがたの二人。

　一人は山側を、一人は麓ふもと側を見つつ、言葉を交わす。今も山側を見る年長の制服が、

「──今日はやはり、輸送隊たいが多いな。何とかこっちの関所の混雑は終わったか」

　その声に、麓側、三み河かわを見る年少が頷うなずいた。彼は長銃のスコープで麓側の関所を見て、

「……今は下が相当に詰まってますね。最近は向こう、うちらの本隊がいる一いつ般ぱん用よう陸港に通じる西側回廊へ迂う回かいした方が早いって言われてますけど、向こうは木き橋ばしとか、道が細いんですよね。武ぶ神しんや大型荷に車ぐるまが通れないから中間の西側広ひろ間ままで輸送艦かんを出さなきゃいけなくて」

「詳しいな。お前、三河からの移住者だっけ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と年少が答えた。

「俺は三征西班牙への帰き化か人じんですから。十年前の、元もと信のぶ公こうの〝人ひと払ばらい〟と、新しん名な古ご屋や城じよう建設のおかげで、今じゃ神しん道とうじゃなく旧派カトリツクで天使のコミュサイトを通神帯ネツトに作ってますよ」

　と、年少の監かん視し者は、長銃で三河の町を示した。

　対する年長が首で振り向いて見た先にあるのは、名古屋市し街がいの中央部だ。

　山の麓側から海に向かって、町並の平地がある。そしてその平地の中央の大部分を覆おおうように、茶ちや色いろい平面があった。名古屋市街のほぼ全ぜん域いきを占しめる平面の正体は、

「単純な形状ゆえに大きさを感じさせませんが、東西十キロ、南北に十一キロの木もく造ぞう建築です。重じゆう奏そう統合争そう乱らん以前から Tsirhcツアーク 系教きよう譜ふ地域では禁じられている地ち脈みやく炉ろ四基と統とう括かつ炉一基を使用した大だい工こう房ぼう〝新名古屋城〟。昔から存在していた那な古ご野や城を十年前にP.A.ODAの依頼で改かい築ちくした──、〝人払い〟政策で生まれた工房です」

「〝人払い〟ねえ……」

　年長、先せん輩ぱい格かくの彼は、後こう輩はいの横よこ顔がおをちらりと見て、

「狂った話だな。……聖譜テスタメントの歴史再さい現げんをするために必ひつ須すの、歴史的重じゆう要よう人物の襲しゆう名めい。その混乱を避けるために、重じゆう臣しん数名以い外がいを全ぜん員いん自動人形に襲名させたんだっけか。お前の家もか？」

「うちは末まつ席せきでしたから、あまり騒ぎも無かったですよ。その後に、人じん件けん費ひの削さく減げんや機き密みつ保ほ持じのためとかで、三年がかりで三千体の自動人形に町の行ぎよう政せいや商しよう工こう業ぎようを担当させたんですが、そっちの方が本当の〝人払い〟になって騒ぎになりました」

　それに、と後輩が肩をすくめる。彼は、話を逸そらすように新名古屋城をスコープで覗のぞき、

「〝人払い〟ってのは自動人形のことだけじゃないんです。新名古屋城が地脈から流りゆう体たいを抽ちゆう出しゆつする地ち脈みやく炉ろを四基きも稼か動どうさせているおかげで、市し街がい中心部は怪かい現げん象しようが多発するようになったんですよ。百ひやつ鬼き夜や行こうや、道みち違ちがえとか、軽い神かみ隠かくしとか」

「ああ、……先日もうちの連れん中ちゆうが夜遊びに出たのが、何な故ぜか三日後に、江え戸どの秋あき葉は原ばらでオタクになって発見されたよな。奴やつらが行った店、十年前の市街改かい造ぞうで無くなった店だったとか」

　そんなのもありましたっけね、と後こう輩はいが苦く笑しようする。

「でも、そんなこんなで人がいなくなって〝人ひと払ばらい〟。無む茶ちや苦く茶ちやな城ですよ。設計から建築から、全てを管理して知っているのは松まつ平だいら家け当とう主しゆの〝傀儡男イエスマン〟元もと信のぶ公こうと、その配はい下かの重じゆう臣しん数名のみ。建築などの作業は相模さがみから取り寄せた自動人形千二百余よ体たいが行い、現在もそれらが内部の運用を行ってます」

　一息。

「内部は重じゆう層そう化かされた防壁によって守られており、あれだけ大だい規模なのに、中で何が行われているのかを知っている者は元信公と数名だけ。自動人形達は記き憶おく管理をされていて機き密みつ保ほ持じを破ろうとすると自動的に記憶消しよう去きよをしますしね」

「それでも以前、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの特とく殊しゆ部隊が中に入り込んで情報探さぐったって？」

　先せん輩ぱいの言葉に、年少の監かん視し者は小さく笑った。

「全員、一週間後ごに、日につ本ぽん橋ばしでオタクになって紙かみ袋ぶくろ手に倒れてるの発見されたじゃないですか。何故か全員記憶が無い上、全ぜん裸らに剝むかれて尻しりとか背中に二色刷ずりタトゥーで幼女キャラ彫ほられてた超ちよう怪現象。……以後、恥はじ搔かくの恐れてどこの国も部隊を突っ込みませんよ」

　一息。

「危険視しした Tsirhcツアーク 教きよう譜ふが〝地脈炉の暴ぼう走そう爆発の危険性〟の噂うわさを流したんですよね。実際にそれが起きて半径十キロが消しよう滅めつしたときの記録歌か劇げきである〝ソドムとゴモラがきえちゃった！〟を全ぜん欧おう号ごう泣きゆう的にリメイクしたりで。もはや周囲は自動人形と元信公以い外がい住んでいないそうです。俺も先日郊こう外がいまで降りてみましたが──」

　ほら、と後輩は先輩の肩を叩たたいた。その指で町を示し、

「……昼だというのに、炊すい事じの煙が全く無いでしょう？　中央付ふ近きんだと市場も動いてないそうで。町にも壁に変な血ち文字があったりして、……すぐ帰ってきましたよ、俺」

「成なる程ほどなあ……、面めん倒どうな国だな、三み河かわは」

　と、先輩格かくがそこまで言ったときだ。

　お、という声と共に、後輩格が山道を指さす。

「あ、ほら、下見て下さい、関せき所しよに降りていく街道、凄すごいのが二人来てますよ。──武蔵むさし学長、酒さか井い・忠ただ次つぐに、副会長の本ほん多だ・正まさ純ずみです。歩きで身み軽がるってのも、噂通どおりですよね。武蔵の学長は左さ遷せんされて三河から切り離された後、拗すねて変わり者になった、って」

　言葉の通り、関所に降りていく道には、二つの人ひと影かげがある。輸送の貨車や荷に馬ば車しや、人にん足そくとすれ違ったり追い抜かれたり、荷物が重くて足の止まった者達を押してくる二人を、先輩格が長ちよう銃じゆうのスコープで確認する。

「……自動人形への襲しゆう名めい剝はく奪だつを免まぬがれた松まつ平だいら四し天てん王のうの一人、酒さか井い・忠ただ次つぐか。武蔵むさし学長の地位は確かに左さ遷せんだろうな。そしてもう一人、正まさ純ずみってのは、……男の格かつ好こうだが、歩き方、女か？」

「Ｔｅｓテスタメント．、男の格好してますけどね、実は女の、……筈はずです」

「筈？」

　という問いかけに、後輩は一度天てんを仰いだ。えーと、と言葉を選び、

「俺が三み河かわにいた頃に〝二人の本ほん多だ〟ってのがいたんです。一人は松平四天王の一員である東とう国ごく最強、神しん格かく武装・蜻蛉とんぼ切きりの使い手本多・忠ただ勝かつ。もう一人は、松平のブレインとなる本多・正まさ信のぶの家か系けい。ですが彼女のとき、〝人ひと払ばらい〟によって正信の家系を自動人形が奪ったんです」

「だとしたら、あの女は、もはや襲しゆう名めい出来ないんだよな」

「Ｔｅｓ、……でも、その前に、襲名のための手術をしていたんですよ。正純の名を襲名する権利を確かつ固ことするために、男性化手しゆ術じゆつを。──でも、胸むね抜ぬいて、段階を経て下した腹はらとか処置していこうとしたら〝人払い〟。胸無くて、女性の服とかが合うの無いから、男性の格かつ好こうで。

　俺がまだ三河にいた頃は、避けられたり、イジメられたりしてましたよ。俺の一コ上で、襲名出来ずに親父おやじから見放されたって聞いたけど……」

　後こう輩はい格かくは山道を行く二人を見ながら、ゆっくりとこう言った。

「副会長ってことは、まだ頑がん張ばってたんだなあ……。ファンサイト作ろうかなあ……」
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　山道、輸送の中ちゆう継けい基地である関せき所しよへの道みち上うえを、酒井と正純は歩いていた。

　関所は山側から見ると荷物受け取り待たい機きの貨車が並ぶ広い待機場じようと、倉庫のある広場だ。谷を自然の障しよう壁へきとして、上下の貨物の遣やり取りをしている。関所の受付には人が五列に並んでいるが、酒井達が歩いている位置は、まだ彼らの声や遣り取りが聞こえる距離ではない。

　酒井と正純は、貨車によって固められた山道を歩いていた。左に岸がん壁ぺきを置く山側を行く二人は、ときに笑い、ときに首を傾かしげつつ言葉をかわす。今もまた、酒井が口くち端はに笑えみを作り、

「──って話で、トーリが明日、コクるんだってね。で、正純君は夜、どうすんの？　さっき言った通り、トーリ達は教きよう導どう院いんで騒ぐみたいだけど、一緒になって消火器煙えん幕まくでもする？」

「私は副会長ですっ。そんなことしてると聖せい連れんに知れたら──」

「大だい丈じよう夫ぶ。連れん中ちゆうと同類だって見られるだけだよ」

「じゃあ駄だ目めじゃないですか。──大体、何ですか、総そう長ちよう兼けん生徒会長がいきなりコクるとか公こう言げんしてみたり教導院で騒ぐとか……、先日も実験室のアルコールランプとフラスコで闇やみ鍋なべ大会やったら実験用のマグネシウムに引火して〝ボン！〟ってなったじゃないですか」

「うん、あれ、闇鍋を光ひかり鍋なべにしちゃ駄目だよね。鍋ご光こう臨りんっていうかさ」

「いや、そうじゃなくてですね……」

　困ったように言う正まさ純ずみに対し、酒さか井いは笑う。数秒をそのままにして、やがて息を吸い、

「まあ、そういう時間の過ごし方もありってことだよ」

　そうですかねえ、と正純は自分を守るように腕を組む。その上で首を傾かしげ、

「先日だって、多た摩ま表ひよう層そう部ぶのレストランで騒ぎを起こして、ミトツダイラの取引相あい手てを全ぜん裸らでクリームがけにして尻しりに鰻うなぎ突つっ込んだとか、ちょっと事件になってましたよね」

「あったねえ、でも、あれさ」

　酒さか井いは、横よこ目めで正純を見る。対する正純が軽く引くのを彼は確認して、

「──あの食しよく通つう貴き族ぞく、ミトツダイラ家が欲しくてネイトに言い寄ってたの、知ってる？」

「……は？」

「六護仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側か極きよく東とう側からかは解わからないけどさ、襲しゆう名めい狙ねらってミトツダイラ家と婚こん姻いん関係結むすぼうとしてたんだって。それでまあ、取引相手としてつけ込んできててさ。ネイトも、ほら、強気なんだけど、家とか立場とか結けつ構こう考えるタチでね。俺、相談されてたんだよ」

　じゃあ、と正純が眉まゆを歪ゆがめた。

「あの騒ぎは、酒井学長の手引きで？」

「おいおいおいおい疑うなよ。俺は何もしてないって。──あの連れん中ちゆうの内、誰かが気づいたんだろ。狭い武蔵むさしだしな。……まあ、偶然かもしれないけど、でも」

「でも？」

「でも、感情の面で、ネイトは皆に感謝してるだろうね」

「────」

　それでさ、と、酒井は、一音ずつを区切るように前置きした。

　そして彼は、不意にまた横よこ目めで正純を見ると、口を開く。辺りを見回しつつ、

「──確かに今日、変だな。正純君は気づく？」
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「変？　というと……」

　問い返した正純は、あたりを、貨車や人の流れを見た。

　だが、ややあってから、解わからない、というように正純が首を傾げると、酒井は遠くに見える関せき所しよを指さす。待たい機き場じように並ぶ受け取り待ちの貨車の群を示して、

「──ほとんど空からの貨車ばかり、って、シロジロから聞いたんだけど、意味解る？　正純君」

「それは……」

　はっとして、正純が声を上げた。

「武蔵への荷はあっても、武蔵からの荷が無い、ってことですよね。つまり、三河からの買い付け発はつ注ちゆうが少ないということです。……私、三河の関所を武蔵側がわから見るのは初めてなんですけど、確かにこの一年、他の関所だと違ったと思います」

「確かに、いつもはもっと、こっちからの荷もあったんだけどなあ。今回は妙みように無いな」

　眉まゆをひそめる酒さか井いに、一歩を先に進んだ正まさ純ずみが振り返りつつ言う。

「……三河が〝人ひと払ばらい〟を進めたのか、怪かい異いの人口減げん少しようで物ぶつ資しがあまり要いらなくなったということでしょうか。それでいて自分からは物資を武蔵むさしに送るのは、何だかまるで──」

　正純は言った。

「──三河が、死ぬ前に形かた見み分わけして、自らを世間から隔かく絶ぜつしようとしてるみたいですね」

「おいおい、おっかないこと言うなよ。ただでさえ三河は鎖さ国こく状態で、交流不ふ許きよ可かとか言って武蔵とも距離を取ってるくらいなんだからさ。だがまあ……」

　よく解わからんねえ、と酒井が頷うなずいたときだ。

　不意に、上から影が来た。頭上。雲のような、大きな影が空を渡っていく。

「あれは──、船か」

　二人が見上げた船せん影えいは一つではない。ほぼ直ちよく上じように数すう艦かんが来ている。そして西側、山並の上に、重じゆう低てい音おんを響ひびかせて行く一ひと際きわ巨大な白い艦は、

「K.P.A.Italia所属、教きよう皇こう総そう長ちようインノケンティウスが所有するヨルムンガンド級ガレー〝栄光丸レーニヨ・ユニート〟。護ご衛えいは三征西班牙トレス・エスパニアの警けい護ご隊たいだね。ムラサイのP.A.ODAの手が及ぶ土地に、わざわざ旧派カトリツクの首しゆ領りようが来る、か。教皇総長、武装開発の交こう渉しように来たんだって？」

　ええ、と正純が口を開いた。

「P.A.ODAは浅あさ井い攻ぜめに集中してますから。その隙すきに神しん格かく武装の一種である新型大罪武装ロイズモイ・オプロの開発要求ですね。世界のパワーバランスの一いつ端たんを担になう、この世に八つしかない都市破は壊かい級きゆう個人武ぶ装そう。七なな大たい罪ざいの原げん盤ばんとされる人間の八はつ想そう念ねんをモチーフにした武装で、使用者は暗に〝八はち大だい竜りゆう王おう〟と呼ばれていますよね」

「詳しいね。八想念、……言える？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が言う。そして正純は頷き、

「暴食ガストリマルジア・淫蕩ポルネイア・強欲フイラルジア・悲嘆リピ・憤怒オルジイ・嫌気アーケデイア・虚栄ケノドクシア・驕りハイペリフアニア。──この八想念が、六世紀にグレゴリウス一世によって七つにまとまります。虚栄は驕りに含まれ、悲嘆と嫌気は怠たい惰だにまとまって、更さらに嫉妬フトーノスが追加されて七つです。ゆえに──」

　一息。

「現在、人間の大罪は七つと言われていますが、本来は四世紀にギリシャ出身のエウアグリオスがエジプトにて警けい告こくした八つの想念です。今、ラテン語で告げられる七大罪は後世のもので、本来は、──ギリシャ語の八想念が原盤なんです」
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　正純は言う。再び歩き出し、草ぞう履り型の靴についた土を、乾いた路ろ面めんで削けずりながら、

「そして、十年前でしたっけ」

　空を行く船の影の中、足下を見ながら、正まさ純ずみは当時を思い出す。

「武蔵むさしの大だい改かい修しゆうを行う直前、P.A.ODAとの暫ざん定てい同どう盟めいを正せい式しき同盟にする話をまとめながら、元もと信のぶ公こうは、P.A.ODA以外の聖せい譜ふ所有国に八つの大罪武装ロイズモイ・オプロを送りました。それは──」


・暴食ガストリマルジア：M. H. R. R.神聖ローマ帝国

・淫蕩ポルネイア　：K.P.A.Italia

・強欲フイラルジア　：英国イギリス

・悲嘆リピ　　：三征西班牙トレス・エスパニア

・憤怒オルジイ　　：上越露西亜スヴイエート・ルーシ

・嫌気アーケデイア　：三征西班牙

・虚栄ケノドクシア　：六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ

・驕りハイペリフアニア：六護式仏蘭西



「三征西班牙と六護式仏蘭西が二つ持っていますが、これは八はち大たい罪ざいが七大罪になるとき、まとめられた罪に対応してます。つまり、出力が低めの設定です。──が、三征西班牙は、新しん大陸にそれを持ち込んで南米の野や生せい化かした機き獣じゆう達を全ぜん滅めつ状態にまで追い込んだそうですね。噂うわさによると、数キロ単位で大だい規模破は壊かいをぶち込めるそうで。威い力りよくで言えば聖譜テスタメントを媒ばい介かいにした神しん格かく武装、聖譜顕けん装そうと同等ですが、聖譜顕装が使用において戒かい律りつに縛しばられるのとは別で、大罪武装は自由に使えます。大罪武装は、相手の罪を思い知らせるための説せつ教きよう武装でもあるので」

　と、正純は西の空を見る。陸りく港みなとに向かう白い装そう甲こうをまとった船、〝栄光丸レーニヨ・ユニート〟を見て、

「今回教きよう皇こうがわざわざ来るのは、七大罪の〝嫉妬フトーノス〟を作らせようとしているって噂うわさです。何しろ現在、K.P.A.Italiaは改派プロテスタントの出現や中ちゆう東とう貿易の衰すい退たいに焦ってますし」

　一息。

「教皇総そう長ちようも大罪武装の使い手で、八はち大だい竜りゆう王おうの一人なんですけど、旧派カトリツク首しゆ長ちようだからその呼び名は嫌ってるらしいですね。……それなのに新しい大罪武装を欲するのだから、K.P.A.Italiaはロンバルディアなどの国際金きん融ゆうで儲もうけていても大変なんでしょう」

「旧派は基本的に金融禁きん止しだから、その金も税金で取れる以外は金融可か能のうな異い族ぞくや異教譜、そして何より極きよく東とうの金融業ぎように保持されちゃってるしね。金の直接貸し借りが厳きびしいから、土地抵てい当とう貸し付けとかを仲ちゆう介かいしてんだよね。大変だよなあ、教皇総長」

　と言った酒さか井いが、口の端はに下向きの笑えみを作る。

「でも、さ」

「何です？」

　と正純が肩から力を抜き、一歩を前に行ったときだ。

「正純君はさ、──大罪武装につきものの噂って、知ってる？」

「つきものの噂……、ですか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、Ｊｕｄ．、Ｊｕｄ．、と酒さか井いが三度頷うなずいた。そして彼は人ひと差さし指ゆびを立て、こう言った。

「──大罪武装ロイズモイ・オプロは、人間を部品としているんだって、そんな噂うわさだよ」
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　酒さか井いの言葉に、正まさ純ずみはわずかに言葉を失った。

　今、酒井が言った噂を、自分は耳にしたことがある。その噂はこういうものだ。

「人間の原げん罪ざいである大たい罪ざいの能力を武ぶ装そう化かするには、人間を材料にするのが適てき格かく……」

「そうそう、名な古ご屋やから人が消えたのは、実は大罪武装の材料にされたんじゃないかって」

「そ、そんなことは、無いですよ」

　と、己は、三み河かわに住んでいた記き憶おくを思い出す。

「噂でなければ、問題です。大体、私がいたとき、住人はちゃんと転てん居きよ届とどけなど出して行きましたし、そうでなければ最近の怪かい異いなどと同じように行方ゆくえ不明として騒ぎになってる筈はずです」

　だよね、と酒井は言った。だが、彼は空を見上げたまま、

「これに関しては噂で済ませるの？　正純君」

「──え？」

　酒井が言った。こちらを見て、口くち端はに太い笑えみを作ると、

「俺さ、──正純君もこっち側に来ると、面白いと思ってんだけどなあ」

「こっち側というと……」

「俺の過去とか、平気で語れる側だよ」

　過去、それは、

「例えばさ、俺が武蔵むさしに左さ遷せんされた理由、──殿とのの嫡ちやく子しを襲しゆう名めいした人を、聖せい譜ふ記き述じゆつの通りに自じ害がいさせてしまったこと。そういうのを笑って口に出来る側さ」

「────」

　酒井の言っていること。左遷の理由は知っている。三河住人だったら誰でも知っていることだ。四し天てん王のうの一人が、聖譜記述に従ったとは言え、主あるじの嫡子に自害をさせたというのは。

　かつて三河の主、元もと信のぶ公こうには妻がおらず、嫡子がいなかった。

　……だから元信公は、弟を嫡子として襲名させたが──。

　松まつ平だいら・信のぶ康やす。

　聖譜の記述によれば、彼は織お田だ家とのトラブルで自害をすることになっていた。

　それもあってか、十五年ほど前、三河はP.A.ODAにまだ信のぶ長ながの襲名者がいないことから、同どう盟めいを拒こばみ、聖譜記述を〝拡大解かい釈しやく〟で切り抜けようとしたらしいのだが、

　……P.A.ODAの包ほう囲いによって半なかば強ごう引いんに暫ざん定てい同盟を結ばされた。

　その際、恭きよう順じゆんの証あかしとして、嫡子となった弟おとうと公こうの自害を迫られた。

　酒井は弟公の後こう見けん人にんで、自害を止められなかったことを理由に左遷された。

　噂うわさによると、信康公こうが死を望み、酒井が駆けつけたときには何もかも遅かったのだと。

　己の知る酒井の左さ遷せん理由とは、そういうことだ。

　……しかし。

　そんなことを簡単に口には出来ない、と思う自分が甘いのだろうか。

　だが、こちらの視し界かいの中、酒井が口くち端はの笑えみを消さずに、こう言った。

「でさ、正純君、いろいろ考えてるようだけどさ、その話に続きがあったら、どうする？」

「……え？　続き、ですか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、と酒井が二度言った。

「実は元もと信のぶ公こうには、……内ない縁えんの妻がおり、外に子供が居たとしたら？」

「────」

　一いつ瞬しゆん言葉を失った。しかし何か言おうとは思う。今、いきなり聞かされた情報が理解出来ているはずもなく、頭の芯しんが定かではない感覚もあるが、真しん偽ぎを確かめる程ほどとして、

「馬鹿な。もし、そんな子がいたとしたら……」

　嫡ちやく男なんを襲しゆう名めいした弟おとうと公こうが自害したため、その子が嫡ちやく子しになるだろう。だが、

「その子は、今、どこにいて、何をしているのです……？　どうして表おもてに出ないのです？」

「だからさ、さっき、言ったろ？」

　酒井は言った。

「それを知りたければ、踏み込んでこっち側に来なよ、正純君。──君、政治家志し望ぼうで、結けつ構こう大きいことを考えてるようにも思えるけど、一歩を踏み込むのが苦にが手てだよね」

　だけどさ、と酒井が言った。

「俺、いじめられるの好きなんだよね。──だから俺の分は踏み込んでくんないかね？」

　と、告げた酒井が、不意に歩みを早くした。

　風が動き、衣きぬ擦ずれの音が響ひびく。酒井が隠かくし持つように腰こし後うしろに身につけている短たん刀とうが揺れ、

「──ま、この話はそんなとこにしとこうか。んで、……行こうか」

　え？　と自分が酒井を視線で追えば、彼は上がってくる一台の馬車とすれ違うように、関せき所しよの広場へと行くだけだ。慌あわてて追いつくように足を動かせば、足音と共に広場に出て、

「……お」

　貨物受うけ取りの配送の音や人々のざわめき、貨車の立てる音や遮さえぎるもののない日の光が、こちらの身を浸ひたす。自分と酒井は歩行者優ゆう先せん用ように縄なわで区切られた歩道を行き、

「さて正純君、とりあえず俺を送った書しよ証しようを得たら、あとは戻って遊んでていいから」

「あ、はい。あと、酒井学長、松まつ平だいら四し天てん王のうだったら知っているかと思いますが、もし、忠ただ勝かつ公こうの息そく女じよに会ったらよろしく言っておいて下さい。私、昔に同級生だったことありますから」

「ああ、いたなあ。……今日来るかな？　まあ、会ったら言っておくよ」

　有あり難がとう御ご座ざいます、と言いつつ、己は思った。今先ほど、酒井に言われた〝踏み込む〟ということ。それに近いことを、今日、他の人にも言われた憶おぼえがある。だから、

「こっちは今日ちょっと、調べようと思ってることがあるので、それに専せん念ねんしてます」

「へえ、何を？」

「〝後こう悔かい通どおり〟です。それを調べると、皆のことが解わかるから、って言われて」

　言ってから、己は内心で頷うなずく。これも一つの踏み込みだな、と。

　すると眼前、酒さか井いが一つの反応を示した。

　笑ったのだ。

　……え？

　いきなりの笑い声にこちらが言葉を失っていると、酒井が笑えみの会え釈しやくを送って来た。

「いいねえ。──トーリは明日の告白というイベントを控え、皆もその祝いやら何やらの準備をするだろうし、夜には教きよう導どう院いんでお祭り騒ぎだ。そして東とう宮ぐうだった東あずま君くんはその身分と力を捨て、今日から武蔵むさしでの生活を再開し、三み河かわは殿との先生の指示で今夜、花火や祭だと言う。どれもこれもバラバラなようでいて、……新しい動きと、祝いの動きだ」

　一息の後に、酒井が言葉を続けた。

「〝後悔通り〟を知ることが、正純君の新しい動きになるといいね」

　一息。

「俺にもまだまだ解らないことは多いけど、それでもまあ、……正純君が俺や、トーリ達の側に来ることを、俺は祈ってるよ」







[image: 第九章『扉の向こうの待ち人』]
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　地下の通路がある。居きよ住じゆう区画の横よこ町ちよう、灯あかりのある、木造の地下通りだ。

　その片かた隅すみ、一枚の洋風遣やり戸どの前では、一人の少年が肩を落として立っていた。

　東あずまだ。

　彼は、乱れた髪かみも気にとめることなく、

「結局、ここに戻ることになったんだけど、失敗したよなあ……」

　新居となる部屋に先せん客きやくがいるという、そのことを解決するつもりが、

　……どのくらいタライ回しにされたっけ。

　まず、部屋の管理を行う番ばん屋やに行った。横町を出た位置、縦たて町まちの入り口にある管理人室だ。

　だが、番屋では、部屋の管理は行っていても、転居などの手続きを行っているわけではない。だから部屋を変えたいなら教きよう導どう院いんから転居書しよを持ってくるように言われた。

　一応、番屋では部屋に入室している先客の存在を確かめることが出来た。

　ミリアム・ポークウ、十八歳さい。同じクラスだ。管理人の老いた人じん狼ろうはそれを見て笑い出し、

「いいじゃねえの別に！　若い内は体てい裁さいが大変か!!」

　とか言い出したが、それじゃあ流石さすがに駄だ目めだろうとも思う。大体、還げん俗ぞくは先日に完了しているが、皇こう族ぞくから市民になった瞬しゆん間かんに同級生の女の子と同どう棲せいというのはキャラが変わりすぎだ。

　……いやそれよりも向こうが迷めい惑わくだよね。

　だが、転居書を得ようとして教導院の事務課かに行っていれば、

　……担任の許可が必要なのよねー、とか言われて。

　オリオトライを探す羽は目めになってからが、大おお事ごとだった。彼女の姿は、帰き宅たく手続きを取っていないのに教きよう務む員室にも無く、探すためには学校中を見回ることになった。知り合いとして茶さ道どう部ぶが使っている教室には浅あさ間まがおり、部員と共に運動系けい部員を相手にスポーツドリンクを点たてていた。そして浅間が、矢の刺さった帽ぼう子しを横に、正せい座ざでIZUMO製のレモン系スポーツドリンク〝ＣＣ衛え門もん〟を飲んでいたので訳を話したのだが、

「いいじゃありませんか別に。若い内は体裁が大変ですか」

　つまりこの女も特とく例れいなんだということを思い知らされただけだった。

　だが彼女らの情報に寄れば、この時間帯のオリオトライは縄なわ張ばり確認のためにルートを回る習しゆう性せいがあるとのことで、皆の協力もあり、二時間後ごにオリオトライは食堂で見つかった。

　そして食堂に行ってみると、昼から地じ酒ざけ飲んで出来上がってゲラゲラ笑ってる凄すごい女がいた。

　何だか解わからないがやたら陽気なオリオトライが言うには、

「いいじゃんいいじゃん別に！　若い内は体裁が大変か！」

　……ひょっとしたら武蔵むさしの住人は洗せん脳のうで画かく一いつ思し考こう化かされてないかなコレ。

　そしていろいろと、一時間ほど話し合った上、

「押し切られた……」

　ともあれ自分は今、部屋の前にいる。心の中には、マズい、という思し考こうがある。

　押し切られたということは、この部屋に住むしかないということだ。が、この部屋に住むと若いから体てい裁さいが大変だ。やはり駄だ目めだ。外で生活しよう。外でも雨風をしのげる場所があるはずだよね。でも還げん俗ぞく直後にホームレスというのもキャラが変わりすぎていないだろうか。

　……ひょっとして、今、余よは現実逃とう避ひ中ちゆう？

　思った。そのときだ。目の前の遣やり戸どの向こうから、少女の声が聞こえた。

「入ってくればいいのに、何してるの？」

　……え？

　疑問に、慌あわてて周囲を窺うかがい見渡す。今の時間は放課後ごだ。日も傾きつつある。部活の生徒はそれぞれの活動場所に出ており、通路にいるのは部屋の片付けや洗せん濯たくなどの用向きで歩いている者達だけだ。しかし今の声は、確かに目の前の部屋の中から聞こえた。だから、

「大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　問うた声に対し、間が返ってきた。

　空白の時間が一ひと呼吸、二ふた呼吸と続き、三さん呼吸あたりで、

　……あれ？　言うこと間違えた？

　疑問に、温ぬるい汗をかいた。そのときだ。

「──どういう意味か解わからないけど、入ってこないならそれでもいいんだけど？」

「あ、いや」

　自然と、手が遣戸に掛かった。いいのかな、という思いはある。が、入らない方がいけない気がした。だから自分は遣戸を左に開け、

「ええと」

　正面、車くるま椅い子すに座った少女の姿をしっかり見るより早く、こう言った。

「東。──ちょっと話し合いたいんだけど、いいかな」
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　東は、遣戸を閉じなかった。

　閉じることで、居い座すわるような雰ふん囲い気きを与えたくなかったのだが、

「閉めて。女の子がいる部屋よ」

　言われ、遣戸を閉じることにした。後ろ手に閉じる。なるべく音を立てないように。

　正面。少女、ミリアム・ポークウは車椅子を机に向けたまま、顔だけでこちらを見ている。

　……さて……。

　どう言おうか。いや、何から話そうか、だ。

「教きよう導どう院いんに、今日からこの部屋だと言われて──」

「いいわ別に」

　話を切られた。ミリアムは、わずかに考えたようだったが、

「いつものことだから。大だい体たい皆戸と惑まどうけど、すぐに慣れるわ」

「慣れるって……」

「ルームシェアは初めてじゃないもの。──男の人が来たのは初めてだけど」

「だ、だったら」

「慣れればいいだけよ、お互いにね。同じように男女が同室に割り振られたケースは今までにだって幾いく度どかあるわ。今回もそうなっただけだと思うの。……それに、この部屋が割り当てられたなら貴方あなたの権利は私と同じ、平等。

　それなのに自分がいていいかどうか問うってことは、私に出て行くかどうかを問うのと同どう義ぎなのよ？　私はここから出て行きたくないわ。だから貴方もいていい」

　そして、

「手て前まえ側のスペースを自由にして。私は奥側。そして下のベッドを使いたいけど、いい？」

　問いかけに、自分は答えられなかった。言葉を失った、というのが実際のところだ。

　……疑問に、思わないのかな。

　いつものこと、と言っていた。車くるま椅い子すの生活をしている少女だ。彼女の言う〝いつも〟は、こちらの〝いつも〟とは違う。その意味を考えたとき、ミリアムが首を傾かしげた。

「……まあ、何の気き遣づかいか間違いか、教きよう導どう院いん側が決めたことでしょう？　いつものことよ。私は慣れることが出来ると思うけど、そっちこそいいの？　私と同じ部屋で」

「そっちこそ、って？」

　と、自分で言って、男女差さのことかと思い至る。だから、己は同じ言葉で問い返す。

「そっちこそ、本当に、男と一緒の部屋でいいの？」

「……あのね、こっちの言ってる意味が解わかってないのね、貴方。──まあいいわ。あのね東、貴方、男女の同居が駄だ目めなことだと本当に思うなら、何な故ぜそこに立ってるの？」

　ミリアムの声が聞こえる。

「別に、身体からだなんかお医者さんに見せてる程度のものよ。そして間違いを起こせば犯罪になるという意味ではお医者さんも男子学生も違いがないし、貴方はそういう人ではないと思うの」

「どうして──」

　あのね、とミリアムが言った。

「貴方がさっき出ていって、何をしていたかは大体解るわ。男女が共の部屋にいることの意味が解っているから抗こう議ぎに行って、お人好しだから言いくるめられて、でも納なつ得とくしていいとは思えない程度に真ま面じ目めだからドアの前に立ってたのよね？

　いいじゃない。それだけのことが解るなら、お互い緊きん張ちよう感かんを失ったら終わりってことだって解るわよね。だから……、まず私の方から約束をしたいけど、いい？」

「約束？」

「ええ。──お互いの生活に口を出さないこと。たとえば私はガチガチの旧派カトリツクだけど貴方あなたは神しん道とうでしょ？　そういうのも含め、……そうね、極きよく端たんなこと言うと、別に貴方がここに女を連れ込んでも私は何も言わないってことね」

「そ、そんなことしないよ」

「あら、〝しない〟ってことは、〝出来る〟けどやらないってこと？」

　言われて、顔に熱が来るのを感じる。いや、とか、あの、とか言葉が無意味に口から漏れるが、対するミリアムは不意に目を細めて、小さく笑うと手をひらひらさせた。

「御ご免めん、冗じよう談だんよ。悪かったわ。貴方が真ま面じ目めなのは解わかってるから」

「だから、からかったの？」

「違うわ。解った以上に真面目かどうかを確かめたかっただけ。余よ計けいだったわ、御免なさい」

　あのね、とミリアムがまた言った。

「私、基本的に授業は皆が持ってきたノートで行ってるの、在ざい宅たく授業と同じ扱いで。そして食事や御お風ふ呂ろも空あいてる時間を選ぶから、生活に干かん渉しようされたらやってられないの。他人と違う時間で動いてるから」

「て、手伝おうか？」

「え？」

　と目を見開いて問い返され、今の自分の台詞が反射的なものだったことに気づく。

　だから、焦りを心に感じつつ、

「いや、車くるま椅い子すの移動とか……」

　余計なことかという思いが強くなっていくに従い、声が小さくなった。

　対するミリアムは、しかし見開いた目を緩やかに細くして、苦く笑しようした。

「別にそういうののために同室になったわけじゃないでしょう」

　諭さとされた。そしてミリアムが部屋を見渡し、

「いい？　私達を一緒にしたということは、それが手違いでも間違いでもないのならば、──私達が信用されているってことなのよ？　貴方から見れば手て違ちがいや間違いがあったせいなのかもしれないけど、私から見れば部屋を無む駄だにしている罪ざい悪あく感かんが無くなっていいことだし、私がちゃんと一人の人間として対たい等とうに扱われてることの、有あり難がたい証明でもあるわ」

　彼女の言葉に、自分は喉のどのあたりに硬いものを感じる。

　……一人の人間として対等に……、か。

　車椅子の少女が望む対等とは、何か。

　……それは、他の人達と同じように、同室の住人を迎えて──。

　誰でもやっていることを、自分も出来る。そんな普通のことを、有り難いと言える。

「────」

　自分は、力を封じられ、還げん俗ぞくして、普通の人として生きていくことになったが、

　……有あり難がたいことだなんて、思ってもみなかったな。

　思わなければいけない、ということはない。自分とミリアムでは立場が違うからだ。だが、東はこう思う。彼女と自分の日常は、それぞれにとっての重みが違うんだろうな、と。

　そして今、ミリアムは、脚あしの事情などを気にするなと言っている。

　男子との共同生活も、慣れれば大だい丈じよう夫ぶだと言っている。他に前例があることだ、とも。

　意地のようなものもあるんだろうと、東はそう思う。他人に気き遣づかいさせないよう、普通であろうとして、大丈夫という言葉を使ってしまうときもあるのだろう、と。だから、

「じゃあ、こっちからも約束させて」

「？　……何？　貴方あなたは私に何の約束を？」

　と、浅く眉まゆを下げて首を傾かしげた彼女に、東は言う。会え釈しやくを一度送ってから、

「──相手が困っているように見えたら、それを問うくらいは赦ゆるして欲しい」

「……いきなり手を出すようなことはしない？」

　頷うなずくと、ミリアムは眉まゆ尻じりを下げた笑えみを見せた。

「真ま面じ目めね」

　と、ミリアムが表情を同じままで首を下に振る。

　しかし顔を上げるときには、彼女はもう顔を普通の笑みに変えており、

「でも、問うことが赦されるなら今すぐに一つ問いかけようかしら？　──あのね？　さっきからビクビクしながら話してるのは何な故ぜ、って」

「──え？　いや、あのさ」

「可愛かわいくて静かな女の子だったら良かった？」

　どう答えても棘とげになりそうで、しかし否定するのは間違いなく噓うそだ。だからこちらは、

「ずるい。──さっきから試されてるみたいだ」

「そう？　点数を付けるのがこっちだとしても、点数を得られるのは貴方なのよ？」

「？　どうして女の子は点数を得られないのさ？」

「だって、女の子の点数は、……一緒にいる男の子の点数そのものだもの」

　は？　と己はたじろいだ。正面、ミリアムが手の平をひらひらさせながら小さく笑っている。

「いい？　どんなに着き飾かざっていたって、ただ着飾っているだけなら趣しゆ味み。人から見た自分を意識して着飾るようになって表現。それによって人を惹ひき付けられる着飾りが出来て御お洒落しやれ。そして自分が欲しい点数を持っている人の目を奪う着飾りが出来たら──」

　笑みを濃く、うつむきから仰ぎにして、

「──憧あこがれを手にした、と言うのよね」

　言って、ミリアムがこちらを見た。彼女は、口の端はに笑みを残し、

「貴方は、どんな人かしら？　正直者で、お人好しで、真面目を捨て切れなくて──」

「て、点数つけるのやめようよ」

「──ちょっと自うぬ惚ぼれ屋で早とちりね」

　笑われた。が、確かにそうだろうな、と思う自分はやはり、

　……真ま面じ目めなのかなあ。

　損ではあるよな、とも思う。

　そして笑えみで目め尻じりに浮いた涙を拭ぬぐうミリアムを見て、自分はこう思った。

　……大だい丈じよう夫ぶ、なんだよな。

　お互いの間の線引きをして、生活に干かん渉しようをせず、しかし気になったら問う。これはつまり、

「他人として宜よろしく、ってことだよね」

「他人として始めよう、って言ったら〝終わりは何だ。出ていけ〟って言うところよ」

「ああ、じゃあ、──今、点数ついたんだ」

　言うと、ミリアムが眉まゆを上げた。彼女は、一ひと呼吸ほど、笑みとも驚きともとれぬ顔でこちらを見ていたが、しかし不意に身体からだを前に折って笑い出し、言葉を作った。

「──言わなければ高得点なのに。本当に馬鹿で、本当に真面目だわ貴方あなた」

　でも、と言って、ミリアムは右手をこちらに差し出した。握あく手しゆの手を軽く広げ、

「──私は、馬鹿で真面目な人を疑えないの」
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　各務原かがみはらの麓ふもとにある関せき所しよは、橋を持っていた。

　山の上側にある検けん疫えきや貿ぼう易えき用の関所とは別の関所だ。山から降りてきたものをすぐに三み河かわの郊外に入れないよう、二に次じ審査を主とする場所だった。

　関所の証あかしである門は、山を下ってきた川の畔ほとり、橋の前に建てられている。

　屋根のない広い門は開いており、開いた門から、幅十メートルほどの橋が見えている。

　そして橋から南、海側を見れば、広大な田園と林の向こうに、浅い斜面の裾すそに青くかすんだ町が敷かれている。

　町の中央には、茶色い布をかぶせたように、平たい新しん名な古ご屋や城が存在していた。

　それらの背景の前に、人ひと影かげが三つあった。

　一人は、中年過ぎの、細い男だった。

　一人は、同い年くらいの、体格のいい男だった。

　もう一人は、二人目の背後に控えた少女だった。

　三人は、三河の町を背後にして立っている。

　そこに、もう一つの影が来た。こちらも中年過ぎの、猫ねこ背ぜの男で、

「おや、松まつ平だいら四し天てん王のうの内、榊さかき原ばら・康やす政まさと本ほん多だ・忠ただ勝かつの二人がお迎えとはね。──俺もまんざらじゃないってことか。井い伊いはどうしたよ？　榊さかき原ばら、ダっちゃん」

　彼の言葉に、榊原と呼ばれた細い初しよ老ろうが、わずかに顔を上げる。彼は白はく髪はつを搔かき上げ、

「それがな、酒さか井い君、実は井伊君が──」

「井伊については他た言ごん無用だ。忘れたか榊原」

　と、忠ただ勝かつと呼ばれた体格のいい初老が、榊原に視線を向けずに言う。

　横の榊原が唇くちびるを迷わせ、しかし、酒井の方を見て、頷うなずきと共に口をつぐんだ。

　代わりと言うように、忠勝が半歩を前に出た。身体からだをやや前傾させ、

「──見せろ」

　瞬しゆん間かん。忠勝の背後にいた少女の姿が消えた。

　対する酒井が、浅く顔を上げ、

「は？　おいおいおい、お前の言う〝見せろ〟って、大体ろくなことじゃ──」

　言う台詞せりふが終わるより早く、酒井の背後に二つの円えん弧こを描く影が来た。

　円弧の一つは先ほどの少女の結んだ髪かみが描く動きの軌き道どう。

　もう一つの円弧は、抜かれた刃やいばを示す銀の軌道だ。

　動きが止まらない。ゆえに、

「──！」

　酒井も、己おのれの身を動かした。







[image: 第十章『町中の遊撃手』]
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　酒さか井いの判断は一いつ瞬しゆんの中で連続した。

　背後の風の動きだけで、先ほどの少女が来たことは解わかった。

　振り向いて確認するほど落ちぶれてはいない。

　……戦種スタイルは近接武術師ストライクフオーサーか!?　メジャーだが、これは──。

　どことなく覚えがある。十年前、確かにこの少女には会ったことがある。

　本ほん多だ・忠ただ勝かつの娘だ。正まさ純ずみが知り合いだと言っていた少女。

　名前は何と言ったか。憶おぼえていないが、

　……昔から鋭い動きしてたよなあ！　槍やりとかいつも持ってな……！

　事情は解わからないが、人の背後にいきなり回り込んできたならば、こちらを攻こう撃げきか確保するか、どちらかだ。

　そして今、肌はだに感じる動きは、少女が身を振って起こす大気の揺れ。

　その揺れは大きく、初速が遅い。

　ならば攻撃だ、とこちらは判断する。確保のために腕を伸ばすならば、揺れは小さく初速が早くなる。だが、攻撃の際に起きる風は、全身をもって武器を振り抜くため、最初は遅く、しかし大きい。

　今は後者だ。

　どう来る、と、己の心ではなく、本能が疑問を作る。

　少女の武器は、憶えている。忠勝の背後に立っていたとき、見ている。

　意識して見ていたわけではない。かつて、松まつ平だいらの四し天てん王のうの一角として切り抜けてきた戦場の経験は、意識よりも深い位置に染み込んでいる。あの武器は白しら砂さご代だい座ざのブランドだ。木き柄づかを黒のマット仕上げにしたものは、白砂の名に反する色である一方で保守的な作りが売りのもの。

　柄はまっすぐで、軽さによる振れを長さによって補っているように見えた。

　……ならば。

　長い柄やいばは、刃を扱いやすくする一方で、一つの問題点を持つ。

　刀とは、相手に当て、削そぐように引くことで切る武器だ。だがそれは、当てた刃を、己おのれの胸側に引くことで切る、という事実を意味する。

　ゆえに、刀の刃は、引くことが可能な距離しか切れない。削ぐ際の力加減によって深く切ることが可能だが、切れる距離は引ける分だけ、だ。

　そして、長い柄を持った刀の場合、手前に引けば柄が身体からだに当たることになる。

　引ける距離は短い。

　その場合、長く切るために使い手はどうするか。

　……身を倒し、遠くに刃を振る！

　全身を倒して刃やいばを前に遠く振り、全身で引く。

　そうすれば、身体からだの振りの分だけ刃を引く距離を稼かせげる。

　今、背後に感じる風は大きい。

　全力で、五体を踏み込むための風だ。

　狙いはこちらの右胴どう。背後からの横よこ一いつ閃せんだ。

　上う手まい、と己の本能の部分は相手を認めた。

　上半身を狙ねらえば、肩と胸の分ぶ厚あつい筋肉と骨が邪じや魔まをする。腹より下ならば、手首を断つか弾はじけば済むだけだし、腹圧で張った横よこ腹はらの薄い肉を裂くことが出来る。

　更さらには、横の一閃ならば、横に刃を引ける。

　そうすれば身体を回す動きで自動的に刃を引けるし、引いた柄つか尻じりが胸や腹に当たることもない。回り込む動きと連動すれば、足を整える必要もない。

　行ぎよう儀ぎの悪い剣けん術じゆつだ。稽けい古こ場で習うものではない。実戦の剣術だ。

　それを避けるにはどうするか。

　考えるより早く、自分は動いた。
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　酒井は、回かい避ひとは言えない動きをした。

　彼は、背後で風巻く一いち撃げきに対し、

「と」

　軽く一歩、バックステップしたのだ。

「──！」

　踏み込んでの斬ざん撃げきに、自ら飛び込む。

　刀が引き切る武器であるならば、こちらから飛び込むことで、引く距離をゼロに出来る。もし相手が下がったとしても、本来引くことが出来る距離よりも短くなっている筈はずだ。

　問題は、横一閃の斬撃より早く下がることが出来るか、だ。

　だから身を振る。まっすぐ後ろではなく、左の後ろへと。

　行った。

　更には、

「さて」

　右手を動かし、腰の後ろに隠かくし持っていた短たん刀とうを半なかばまで抜いた。

　抜き方は右の逆さか手てで、肩ごと腕を引き上げるような動き。これによって、短刀の刃で右の腰を守れるし、曲げた腕で右胸むね横よこを守れる。更には上げた肩によって右首を守る。

　そうすることで、相手の斬撃に対し、良い位置を取り、防ぼう御ぎよをする。

　最善の手を尽くすため、左後ろに跳ばした身を急いで右に振った。

　そちらに、刃やいばを振り抜く相手がいる筈はずだ。

　いた。

　黒の髪かみが見えている。

　これから身を当て、次の瞬しゆん間かんからはこちらが主導権を握る。

　本来ならば一いち撃げき入れて大人おとなしくさせ、格の違いを見せつけるところだが、現在は教きよう導どう院いんの学長だ。若い娘にあまりひどいことは出来ない。乳ちち揉もみくらいで赦ゆるそう。

　そして、相手の刃が、こちらの短たん刀とうに当たろうとした。

　だが、

「……っ!?」

　自分は見た。背後にいた少女が、いきなりこちらの右前に移動していたのを。

　……これは──。

　少女が立つのはこちらの右肩のすぐ前。背中を見せている。腰は落とし気味だ。

　どういうことかは解わからない。

　解らないが、瞬しゆん間かん的な移動があったのは事実だ。

　そして彼女が、こちらの右前に移動した理由は解る。

　……こっちの刃に己おのれの刃をぶつけないためか！

　刃は、金属で出来ている。粘ねばりを持つように重じゆう合ごう加工されようとも、鍛たん錬れんされようとも、硬いものを打てばしなり、欠けもする。達人ならば術じゆつ式しきや加か護ごも無しに刃やいばで金属を断つこともあるが、それは現げん役えき当時の自分でも容易たやすいものではない。

[image: ]

　ゆえに、少女は刃やいばのぶつかり合いを回かい避ひした。

　避け、前に出て、斬ざん撃げきのために振っていた身を腰を落とすことで制せい御ぎよした。

　左に担かつぐように構え直された刀は、彼女が立ち上がる動きに合わせて跳ね上がり、

「────」

　来る。

　のけぞった姿し勢せいから刀を振り上げ、その動きでこちらの首を右下から刈かる。変則切りだ。

　自分の右腕、短たん刀とうを握った手は彼女の背に押さえ込まれている。

　……上う手まい。

　こちらの動きを読み、常に致ち命めいの一いち撃げきを狙ねらってくる。相手に密接することを恐れないのは、修練の賜たまものだろう。

　対する自分は、刃が跳ね上がってくる前に回避しようとして、

「ぬ」

　右足の先を、彼女の深く引いた左の踵かかとに踏まれた。

　爪つま先さきを抜く。が、遅い。逆に爪先を抜くことに気を取られた。

　回避出来ない。そして目の前で、少女が刃を振る初しよ動どうを見せた。

　まずい。しかし正面、かつての同どう僚りよう二人を見ると、

　……あのヤロウども、何を握り拳こぶし作って観戦してやがる……！

　声をつけていいなら〝いけ──！〟しか思いつかない顔だ。

　後で張り倒してやろうと思いつつ、己は動いた。

　今、短刀は抜けない。だから酒井は一いつ瞬しゆんの判断を下した。本能的な動き。それは、

「ぺたり」

　右手の短刀を手放すと、その手を彼女の背と担かついだ刀の間に差し込み、左尻しりを触さわった。

　フリーになった手の平で彼女の左尻をホールド。そして、

「──!?」

　彼女の口から驚きの色を含んだ悲鳴があがった。
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「ハイ、そういうわけで今ので大体揃そろいました？　明日の打ち上げ用の御料理の食材は」

　という巫み女こ服ふく姿の浅あさ間まの言葉に、ついてきていた三つの影は頷うなずいた。

　場所は右う舷げん二番艦かん・多た摩まの表ひよう層そう部ぶ右舷側商店街。観光客向けの艦という恩おん恵けいもあって栄えた場所だ。行き交う人々には三み河かわから上がってきた者や、南側の陸りく港みなとからやってきたK. P. A. Italiaや三征西班牙トレス・エスパニアの学生達もいる。

　そんな中に立つ四人の内の一人、直なお政まさが艦かん内ない整備用の大型レンチを右の義ぎ腕わんで回して弄もてあそびつつ、他の三人、アデーレと鈴すず、そして浅あさ間まを見た。

「人数分とはいえ、一気に買いすぎじゃないかねえ」

　直政の言葉が示すのは、皆が持つ紙かみ袋ぶくろの山だ。四人とも腕はおろか、肘ひじにも釣つっているし、腰のハードポイントにも懸けん架かしている。

「ガ、ガっちゃんや、ゴっちゃんとか、……い、いてくれると、良かった、けど」

　比較的少なめ軽めの鈴が、腰横のハードポイントに着けた対物吊つり柵さくセンサーを揺らしつつ、荷物を抱え直して言う。すると浅間が、

「ナイトもナルゼも、あの二人、運送の仕事してますからね。今いま頃ごろは艦の間飛び回ってると思うんですけど、さっきトーリ君がミトにぶっ飛ばされたとき、頼んでおくべきでした」

　浅間の言葉に、眼鏡めがねの少女アデーレが、はあ、と吐と息いきした。

「まあ、浅間さんもお疲れ様さまです。巫み女こ服で、浅間神じん社じやの仕事、今は忙しいですよね？」

「はい。春先は契けい約やく関係の仕事が多くてカウンター業務が多た忙ぼうですね……。術じゆつ式しきも、皆最初は過か激げきなの欲しがるから、うちの月げつ間かん発注量がヤバくなってますよ」

「アンタの神社行くと過激なの貰もらえるって皆思ってるんじゃないかね」

　直政が、レンチを回して脇から肩上に潜くぐらせながら言う。

「アンタ、昨きよ年ねんの文化祭では弓きゆう道どう部ぶの人間射しや的てきに出て射しや撃げき場からマジ逃げした部員までブチ抜いたじゃないかね。そんで景品全部かっさらって孤こ児じ院いんに渡して。孤児もプレゼントが犠ぎ牲せいと引き替えに入にゆう手しゆされたもんだとは思うまいさ、アレ。人の命は景品より軽いさね」

「だってマサ、加速系入れてない人間なんて鴨かも撃うつより楽なんだからしょうがないじゃない。悲鳴上げて外に逃げてこうとしたのだって、外に迷めい惑わく掛かるからズドンしただけだし」

「……アンタ物ぶつ騒そうって言葉を理解しなよ」

　あれえ？　と首を傾かしげた浅間に対し、直政は肩のレンチを一いち瞥べつした。

「とりあえず、あたしらにこのまま付き合って、今日の〝幽ゆう霊れい探し〟には来るんだろ？　あたしもチーフの泰たい造ぞう爺じいさんに夜番の休み貰うけど──」

　と、直政が浅あさ草くさを顎あごで示した。貨か物もつ艦かんである浅草や品しな川がわは、その艦上に立つ全高百メートル超過のマストから帆ほを下ろし、マストの左右アームを利用したデリッククレーンを展開している。アーム先せん端たんの滑かつ車しやに掛けたロープを引いて懸けん架かするデリックは、その上部の動作管理やロープを引くために、作業用の武ぶ神しんや飛行系の種族や職業者を用いている。

「まあ、あっちがあるけど、ちょっと地じ摺ずり朱雀すざくで手伝ったら、すぐ行くさ」

　言っている間に、ロープの牽けん引いんを利用して、武神がデリックの上に懸架されたり、降りてくる。それを見たアデーレが目を弓にして、

「たまに、ゴンドラごっことか、ブランコ遊びやってますよね。いいですよねー」

「一応、仕事の研究なんだよ、あれも。それよか──、何か空が騒がしくなってきたね」

　空。浅あさ草くさと品しな川がわや、各艦かんの間に、白い霧きりの尾をたなびかせて空を突っ走り始めた影が幾いくつかある。飛行種族や魔女テクノヘクセン達だ。どれも高速で、絡み合うような軌き道どうを取りつつ艦の間を行くが、

「三征西班牙トレス・エスパニアの武ぶ神しんが監かん視し止めたから、配達業者の連れん中ちゆうがレースと模も擬ぎ戦やり始めたか。各国のエース級なのに教きよう譜ふと折り合いつかなくて逃れてきたのが多いから技術や知識交換なんかでは世界有数だってナルゼが言ってたさね」

「あ、ナルゼとナイトも今飛んでましたよ？　〝木葉このは〟でなければ見えないような速度で。……話によると二人一組ユニットだと最強クラスなんだとか」

「まあ、あの二人も、今の内に仕事やそういうのやっておいて、夜には教きよう導どう院いんに集まるんだろうしね。ホント、あたしの周囲、ろくなのいないもんさねえ」

「……マサ、最後の台詞せりふは鏡かがみ見て言いなさい」

　浅あさ間まの言葉に、アデーレが小さく笑う。彼女は紙かみ袋ぶくろや包みを上げた膝ひざに載せて抱え直し、

「でもまあ、三み河かわの花火もありますけど、やっぱ皆さん総そう長ちようの方に行くんですねー……。自分も、模も擬ぎ用の従じゆう士し槍やりに対たい霊れい術じゆつ式しき着けて参さん陣じんしますけど」

「わ、私も、私も行きます」

　鈴すずも言って頷うなずいた。そんな皆を二色の瞳ひとみで見た浅間が、眉まゆ尻じりを下げて笑う。

「何だかんだと、皆、トーリ君のことが気になってますね」

「確かにね。世間は織お田だだの大罪武装ロイズモイ・オプロだの末まつ世せだのと煩うるさいけどさ、まあ、そんな中、一人の馬鹿の告白が通るかどうかはホント、通とおし道どう歌かじゃないけど──」

　レンチを首後ろに担かついだ直なお政まさが、午後半なかばの空を見上げて言った。

「怖いさね。……よくやる気になったもんだ、あの馬鹿」

　そして視線を落とした直政が、浅間を見て口を開く。出る言葉は、

「アンタ、うちらよりも付き合い古いよな、喜き美みんとこと」
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　直政に問われた浅間は、わずかに考えてから頷いた。皆を見て、

「まあ、古いと言っても、親の関係ですし、幼い頃の記き憶おくなんて結けつ構こう曖あい昧まいですけどね」

「でも小等部以前からの付き合いはアンタくらいだろ。他は皆、小等部以後。だから皆、まあ、トーリがどういう人間かは知ってるわけだが──」

「ま、正まさ純ずみさんが、ち、違い、ますっ。あと、あ、東あずまさんも」

　鈴の言葉に、浅間は首を下に振った。自分から見て、という話ではあるが、

「正純は、去年の転入生だから。……今日も教導院に来てなくて、学長と三河の方に出たりで。──私達と違って、教導院の生活を通過点として捉とらえてるみたいですよね」

　あと、

「東君も中等部からの編入なので、やっぱり、トーリ君のことを完全には解わかっていないと思いますよね」

　でも、と自分は首を傾かしげた。直なお政まさを見て、

「どうしてそんなことを？」

　その問いかけに、直政が苦く笑しようした。

「──ここにいるあたし達は、トーリと同じように、ホライゾンのことを知ってる」

　その言葉に、こちらは皆と共に沈ちん黙もくする。一体、何をどう言えばいいのか、と。

　言った直政でさえ、軽く口を噤つぐんだが、しかし彼女は、ややあってから、

「ちと歩くか」

　と、直政が顎あごで道路を示す。それも、レンチを軽く振り子のように左手で弄もてあそびながら。

　しかし、人とすれ違いながら彼女が行く道は、

「あの、こ、この、この道の先って」

　解わかる。鈴すずが首を横に振っている理由は、

「ああ、トーリがいつも朝に寄ってる軽けい食しよく屋やがあるんだよな。でも安心しとけ、この時間、鈴が恐れる相手は外に出てるさ。──彼女、午後の墓はか参まいりしてんだ。知ってるだろ」

　直政の台詞せりふに、己は内心で驚きを得る。歩き出した直政についていくように一歩を踏み、

「ちょっと驚きです。マサが、彼女のことに興きよう味みを持ってるなんて」

「──彼女の墓参りを知ってるアンタと変わりはないさ。大体、早朝や午後の仕事の一服を外がい殻かくの非常階段で入れてると、聞こえてくるんだよ。あの歌が」

「あの歌と言いますとー……」

　それも知ってるだろ？　と、既すでに歩き出した皆の先頭となった直政が、

「通とおし道どう歌か。あたし達が、ホライゾンと一緒に遊んだときに唄うたった歌さ。道に石で陣じんを描いて、皆でそれぞれの腕の輪くぐって、……歌い終わったときに陣に残ってたら負け」

「ホライゾンは、変に気を遣つかうところがあって、たまに自分から負けるときありましたよね。バレないようにしてるつもりがバレバレでしたっけ……」

　そう言った後、ややあってから、歩く皆が自分を見ていることに気づく。

　そして自分は、直政の先ほどの発言の意い図とを理解した。付き合いの古さを問われたのは、

　……私に、ホライゾンの古い思い出を語れってことですよね。

　ホライゾン。

　記き憶おくにあるのは、黒の髪かみと青の目の少女だ。線が細く、しかし、今思い返しても、芯しんが強く、優しすぎると思えるときが幾いく度どかある娘だった。だが、それも、

「生まれが、大変な人でしたからね。……隣となりにいたトーリ君が、どんどん馬鹿になっていったわけですよ。あれだけシビアな生まれだと。まあ、それを知ったのも──」

　一息。

「彼女が亡くなってからですが」

　その言葉に、皆が俯うつむくのを己は見る。しかし自分だけは正面を見て、

「トーリ君はどう思ってるんでしょうね。今回の告白を、清算の始まりか、それとも継続か、それとも心しん機き一転なのか、……どう思ってるんでしょう」

「少なくとも、……オッパイ揉ももうと思ってるのは確かじゃないかと」

「ハ、ハイっ、そこしんみりしてるときにシビアな現実言わないっ」

　だが、アデーレにそう言いつつも、自分の肩が落ちるのを否めない。確かにそうだしそうしそうですよね、と思う己が情なさけなくもある。が、アデーレが言葉を続けて、

「そういえば浅間さん、さっき総そう長ちようが言げん及きゆうしてましたけど、総長に揉まれたことあるんですか？　自分の知る限りだとそんなこと無かったような気がするんですが」

　やぶ蛇へびもいいところだ。浅間は慌あわてて首を横に振りながら、

「いえ、その、私は……」

「あ？　憶おぼえてないかねアデーレは。アサマチったら初めてブラつけてきたとき、トーリから〝反則だ！　汚えよ！　乳カバーかよ！〟って後ろからおもむろに」

「ぅわあ──！　何言ってるんですかマサは──！」

　ははははは、と直なお政まさは五回笑ってこっちの肩を平手で叩たたく。

「いいから笑っとけよ。──でな？　アデーレ、でコイツったらマジ泣きしちゃってトーリが先生に[image: ]しかられたんだけど、そしたらトーリ、コイツに対して〝ようし、じゃあ俺の乳を揉んでプラマイゼロだ!!〟って、泣いてるコイツの手をとってに自分の乳揉ませて〝ええんか!?　これがええのんか!?〟ってやって先生に二度[image: ]られた」

「……ああ、私その日は確か朝あさ練れん引きずって遅く来たんですけどー、あれ、総長の乳揉めた浅間さんが嬉うれし泣きしてたんじゃないんですかー……」

「す、すいませんっ、私、アデーレの中でどんなキャラだったんですか!?」

　いいじゃないさね、と直政が言った。

「──ひょっとしたら、明日から、こういう話題もしにくくなるかもしれないしさ」
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「そうだろ？」

　と問うてくる義ぎ腕わんの友人を、浅間は二色の目で見た。

　すると、歩く直政も、こちらをちらりと見る。

「ま、そこらへん、喜き美みも解わかってんだろ」

　黙って聞いた。すると直政が、前を見て、

「喜美の馬鹿も、馬鹿のようでいて本気で馬鹿なんだが、気の回る馬鹿だあね。気の回しすぎなのがやっぱ馬鹿なんだけどさ。もし明日、トーリがコクって上う手まくいったら、一番食らうのは自分だろうにさ。──それなのに、あたしらが語ってるここにあの馬鹿いやしない」

「それは──」

　自分は思い出す。さっき皆が階段上で解散したときのことだ。茶さ道どう部を抜けて駆けつけたところ、今夜の予定などの確認をとることしか出来なかったが、あの後も喜き美みは、

「……階段の上に座ったままでしたよね」

「ああ、さっき解散する際、別れ際に、トーリが〝後こう悔かい通どおり〟に行って見るって言ってたからな。──知ってるだろ？」

「何をです？」

「トーリの馬鹿は、あれから十年、〝後悔通り〟を歩いたことがない」

　解わかってるよな？　と直なお政まさが言葉を続けた。

「今日の朝だってそうさ。集合が外だって昨日きのう知らされた時点で、朝の体育が何をするかは大体解わかるからね。そして教きよう導どう院いんから突っ走って飛び出したら、まっすぐ先、右う舷げんと左さ舷の二択たくの右側は〝後悔通り〟だ。そして──」

「前回、二年の終わりのときの授業では左舷浅あさ草くさの団だん子ご屋まで走りましたからね。……順番的に見て、今回は右舷です」

　浅間が答えると、アデーレが奥おく多た摩まの方を見た。眼鏡めがねの奥の目を細め、

「では、あの、喜美さんが階段に座ったままだったりするのは──」

「馬鹿な弟が、〝後悔通り〟を通れるかどうかを見守ってるのさ、馬鹿な姉として」

　馬鹿な女さ、と直政が一歩を先に行きながら言う。

「それでいてあたし達も馬鹿さ。ここにいる皆、いや、うちのクラス全員は、あの馬鹿女に頭が上がらない筈はずだ。何しろ──」

　何しろ。

「トーリを向こう側に行かせなかったのは、あの馬鹿女なんだから」

　その言葉に、皆が歩きながらも息を詰める。周囲、商店街の物音や賑にぎやかさも気にならぬという風ふうに、しばらく無音が続き、だが、

「そうですね」

　と、ようやく自分は言葉を得た。

「そして全てが、──ホライゾンなんだと私は思います」

「ホライ、ゾン……」

　鈴すずが、うつむきながら口を開いた。腰の吊つり冊さく状対物センサーの金きん柱ちゆう群を小さく鳴らしながら、

「や、優しい人、だったの」

　鈴が小さな声で言った。その上で、あのね、と前置きする。そして、

「し、知ってる？　トーリ君、私を呼ぶとき、初めに、おーいとか、あのさあ、とか、絶対言うの。そして、わ、私に手を差し述べたり、触れるとき、あ、あの、手を、こ、こうやって」

　自分を含む皆の視線の先、鈴の手が、己の制服の腰のあたりを拭ぬぐうように触れた。

　それは手を拭ぬぐうような動きに見える。が、衣きぬ擦ずれの音を含むものだ。

「これ、あ、合図なの。──私、眼め、み、見え、ないから、いきなり名まっ、呼ばれたり、触れられると、び、びっくりして、迷めい惑わく掛けるか、ら、だから、先に別の声や音、って」

「ああ、あたしらも、真似まねしてそうしてるっけね。小等部の時に馬鹿がそれやってるって気づいたときは、あの馬鹿細かいとこで点数稼かせぐもんだと思ったけど……」

　ううん、と慌あわてて鈴すずが首を横に振った。

「ホライゾンが、それ、始めたの」

　息を吸う。

「トーリ君、ホ、ライゾンが居なくなっても、……忘れ、なかった。の」

　そっか、と直なお政まさが言った。悪かった、とも。

　自分はただ、笑えみを得るしかない。

　……ひょっとしたら──。

　鈴さんは、彼のことが好きなのかもしれないと、そう思う。

　と、そのときだ。正面から声が来た。

「あれ？　君達も結局こっちで買い物？」

　この声は、と顔を向ければ、正面の歩道を幾いく人にんかの男子生徒達が歩いていく。

　やはり紙かみ袋ぶくろを抱えたネシンバラやウルキアガ、シロジロにハイディといった面々だ。

「何だいアンタ達、明日をどこまで祭りにする気だい」

「あ、僕達のは今夜分だから。でも、──食材とか被かぶりそうだなあ」

　ネシンバラの苦く笑しように、皆もつられて苦笑する。ハイディが眉まゆ尻じりを下げた顔で、

「でも、……ここしかないかな？　奥おく多た摩まだとトーリ君や喜き美みさんの邪じや魔まになりそうだし、村むら山やまには、この店がないから」

　と、ハイディが逆側の歩道、左さ舷げん側の店の並びを見た。

　皆がつられて見る先には、一件の軽けい食しよく屋やがある。パン屋と兼業の店で、今の時刻は準備中。店てん主しゆの女性は店先の掃除をしながら隣りん接せつ商店の主人達と談だん笑しようしていた。

　自分は、鈴がこちらの背後に回ったことに気づく。だからそれとなく、小さな声で、

「鈴さん、去年以降、ここに来たこと無いんでしたっけか」

「うん。……違ったら、こ、怖いから」

　そう、と頷うなずいた己は、腰のバインダースカートに軽く触れてから鈴の肩を支える。

　そのときだった。軽食屋の女おんな店主が振り向いた。彼女はこちらに気づくと笑みを見せ、

「何だい何だい、今日は朝から教きよう導どう院いんの客が多いね。まだ時間外だよ？」

「あ、すいません」

　と返答したのはハイディだ。ハイディは頰ほおに手を当て、浅く一礼してから、

「あの、……ひょっとしたら、明日、お騒がせするかもしれませんが」

「宴えん会かいでもやる気かい？　だったら、P-01sにも頑がん張ばってもらうとしようかな」

　はは、と笑う彼女にハイディが言葉を告げるのを自分は聞いた。

「宴会……、そうですね。はい。大だい丈じよう夫ぶだと信じてます」

　一息。

「楽しい宴うたげになることを、皆、祈ってますから」
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「明日は楽しくなるといいなあ。そう思わない？　ガっちゃんの方は」

　と、響ひびく声が開放された通路に生まれた。

　午後の色を持ち始めた青空が見える通路を走るのは金の六枚翼よく。制服姿のマルゴット・ナイトだ。スピードメーター型の魔術陣マギノフイグーアを顔横に展開しつつ彼女が行くのは、人や荷物が行き交う長い直線通路。船や、有ゆう翼よくの影が行き交う村むら山やま右う舷げんの輸送横よこ町ちようだ。

　武蔵むさし中央側、右舷の壁をハッチとして開いた右舷輸送横町は、武蔵停てい泊はく時には逆ぎやく舷側の陸りく港みなとから受け取った荷物を武蔵むさし野のや奥おく多た摩まに送る配送口となる。

　この時間、通路は各企き業ぎようや個人の配送業者で賑にぎわったり、

「ガっちゃん、上の方だと今は加か重じゆう空間内での上昇レースだね。後で出る？」

『そうね、一ひと仕事終えたらまた行きましょう。〝提督アルミランテ〟や〝海兵マリネ〟相手に稼かせぎましょうか。折せつ角かくこのところで〝山椿ヴイルトカメリー〟の姐あねさんから〝見下し魔山エーデルブロツケン〟の航空装備テスター推すい薦せん貰もらえたし、白嬢ヴアイスフローレンのカスタムとかしておきたいものね。そっちの黒嬢シユヴアルツフローレンもそうでしょ？』

　魔術陣から聞こえるナルゼの声に、うん、と頷うなずいたナイトは、右腕の業務許可書を上げ直した。小こ包づつみがいくつか入ったカートに箒ほうきを突っ込んで艦かん首しゆ側へと急ぐ。

　人々の声や動きの中を行きながら、彼女は、声が通るたびに針を振る魔術陣に対して、

「ちょっと待っててね。何か今日、貨物の行き来が変で皆が詰まっててナイちゃん困り気味。シロの言ってた通りに上りの荷物ばっかりでさ」

『別にいいわよ、三み河かわ発が多いんだったらこっちも移動しとくだけだから』

　と、向こう、ナルゼの側そばから声がする。後こう輩はい達の声で、

『──先せん輩ぱい達、空の方、出ますよね！　応援してますから！　部費賭かけますから！』

「あはは、出て勝たないと駄だ目めだねガっちゃん」

『ええそうね、慢まん研けんの新作〝コボさん〟出版のためにも。……でもそっちの荷物は後あと何個？』

「急ぎは一つかな。後は夜でも大だい丈じよう夫ぶだと思う。でもまあ、焦り過ぎもよくないよね。前に、K. P. A. Italiaの客船にＫＫＫ配送部が漫研の荷物をブチ込んだことあったっしょ」

『ああ、うちの部のホモ課がイベント用に作った三千冊ね。王様ウケで骨こつ法ぽう攻めだったっけ』

「ガっちゃん実在人物をネタにするのは控えようよ。王様多分ヘタレ攻めだと思うし」

『私が描いたんじゃないわよ。ま、王様派は遣けんしてきた六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズへの抗こう議ぎのつもりがイタ公こうへの抗こう議ぎになるとは思わなかったわ。歴史再現による印いん刷さつ技術成立も罪つみ作りなものね』

　まあ、とナルゼの声が携帯から聞こえる。

『ちゃっちゃと終わらせて本日三勝目をあげて、夜の用意しましょ。白魔術師ヴアイスヘクセンと黒魔術師シユヴアルツヘクセンが夜の遊びに仕事帰りの匂においさせてたら恥はじだもの』

　そうだね、ナイトは足を止めた。十メートル級の大型木箱が輸送船から艦かん内ないに運び込まれるため、輸送横よこ町ちようの警けい備び員が歩行者一いつ旦たん停止の交通指示を出している。

　停止の列に並んで一息ついたナイトは、術じゆつ式しき風防の向こうに見える武蔵むさし野のと奥おく多た摩まを見た。

　武蔵野は船型の艦かん首しゆと、艦かん尾び側の空を屋根のように覆おおう術式管制器が特とく徴ちようだ。そして奥多摩の方は、艦上に階段式の居住区や自然区のフロアを持つ。武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんはその階段の最上部に位置し、教導院前から右う舷げん側の後こう悔かい通どおりに至るための階段は、ここからでもよく見える。

　階段上の人ひと影かげは捉とらえられるし、個人の特定も出来る距離だ。

　しかしナイトは、教導院側の階段に座っている小さな影を見た。

「ガっちゃん、……喜き美みちゃん見える？」

『Ｊｕｄジヤツジ．、──こっち、武蔵野からはよく見えるわ。喜美が動いてないから』

「それって、ソーチョーも動いてないってことだよね。後悔通りの前から」

『そうね。……あの二人に対して、何かコメントある？』

　そうだなあ、と、ナイトは小こ包づつみのカートに手を突っ込んで荷物を一つつかみ。

「一個ある急ぎの荷物って生徒会宛あてでね？　配送票に思いっ切り〝絶ぜつ頂ちよう！　ヴァージンクイーン・エリザベス初回盤ばん〟ってプリントあるんだけど、コレ頼んだの、ソーチョーだよね」

『しんみりしたいのかツッコミたいのかどっちかにしなさいよマルゴット。ってか朝のが最後のエロゲじゃなかったのかしらあの男』

「これ、出雲いずも通つう神しんの教育番組〝働く階級のおじさん〟の包みで教育ものみたいにカモフラしてあるけど配送票でしくじったよね。確か〝とっかえひっかえヘンリー八世！〟の続編だっけ」

『だからコメント難しいネタ振りしないでってば』

　そう？　と首を傾かしげたナイトは、横を見て、そこに自分と同じ通行待ちの姿を見て、

「あ、セージュンだ」
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　正まさ純ずみは、いきなりの声に身を震わせた。

　振り返った視線の先、金の六枚翼よくのナイトがいる。正純は彼女の押すカートを見て、

「……バイトか？」

「ううん、ナイちゃん正せい業ぎよう。セージュンはどうしたの？」

「あ、ああ、三み河かわの帰りなんだ。それでまあ、学校の方、後悔通りの方に行こうと思って」

「Ｊｕｄジヤツジ．、成なる程ほどね、今の時間外そと舷げん側は混むもんね」

『？　ナイト？　正まさ純ずみが来てるの？　だったら夜のこととその荷物──』

　夜？　と魔術陣マギノフイグーアから漏れ聞こえた声に、こちらは首を傾かしげる。対するナイトが会え釈しやくして、

「ガっちゃん、じゃあこれからそっち行くから待ってて。──で、ええと、セージュン、ソーチョーが学校で夜に〝幽ゆう霊れい探し〟しようって。夜八時に階段のとこ。来る？」

　問われ、自分はわずかに安あん堵どを感じた。誘ってくれるのか、と。だが、

「あ、いや。さっき下で酒さか井い学長にもそれ言われたんだけど……」

「駄だ目め？」

　疑問に対し、正純はつい視線を逸そらす。そして、

「生徒会の人間が皆それでは、……示しもつかないだろうし」

　すまん、とつぶやく自分は陰気だなあ、とも思う。だが、一般の判断で言えば、

「うちは村むら山やまだから、夜に奥おく多た摩まに行こうとしたら夜番の番ばん屋やを通る。そうしたら父にも迷めい惑わくがかかるしな」

「正純のお父とうさんって、暫ざん定てい議会の偉い人だっけ」

「まあ、……そうだ、な」

　どう答えていいものか迷っていると、不意に、ナイトが笑えみと共に手の包みを掲げた。

「じゃ、これ、あげる。生徒会宛あての荷物だよん」

　は？　と疑問しつつも受け取った自分は、手にした包みの配送票を見て、

「何な故ぜ、こんなものが生徒会に……」

「とりあえず持って行ってくんないかなあ。今だとソーチョーが後こう悔かい通どおりの近くにいるかもしれないし。……会っておくといいと思うよ？」

「何故？　何故に会っておくといいと？」

　正純の疑問に、ナイトはカートから出した携帯金庫を腰後ろのラッチに付け、笑みで答えた。

「うん。──明日の話題についていけるから。若い女の子には流行って大事なことだもんね」

　言うなり、ナイトは壁かべ際ぎわまでカートを持って行くと箒ほうきを抜いて蓋ふたをした。そして彼女が鍵かぎを掛けて振り向くより早く、こちらの背後、吹き抜けの空に風が来た。

　……え？

　振り向けば、それぞれの服や、各国の古びたフライト仕し様ようの制服を来た男達や女達が、箒や飛ひ翔しよう用の器具、または自分達の翼つばさで空を舞い、止まっている。

　幾いく人にんかはこちらを、ナイトの方を見て、

「上がって来いよ〝双嬢ツヴアイフローレン〟！　今度は負けねえ！　年寄りの権けん威いってもん見せたらあ！」
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　ナイトは、箒の先せん端たんにある賢鉱石オレイ・メタロに触れ、起き動どう操作を行いながら振り向いた。

　見るのは驚き顔の正まさ純ずみの向こう、空にいる配達業のライバル達に向かって、

「ちょっと待っててね？　加か重じゆう上昇はナイちゃん達の苦にが手て課題だからやっておきたいし」

「苦手克こく服ふくたあいい心がけだな！　俺らが鍛きたえるに相応ふさわしいわい」

「〝提督アルミランテ〟、アンタもう歳としなんだから下がってなよ。二人組の場合、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの元エースのあたしらだって魔女テクノヘクセン服無なしの二人に勝しよう率りつ六割超えがぎりぎりなんだ」

「こっちはマジで現げん役えき当時の対武ぶ神しん戦せん闘とう用マニュアルなんかを引っ張り出して戦闘機き動どうしてんのにな。──三年前はザコ同然だったのが、面めん倒どうなガキどもに育てちまったもんだ」

　あはは、と笑って自分は走っていく。と、通りに立つ正純が、

「……これは……、一体何だ？」

「あ、配達業の皆がやってるレースや模も擬ぎ戦。監かん視しが無くなると始めるから〝隠れ四[image: 辻]ゲハイムニスシヤバート〟って言われてるの。技術研究や講習会して、またそれの見物や賭かけで収入もあるしね」

「間ま近ぢかで見たことはなかったが……」

「今度皆と来るといいよ？　怪しい御お菓か子しとか出るし月つき一いちでオールナイトやるし」

　ね？　と声を掛けると、空の皆も頷うなずいた。今、集まってきている者達の服装や装備は、各国の航こう空くう隊のものばかりだ。同級生や年少者も多いが、主に年上の異い族ぞくや魔女が多いのは、異い端たん狩がりなどの迫はく害がいを避けて武蔵むさしに集った者達だからだと聞く。

　各国では教きよう導どう院いんの卒そつ業ぎようは無期限制だが、極きよく東とうでは、十八歳さいで教導院を卒業する決まりとなっている。だから彼らはもう、武蔵に来た以上、現げん役えきではいられない。だが、

「来いよ現役エース！　古いエースどもが鍛きたえに来てやったぜ！　〝山椿ヴイルトカメリー〟を負かして〝見下し魔山エーデルブロツケン〟のテスターになった腕うで前まえ、見せて貰もらおうか！」

「あははガっちゃんいないと全く歯が立たないけどね。──いれば無敵だけど」

　言う言う、という皆を向こうにおいて、自分は正純に手を振り、

「じゃ、荷物を、ソーチョーに御願いね」

　あ、うん、と頷く正純を背に、己は空に身を跳ばせた。

　虚こ空くう。足に支えが無くなる浮ふ遊ゆう感と、翼つばさが自然と受ける風に対して、ナイトは掌てのひらにスピードメーター型の魔術陣マギノフイグーアを出す。


『型式呼よび出だし：作品名〝寝顔の始まり〟：確認』



　魔術テクノマギは、消費流りゆう体たいを最小単位であるATELL単位で詠えい唱しよう計算して行う術じゆつ式しきだ。だが作った術式は焦しよう点てん具ぐに保存し、必要ならばその計算を即そく座ざに呼び出し詠唱不ふ要ようだ。今も行うのはそれで、


『〝寝顔の始まり〟：五回起き動どう：──確認』



　同時。箒ほうきのブラシ部に三つ。先せん端たんに二つのスピードメーターが出た。ほうと、声をあげた〝提督〟が、

「おめえ、ホント、そういう術式しか作ってねえだろ！　幾いくつ目の型けい式しきだよそれ」

「即そく時じ作成だと無む駄だ多いからパターンごとに最適なのを保存してるだけだよん。皆が構い回すからパターンのフォルダ分けが面めん倒どうになってきてるけどね。……ともあれ、〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟無しでやるから、一周競走ね。途と中ちゆうでガっちゃんと合流して二週目行って、上ね？」

　おお、という彼らの声を受けるように、箒ほうきのブラシ部から大気の爆発が起きた。

　次の一いつ瞬しゆんで、自分の身と視し界かいは武蔵むさし上空に出た。

　空。

　眼下には、午後の日差しを浴びる武蔵の上面、町や自然公園の背がある。

　大きいなあ、と思う視界に、下から追ってくる陽かげ炎ろうや風が見えた。

　皆が、追ってきている。それぞれが、こっちのことを構い、鍛きたえてくれる。魔女テクノヘクセンとしての居い場所が無くて武蔵に流れ着いた自分にとって、彼らは有あり難がたい存在だ。初めは衝しよう突とつもあったけど、食い下がっていく内に認められ、鍛えられて、今は対等になっている。

　そしてまた、

　……ソーチョーに喜き美みちゃんか……。

　奥おく多た摩まの教きよう導どう院いん前、〝後こう悔かい通どおり〟の前に見知った人ひと影かげが二つあり、しかし動かぬままでいるのを確認し、自分は箒の先せん端たんを北の空に向けた。

　一周。それをしても、あの二人は動かないだろうなと、そう思いながら。







[image: 第十一章『酒房の大人達』]
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「──というわけだ。悪い記き憶おくでしかないわな、昔のことなんざ」

　と、木造の屋内に野の太ぶとい男の声が聞こえた。

　場所は三み河かわ郊外、二十畳じよう程度の、厨ちゆう房ぼうとカウンターを持つ空間。酒や軽けい食しよくを出す食堂だ。

　入り口側は木のテーブルと椅い子すが並ぶが、奥の半面は畳たたみ敷じきだ。声はその畳敷きから、

「いいかあ、そういう昔を忘れて心しん機き一転、左さ遷せんでいじけてたお前に対し、ようやく十年ぶりに我らが会おうと言い、昔なじみの場所まで予約とって用意したというのに──」

　と、奥の卓たくを囲んでいた酒さか井いと忠ただ勝かつと榊さかき原ばら、そして忠勝についていた少女という皆の内、忠勝が酒を飲み干した中ちゆう徳利ジヨツキを声と同時に卓へ叩たたきつけた。

「酒井、お前、昔と同じように戦せん闘とうの最中に相手の尻しり触るか!?」

「あのな、フツーは再会した偉い御友人様さまに娘つっかけさせないだろ？　二ふた代よだっけ？　名前。昔に見たことあるが、強くなったもんだ。それをマジにけしかけるなんて十年前と同じでダっちゃん頭おかしいだろ？　ＲＰＧやると、戦闘ですぐ即そく死し呪じゆ文もん掛けたがるタイプだよね」

「やかましい、貴き様さまはいつもそうやって自分勝かつ手てだから武蔵むさしの学長に回されたりするのだぞ!?　つまりだなあ──」

「おいおいダっちゃん、昼から酔って話を三ループもさせんなよ。つうか学長いいぞ？　若い女の子と話がしたいとき、女教師と話をしたいとき、若わか造ぞう全員整列させて朝ちよう礼れいやりつつ心の中では超軍隊指し揮き官ごっこをやりたいとき、如何いかがだよ学長職。なあ榊原！」

「何な故ぜに私に回しますか君は」

　言うと、酒井と忠勝は二人で揃そろって榊原を見て、

「──お前、ホントに昔っから反応が悪いな！」

　と、忠勝の背後の少女、二代が、小さく手を挙げた。

「父ちち上うえ、さっきから三ループ分、榊原様が虐しいたげられてる気がするので御ご座ざりますが……」

「ああ、二代、お前、十年前の我らのノリとか、憶おぼえとらんか。我も、十年ぶりに会って、まさかこうまでソッコで当時リフレイン状況になるとは思わなかったが……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と二代は頷うなずく。軽く座ざ礼れいして、

「出来れば、改めて御紹介を──」
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　剣を学ぶ本ほん多だ・二代にとって、父である忠勝を含む松まつ平だいら四し天てん王のうは特別な存在だ。

　現在、三河は人ひと払ばらいや新しん名な古ご屋や城の稼か働どうによる怪かい異いの多発によって、人が少なくなっている。数少ない人間の重じゆう臣しんとして残っているのは父や榊原だけで、他は自動人形に襲しゆう名めい権を奪われたり、辞じ退たいして去っている。

　本ほん多だ家も主要なものを松まつ平だいら別べつ領りようの江え戸どに移し、郊外に小さな屋や敷しきを持つ有あり様さまだ。自分も、ここ数年は中央側に足を向けていない。が、今日、〝昔なじみの場所〟と言われたここが中央側に近いため、内心では怪かい異いの発生などを警けい戒かいしっぱなしだ。

　……それなのに父ちち上うえ達は剛ごう胆たんで御ご座ざる……。

　彼ら、松平四し天てん王のうの人気は、郊外に移り住んだ人々の間において未だに高い。最近、出張とやらで井い伊い・直なお政まさを見ないが、彼や父、榊さかき原ばらは三み河かわに残った人々の顔役となっている。

　そして人々は、酒さか井いのことも口にする。

　……実質、松平四天王のリーダーとされる御ご仁じん。

　昔に会っていたことがある。話もしたことがある。が、十年以上前のことで、よく憶おぼえていないし、相手の存在の価か値ちも意味も解わかっていなかった。単なる猫ねこ背ぜのオヤジだとばかり。

　だから、四天王の内、酒井だけが、自分の中から抜けている。

　人々の言う評価、政治、武道、人格への称しよう讃さんはどれほどのものなのか。

　今、本人が目の前にいるが、

「あ、俺、酒井・忠ただ次つぐね。君のお父とうさんとかよりマジ偉いから。俺と君のお父さんは地元組で、そっちの榊原と、ここにいない井伊は、小四からの編へん入にゆう組。三十年前だっけ、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんが武蔵に出来たとき、こいつら余よ所そから入ろうとしたんだけど入れなかったの」

「あの時期は、アリアダストが開放的であることを示すために異い国こく人の編入を第一としてましたからな。私や井伊君は神しん州しゆうのためを思って編入を辞じ退たいしたまでです」

「うわ言い訳上う手まいねえ。ともあれ学生時代は殿との先生、──元もと信のぶ公こうが学長兼けん永世生徒会長だったから俺総そう長ちようで、君のお父さんが特とつ攻こう隊長」

「副長って言えよ馬ば鹿か野郎。今でも三み河かわの特とく例れいとして聖せい連れん認可の特殊予よ備び役副長だぞ。」

「無視するけどいいよね。んで、井伊が副会長で、この榊原がまた口先だけの男でなあ」

「口先……」

　榊原は麦むぎ茶ちやを飲んでいたが、こちらの視線を受けると慌あわてて手を振り、

「べ、別にそんなことは無かったのですぞ！　書記で、文系としての能がありましたしな！」

　そうだっけなあ、と、父と酒井が頷うなずいた。まずは父の方が、

「確かに文系能力あったよな、榊原。学園祭のとき、罰ばつゲームでお前が小等部の卒業文集に書いた詩〝明日の某それがしら〟を朗ろう読どくしたの、あれ結けつ構こうウケてたしな、──我だけに」

「だよねえ、今となってはいい思い出だっけね。小等部のときさ、教導院の四階から下に重りつきの癇かん癪しやく玉だま投げてよく遊んだよね？　パァンって音がして、窓から下見たら下校中の榊原が頭から煙上げて俯うつぶせに倒れていたりしてね。いや、今でもよく憶えてるわアレ。気き絶ぜつした人間って腕とかダラりとしてんだよね」

　はあ、と頷いたこちらの視し界かいの中、口くち端はを歪ゆがめた榊原のこめかみに青あお筋すじが浮いていくが、自分は何も言わない。大人おとなの話題で御座る。子供は口出しせぬのが得策。

　しかし、大人おとなの方からこちらに話題を振ってきた。

　楽らく焼やきの日本酒ピッチャーを掲げた酒さか井いが、笑えみでこちらに問うてきたのだ。

「ダ娘君、そろそろ体育会系けい親父おやじの洗せん脳のう解ける歳とし頃ごろでしょ？　反抗期でしょ？　うちの教きよう導どう院いん来ない？　君みたいなの、かなり欲しいなあ俺。本ほん多だ・正まさ純ずみもいるよ？　憶おぼえてる？」

　ダ娘……、と、自分は口くち端はを歪ゆがめてつぶやく。だが、今の言葉には見知った名前があった。

「正純とは、中等部以降、あまり顔を合わせておりませぬが、武蔵むさしに行ったと聞いておりました。今は何やら副会長になっているとか……」

「そうそう、だから、うち来ない？　ステレオ本多は面白いと思うんだよなあ」

　すると、酒井とこちらの間にいる父が、まず、中ちゆう徳利ジヨツキを逆さに振って中身がないのを確認した。そしてこちらに半はん目めで振り向いた彼は、酒井に聞こえるような声で、

「二代、あんまり気にとめるな。あれ、昔から〝自分は他人に好かれている〟という勘かん違ちがいをしてる可哀かわい想そうな男でな。小等部のとき、卒業文集の先生からの質問で〝友達何人出来ました？〟って聞かれると〝全員！〟ってためらいなく答えるタイプ。榊さかき原ばらが〝無〟って書いてるのと超矛む盾じゆんするんだが、しょうがないから我らが防ぼう波は堤ていになっておるのだ」

　話の後半あたりから、向こうの榊原が手を小さく左右に振ってみせている。

　……大変だったので御ご座ざろうなあ。

　そうは思うが、しかし今、酒井に問われているのは確かだ。

　……武蔵に来い、か。

　極きよく東とう唯ゆい一いつの領りよう土ど。移動によって極東全域を回る航こう空くう艦かんだ。

　環境のいい武蔵の学長が誘うのだから、フォローも万ばん全ぜんだろう。

　だが、答えはすぐには出せない。なぜならば、

「──少し待ってろ、酒井」

　と、父がはっきりした口く調ちようで言った。

　彼は、厨ちゆう房ぼうで働く自動人形に換えの中徳利と焼き鳥をダースで頼み、

「どっちにしろ、今、三み河かわは武蔵や他国とは交流不許可だ。去年なら違ったが、今年は武蔵に行かせようとしても出来ん」

　だから、

「お前のとこの武蔵、三河からだけは露つゆ払はらいとしての警けい護ご隊の先行艦がいつも出るであろう？　安あ芸きまで先に行き、回かい廊ろうの安全とかを調べるための。──今回の先行艦は二代が管理する。三河の警護隊は、今は二代が総隊長だからな」

「へえ、極東で防ぼう衛えい的対外闘とう争そうが聖せい連れんから赦ゆるされてる三河の警護隊の総隊長か。歴史再現に制限されて銃とかまだほとんど持てないけど、接近戦や遭そう遇ぐう戦なら結けつ構こういけそうだね」

「安芸まで行って戻る際だが、そこから先は降りるなり何なり好きにしろと言ってある」

「好きにとは──」

　酒さか井いの問いに、父が答えた。

　それは、先日に父と決めたこと。これから先の己おのれの身の振りとして、

「──全部、自分で決めろってことだ。だから、そのとき誘え。二ふた代よが武蔵むさしやお前を必要だと思ったら、そっちに加わるだろう。我の名を襲しゆう名めいしようと思うなら、また別のこともするであろうよ。そういうことだ」

　父が言った。

「これから先、世が動く。──娘くらいは、好きに動かさせてやりてえもんだ」

「いいよなあ」

　……え？

　酒井の目が、こちらに向いた。酒井は、わずかに眉まゆを立てた笑えみで、

「松まつ平だいら家け最強、いや、極きよく東とうの東とう国ごく側において〝東国無む双そう〟と言われた本ほん多だ・忠ただ勝かつが選んだ逸いつ材ざいだ。──育てて面白かったろう？　どれだけ期待してんだホントに」

「お前、我を褒ほめてるようで二代にしか興きよう味みがないな」

「当たり前でしょ。引いん退たい決めつつまだ副長やっているジジイより若い子の方が騙だましやすいし。しかし〝西無双〟の立たち花ばな・宗むね茂しげが三征西班牙トレス・エスパニアの大友で襲名されちまったから、こっちはコネで何とかならないかと思ってたんだがなあ」

　酒井が一息つく。対する自分は、内心の震えをとどめるのに精せい一いつ杯ぱいだ。

　松平四し天てん王のうの元リーダー。十年のブランクをおいた彼を試すため、父の命令で私服の彼に先ほど仕掛けた。それも、加速術じゆつ式しきの準備を整え、父から相手の癖くせを聞いた上で、だ。

　だが結果は明白だった。

　こちらは、手を出すことは出来たが、届かせることが出来なかった。

　そんな相手が、こちらに興味を持っているというのは、有あり難がたい話だ。

　何しろ己は、三み河かわから出たことがほとんど無い。その実力を見せる相手も、基本は父や、指導用の自動人形達だ。修しゆう練れんを抜けてきたという思いがあると共に、

　……自分に確かな力があるのかどうか、不安があり申す。

　先ほど名前の出た立花・宗茂は、昔に西無双と呼ばれた西さい国ごくの強つわ者もの、立花・道どう雪せつの養よう子しであり、既すでに各地を転戦していると聞く。

　いずれ自分も、と思っていることが、とうとう現実になる。

　と、そのときだった。酒井が口を開き、辺りを見回した。

「──結局、井い伊いが来ないようだが、どうしたんだ？」
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　問うた酒井は聞く。榊さかき原ばらが、

「井伊君は──」

「井い伊いは、所用で出ていてな」

　榊さかき原ばらの言葉を断ち切った忠ただ勝かつの言葉に、二ふた代よが顔を上げたのを自分は見た。彼女の顔は、そうなのかと言いたげな目をしている。ならば、と己が思うのは、

「……極ごく秘ひか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、忠勝が言った。そのときだ。

　遠く、店の外から足音が響ひびいてきた。二代が店の出口を見て、入ってきた足音の主を、

「──鹿か角づの様」

「Ｊｕｄ．」

　答え、座ざ敷しきの上がり口で足を止めたのは、長身の侍じ女じよ服ふく姿。自動人形だ。耳の位置から上に伸びる黒の角つの型感覚器を見た己は、手にしていた中ちゆう徳利ジヨツキを思わず取り落とし、

「げえ、鹿角……！」

「Ｊｕｄ．、──下らない。どなたかと思えば酒井様ですか」

　彼女、鹿角は半はん眼がんの視線をこちらに向け、

「左さ遷せんからのこのここんなとこやってきて若い未来ある少女に対してサービスもせずに酒飲みとは、大した大人おとなだと判断出来ます。二代様、早く御お屋や敷しきにお戻りを」

「……ダっちゃん、十年前と同じで、相変わらずこの女、ダっちゃんとこ？」

「しょうがねえだろ。コイツが一番うちの女によう房ぼうの料理の再現出来るし、女房の剣けん筋すじの再現出来きるし、礼れい儀ぎ作法とかも、人に教える分はちゃんと出来ててなあ……」

[image: ]

　Ｊｕｄジヤツジ．と、鹿か角づのがこちらに頭を下げた。

「現在は、私が二ふた代よ様の基本師し範はんを務めております。二代様も年とし頃ごろの女性ですが、忠ただ勝かつ様ときたら風ふ呂ろに入ろうとか焼き肉屋行こうとかかなり駄だ目めですので。──情なさけない」

「ああ、昔からダっちゃんのダは駄だ目め人間のダだからねえ」

　酒さか井いが言った間だ。その眼前、右目の正面三センチの位置に、鋭いものが突きつけられた。

　竹たけ櫛ぐしだ。

　焼き鳥を刺していた一本の竹櫛が、宙に浮き、こちらの右目に向けられている。

　見れば、鹿角が右の手を肩の高さに突き出していた。

「──重力制せい御ぎよの有効範はん囲い内として充分です。忠勝様はこんな駄目でも当家の主あるじです、愚ぐ弄ろうはおやめ下さい」

「ダっちゃん、この女、相変わらず〝自分はいい、他人は駄目〟の鬼おにルールかよ。主あるじだったら何とかしろよ。十年以上これってのは、自動人形として人格壊れてるだろ」

「我、口喧げん嘩かは弱くてなあ」

「別にこの性格は自動人形としては基本的なものですので問題はありません。神じん代だい以降、自動人形は人に尽くす性質を確固としていますが、敬うことは確固としませんでしたので」

「自動人形の存在権ってやつだよな」

　Ｊｕｄ．、と鹿角は会え釈しやくした。

「尽くすべき人以外にはその人の身体からだを重力制御で左右することは出来ませんが、間接的に咎とがめをすることは可能です。以後、お気をつけ下さい」

　言葉とともに、竹櫛が皿に降りて他の櫛と並ぶ。

　それと同時に、鹿角が一礼して告げた。

「そろそろ二代様の船の準備をお願い致します」

　Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．と、忠勝が立ち上がり、二代も一礼して身を立たせた。

　さてなあ、と背を向けた忠勝は、しかし、右の手を軽く上げ、こう言った。

「──では、我はここまでだ。この先、しっかりやれよ」
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　そして女二人と男一人、どれも武む者しやの力を持つ三人が料りよう亭ていから出ていくのを、酒井は榊さかき原ばらと共に見送った。彼らの姿が消え、足音が消え、話し声も届かなくなった後、厨ちゆう房ぼうで包ほう丁ちようや水を流す音だけが聞こえるようになってから、酒井はテーブルに肘ひじをつく。

「榊原……、実はダっちゃん、食い逃げ？」

「私、麦むぎ茶ちやだけですので」

「おいおい俺、金ないよ？　ここでツケたら払いは来年の三み河かわ来訪のときだぜ？」

「別に私が払えば──」

「それじゃ俺の借りになるだろ」

　酒さか井いの声が、彼ら以外にいない店内に小さく響ひびいた。

「俺が貸しを作る。そういう話だ。解わかるだろ？」

「そういう話、とは？」

「お前さんが俺とまだいる理由だよ。そう、俺がお前の分とダっちゃんの分を払って貸しを二つ作るから、……返すためにお前さんは俺に二つ、話をする」

　まず一つは、

「井い伊いのことだ。さっきからダっちゃん避けてたけど、お前さん、話そうとしてたな？　井伊はどうした？　──末まつ世せも近く、怪かい異いも多いこの三み河かわで、何かアイツにあったのか？」

　そしてもう一つは、

「──武蔵むさしにP-01sって自動人形がいる。先年に三河から来たあの自動人形は、何だ？」

「何だと言いますと──」

　と、そこまで言って、榊さかき原ばらは首を横に振った。彼は酒井から視線を外し、おもむろに腰を上げると、

「まあ、外に出ましょうか。……歩いた方が、話しやすいこともありますしね」







[image: 第十二章『後悔通りの清純者』]
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　階段の上に、一つの影が座っている。

　長い髪かみを風に靡なびかせているのは、喜き美みだ。

　彼女は階段に座ったまま、頰ほお杖づえついて下を見ていた。

　眼下。大きな階段があり、第二校庭があり、また階段がある。第二校庭では体育会系けいの部活がそれぞれの活動として模も擬ぎ戦や打ち込みの練習を行っている。

　しかし、それらの動きの向こうに、喜美は視線を向けていた。

　見るのは学校敷しき地ちの外。正面通りとなっている自然区画の一直線。

　石いし畳だたみを模もした樹じゆ脂し材で舗ほ装そうされた通りの前に、一人の少年が立っている。

　制服姿の、線の細い影の持ち主は、トーリだ。

　喜美は、立ったまま動かない彼の後ろ姿を見て、吐と息いき混じりにこう言った。

「怖かったら、戻ってきてもいいのよ、トーリ。──愚ぐ弟ていなんだから」

　喜美は言葉を作り、片膝ひざを抱えた。そしてしばらくすると、視線の先でトーリが動き出す。彼は、くねくねしたり、反復横飛びを始めたり、街がい灯とうの柱で低姿勢型ポールダンスを始め、

「フフフ愚弟、結けつ構こういい雰ふん囲い気きだと思ったらぶちかましてくれるじゃない」

　ポールダンスが行き過ぎて、トーリが街灯の柱を虫のようにいそいそと上り出したときだ。

　背後から声が聞こえた。

「トーリは何やってんの？　あれ。新種の遊び？　それとも叩たたき落とした方がいい？」

「フフフ先生、学食で酒飲んでたって話だけどそっちこそ何しに来たの？」

「まあ先生は涼みに、かな」

　と、右横に酒さか瓶びんを小こ脇わきに抱えたジャージ姿が座る。わずかに乱れた髪を手で直す彼女に、喜美は眉まゆをひそめ、

「フフフ先生、手て櫛ぐしはファッション以外にしちゃ駄だ目めよ。トーリもよくやるけど、髪が傷むんだからちょっと私に任せなさい」

　と、喜美は隣となりに座ったオリオトライの髪を、懐ふところから取り出した櫛で梳すいていく。

　オリオトライはされるがままに任せながら、しかし酒で上気した顔を緩め、

「へへえ」

「何よ先生、気持ち悪い」

「いやさ、先生、昔に近所のおばちゃんにこういうのしてもらったの思い出しちゃって」

「おばちゃん……。先生、出雲いずも方面の出身だったかしら？」

　へへへー、とオリオトライは目を細めて笑い、

「ま、地元だといろいろあったけど、今が一番幸せかな」

「フフフ先生、いきなり酔っぱらって人をおばちゃん同列扱いした上で人生語らないでよ」

「まあいいじゃん。何ていうかな、先生にとっても、今日はめでたい日だから」

「あら偶ぐう然ぜん、トーリも今日がめでたい日よ。明日がもっとめでたくなるといいけど」

　喜き美みの言葉に、オリオトライは頷うなずいた。そして彼女は喜美に視線を向けると、

「優しいねえ」

「……ちょっと、こっち向かないで、櫛くしが通らないでしょう」

　悪い悪い、というオリオトライが、空あいた手で己おのれの首もとに触れた。そこにある鎖くさり、胸へと落ちる対の鎖を指でもてあそびながら、

「頑がん張ばれ頑張れ」

　言う視線は、柱の上に立っているトーリに向いている。

　喜美は、彼女の後ろ髪かみを梳すきながら、

「フフ、先生は、愚ぐ弟ていの味方になってくれる？」

「愚弟はどうだか知らないけど、葵あおい・トーリの味方にはなるわよー。喜美や、他の誰でもね。少なくとも、先生のクラスの皆に対しては絶対に味方だから。──あ、でも、学生間抗こう争そうに教員は直接関われないから、そこらへんの判断ある時は勘かん弁べんしてね？」

　そう、と喜美は頷うなずいた。オリオトライの逆側の髪を梳くために立ち上がり、

「……あら？　やっぱり」

「どうしたの？」

「さっき、向こうの多た摩まの方から、正まさ純ずみが渡って来てたのよね。何だか向こう、自然区く画かくから後こう悔かい通どおりの半なかばあたりに抜けようとしてるみたいだけど、変なトコを抜けたがる子ねえ……」

　喜美は、櫛を顎あごに軽く当て、首を傾かしげた。

「フフ、でもまあ、あの副会長も何のつもりかしら？　後悔通りを目指してるなんて」
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　森の中を、歩いている影がある。

　午後の日差しによって影を得る森の中、制服姿すがたで辺りを見回しつつ行くのは、正純だ。

　正純は右の小こ脇わきに紙かみ箱ばこを抱えながら、

「〝後悔通り〟に近道しようとして、横に入ったのが悪かったな……」

　軽けい食しよく屋やの女おんな店主の言葉に従い、ちょっと後悔通りに寄ってから教きよう導どう院いんに行き、トーリに小こ包づつみを渡そうと思っていた。アリアダスト教導院の正面。後悔通りはいくつも並ぶ自然区画の一角を通る街道だ。自然区画を横に渡っていけば、各かく区画の縁へりを回るよりも早くつく筈はずだが、

　……迷ったわけではないよな？

　自然区画は居きよ住じゆう区くや輸送区などと同じブロック制だが、自然環かん境きようの再現のために自然区画が並ぶ場所はブロックごとの区切りが明確ではない。植しよく生せいが密になれば枝えだ葉はの壁が生まれてしまう。既すでに通りを幾いくつか渡ったが、渡った回数が計算と合わないことに気づいたのは先ほどだ。

「……何だか自分から神かみ隠かくしになりに行っているみたいだな、これ」

　三み河かわにいた頃、市内で起きていた怪かい異いの内、同類のものが幾いくつもあった。そして何よりも、

　……〝公こう主しゆ隠し〟。

　母が消えた怪異のことは、今でも憶おぼえている。帰き宅たくした自分の目に入ったもの。それは家の垣かき根ねの周囲に群がる近所の人々と、家の中を探る奉ぶ行ぎよう係の自動人形達の姿だ。

　あのときの喪そう失しつ感と、後に染みてきた後こう悔かいは、まだ新しい記き憶おくとして胸にある。怪異が身近にあるという事実も、だ。

　一年以上が経たつ今でも、なるべく一人の時間を作りたくないと思っているし、当時持っていなかった携帯社しや務むは、最も安価なものだが、お守りのように肌はだ身み離さず持っている。

「まさか、ね。既すでに後悔通り横の森の中だと思うんだけど」

　耳を澄すますと、遠く、陸りく港みなとからの貨物搬はん入にゆうの音が聞こえる。空には船の影も行くし、恐らくナルゼやナイト達が空を騒がしている響ひびきもある。だから大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、とりあえず、

　……次の通りに出たら、教きよう導どう院いん側に歩いてみるか。

　やはり、先にトーリに小こ包づつみを渡してから、後こう悔かい通どおりを調べてみようと、そう思うが、

　……通りはどこだあ──。

　焦る自分の思いには、神隠しへの恐怖感もあるが、妙みような期待感もある。それは、

「後悔通りを調べることで、何か解わかると思っているのかな」

　女おんな店主の言っていたように、酒さか井いの言っていたように、後悔通りを調べれば、皆の方へと踏み込むことが出来るのだろうか。

　どうだろうか、と、自分は枝えだ葉はの壁と木々の隙すき間まに視線を走らせた、そのときだ。

　正純の身は、森の中に作られた小さな公園に出た。

「お」

　と声を上げてみた空間は十数メートル四し方ほうの土の広場だ。一件の休憩所の小屋があり、広場には遊ぶ子供達の姿があり、傍かたわらの木のベンチにも親子連づれの姿が幾いくつかある。見れば艦かん尾び側に小道があるが、そちらが正式な出入り口のようだ。

　……これは──。

　来るのは初めてだが、この休憩所の屋根は教導院の窓から見えていた憶おぼえがある。

「道は、間違ってなかったか」

　一息をつき、離れた位置から休憩所の建物を観る。

　内部に広いスペースがとられた建物だった。入り口に一部屋の間を持ち、奥には大おお窓まどを有した床付きの部屋がある。人ひと影かげが夕刻の翳かげりを帯びた入口や中に幾つか見えるが、その雰ふん囲い気きは、

　……会議室みたいだな。

　そう思いつつ目を止めたのは、休憩所の壁に貼はられたプレートだ。金属の刻こく印いんが示す字は、

「〝御ご霊りよう平へい庵あん〟一六一八年……」

　鎮ちん魂こんのためのものか、とそう思った。三十年前というと、三み河かわ周辺はまだ騒がしく、極きよく東とう各地で起きていた戦争や政治の圧迫に対し、旧派カトリツクの術じゆつ式しきを使用した反乱があった筈はずだ。

　元もと信のぶ公こうは、若くしてそれらの反乱を鎮しずめたことで、当とう主しゆの地位を確保したと聞く。

「そのときのものか。……武蔵むさしの改修後も残したのだろうな」

　一息。休憩所の横に〝正面通り〟と書かれた矢や印じるし看かん板ばんが森を示しているのを見て、

「この周辺は、鎮魂のものが多いのかな」

　歩き出す。木々の向こうに後こう悔かい通どおりの光を見つつ、また森に踏み込む。

　後悔通り。

　どうしてあの場所が、後悔通りと呼ばれるのか、薄うす々うすだが、見当はついている。

「教きよう導どう院いんから降りてきて、通りをしばらく行くと、傍かたわらに石せき碑ひがあるよな。彫ほられている文字は──、〝一六三八年　少女　ホライゾン・Ａの冥めい福ふくを祈って　武蔵住人一同〟だったか」

　今思えば、それが後悔通りという名前に関わっているのではないかと思えてくる。

　人の喪そう失しつは、常に後悔がつきまとうものだ。自分の場合もそうだ。母が消えたとき、

　……ああしておけばよかった、こうしておけばよかった、って後悔したよな。

　あの日、教導院に行くとき、行って来ますと言ったが、返事をもらった覚えがない。聞こえなかったのか、それとも自分に母の返答が聞こえなかったのか、解わからない。ひょっとしたら、あのわずかな時間の間に、母は消えてしまっていたのかもしれない。

　己は思う。自分の後悔と同じものが、あの石碑や、鎮魂の名を持つ休憩所を作らせ、残させているのかもしれない、と。

　だとすれば、あの石碑の少女が、後悔通りの後悔の正体なのだろうか。

　どうだろうと思い、一息をつき、森の空気を吸うように足を止めた。

　そのときだ。

「────」

　不意に、外からの声が聞こえた。

　声は、遠くから響ひびく歌声。通とおし道どう歌かを朗ろうじる声だ。
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　通し道歌を唄うたうのは誰か、正純は知っている。午前、昼前にも聞いた声だ。

「P-01sか」

　朝と昼前、そして午後。ちょっと時間がずれるときがあるが、定期的に彼女は歌う。今日は、今が午後の歌いどきだ。

　そして背後、公園からは子供達の遊ぶ声が聞こえる。

　歌声と遊びの声と、重ねて聞いた自分は、しかし通し道歌の聞こえる艦かん首しゆ側に視線を向けた。

　……今日は、随ずい分ぶんと彼女の声を聞いてる気がするな。

　自分もP-01sもこの武蔵むさしに来たのは一年前だ。だが、関係として考えれば、軽けい食しよく屋やの店員と客の学生であり、しかし、日々の行動が理解出来るようになっており、

　……昔に比べ、よく話をするようになったものだ。本も貸したりして。

　母の話もしたし、自分の身体からだの話も、今日、漏らすように告げてしまった

　一方的な思いかもしれないが、そんな話を出来る相手がいるのは確かだ。

　幾いくつものものを削けずったり、喪そう失しつして、後こう悔かいとともにやってきた武蔵で得られたもの。

「……友人と言っていいのかな」

　一人だからこそつぶやける言葉を宙に置き、己は再び前に歩き出した。

　草を踏み、正面の木々の間から指す光と風景を目指せば、

「────」

　身は、すぐに通りへ出た。木々や枝葉の匂においが空気に薄い。

　振り返り観れば、自分の歩いてきた影落ちる森と、先ほどの休憩所の影が枝葉の向こうに無言で存在している。だが森の中は薄暗く、随ずい分ぶんなところを歩いてきたなあ、と思うとともに、

　……やはり鎮ちん魂こんの場か。外からだと、随分と静かな場に見えるものだ。

　夕ゆう刻こくだし、遊んでいた子供達も、もう帰るのだろうな、と思ったと同時。

　不意に、背後の街道から声が掛けられた。それはやや高い位置、街道に停まった馬車の窓から響ひびく男の声だ。

「一体こんなところで何をしている、正純」

　聞こえる声は、よく知ったもの。だが、自分にとっては、身をすくませる声だ。

　それは、かつて期待に応えることが出来なかった人。

　そして自分と母の元から去り、母を失った自分を武蔵に呼びながらも、

　……ろくに、顔を合わすことすらしない人。

　父親の声だった。
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　午後の空の下、後悔通りの上で生まれた馬車と制服姿の対面の光景。

　それを遠くから見る視線があった。視線が座るのは教きよう導どう院いんの階段上。酒さか瓶びんを抱えたジャージ姿の女教師と、彼女の爪つめを削けずる長ちよう髪はつの少女が、馬車と学生服姿すがたをそれぞれ見み据すえ、

「──正純出てきたわね。馬車の中の人と話してるみたいだけど」

「フフフ先生、何で爪の間に青あお海の苔り入ってるのかしら」

「そりゃ簡単よ、御お箸はしが無いときってたまにあるじゃない。あとは勇気と決断力」

　それよりさ、

「変じゃない？　あっちもこっちも」

　とオリオトライは顎あごで前を示した。

　彼女が〝変〟と示すのは、馬車と向かい合い、真剣な顔でじっと動かない正まさ純ずみもだが、

「トーリ……」

　街がい灯とうの上に座ったトーリが、やはり、じっと、向こうを見ている。

　自分達と同じように、正純の方を、身動きせずに。

　彼はじっと見ている。
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　正純が振り向いた背後。

　そこに馬車がある。二頭引きで対面式の六人乗り。開いた窓の向こう、後こう部ぶ座席中央に一人の男がいる。洋服に身を包んだ黒くろ髪かみの男は、対面に座る男達を軽く右手を挙げて制すと、

「こんなところでどうした」

　こちらを見ぬままの短い言葉に、己は身が縮まるのを感じる。

　萎い縮しゆくだ、というのは自分でも解わかっている。理由も明確に解っている。

　だが今、萎縮している場合ではない。窓から覗のぞける内部、父の対面にいるのは、武蔵むさしの暫ざん定てい議会の議員か、商工会の役員だろう。奥おく多た摩まには学生が部活や個人で起き業ぎようした企き業ぎよう体が多くあり、組合もある。今、彼らはその組合所へと向かうつもりなのだと推すい測そくは出来た。

　だからこちらは口を開き、

「──まだ武蔵のことで、解らないことが多いので、実地で調査をしておりました」

　点数を稼かせぐような物言いだな、と自分で思う。そしていつも通りならば、

　……そうか、とか、無言で立ち去られるのが、パターンだな。

　だが、違うものが来た。

「お前が出てきた森、その中にあった休憩所について、何か解ったことはあるか？」

「え……？」

　言葉が来たこともだが、その内容に己は反応した。父がこちらに言葉を送ってきたのは、要よう人じんの手前における体てい裁さいとも考えられるが、そこで告げられたことは、

「──あの、休憩所が、何か？」

　父が何か知っているなら聞きたいが、

「勉強不足だな、何一つ理解がないとは」

　視線を合わさずに言われ、自分は眉まゆ根ねに力が宿るのを感じる。

　自分と父の間にある親子仲なかは、〝解らない〟というのが実情だ。悪いと言ってしまえば済むのかもしれないが、それが明確になるほど衝しよう突とつしたこともなく、言葉を交わすこともない。

　……ただ、母がいなくなったとき、この人は──。

　母の仮葬そう儀ぎにも出なかった。代わりに使いが来て、武蔵への転居を勧められた。

　武蔵に来た自分は、父に、武蔵における政治家志し望ぼう者として、教導院に通いたい旨むねを告げた。

　返答の声は、こうだった。

「何を言っている。──武蔵むさしの政治家ではなく、もっと別のことに目を向けろ」

　あのとき、生まれて初めてこう思った。

　……もう、私のことは、どうでもいいのか。

　あれから一年だ。視線を合わさず、言葉もろくに交わさない。今ならばどうだろうか。客の前ならば、無視はされないだろう。どうでもいいという反応はされないだろう。

　だから今、自分は何かを言おうとした。

　……勉強不足か。

　今日、軽けい食しよく屋やの女おんな店主や、酒さか井いにも似たことを言われた。勉強不足は解わかっている。武蔵むさしのことを知らず、同級生のことも知らず、既すでに現場にいる父には敵かなわないことも。だが、

　……学ぶことを忘れてはいないよ。

　そのことを言いたい。が、どう言えばいいのか。解らず、燻くすぶりの熱が腹に生まれた。

　同時。馬車の中から声がした。

「──しかし、御ご子し息そく、変わったものを持たれてますな」

　え？　と己が見た左の小こ脇わき、そこにある小こ包づつみは、

　……何でこんな爆ばく弾だんみたいなアイテムに興きよう味みを持つかあ──！

「私の取引では、そういうものも扱っておりましてな。──初回盤ばんとはまたレアな」

「あ、いえ、これは、その、友人の──」

　と、こちらがフォローを入れようとするが、遮しや断だんするように父の声が来た。

「よく解らんが、──差し上げろ」

　正純は息をのんだ。

　……無理だ。

　出来ない。これは私のものではない。腹が立つもので、持っていたくもないが、駄だ目めだ。

　だが、自分はこうも思う。これは取引だと。忠ちゆう誠せいを示せば彼らの覚えは良くなり将来に繫つながる一方で、逆らえばまだまだ子供だという扱いを受ける。しかし、

「友人のものだというならば、この後に買って、届ければいい。相手は気づかん」

　向こうは、逃げ場まで用意してきた。

　渡さねば、客にとっては父の恥はじで、自分は相当に融ゆう通ずうが利かない者となる。

　渡せば、客に対して父はこちらを思い通りに出来るという証明を見せ、自分は従順な下げ僕ぼくとしての位置を示すことになる。

　政治家志望ならば、どうするかは解り切ったことだ。

　だが、守らねばならないものが、あるとも思う。

　それは、父と同様の政治家になろうとしつつも、

　……同じようにはなりたくないと──。

　しかし、

「正まさ純ずみ」

　声が聞こえた。これが最後だ。政治家志望者として、武蔵むさしの有力者を前にして、ここでどういう選択をすべきか。いきなりの判断を父が迫ってきた。

　対するこちらは、

「────」

　解わからない。解らないのならば、心に従おうと思った。口から出で任まかせを言うように、自分の判断を行ってしまおうと。それが、本心の決断なのだと。

　そのときだった。いきなり右手から、声が飛んできた。それは聞き憶えのある声で、

「おっしゃセージュンいい仕事だあ──!!」
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　声とともに、右手側から来た風がある。

　茶色の髪かみをステップに揺らした男。彼は馬車と自分の間に軽く飛び込み、

「それ、俺に持って来てくれたんだよな!!」

　小こ脇わきに抱えていた紙包みを、剝はぎ取るように奪った。

　あ、という声で振り向いたときには、彼は既すでに身を回し、服の装飾の鎖くさりに音を立て、元の方へと戻ろうとしている。そして彼は馬車とこちらの間に入ると、ステップを踏みながら、

「有あり難がとよ。今夜中に積みエロゲと一緒にプレイしなきゃいけなかったんだけど、ナイトとナルゼが運んでこなくて空飛んでるから思わず徘はい徊かいしてたんだ！」

「葵あおい……？」

　呼びかけた言葉が疑問になった理由は一つだ。彼の顔、見て解る変化として、

「お前、顔色悪いぞ……？　大だい丈じよう夫ぶか？　何かあったか？」

　汗までにじませた葵の笑えみの顔は、しかし、深く息をつき、ややあってから、

「気にすんな！　ちょっと走ったからな！」

　言葉と共に、彼は教きよう導どう院いんの方に身を傾けた。振り向きと共に言われるのは、

「酒さか井い学長から聞いたろうけど、今夜来るか？　俺、明日、惚ほれた女にコクりに行くから、前夜祭を教導院でやるんだけどさ」

「ば、馬鹿、何だいきなり、お前は」

　話題の転換にもほどがある。父と取引相手の手前と言うこともあり、何な故ぜか自分の顔に熱が来ていることに煩わずらわしさを感じつつ、自分は眉まゆを立てた。

「行くわけないだろ、校則違反だ。大体──」

　思い出すのは、昼における元もと信のぶ公こうの挨あい拶さつだ。あれによれば、

「今夜は三み河かわで花火を上げるそうじゃないか。それなら各艦かんの艦かん首しゆ側から見えるから夜の艦間移動の咎とがめも受けないし、……行くならそっちに行くさ」

「そっか、出来れば来て欲しかったけどな」

「は？　何な故ぜだ？」

　問うと、肩越しに、葵が顔を振り向かせた。が、右から覗のぞく顔は、左側、西からの陽ひの陰になって確かな判別が出来ない。ただ、聞こえる彼の声が、

「──俺のコクる人、セージュンもよく知ってる人だから」

「はあ？　ちょ、ちょっと待て！　……私に迷めい惑わく及ばないよな!?　だよな!?」

　どーだろうなあ～、と葵がくねくねしながら走り出した。

「あんまり恥ずかしいことはするなよ!?　絶対だぞ!?」

　言うが、走り去っていく葵は手をひらひら振るだけだ。

　全く、とつぶやいた己は、しかし、はっと現状に気づく。馬車の方に慌あわてて頭を下げ、

「も、申し訳ありません……」

「いやいや」

　と答えたのは、父の取引相手の方だ。彼は腕を組んで深く頷うなずき、

「まさか、ここで〝後こう悔かい通どおり〟の主あるじが来るとは。──十年ぶりですかな」

「後悔通りの、……主？」

　こちらの問いかけに、取引相手は横よこ目めを向けてきた。うむ、と頷き、わずかに顔を伏せ、

「向かい側、御ご覧らんになられると宜よろしい」

　言われ、対面となる歩道を自分は見た。午後の光によって生まれる濃い木陰の下、一つの石せき碑ひがある。あの石碑は、

「昔、ここで、一人、女の子が事故で亡くなりましてな。公おおやけにはなっておらぬのですが」

「あの石碑は……、ホライゾン・Ａという女の子のものでしたよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうです。ホライゾン・Ａ。つまり、──ホライゾン・アリアダスト」

　下向きに告げられた声に、己は息を詰めた。

　視線の先、姉たちと合流する葵が見える。力無くうなだれた彼を、姉が抱くのが見え、

「アリアダストって、教きよう導どう院いんの名ではなく……」

「もともと三十年前、元もと信のぶ公こうが三み河かわの頭とう首しゆとなった際、松まつ平だいら家けの名を逆さかさ読よみし、更さらに頭の一字を削けずることによって聖せい連れんへの恭きよう順じゆんの意を示そうとしたのですな。MATSUDAIRAからARIADUSTとし、もはや松平の姓かばねの加か護ごは要いらぬと」

　一息。

「無む論ろん、聖連は元信公の意志を認めて姓を戻させましたが、その姓は幾いくつかのものに残りました。教導院も然しかり、そして、その姓を用いる子というのは──」

　父が、取引相手の言葉を奪うように、こう言った。

「聞いたことがないか？　──三河の元信公には、内ない縁えんの妻と子がいたと」

　それは、

「子の名は、ホライゾン・アリアダストだ。……勉強不足にならぬよう、憶おぼえておけ」
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「────」

　正まさ純ずみは、突然の台詞せりふに言葉を失った。

　だが、全てはそこで終わらなかった。父の声が、言葉を続けたのだ。それは、

「ホライゾン嬢を事故に遭あわせた馬車は、元もと信のぶ公こうの馬車でな。武蔵むさしの改修を決めた際の式典に向かう途と中ちゆうだった。遺い体たいは松まつ平だいら家けに引き取りで、遺い品ひんも何もこちらには来なかった。これは公おおやけに出来ぬ話でな。──丁ちよう度ど、明日で十年になる」

「十年って……」

　昔のことです、と取引相手が目を伏せてつぶやいた。

「ですが、後こう悔かい通どおりの主あるじにとっては、後悔のリアルタイムなんでしょうな。──結論だけ言えば、彼がホライゾン嬢じようを殺したのですから」

「は……？　それは、どういうことですか？　彼が殺した、って」

　言いつつ眉まゆが歪ゆがむのを自覚する。だが、馬車の中を見ても、取引相手は首を横に振っている。自分には言えるものではない、というジェスチャーだ。

　だから、己は言った。葵あおいにここで何があったのか、直接聞けないのなら、

「ならば、まさか、後悔通りの主って……」

　言葉が、つぶやきとなって出る。女おんな店主が言っていたこと、酒さか井いが言っていたこと、皆に踏み込み、知れと言っていた、武蔵の人々が持つ秘密とは、

「葵・〝トーリ〟の後悔ですよね。〝後悔トーリ〟との言葉遊びの二重意で……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という父の短い答えが、全てだった。取引相手が、手指を合わせるように組み、

「彼も負傷して、すぐにホライゾン嬢と一緒に馬車に運び込まれました。──でも、三み河かわから戻ってきたのは治療を受けて麻ま酔すいで眠った彼だけ。あとは、……ずっと、後悔です」

　ああ、と自分は思った。己もそういう後悔をしたことがあると。

　十年近く前に襲しゆう名めいが出来ないと知ったときと、一年前に母を失ったと理解したときだ。

　……後悔を身に刻んだよな。

「しかし、それがどうして……」

　自分は思う。十年前に少女を失った葵と、今の葵が、繫つながらない気がする、と。

　後悔を得る経験は、自分にもあるから解わかる。だが、葵には自分との違いがある。それは、

　……どうして、笑っていられる？　どうして、告白や、夜遊びをしていられる？

　芸能神を信しん奏そうしているから、で済むことではない。単純に考えるなら、いい加減なヤツだからだ、と結論することは出来るが、そうだとしたら、

　……それを他の人は皆知っているのに、何な故ぜ、皆は彼を支持する？

〝不可能男インポツシブル〟と呼ばれ、負傷によって身しん体たい能力は低く、無能だが、それでも総そう長ちようと生徒会長に兼けん任にん選出された男だ。聖せい連れんの支持があっても、地位を保つには人々の支援がいる。そして人々は、女おんな店主も同級生も、誰も彼も、馬鹿をやっている葵あおいを嫌っていない。それは、

　……どういうことだ？

　過去の後こう悔かいを忘れたように、笑って、いい加減に見える彼を、

「どうして、皆は支持するのでしょう……？」

　解わからない。後悔通りを調べてみたが、次の謎なぞが出てきたようなものだ。そして答えを知る方法は、一つしかない。

「──踏み込むか、正まさ純ずみ。彼の後悔の行き場に」

　父の言葉に、はっとして己は振り向いた。だが、

「会合の時間に遅れる。──ここまでだ」

　言葉と共に、馬車が走り出した。

　あ、という間に、馬車は教きよう導どう院いんの方に向かう。視線で追えば、既すでに教導院前の階段の下に葵とその姉の姿はない。

　置いて行かれた、という思いが、何故か心に生まれた。ただ解るのは、一つの事実。

　……まだ、私は、何も解っていないと言うことか。
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　空が、午後から夕の色へと傾き始めた。

　この時間、空の青の色は彩さい度どを緩く失い、水色とも黄き色いろともとれない色になる。

　そんな空の下。広大な平面を中央に抱えた町がある。

　町の中、叩たたき伏せられたように広がる木造の平面は、四し方ほうの壁や周囲に、〝NEW CASTLE of NAGOYA ATELIER on MATSUDAIRA. という表ひよう示じを見せている。

　新しん名な古ご屋や城。三み河かわの市街の大部分を占める巨大な工こう房ぼうだ。

　だが、各地にある工房の入り口や、貨物の搬はん入にゆう門には警けい備び用の武装状態の自動人形が立ち、動かない。周囲はどこもかしこも機械ばかりだ。

　逆に、人の姿はどこにもない。

　濠ほりを挟んで存在する町側にも、通りを警備や掃除する自動人形の姿はあるが、町の大部分に人の姿は無い。家屋の多くも、雨戸や入り口を閉じている。

　　そして今、家屋の影の長く落ちる通りを、二つの人ひと影かげが歩いていた。

　酒さか井いと、榊さかき原ばらだ。

　先を行くのは榊原だが、主に喋しやべっているのは後から着いてくる酒井だ。

「──で、うちの教きよう導どう院いんにも名前にあやかるのか、直なお政まさとか、お前さんの姓せいから木の字抜ぬいてネシンバラってのがいてさ。

　……と、この先がお前さんの新居か？　いつもこんなとこまで来ないで、関せき所しよ側で仕事済ませてたからなあ。随ずい分ぶんと変わったねここらも。ほら、夏休みに暑い暑い言ってるお前さんを皆で投げ込んだ濠、ここらだっけ」

「あの濠は新名古屋城の建設のために埋められました、ええ、率そつ先せんして指し揮きを執とりました」

「じゃあここらがそこか。お前さん、思い出踏むなよ。酷ひどい男だね」

　言った酒井は、榊原が肩を怒らせて足早になるのも構わず、口くち笛ぶえ付きで辺りを見回す。

　そして見渡す視線の先、自動人形が通りの壁や、地面の整備をしているが、そのどれもが、

「……単純に掃そう除じかと思ったら、これ、怪かい異いによる血ち文字とか、かなりあるな？　向こうのやつなんか、地面に開いてる穴、あれ、爪つめ痕あとだろ」

「過去の記録にあったようなものだけではなく、多くのものが出ますよ、ここには。今年に入ってから一気に量と種類が増えました。夜には百ひやつ鬼き夜や行こうの一種か、黒い人影が列になって町中を練り歩いたり、首のない馬車や、足音だけのものとかが、ね。……血文字が壁や地面に浮くなど、今年は毎日です。だから私も夜には外に出ない。本ほん多だ君は違うようですが」

「ダっちゃん相変わらずそういうの好きか。──でも、町の防ぼう護ごは？」

「熱あつ田た神社の結けつ界かいは、家屋程度なら今でも有効です。要かなめ級のものが必要ですがね」

　城用じゃないか、と酒井は肩をすくめる。対する榊原も同じ動きを見せ、

「まあ、熱田系は戦せん闘とうが専門ですからな」

　彼はそう言って、不意に空を見上げた。色の薄くなった空、西の方角に船の影がある。

　長方の形を有した黒の船に対し、榊さかき原ばらは、

「……先に来た教きよう皇こう総そう長ちようの船に続き、三征西班牙トレス・エスパニアの船が来ましたな。本ほん多だ君の娘の先行艦かんと入れ替わりで港に降りるつもりでしょう。あれは──」

「三征西班牙のクラーケン級審しん問もん艦かんだね。実質は対妖よう物ぶつなどもこなす三征西班牙特とく殊しゆ部隊だ。地ち竜りゆうクラスを流りゆう体たい分解出来る〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟を輸送し、見せつけることで、力を誇示するって寸法だろ。P.A.ODAの力の及ぶ範はん囲いであろうと、有事あれば容よう赦しやはしないと」

　逆光に黒く映えた艦かん影えいは、その艦かん首しゆ下部に巨大な懸けん架か台を持っている。

　それを見ていた酒さか井いは、溜ため息いき付きで、

「あれには大罪武装ロイズモイ・オプロの使い手も乗っている筈はずだな。三征西班牙の大罪武装の使い手である八はち大だい竜りゆう王おうが一人、立たち花ばな・宗むね茂しげは異い端たん審しん問もん団の副団長だったからな。教皇総長の護ご衛えいのつもりかね。やだやだ、──竜王が二人も来るなんて紛ふん争そう地域じゃねえかよまるで」

「まあ、郊外の一般用陸りく港みなとしか今は動いておりませんから、彼らはこちらには来ませんよ。おそらく、教皇総長に押しつけの忠ちゆう誠せいを示しつつ、牽けん制せいしにきたのでしょう。 強国である三征西班牙が、没ぼつ落らく復帰を狙ねらうK.P.A.Italiaに新しい大罪武装を与える気はないでしょうし」

　そうかい、と酒井は言った。そして遠く、新しん名な古ご屋や城の平たい影を見ると、

「これだけ各国にモテてる三み河かわは、しかし各国はおろか武蔵むさしに対しても交流不許可、か。怪かい異いも多く人ひと払ばらいで人もいない。──大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「大丈夫、と言いますと？」

「──隠かくれて怪しいことやってんじゃないか、って言ってんだよ」

　一息。

「うちの生徒が言ってたが、確かに、三河からの貨物の流れが変だ。〝形かた見み分わけでもしているようだ〟って、な。──一体、今の三河はどうなっちまってんだよ？　何考えてる」

　酒井が、いつの間にか止まっていた足を動かし、問いかけた。同じように足を止めていた榊原の肩を叩たたき、歩きを促うながすと、

「井い伊いはどうした？　あいつ、国政や開発担当だったろ？　あいつの答えを聞きたいが──」

「神かみ隠かくしですよ」

　唐とう突とつに、しかし彼は、静かにこう言った。

「その神隠しを起こしたとされる者、──〝公こう主しゆ〟というのを、知ってますかね？」
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　日の傾き始めた空の下、道を歩きつつ、酒井は榊原に問い返していた。

「井伊の神隠しに、……公主だと？」

「聞いたことがありますか？　三十年くらい前から言われるようになった存在。当時、子供達の間で都市伝説として広まって、また最近、少し広まっているようですが」

「当時も今も、子供の世代じゃ管かん轄かつ外なんだがね」

　言いつつ、酒さか井いは苦く笑しようした。一体何の謎掛けだと、そう思いながら、

「公こう主しゆとは、中ちゆう国ごくにおける王家の娘のことだよな。……そして、公主隠かくしってんなら知ってるよ。最近でも、うちの正まさ純ずみや浅あさ間まってのが関わってるからね。正純が武蔵むさしに転入してくるとき、母が公主隠しにあっているし、浅間がたまに話してくれる怪かい異いにも、それはあるさ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、成なる程ほど、それなら話は早いです」

　すると、榊原の咳せき払ばらいが聞こえた。

「先に一つ言いましょう。三み河かわは現在、──君がいた頃と大きく違っています」

　そして、

「公主を、追って見て下さい。全てを知るために」

「公主を……？」

「Ｊｕｄ．、それは、このところの怪異で神隠しや血ち文字のメッセージなどを残している者のことです。誰が名付けたか知りませんが、それを〝公主〟または〝公主達〟と呼ぶのです。まあ、噂うわさに寄れば、正体は王おう侯こうの隠し子だとか、公主・達という本名なのだとか、いろいろで」

「──待てよ」

　町の中、吹き始めた風を浴びつつ、こちらは問う。先を歩き始めた榊さかき原ばらの背に向かって、

「何でそんなのがいるって知ってる？　公主隠しは神隠しの一種じゃないのか？」

「井い伊い君が行方ゆくえ不明になったとき、彼がいたはずの書しよ斎さいに、あったのですよ」

　言葉と共に、榊原が首だけで振り向くのを己は見た。

　だが、榊原の表情は見えない。山側、陽ひの逆ぎやつ光こうで影になっている。

　そして影のままの声が聞こえた。

「井伊君が消えた書斎の襖ふすまには〝もう遊べない〟──、という意味の血ち文字がありました。彼が先ほどまで使っていたであろう硯すずりも筆ふでもそのままで。開いた便びん箋せんは無地のままで」

「……犯人は？　犯人がいたなら、衛えい士しの自動人形が見ていただろう？」

「君や私にとって、自動人形の警備を抜けることなど苦労ないことでしょう？　それに井伊君の書斎は邸てい宅たく敷しき地ち内にある離れでして。──庭を巡回する自動人形にも死角は存在します」

　苦く笑しよう。

「殿とのは言っていましたよ。〝井伊は甘いところがあったからなあ〟と。今になってみれば、私も確かにそう思います」

　と、不意に榊原が足を止めた。

　しかし音がする。それは足下。榊原が草ぞう履り靴の爪つま先さきで、砂に模も様ようを描く音だ。

　書かれるのは、円と、それを横断する一直線の横よこ棒ぼう。

「──二に境きよう紋もんと名付けられたものです。円に拠よる境きよう界かい線と、それを貫つらぬく境界線の二重境界線。公こう主しゆ達が現れたとき、必ず残す印しるしです。井い伊い君の書しよ斎さいにもありましてね」

　一息。榊さかき原ばらは前に顔を戻す。また歩き出す。こちらには彼の背姿だけが再び見えるが、

「公主達は実在します。正直、私も信じていなかったのですが、……神かみ隠かくしや怪かい異いを追っている人々ならば、その存在に気づいている筈はずです。怪異の際に、必ず残される印しるしに」

　知ってますか？　と榊原が言った。

「井伊君が教えてくれたんですよ。公主達は、人を攫さらうことで世を救おうとし、世に対して警けい告こくを行う、と。そしてその際、──印を好んで落とす」

　言われ、自分は気づいた。先ほど、町のそこかしこで自動人形達が拭ふき落としていた血ち文字の群があったが、

　……あの中にも、公主って奴やつらが書いたものがあったのか？

　怪異は、明確な意志を持たないし、連続性を持つことが少ない。だが、公主隠しにその性質があり、更さらには榊原の言う〝公主達〟が関与しているならば、

　……組織？

　現在の世界における組織とは、教きよう譜ふか、教きよう導どう院いんだ。公主という名前からするに、中ちゆう国ごく、または極きよく東とうの関係だろうが、欧おう州しゆうには公国というものも存在するため、そこの主あるじである公位者を公主とすると、幅は一気に広がる。だから問うべきは国ではなく、

「一体、……誰なんだそいつらは。どこの教導院や、教譜の連れん中ちゆうだ？　そしてそいつらと、三み河かわの現状の、何が関係ある!?」

「その資料を、お渡ししようと」

　榊原の足が止まった。その正面。邸てい宅たくが一軒けんある。竹で作った垣かき根ねに囲まれた屋や敷しきだ。

　榊原は、小さな門の前で、軽く右手を挙げ、

「そちら、茶屋があります。私の地区の管かん轄かつの自動人形がやっている店でしてね。そちらに八時半までには資料を持って行かせますので。少し待っていて下さい」

「おいおいお前の家で待たせろよ」

「──本ほん多だ君の家の近所ですよ？　私の家。本多君は井伊君の件について、君に話したくないようですけどね。……彼、君に心配掛けたくないんでしょう」

「じゃあ、お前は、俺に心配を掛けさせたいわけか……。気持ち悪い男だな」

　その言葉に、榊原はすぐに答えなかった。数すう瞬しゆんを黙り、やがて、小さく笑って顔を上げ、

「四し天てん王のうで仲間外れは、無しにしたいもので」

　そうそう、と彼は言った。話を変えるように、口く調ちようも明るくして、

「少し話はずれますが、先ほど質問にあったP-01s、──あれ、君の思う通りですよ」

「だとしたら──」

　息を吸い、身を堅くしたこちらに、榊原が軽く手を振る。気が早い、と前置きし、

「理由は今夜、殿とのが話すでしょう。それを待って下さい」

「今夜って、……三み河かわは花火と祭だろ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と榊さかき原ばらが頷うなずいた。

「面白い祭になりますよ。──それが始まるまでには帰れるようにしますから、向こうの茶屋で待っていて下さい。資料も、自動人形に持たせましょう」

「じゃあ、……ここでお別れだな」

　そう問うと、榊原が笑った。そんな気がした。

　肩を奮わせた榊原は、逆ぎやつ光こうの中で挙げていた右手を降ろす。

「お別れも何も。──私達は松まつ平だいらの四し天てん王のう。井い伊い君も含め、皆、共にいると信じていますよ」
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　空を、船が行く。

　そして対するように、また別の船が来る。

　場所は三河の西南、一般用の露ろ天てん陸りく港みなとに近い空だ。武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの校章を側面に記した警けい護ご隊の木造艦かんが西に向かい、代わりに三征西班牙トレス・エスパニアのアルカラ・デ・エナレスの校章を国章として記した黒の長方艦が来る。

　両艦はそれぞれ右側通行のラインをとり、大きく回る動きでそれぞれの目的地へと行く。

　木造艦は西へ上昇軌き道どうをとり、黒の艦は三河の陸港へと下降軌道をとる。

　高度を落としていく黒の長方艦は、処しよ刑けい台を前後に折り畳たたんだような〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟を舳へ先さき下につけていた。黒の甲かん板ぱんには人ひと影かげが幾いくつも乗っているが、影の大半は着港のための信号や確認を行う航こう海かい士し達だ。

　彼らが動く場所、前部甲かん板ぱんの舳先近くには、一組の少女と少年がいた。

　少女は背が低く、少年は背が高い。少女は黒くろ髪かみで、少年は金きん髪ぱつで、そして少女は両の義ぎ腕わんで持った双そう眼がん鏡きようで陸港の方を覗のぞいており、少年は細めた目で同じ方向を見ていた。

　どちらも三征西班牙の制服と、三年次であることを示す学章を身につけていた。

　緩い風の中、午後の終わりの日差しを西から受けながら、少年が近くの航海士達に金髪の頭を軽く下げる。眉まゆ尻じりを下げた笑えみで、

「すいません、仕事の邪じや魔まをしてしまって」

　言うと、航海士達が自分の仕事を進めつつも笑みを返す。

「副団長の宗むね茂しげさんが見えるとこ出てると、周囲の船の態度とか違いますから。──何しろ、教皇総長パパ・スコウラとサシでやれるのって、大罪武装ロイズモイ・オプロを扱い切れる八はち大だい竜りゆう王おうの宗茂さんだけですからね」

「私の〝怠惰の悲嘆リピ・カタスリプシ〟は、三征西班牙に与えられた二つの内の一つですよ。教皇総長の持つ一品ものの〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟より優先度は落ちるから、サシでやったら通じるかどうか」

　彼の、自じ嘲ちよう混じりの言葉に、双眼鏡を覗いたままの少女が言う。

「宗むね茂しげ様、立たち花ばなの姓せいが己おのれを伊だ達て扱いにしないで下さい。武器の差を埋めるだけの技量が〝西さい国ごく無む双そう〟の貴方あなたにはありますし、ガルシアと立たち花ばなの二重襲しゆう名めいの意味は──」

「Ｔｅｓテスタメント．、解わかってますよ誾ぎんさん。──今のは、武器だけの話です」

　彼、宗むね茂しげの言葉に、彼女は息をついて双そう眼がん鏡きようから顔を離した。双眼鏡を首から提さげると、西の空、去っていく武蔵むさし先行艦かんを見て、

「先ほどの先行艦、〝東とう国ごく無む双そう〟の本ほん多だ・忠ただ勝かつ様の娘、本多・二ふた代よが乗っていたそうですね」

「どちらにも会ったことありませんけど、本多様は御ご息そく女じよへの襲しゆう名めいを考えてるのでしょうか」

「どうでしょう。考えたところで、無む駄だになることもありますし」

　と、誾はそこで目を細めると、両の義ぎ腕わんで身体からだを浅く抱いた。その上で、彼女は彼を見る。

「もっと前に、下の船からも見える位置にどうぞ。──大罪武装ロイズモイ・オプロの使い手が来たと知れば、教皇総長パパ・スコウラも三み河かわに新たな大罪武装の無む心しんをする際、ゴリ押し出来ないと解るでしょうし」

「戦うことしか出来ないのに、随ずい分ぶんと私は政治的に扱われるものです」

　まあまあ、と、誾が宗茂の背に回り、彼を舳へ先さき側へと押す。その光景を見た皆が小さく笑うのに対し、宗茂は頭を搔かきつつの会え釈しやくを返し、

「しかし、戒かい律りつ重視のTsirhcツアーク教譜、その旧派カトリツクの首長たる教皇総長が、大たい罪ざいをモチーフとした大罪武装を無心に来るとは」

「男の人なんて、〝俺おれ超強い〟がやりたいだけの馬鹿ばかりですから」

「……誾さん、たまにすっごいこと言いますよね」

　そうですね、と誾は否定せず、

「まあ、戒かい律りつや土地に縛しばられる聖せい譜ふ顕けん装そうと違い、大罪武装は反面教師としての武装ですから。使うことで〝人間の大罪はこれほど恐ろしい〟と示す武装、……謎なぞの多い武装です」

　誾の言葉の後半が、わずかに沈むように低くなった。

　舳先に立ち、背を押されなくなった宗茂は、肩越しに誾に振り向き、

「誾さんは、やっぱり大罪武装につきまとう噂うわさを信じてます？」

「Ｔｅｓ．。疑念の噂があります。大罪武装の能力は、人間の大罪をモチーフとしたものですが、その製作素材となっているのは人間そのものだとか……」

　誾は、少し、疲れたような息をつく。

「出来れば、それは噓うそであって欲しいと思います。立花の姓せいの強さが、人の犠ぎ牲せいの上に成り立っているとは考えたくないので……」

「そうですね。……ただまあ、そういう噂がとぶのも解ります」

　そうなのですか？　という誾の視線を受けた宗茂は、一ひと呼吸ほど迷った。だが、

「大罪というものが、人間が必ず持っている、切り離せないもの。……ある意味、それがあるからこそ人間だと言えるものだからです。だからそれをモチーフとした武装を作るには、人間を素材とする必要があると邪じや念ねんされて当然。それに、もしそうだとしても──」

　一息。

「世界のバランスをとるため、また、世に大たい罪ざいを知らしめるための殉じゆん教きようになるので構わないと、以前の会議で結論されています。……まあ、私も、そうだとしたら苦にが手てな部類ですけどね」

「Ｔｅｓテスタメント．、最後の一言だけ聞きたかったです。そして宗むね茂しげ様」

　潮しおの匂においを含み始めた風の中、誾ぎんが、宗茂の背を押すのではなく、支えた。

「──負けないで下さい。全ての言い訳や邪じや推すいは、それによって無視出来ますから」

「虚栄ケノドクシアや驕りハイペリフアニアは私の持つ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の担当じゃないんですけどね」

「大だい丈じよう夫ぶです。怠なまけずしっかりやらないと負けますし、そうしたら私は悲しみますから。私をそうさせないために、虚栄や驕りも、何でもありでいて下さい」

　Ｔｅｓ．、と宗茂は頷うなずいた。彼は前を、高度が下がって見えてきた広い陸りく港みなとと、停てい泊はくしている幾いくつもの艦かんを見る。そして中央、白い巨大な艦を見て、

「〝栄光丸レーニヨ・ユニート〟の上、いますよ、白服、教皇総長パパ・スコウラインノケンティウスが。それに……」

　白の長ちよう衣いの横、赤の巨きよ軀くがある。羊よう角かくの生はえた異い族ぞくは、

「……魔ま神じん族のガリレオ元教授ですね。末まつ世せに備えるために学生に身分を戻したとか。今はK.P.A.Italiaの第二特とく務むですか。……誰も彼も〝俺おれ超強い〟を見せびらかしたいようで」

「どう考えても私が誾さんに押されてここに立ったから出てきたに違いないんですが」

「誤ご差さ範はん囲いでしょう。大丈夫です。Ｔｅｓ．、宗茂様が一番お強いですから」

　言って、二人は見た。眼下に停てい泊はくする栄光丸の甲かん板ぱんに立つ白い僧そう服の男を。

　潮しお風かぜに黒の髪かみを揺らし、僧そう帽ぼうを飛ばされないように押さえている瘦そう軀くは、中年を越えた顔と、片かた頰ほおだけの笑えみをこちらに向けていた。

　そして黒の艦が、軌き道どうを大きく西に振り始める。

「Tsirhcツアーク教きよう譜ふ国の船が、教皇総長を見下ろして着港することは出来ませんからね。……空あいているのは南側、名な古ご屋やからかなり離れますね」

「有事の際が面めん倒どうです。──まあ、元もと信のぶ公こうは今夜、花火やら祭の用意をするとか」

　誾が、一息と共に空を見上げた。そして彼女は空に浮かぶ二つの月を見み据すえ、こう言った。

「──誰のための、何のための祝いなんでしょうか」
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「では、皆様、これより祭の準備を始めます」

　と、声が、人ひと気けの無い町に響ひびいた。

　日の光が朱あけの残光だけとなった町中に、人はいない。いるのは、

「三み河かわ所属自動人形。──総員、それぞれの状況を開始しなさい」

　告げる人形は、鹿か角づのだった。そして彼女の周囲、気け配はいが動いた。影の中や家屋の陰の向こうで、風を巻いた幾いくつもの動きが散って、去っていく。

　同時。鹿か角づのの眼前に鳥とり居い型の表示枠サインフレームが展開した。写っているのは、

「元もと信のぶ公こう。──予定通り開始しました。そちら、新しん名な古ご屋や城地ち脈みやく炉ろの方は──」

　ああ、と表示枠の中の元信は笑えみで頷うなずいた。眼鏡めがねを鼻の上に持ち上げ、

『予定通り。祭りがバレるのは八時過ぎになるだろう。それまで頼むよ。忠ただ勝かつも装備を持って最初の現場に向かったからさ。……でも彼、これでいいのかい？　鹿角としては』

「Ｊｕｄジヤツジ．。──楽しんでおられましたから。十年前と同じように。充分な別れの挨あい拶さつかと」

　言って、鹿角は頭を下げた。

「元信公が何を考えているかは私どもには解わかりませんが、仕える身として、忠勝様共とも々ども、守り抜き、最後までお付き合い致します。存分に始め──」

　一息。彼女は、無表情の顔を上げた。視線を向ける先にあるのは、新名古屋城、四つの地脈炉と一つの統とう括かつ炉を持つ四角の建造物だ。彼女はそちらに会え釈しやくして、

「主しゆ催さいとしてお楽しみ下さい。これから始まる。……世界を相手にした三み河かわ最後の祭を」







[image: 第十四章『夜天下の暗躍者』]
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　闇やみの底に、光がある。

　光は粒つぶの集まり、一つ一つは民みん家かや建物の明かりだ。

　そして光の群が構成するのは、湾に面した都市の形だった。

　だが、光は少ない。

　更さらに、都市の中央には、巨大な四角い闇が存在していた。都市の半分以上を食う闇は、まるで蜘く蛛ものように全方位へと闇に満ちた道路や水路を伸ばしている。

　中央に闇を抱えたそんな夜の町からは、それでも幾いくつかの光が方々へと続いていた。街道や山道という、主しゆ道どうに面した民家や郊外の集落の光としてだ。

　それらを一いち望ぼう出来る位置、北西部の山やま肌はだから、声が生まれた。

「北には武蔵むさし、西には我らが三征西班牙トレス・エスパニアの審しん問もん団の艦かんと新しい大罪武装ロイズモイ・オプロをタカりに来た教きよう皇こう様の〝栄光丸レーニヨ・ユニート〟。そして南にはP.A.ODAへの献けん上じよう物ぶつを製作中の三み河かわときたもんだ」

　声を放つのは峰みねの上。設けられた見張り所の屋上にいる若者だった。三征西班牙の主教きよう導どう院いんアルカラ・デ・エナレスの制服を山さん岳がく用に改造し、防寒用のツェルトをかぶっている。

　折り畳たたみ式の椅い子すに座った身は、三河と、そこに至る各山岳を見渡していた。

　ツェルトから突き出した手は狙そ撃げき銃じゆうを持ち、ときたまスコープで各所に視線を送る。

　と、小さな音がした。彼の制服の襟えりを、何かが内側から叩たたく音だ。

　彼は襟元に視線を落とさず、町からこちらに至る峰を見て、

「──いいぞガブリエル」

　言うと、襟の装そう甲こうを開けて一人の少女が現れた。三頭とう身しん二枚翼よくの彼女は、若者の肩で、

『おはなし　きました』

　言うなり、少女ガブリエルは背の翼つばさの中からラッパを取り出す。ラッパは震えて、

『──B1T3からB2T3へ、様よう子すはどうだ？』

「B2T3からB1T3、Ｔｅｓテスタメント．、現状変化無し。──愚ぐ痴ちが出るだけだ」

　返答すると、ラッパから声が響ひびいた。

『お前のとこのガブリエルはいいよなあ。俺の走徒マウスはシンボル型だから喋しやべりが事務的でさ』

「変へん更こうしないんだからアンタはいい人だよ」

『でもお前のは権けん能のう強化しないのか？　旧派カトリツクは改派プロテスタント対抗で権能割引始めたのにさ』

「権能強化すると大きくなるだろうが。小さいのがいいんだ。小さいのが」

『深いな……』

　ああ、と頷うなずく肩の上、ガブリエルが小首を傾かしげて、

『ふかい？』

「ああ、評価高いってことだ」

　言われたガブリエルが、ややあってから笑えみになる。B2T3は頷うなずき、

「ああもう一生このままだ畜ちく生しよう。この仕事終わったら疑ぎ似じ干かん渉しよう設定つけて抱きしめられるようにするんだ。羨うらやましいだろ」

『お前結けつ婚こん出来んぞ多分。あと変な死亡フラグ立てんなよ。立てるなら三次元相手にしろ』

「安心しとけ、明後日あさつてには本国戻れるんだから、しっかりするさ。まあ、選択課か外がい授業で他授業の多くが免めん除じよになるとは言え、やっぱ夜番はキツいよな」

　と、不意に音が聞こえた。高い音。ノイズとも、ざわめきともとれる音だ。それは、

「地ち脈みやくの乱れか。新しん名な古ご屋や城の地脈炉レイライン・リアクターが仕事用に稼か働どうし始めたのか？」

『下の方ではさっきから拾えてる。何だか提出されてるスケジュール外のことらしく、上の連れん中ちゆうが本部に報告する前に新名古屋城に問うてみるって通神文出してたよ』

　それより、と通つう神しんの向こうでB1T3が言った。

『さっき、うちの船が来たのと入れ替えで先行艦かんが出たの見たか？　あれ、本ほん多だの次期襲しゆう名めい者って噂うわさの女が乗ってたそうだが？』

「──人を斬きったことが無いって話だな」

『お前は？』

　問われ、B2T3は答えた。

「撃うったことはある。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの小こ競ぜり合いでな。殺しは、──動物相手だと、三征西班牙トレス・エスパニアの男子生徒なら闘牛トレオの授業で必ずやってるよな」

　と、ガブリエルが眉まゆ尻じりを下げてこちらの顔を覗のぞき込んできた。

『……かなしい？』

「お前がそう言ってくれると嬉うれしいよ」

『え!?　俺!?　やべえ、俺、人生どこまでロードしなけりゃいけねえんだ』

「うるせえてめえ、俺とガブリエルの仲を邪じや魔ましたな。ちょっと番ばん屋やから顔出せ、へへ、初めて人を殺しちまうかもしれねえな……」

『おいおい、立ち上がるなよ。こっちから見えるぞ』

　言われた台詞せりふに、B2T3は身を震わせた。

　……え？

『どうした？』

「いや」

　……俺、座ったままだぞ？

　思った瞬しゆん間かんだ。ガブリエルが自分の頰ほおを軽く手で叩いた。直後。ラッパが震えて、

『B1T1からB2T3』

　女の声が響ひびいた。B1T1、つまりはB1T3のいる麓ふもとのメインベースにおける内部統とう括かつ役だ。選択課外授業であるため、同クラスのものではないが、しかし顔は覚えている。

　女ではなかった筈はずだ。だが、

『B1T1からB2T3』

　呼びかけは続き、

『──宜よろしいですか？』
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　聞こえた声に、B2T3は動いた。狙そ撃げき銃じゆうを屋上の床に捨て、ツェルトの下、肩ベルトに挟んだナイフホルダーからナイフを引き抜く。

　ホルダーは下向きだから留め金を外せばナイフは手に滑り落ちてくる。

　そして彼は、ナイフをホールドと同時に身を低くして左へステップ。背後へと振り返った。

　……何がいる？

　B1T3は、立ち上がるな、と言った。ならば、何者かが自分の背後に立っていたのだ。

　更さらにはそしてB1T3は、いきなりB1T1に変わった。それも女の声に。

　……何があった？

　おかしい、という思いもある。何しろこちらは麓ふもとからの道を監かん視ししていた。麓のベースでは術じゆつ式しき系ステルスの検けん知ちも行っており、微び細さいな反応でもチェックしている筈だ。

　どうすれば、監視を無視してここまで来られるのか。

　武蔵むさしが持つような情報遮しや断だんのステルスならば、ここまで気づかれずに来られるだろう。が、あれは大だい規模な仕掛けが必要で、艦かん船せんだから可能な技術だと聞いている。個人装そう備びに用いられたものではない筈だ。

　原因を知るためにも。情報が欲しい。そして現状起おきていることを他の仲間に知らせるため、

「ガブリエル、別べつ通つう神しん、非常──」

『だめ』

　ガブリエルが首を横に振った。顔は泣く寸前だ。

『つうじない』

　それは、短たん距離用の走徒マウス間通神と、遠えん距離の拠きよ点てん通神が通じないと言うことだ。

　この不通は、二つの事実を示す。

　一つは、メインベースの番ばん屋やが制圧され、ベースを要する拠点通神が封じられたということ。

　もう一つは、走徒通神を用いられる者達。つまり自分の仲間達が、全員通神不能な状態になったということ。

　……ならば──。

　先ほど、B1T3は立ち上がっていた影をこの屋上に見た。だとすると、この屋上の下にある番ばん屋やも制圧されている可能性が高い。

　危険だ、と思いながら、B2T3はツェルトからナイフを握った手を突き出し、身み構がまえる。

　今は夜だ。視覚には暗あん視し系の加か護ごを与えていない。手持ちの暗視術じゆつ式しきはスコープ用だ。

　ゆえにB2T3は視し界かいの中央ではなく、周辺部分を使用して確認する。目の網もう膜まくは、中央部よりも周辺部分の方が暗いものを見分ける能力が高いからだ。

　だが、

　……いない？

　屋上には、誰もいなかった。

　……どういうことだ？

　疑問はある。しかし視界の中には誰もいない。ならば、全ては勘かん違ちがいだったのだろうか。

　……否。

　今でも、ガブリエルは肩の上で震えている。自分の通つう神しん能力が途と絶ぜつされ、何も出来なくなったことを表現しているのだ。そんなガブリエルを見るB2T3は、

　……これはこれで……！

　思ったが、次の動きを彼は迷わなかった。

　ガブリエルを抱きかかえ、屋上に一度伏せる。そしてそのまま懐ふところを探る。

　手に握るのは懐に飲んでいた信号弾だんだ。空に投げれば発光し、数秒を掛けて落下する。光量は強く、きっと陸りく港みなとの方にいる仲間達も気づくはずだ。だから、B2T3はガブリエルを抱えたまま、素早く身を起こした。屋上の縁へりに立ち、頭上に信号弾を投げようとして、

「──!?」

　B2T3は、眼下に人ひと影かげを見た。それは大地でも虚こ空くうでもない、番ばん屋やの壁に、だ。

　壁の表面、屋上の縁へり近くに、水平に立っている姿がある。

　……女!?

　思った瞬しゆん間かん。女が身体からだを動かさず、バネ仕掛けの人形のような動きでこちらに身を起こした。

「──く」

　B2T3は背後に下がり、ガブリエルを首の後ろへ送りながら、信号弾を投げようとする。

　だが、向こうの動作の方が、早く、強かった。

　女、黒と白の侍じ女じよ服ふく姿の細い腕がするりと伸びて、こちらの首に絡みついた。

　前から抱きしめられ、抱き寄せられる形で、身が屋上の縁から外へと引かれ、

「……!!」

　女がまた壁に立って、後ろへ、虚こ空くうへと身を倒していく。

　こちらは首を取られ、下前に引かれることでバランスを崩し、

「っ!!」

　手にしたナイフを振り抜いた。縛いましめを断ち切るために、強ごう引いんな逆らいとして。

　だが、手て応ごたえは鉄の響ひびきだった。音も、感かん触しよくも硬く、ナイフが弾はじかれた。

　……何!?

　防具など、つけていないように見えた筈はずなのに、何な故ぜナイフが効かない。

　どうしてだ、と思った瞬しゆん間かん。B2T3は自分の身体からだが前に引き抜かれ、浮いたのを悟さとった。

　ネックホールドからの投げっ放しフロントスープレックス。

　耐えようとした反動があるため、身は半回転して頭が下になった。

　投げ出されるように落ちていく中、B2T3は音を聞いた。音は声だった。それは、

「こちらB2T3担当。──宜よろしい結果と判断出来ます」

　聞こえた声の持ち主を彼は見た、視し界かいの隅すみ、壁に水平に立つ影を。それは、

「三み河かわの自動人形……!?」

　警けい備び用で、町で幾いく度ども見た連れん中ちゆうだ。

　だが、確認した事実に、彼の心は疑問を叫んだ、

　……何故!?

　思った疑問の数は二つ。

　一つ目の疑問は、自動人形が、何故に三河の監かん視しを制圧するのかということ。

　もう一つの疑問は、流りゆう体たいを消費して動作する自動人形が、何故、下のメインベースでの検けん知ちに引っかかりもせず、どうやってここまで来たのかと言うことだ。

　だが、前者の〝何故〟にはもう考える意味がない。何しろ、自動人形とは主あるじの命令を聞くものだ。だから、自動人形が監視を制圧しにきたと言うことは、

　……三河の君くん主しゆが、聖せい連れんに対して反抗を開始した──。

　残る一つの謎なぞ、彼女達が監視を抜けられた理由は解わからない。だが、

「ガブリエル！　情報を持って行け！」

　叫びに、首の後ろにいた天使がカメラを構えた。

　撮さつ影えいの音とともに、しかしB2T3は新しい音を聞く。

　それは声だった。自動人形の声が、

「失礼。頭部から落ちれば、怪け我がをしてしまいます」

　落ち行くこちらに対し、向こうは壁から悠ゆう然ぜんと飛び降りる。衣服の裾すそを翻ひるがえしながら、自動人形は空中でこちらの右前の位置に来て、

「──これで身が横に回るので、大だい丈じよう夫ぶかと」

　自動人形が壁を蹴けった。その反動で速度を上げた人形は、キックを放ち、

「不ぶ作さ法ほう。御ご容よう赦しや御願い致します」

　次に彼が聞いた新しい音は、自分の骨に響ひびく蹴しゆう撃げき音だった。





●






「──というわけで」

　と、若い声が、二つの月を見上げる橋の上で一つ響いた。

　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの看かん板ばんを持つ橋の上、教導院の昇しよう降こう口に至る場所だ。

　夜で、明かりは橋や校庭上の灯とう籠ろうという中、一人立っているシロジロは、周りを囲むように座っている皆に対し、

「まだトーリは来てないが、間違いなく無む駄だ金がね使って仕込んでる。だからまあ、こちらとしてはその意を汲くんで、〝幽ゆう霊れい探し〟に行く前に怪かい談だんなどしておこう。──無料で」

「シロ君、何だか場を盛り上げるのか事務的なのか解わからないんだけど……」

　ハイディが眉まゆ尻じり下げて言う横、浅あさ間まが手を挙げた。シロジロが会え釈しやくで促うながすと、浅間は頷うなずき、

「ええとね？　皆、怪談じゃなくて最近多発の怪かい異いにおけるここだけの話なんだけど──」

　直後、浅間の後ろにいた葵あおい姉あねが、両手を振り上げた。

「ここから浅間によるスーパーエロ話タ──イム!!」

「えええ？　ちょ、喜き美みってば勝かつ手てに何を──、というか男おとこ衆しゆうも正せい座ざしないっ。あのですね、喜美はどうしていつもいつもそういうことを──」

「だって私、エロの神様を奉ほうじてるもの。正確には芸能ウズメ系のサダ派ね」

　う、と浅間が息を詰めた。対し、葵姉が浅間の肩を笑顔で叩たたいて

「神が命じていることを否定する巫み女こが、ひょっとしてここにいるの？」

「え？　いや、別にそういうわけじゃあ……。だってうちの祭さい神しんの一ひと柱はしらですし」

「フフフ馬鹿ねグレイト、アンタんとこで代だい理り契約したもんね、私のときは。あのとき、女しか儀ぎ式しき関われないからアンタが手伝いで来て、裏の滝たきで二人で脱いで──」

「おぅわあ──!!」

　浅間が大声で葵姉の発言をぶった切った。そのあとで皆に振り向き、あたふたと、

「へ、変なことあったわけじゃないですよ!?　ですよ!?　ぎ、儀式は基本的に機き密みつなので、口こう外がいは神の個人情報をバラすというか──」

「解らないこと多いから、マニュアル片手に、器具使って三度もしたのよねえ」

「た、玉たま串ぐしを器具とか言わないっ、あと片手で握って上下に振ったりもしないっ、二度ミスったのは喜美が変な偽ぎ名めいを書類に書いてたせいでしょっ。──ってか皆も録音とかしないっ」

　からかわれてるって気付けよ、と皆がつぶやく先、シロジロが、

「葵姉、単に怖い話が苦にが手てなだけで浅間をからかうな」

「そ、そうですよねっ、そうですよねっ、駄だ目めですよね！　喜美ったらホラー能のう楽がく観みると椅い子すに座った時点で気き絶ぜつしてるようなヘタレなのに、そういうのエロ話で誤ご魔ま化かそうとして！」

「ああ。──だからそういうエロ話はちゃんと私に売れ。五倍にするから」

「さ、最悪──！」

　まあまあ、とハイディが仲ちゆう裁さいに入る。その上で彼女は、

「はいはいアサマチー、さっきの話の続きしよっか。一体、ここだけの話って何なの？」

「う、うん、それはね……」

　というタイミングで葵あおい姉あねがまた何か言おうとするのを、ハイディが笑顔で睨にらんで止めた。

　そして浅あさ間まが、周囲が沈ちん黙もくしたのを確認した後で、ゆっくりと告げる。

「実は、……結けつ構こう、あるんですよね」

　その言葉に、葵姉が、これ？　これ？　と何な故ぜか自分の胸を笑顔で下から寄せ上げてくるのを、ハイディが笑顔で睨んで再び鎮しずめ、

「あっち、背景だと思って気にしないでいいかんね？　格かく闘とうゲームの観客と同じで、派は手でに動いてても気にすること無いから」

「う、うん、それでね。実は……、ちょっと皆に気をつけて欲しいんです」

「何を？」

　うん、と浅間が頷うなずいた。

「怪かい異いで、最近、〝公こう主しゆ隠かくし〟の神かみ隠しが神社の上の方で危険視しされてるの」
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　浅間の告げた言葉、〝公主隠し〟に対し、皆が沈ちん黙もくした。

　だが、ややあってから声を発した者がいる。ネシンバラだ。

「──まあ、基本的には、昔の都市伝説だよね。最近になってまた、復活してるみたいだけど。僕達が小さい頃から三み河かわや武蔵むさしでも幾いく度どかあった、もしくはあったという噂うわさが都市伝説として飛んだものだから、作家志望としてはネタ用に個人的に調べてきたんだけど」

　ウエスト接続型のアームレストを展開して術式鍵盤キーボードを叩たたいているネシンバラは、幾いくつもの表示枠サインフレームを宙に作りながら、

「調べてみると意い外がいと昔のメジャーでさ、図と書しよ館だと昔の子供向けの本にもあったよ。〝公主隠し〟じゃないけど、〝公主様〟ってのが出てくるのが、三十年くらい前から幾つかあった」

「ネシンバラ、無料で説明出来るか」

　シロジロの促うながしに、ネシンバラは頷く。

　彼は幾つかの表示枠を反転表ひよう示じにし、皆に見せるようにして、

「これとか解りやすいかな。──公主様という人ひと影かげが、子供を攫さらったり、町に落らく書がきを残すんだって。そして日刊瓦かわら版ばんなんかの方だと、実例としてあるのは──」

　ネシンバラは、皆を見渡し、一つの表示枠をそちらに向けた。

「極きよく東とうでは、最近だと去年に一件起きてる。……皆は知ってるよね？　本ほん多だ君が言ってたこと。本多君が武蔵に来たのは、母親が〝公主隠し〟に遭あったからだって」

　皆が静まる中、喜き美みが耳を両手で塞ふさいで、あー、あー、とか言っている。が、その横に座っていた浅間が、ネシンバラの方を見て深く頷いた。

　彼女はハナミを呼び出し、表示枠を宙に浮かべると、

「〝公主隠し〟は、普通の神隠しとは違います。普通の神隠しは空間を創つくる流りゆう体たいが乱れ、その裏側に入ってしまうだけだから、消えた人間の存在は消えないんです。術じゆつ式しきを使えば、御み霊たまや身体からだ、身につけていたものの存在から位置を追えます」

「でも、〝公こう主しゆ隠かくし〟は、──全部消えてしまい、戻ってこない。魂も身体も、持ち物も、完全に消えてしまう。聖術テスタメントサインや魔術テクノマギにもある消しよう滅めつ系の術式をぶつけたときに似てるよね」

　ええ、と浅あさ間まが言った。

「そして、〝公主隠し〟が起き始めたのは三十年前くらいから。そして年に数件起きているようです。だから今は、社やしろの一部ではこう言われているんです。〝公主隠し〟は、神かみ隠しに見せかけた、組織的な連続殺人じゃないかって」

　一息。浅間は俯うつむき、親指の爪つめを唇くちびるに当てながら、

「〝公主隠し〟とは、怪かい異いではなく、何かの組織が、情報が漏れることを恐れ、対象の命も身体も残らない殺し方をしているのが本当なんじゃないかって……」

　そして浅間は、指で橋の路面に図を書いた。円と、それを横に貫つらぬく線だ。

「これ、〝公主隠し〟の現場に必ずある印しるしで、私も何度か見たことがあります、神隠しらしい現場で。上の方が封ふう鎖さして、いつも捜そう査さが断ち切られちゃうんですけど」
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　浅間の言葉に、皆が静まった。

　だがそんな静けさの中、耳を塞ふさいでいた葵あおい姉あねが震えを隠しながらの強がり口く調ちようで、

「……フ、フフフ、べ、別に、そんなの犯行の印としてエロいマーク描こうとしてたら人が駆けつけてきてし損じただけでしょう？　そうよね!?　皆エロマーク大好き！　大好き！」

「そんなマークを仕上げに描こうとする犯罪組織ねえよ!!」

　皆のツッコミに葵姉が改めて耳を塞ぐ。丁ちよう度どいい、という風ふうに浅間が口を開き、

「それでまあ、そういうのが多発してます。他にもいろいろあって、それで神社の上の方が最近出してきているのが、〝他た言ごん無用〟。それも世の不安を煽あおるタイプのものに対してなんですがさっきの公主達の印がついた〝公主隠し〟は、必ず含まれてます」

　ふんふん、と皆が頷いた。

　が、その中から手が上がる。浅間のすぐ近くにいた直なお政まさだ。彼女は膝ひざに乗せた右の義ぎ腕わんに左の頰ほお杖づえをつき、猫のように身を曲げると、

「あたしゃ元もと々もと中ちゆう国ごくの出でさ。公主って言えば、中国王おう家けに生まれた娘のことじゃないかね」

「じゃあ、〝公主隠し〟について聞いたことある？」

「関かん東とうだと、たまに噂うわさでね。清しんが中国を制圧していく中で、落ち延びた、明みんの公主が恨うらみのある相手を術式で殺してるんじゃないかって。まあ、噂だろうと思ってたけど……」

　人の消しよう滅めつはホントに起きてんだよね、と直政は言った。だが、

「腑ふに落ちないのは、公主って言う割に、清圏けん以外でも発生してんだろ？　アサマチ」

「一番多いのは、多分、三み河かわと京きようの周辺じゃないかな」

「……うわ、モロに直ちよく撃げき圏けん内ないですねー、今。でも、気をつけようにも、どうしようもないですというか。……だって組織か何かの犯行の線があるなら、おそらく奉ぶ行ぎよう係や夜や警けい団が追っていると思いますし、怪かい異いなら大体無差別ですしー……」

「フフフそうよ無む駄だよ！　どうしようもないのよ！　いいこと言ったわねアデーレ！」

　喜き美みがいきなり立ち上がった。アハ、と彼女は笑い、

「無駄！　モテない男が何やっても駄目なように都市伝説なんて対たい処しよ考えても無駄よ無駄！　フフフこのモテない男どもめ!!　お前だ！　そこのお前も！」

「こ、こら喜美！　点蔵君とウルキアガ君を指さすのはやめなさいっ！　大体指さすのは縁えん起ぎ悪いんだから口で言いなさいっ。あと、二人とも好きでモテないわけじゃないです！　努力したところで見た感じ素質なんだから仕方ないじゃない！　追い打ちするのは止めなさい！」

　点てん蔵ぞうとウルキアガが横に倒れて泣き始めたのをよそに、葵あおい姉あねと浅あさ間まが言い合いをヒートアップさせていくが、それとは別で御お広ひろ敷しきが手を挙げる。

「小しよう生せい思いますに都市伝説はゆっくり考えていけばいいとして、……とりあえず怪かい談だんとしてはいくらか効いたと思うので、ええと、今夜、他の皆は？　──地元の小等部の子達とか！」

「金にならん欲望は捨てろ。ともあれ他の連れん中ちゆうと言うと、正まさ純ずみは住んでる多た摩まの艦かん首しゆ側に三み河かわの花火とやらを見に。東あずまは引っ越しで遅れて、ミリアム・ポークウは無理、そしてミトツダイラは家が夜間外出禁止だな。となると……、あとは仕込み中のトーリが……」

　言った瞬しゆん間かんだ。

「オッケー！　遅れた！　悪わりい悪い！」

　いきなり校舎の正面玄げん関かんが開き、トーリが校舎の中から顔を出した。

　そっちかよ、という皆の顔を前に、彼は笑えみの顔で校舎内の闇やみを示し、

「早く来いよ！　──暗くて面白いぜ!!」
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　夜の下、暗がりを背後から光り指す軒のき先さきのベンチに、一つの人ひと影かげがある。

　酒さか井いだ。

　彼が座るのは夜も開いている小こ料理屋の前、一服用の竹ベンチだ。

　横に中身を飲み干した茶ちや碗わんを置き、彼は口にくわえた煙管キセルから煙を空にくゆらせる。

「第二の月も、今日は綺き麗れいに見えてるな。殿との先生は午後の放送で花火を用意していると言ったが、昔のように月つき見み酒に色を添える気でもないだろうし、……悪い予感ばかりが働くねえ」

　と、酒井は時計を確認しようとして店の中を覗のぞいた。

　やや狭い店内、カウンターや奥座ざ敷しきには誰もいない。

　厨ちゆう房ぼうには二人の自動人形が前掛けを着けて立っているが、沸わかした湯の音や、俎まな板いたを定期的に洗う音がするだけで、調理の音は聞こえない。

　そして酒さか井いは奥壁の時計となっている神かみ棚だなをちらりと見た。壁に掛けられた神棚の前では、時間系の神の使いである鶏とりの走狗マウスが、雛ひな鳥どり達とうろうろしている。ヒヨコが四羽だから、

「……八時か」

　榊さかき原ばらが資料を届けさせると言ったのは、八時半だ。十時には上の関せき所しよが閉じるため、九時には山道の入り口に行きたい。資料を得たら、それを持ち帰ってから読むことになるだろう。

　今の己は、暇ひまつぶしに、壁に掛けられたメニューを見て、

「……ここ、カレーが多いね。うちにもハッサンってのが好きなんだけど、喜びそうだ」

　言うと、厨ちゆう房ぼうの自動人形がこちらを見て首を下に振った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、私ども、北ほう条じよう製せいですので」

「印度インドの連れん合ごう向きに出来てんだ。──で、酒に合うオススメは？」

「では、こちらの、アジのタタキカレーは。駿する河がでとれたばかりの新しん鮮せん素材です」

「いや、別にカレーにしなくても……」

　と言ったこちらの肩を、後ろから叩たたくものがあった。

　お？　と振り向くと、女じよ中ちゆう姿の自動人形が夜よ闇やみの道に立っている。

　自動人形の腕には、紙の束たばが抱かれていた。彼女は無表情に紙束をこちらに差し出し、

「酒井様、お届け物です」

「ああ、ありがと。榊原は？」

　と椅い子すから立ち上がりながら受け取る。すると女中姿の自動人形は頷うなずき、

「Ｊｕｄ．、机の上のものを後で持っていくようにと、作業前にそう指示を受けておりましたので遂すい行こう致しました」

「つまり、新規で書き起こしたってことか、アイツらしいなあ……」

「そうなのですか？」

　ああ、とこちらは頷いた。昔のことを、少し思い出して、

「字名アーバンネーム、〝檄げき文ぶん〟っていうんだ、アイツ。奉ほうじているのは文章系の神でさ、もの凄すごい勢いで文を書けるんだよ。情報整理も出来たから、多分、今回の件も頭の中に全部しまっていて、それを俺用に書いていたってことなんだろうなあ……」

　忠ただ勝かつが井い伊いのことを口こう外がい禁止にしているならば、〝公こう主しゆ〟についての資料は表おもてに出せず、屋や敷しきに溜ため込むしかない。

　……ならば──。

　榊原は、それをまとめたものを紙に吐き出し、こちらに渡したと言うことだ。

　ふと、腕に抱えた紙をめくってみる。武蔵むさしに戻ってから見ようと思っていたが、やはり好こう奇き心しんが動いた。少しだけ、という心の前置きと共に、やや厚めの和紙を指で弾はじき、めくり、

「アイツはもう、自分はそれに関わらないとしたのか、それとも」

　……俺を巻き込んでいく覚かく悟ごをしたのか──。

　と、紙をめくる手を己は止めた。何な故ぜならばそれは、

「……白紙!?」

　何も書いていない白の紙かみ束たばに対し、自分は止まり、動かず、

「……酒井様？」

　女じよ中ちゆうの問いかけに、紙を数枚めくり直し、全て白であることを確認した。そして、

「──まさか」

　という言葉を地面に吐き捨て、そこで自分は初めて動いた。渡された資料を右脇わきに抱え、

「どうなっている!?　否、まさか──」

　走り出す。

　行き先は女中型がた自動人形の来た方向。榊さかき原ばらの家だ。

　背後に置いて行かれることになった女中の自動人形が声を上げるが、構わない。

　行く足は、店前から、闇やみの中を一直線に加速した。

　夜の風の中、明かりのない町中に身を飛び込ませ、自分は声を上げた。

「榊原……！」

　息を吸い、身を前にぶち込むようにして、人ひと気けのない夜の道を行き、

「お前、どこまで辿たどり着いていた！」







[image: 第十五章『閉鎖室内の友達』]
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「ハイ、そういうわけで図と書しよ室しつ御到着です」

　という浅あさ間まの言葉に、教きよう導どう院いん内、暗い廊下の中をついてきていた三つの人ひと影かげは頷うなずいた。

　影の一つ、艦かん内ない整備用の一メートル半はあるレンチを担かついだ直なお政まさが、うんざり顔で、

「どうだいアサマチ、霊れい視しの無いあたしらにゃ、いても大物以外見えないんだけどね」

　彼女の横、持ち込んできた練習用従じゆう士し槍やりに除じよ霊れいの札ふだを貼はっていたアデーレも、吐と息いき混じりに、

「ですよねー……。ラップ音とか、そういう解わかりやすいんだといいんですけどねー……」

　ラップ音、という言葉に、首を左右に慌あわてて振ってみせるのは最後の一人である鈴すずだ。彼女は、靴くつ裏のチップの音を床に響ひびかせながら一歩を後じさり、

「や、それは、ちょ、こ、困り、ます、音は……、や」

「大だい丈じよう夫ぶです、このあたりにはいませんから。〝木葉このは〟も変な動どう態たいを見てませんし」

　浅間が緑の瞳ひとみを指さしつつ言うと、アデーレと鈴が肩を下げた。ほ、と息をつく二人だが、

「でもまああのあたりに」

　と、浅間がいきなり弓を構えて廊下の向こうに射しや撃げきした。一秒してから、

「よし」

　という浅間の頷きに、直政は平然と無言だが、アデーレは慌て、鈴は身を震わせ、

「な、何？　何です!?　一体！」

「あ、気にしなくていいですから、ええ。──離れなければ大丈夫ですよ？」

「全然安心出来ないですよー！」

　アデーレの叫び声が、廊下に反はん響きようする。

　よ、という声が廊下に響き、返ってくる音となる。その音を聞いた直政が、

「あんまし声出すと、寄ってくるぞ。昼に静かでも夜には動くもんだしな」

「第六特務、……随ずい分ぶん、く、詳しい、ですよね？」

「そりゃよくアサマチのトコに遊び行ってるから。アデーレも従士なら機き動どう殻かく持ち込めばいいだろうにさ。──アンタ、親父おやじから受け継いだっていう機動殻、まだ着られないの？　アンタいつも訓練用のペラいのしか着てないから、本式の見たことないんだけど」

「いや、最近ようやく着られるようになったんですけどねー。何だかかなり旧式なせいかえらく重くて、ちょっとまだお披ひ露ろ目め出来るような感じじゃないですね」

　見てみたいなあ、と興きよう味みありげに頷く直政は、しかし改めて皆を見て言った。

「……でもまあ、午後と同じでまた喜き美み抜きで固まるのな、あたしら」

　その言葉に対し、三人は、あははと乾いた笑いで返答とする。

「ま、そこらへんも含めて、今夜の〝幽ゆう霊れい探し〟だな。アサマチなんかさっきからガンガン撃うってストレス解消してるだろ、それ」

「うーん、どうですかね。小さいのは手て応ごたえ無いですし」

　まあそれでも、と浅あさ間まが言った。

「明日、朝に皆誘って押しかけましょうか。そして見送って、帰ってくるまでが告白です」

「帰ってきた先はどうすんのさ」

　さあ？　と浅間が背を向けた。彼女は図と書しよ室の遣やり戸どに視線を向け、

「ま、あとで今までの彼の狼ろう藉ぜきとかダベって功く徳どくとしましょうか。私、鈴すずさんの入学式のときの話、詳しく聞いてみたいと思ってましたし」

　と、弓ゆみ片手の浅間が図書室の遣戸に身を向けた。その瞬しゆん間かん、鈴が、

「あ、ま、待って、ほ、ホントにいたら、ど、どう、する、の？　幽ゆう霊れい、ほ、ほら、図書室とか、そういう噂うわさだと、け、結けつ構こう、出る場所、だし。図書室って、先生が言って──」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。去年の失しつ態たいを反省して、私、妖よう物ぶつ退たい治じは修行しましたし、そして先ほど見ましたか？　トーリ君は今年、ちゃんと巡回班に入ってました。去年のような全身ゴールドタイツネタは今年生じません。つまり──」

　浅間は、笑えみを鈴に向ける。声の色が届くようにと、微笑の唇くちびるで、

「何も起きない可能性が高く、何かが起きても私は動じず対たい処しよ出来ます。結果として、どうにだって出来るということです。だからまあ、安心して下さい」

　と、浅間が、神かみ棚だなを上に掲げた図書室の入口に改めて身を向ける。

　彼女は一度、遣戸の上の神棚に手を合わせて礼をし、二度手を打つと、

「さて」

　浅間は笑みで、遣戸を開けた。

　すると図書室の中央に、白い固まりが二本足で二つ、立っていた。
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　浅間の正面、十メートル先で直立する固まり二つは、白い、布らしきもので出来ていた。

　どちらも、その表面に最近武蔵むさし放送で人気の美少女キャラ〝魔法ケルト少女バンゾック〟の絵がプリントされている。浅間も知っているキャラだ。浅間の知識に拠よれば、バンゾックは、

　……ええ、すぐ敵の頭の皮を剝はぎます。生いけ贄にえも大好きです。ええ、そして知識終了ですとも。

　しかし二体とも、大きさが違う。一つは細く、一つは広い。大きさとしては、

　……一つは抱き枕ほどの大きさで、もう一つはシーツほどの大きさで……。

　両方とも、下部から白いタイツの足が生はえていた。

　二体は向き合いながらクネクネと、荒い息をしつつ、しかし、

「…………」

　こちらを向いた。

　中身の目があるあたりに、黒い点が二つ開いている。急いで開けたためか、プリント美少女の頰ほおのあたりをぶちぬいているが浅あさ間まには価か値ち観かんが解わからない。

　解らないまま、動けないでいると、相手の方に変化があった。

　片方、細い方。どっちかというと中身がキツくなっている方の、鼻のあたりから、

「──ん」

　内側から赤いものが染み出した。ものすごい勢いで、白が小さく震えながら赤くなっていく。横のシーツがそれを見て、男の小さな声で気き遣づかっているが、

「大だい丈じよう夫ぶ!?　大丈夫!?」

「ん、大丈夫っ、大丈夫コニたんっ、ちょっと鉄分が外に出ただけっ……」

　浅間は無視した。

　……うん、聞こえない、聞こえません、聞こえませ──ん。

　すると、正面、白と半染まりの赤がこちらを見た。

　そして両方が、全身を振りたくりながらこちらに走って突っ込んでくる。叫ぶ台詞せりふは、

「新しい、価値観……！」

　声に構わず、浅間は射しや撃げきをぶち込んだ。
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　南側の前まえ側がわ棟とうの方から爆発にしか聞こえない音が響ひびいた。

　後こう側そく棟の側、一年クラスの多い一階右う舷げん側の廊下を歩いていた一いつ行こうは、ふと足を止め、

「トーリ、何を仕込んだ？　金に繫つながるか？　それとも貴き様さま、死ぬか？」

「おいおいシロ、俺ばっか疑うなよ、俺、何も仕込んでねえよ」

「そうなのか？　本当か？　絶対だな？　金賭かけるか？」

「ああ!?　何だよオマエ？　オマエ、まあーた俺を疑うのかよ!?」

　トーリはどこからか取り出した教科書を床に叩たたきつけ、その手でシロジロを指さすと、

「いっつもいっつも俺だ!!　馬鹿じゃねえの!?　全く、オマエはすぐに他人を疑う悪い癖くせがあるよな！　前に俺がオマエの弁当をチョバったときも真まっ先さきに俺を疑って俺は悲しかった！　オマエ、もう少し他の人を疑えよ！」

「──よし、私が正しいのはよく解った。しかし金でも解決出来んなこの脳は！　駄だ目めか！」

　と、二人の間にハイディが入ってきた。ハイディは、後ろに呆ぼう然ぜんと立っている東あずまを見て、

「ほら、さっき合流したばっかりの東君もついてこられてないから、話戻そ？」

　仕方ない、とシロジロが言って、トーリを見た。彼は改めて、

「何を仕込んだ？　金で済むことなんだろうな!?　済まねば教きよう導どう院いん前の滝たきに流して客から見物料とって回収せざるを得んぞ!?」

「オマエ本当に金好きな。でも俺何も仕込んでねえよ！　今日、そんな時間あったと思うか!?　俺は半日以上エロゲの表示枠サインフレームの文章先さき送おくりアイコン連れん打だしてたんだぜ!?」

「貴き様さまが二次元相手に無む駄だに過ごした半日は誰かが必死で欲しがった半日だぞ」

　と、ハイディがシロジロの肩を叩たたく。振り向いた彼に対し、ハイディはひそひそと、

「しっ、つられちゃ駄だ目めよシロ君。ああやって自分のペースに引き込むんだから」

「ああ、危うくまた引き込まれるところだった。気をつけねばな。金の無駄になる」

「ハ、ハイそこ作戦会議しないっ！　何だオメエら空気悪いなあ！」

　と、また爆発音が遠くから響ひびいた。今度はこの後こう側そく棟とうの上からだ。わあ、という声もある。

　シロジロは、一いつ瞬しゆんだけ廊下の天てん井じようと、震しん動どうで落ちてくる埃ほこりを見て、

「貴様、……本当に何もしてないのだろうな」

「あったりめえだろ！　俺ぁ何もしてねえよ！　──頼んだだけだよ！」

「誰にだあ──!?」

　シロジロが、半はん目めで振り向く。トーリより頭あたま半個分高い彼は、上から覆おおい被かぶさるようにして、

「よく聞け。誰に頼んだ？　ちゃんと金で済む相手なんだろうな？　誠意とか無しだぞ？　それが一番後を引く。何かあったらどうする気だ？　死ぬか？」

「シロ、俺、そんないっぺんに言われても全く解わかんねえんだけど。どうすればいい？」

「結論だけ言うとこうだ。──金払って死ね」

「あれェ──!?　何か予想外の方向にボール転がってね？」

　言っている間に、また、向こうの方で爆発が響いた。その音を聞いた東あずまが眉まゆ尻じりを下げて、

「随ずい分ぶんと頼んだんだね……」

「余よの部屋、下だっけか？　流石さすがに被害はねえと思うんだけどさ」

　そうだなあ、と東は響く震動に頷うなずいた。

「あ、でも、ポークウさんが怒るかも。何やってたのって」

　言ったときだ。すぐ上の階から轟ごう音おんが響いて教きよう導どう院いんが揺れた。硝子ガラスの割れる音までついている。一緒に聞こえたのは、ナイトの、

「わはぁ──!!」

　喜んでるのか叫んでるのか解らない声だ。それを聞いたシロジロが、再び天てん井じようを見て、

「……流石に金が掛かるだろう、これは」

「おお、すげえな倒とう置ち法かよオマエ！　──あ、俺もだ！　すげえそれはつまり俺──！」

「ハイハイハイ、とりあえずちょっと見て来ません？　ヤバいことになってるような……」

　と言ったハイディに対し、東が一歩引く。彼は震動がまた響いた天井を指さし、

「……え？　行くの？　……し、死ぬよこれ？」

　その言葉に、商人二人はわずかにうつむいた。しかし馬鹿が猛もう烈れつな笑えみで、

「じゃ、ここは俺に任せてオマエら行ってこいよ！　俺、誰も通さねえから！　ほ、ほらここ、ここ空気重い！　超ヘビィ！　お、俺がエア支えしてないと駄目だこの空気……！」

「やかましい」

　商人二人が、トーリの喉のどに左右から肘ひじをフックして引きずっていく。

　引きずられていくトーリは、じたばたしながら、

「え!?　あ、おいおいオマエら、人の扱いってもんがなってねえな！　もっと、もっと優しく母の手のように！　って、おいおいおいおいオゲちゃんも何をマーカーで俺の背中に的まととか点数書いてんだよ！　あと点数もっと高めな！　──って違ぇよ額は百点じゃなくて委員長だろこの場合!!　あ、総そう長ちようか!!」

　その声が遠ざかっていく中、置いて行かれる形になった東あずまは、

「あのー……、余よは……」

「東、まだ正気を保ってる連れん中ちゆうがいる筈はずだから、とりあえず馬鹿やってないところ巡回して集めたら中庭に待たい避ひしていてくれ。金は払えないがボランティアで頼む」

　そう言ったシロジロの声が、吐と息いき付きで続いて響ひびいた。全く、と前置き付きで、

「──身内の恥はじが一番高くつくのはどうしてだ」
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　淡い光の中に、一人の男が立っている。

　腕に書類を抱えているのは、酒さか井いだ。

　息を切らした彼が立つのは、灯あかりに照らされた廊下、そこは、

「榊さかき原ばら……」

　同どう僚りようの邸てい宅たくの内部だ。

　背後には、追いついてきた女じよ中ちゆう型の自動人形がおり、

「Ｊｕｄジヤツジ．、そこが、旦だん那な様の書しよ斎さいとなります」

　開け放たれた襖ふすまの向こうに、書斎と呼ばれる空間があった。

　六畳じようほどの畳たたみ間まだ。奥に障しよう子じ窓があり、庭を見るためにか、半分ほど空あいていた。

　手前側、左右には書物の入った棚たながある。右が二つ、左が一つで、左は棚が置かれない場所には押おし入いれがあるが、その内部は紙かみ束たばや筆ふで入れが入った箱で埋まっていた。

　部屋の中央には、文ふみ机づくえがある。

　文机のこちら側には、座ざ布ぶ団とんがある。

　座布団に座れば、灯とう籠ろうの明かりに照らされた庭を見つつ、作業が出来る。そんな書斎だ。

　だが、そこに主人はいなかった。代わりにあるのは、

「二に境きよう紋もん……」

　文机から床に渡って、赤黒い文もん様ようが大きく描かれている。それは窓の方に向かい、障子に浅く届き、壁の漆しつ喰くいに文字を書いていた。記された字は、己の言葉で読むならば、

「〝なにをしてるの〟……」

　文字はあるが、榊原はいない。否、

　……どこへ消えた。

　このことに気づいたのは、自動人形から書類を受け取ったときだ。

　自動人形はこう言ったのだ。作業前にそう指示を受けておりましたので遂すい行こう致しました、と。

　それは、作業後の指示ではなかったことを示す。

　更さらには、文ふみ机づくえに置かれていた紙かみ束たばは、今手元にあるのだが、

「白紙だ……」

　榊さかき原ばらが、白紙の束を渡すとは思えない。だが、自動人形がこれを持ってきたと言うことは、作業が終わったと言うことだ。そのことについて、背後の自動人形は、

「──旦だん那な様がいらっしゃいませんでしたので、作業終了と判断しました。部屋の掃そう除じについては、これから行おうかと──」

　榊原はどこにもいない。

　文机の上には、黒布に置かれた和紙と、水を注そそいだだけの硯すずりがある。

　まるで、墨すみを擦すろうとした矢先に、席を立ったようだ。

　自分は一歩部屋に入り、榊原の痕こん跡せきを確かめる。

　すると、一つ、妙みようなことに気づいた。硯の上を、水が跳ねているのだ。

　……これは──。

　墨で水を弾はじいたのか。否、榊原は文にうるさいタイプだ。道具の使い方はしっかりしている。乱れるような使い方をしないはずだ。

　ならば、と二歩目を踏み込んだ己の目は、それを見た。

　文机の上に置かれた黒い布と、文ぶん鎮ちんで押さえられた和紙。その和紙に、皺しわが寄っている。

　水を付け、乾かした跡だ。

　跡は引きずったような筆ひつ跡せきで、あるものを書いていた。

　二つ。

　その内一つは、

「二に境きよう紋もん……」

　もう一つは、文字だった。自分も知っている文字だ。それは、

「──追え」

　つぶやいた文字は、そこで終わっている。

　だから、というように、己は懐ふところに抱えた紙の束を見た。

　何も書いていない、白紙の束だ。

　だが、一番上の紙に、細い皺が寄っている。水の筆跡だ。

　榊原が、今いま文鎮で押さえられている一枚を書く前に記し、積んだ紙束に載せたものだろう。

　そこに書かれたのは、

「〝創そう世せい計画〟……!?」

　先に書かれたものと思われる言葉と、印しるしの意味と、次の言葉を、自分は並べて呟つぶやいた。

「創そう世せい計画、公こう主しゆ、──追え」

　公主を追えというのは解わかる。だが、

　……創世計画は、……P.A.ODAの末まつ世せ対策だろ？　それを何な故ぜ──。

　解らない。目の前にあるもの、榊さかき原ばらが、自分がいなくなることを悟さとったのか、急ぎで記した水の筆ひつ跡せきの内容や、彼がいなくなったこと自体も、何も解らず、

　……どういうことだ!?

　神かみ隠かくしの怪かい異いは、方々で聞いていた。だが、同どう僚りようが、わずかな時間の間にそれを受けたとなると、話は別だ。事実を目の前にしつつも、信じられないという思いがある。

　ああ、と己は思う。今の自分は、背後から榊原がやってきて、冗じよう談だんですよと言ってくれることを望んでいる、と。

「だが、……井い伊いが消えたとき、お前もそう考えたのか？」

　問いかけた先、水の筆跡による紙は、乾き、その皺しわを失いつつある。

　消えていく。

　その事実に、酒井がこれ以上の滞たい在ざいの無用を感じ、一歩を後ろに下がろうとしたときだ。

　音が聞こえた。正面、開け放たれた窓の向こうから。

　低い、何かが爆発したことを知らせる、遠えん雷らいのような響ひびきが。







[image: 第十六章『中庭の準備者』]











●






　中庭では、教きよう導どう院いんの震しん動どうを目で見ることが出来た。

　騒ぎは、既すでに他の人々にも感づかれており、教導院の外そと枠わくには観客がいる。が、誰も彼も、

「ああ、またか……」

　という声と共に、敷しき地ち内に入ってくる者はいない。

　中庭に立つ東あずまは、各地での騒ぎを逃れた皆を集め、芝しば生ふの上で一息をついていた。

　どうも中では、いつの間にか学生側と傭よう兵へい団との戦せん闘とうになっているらしい。ときたま、一階端はしの非常口や窓から白い何かや全身タイツや形容しがたいコスプレがこそこそと脱出していく。

　……濃いなあ。

　思う横、持参していた握り飯を夜食として口に入れている御お広ひろ敷しきが、

「んー。小しよう生せい思いますに、宿しゆく直ちよく、先生ですよね。大だい丈じよう夫ぶなんでしょうかね」

　答えるのは、芝生に仰あお向むけに倒れて動かない浅あさ間まをハンカチで仰いでいるアデーレだ。

「オリオトライ先生、……さっき見に行ったら酒さか瓶びん抱えてゲーゲー寝てたですよ」

　じゃあ駄だ目めだな、と自分も含めて皆がつぶやいた。

　その間にもまた、棟とうの壁を伝って黒の全身タイツが降りてくる。それはこちらを見ると、〝愛〟と赤で書かれた胸を張ってから右う舷げん方角へと消えた。

「……誰かの顔見知りか？」

　ノリキの声に、直なお政まさが腕を組んで首を傾かしげる。

「さっき去っていったのは、多分品しな川がわ商工会の小出こいで翁おうじゃないかね。その前のはしらんが、アサマチの方に手を振っていたから、──アサマチ、親父おやじ今夜、行き先告げずに外出してたりしないかね？　……ってアンタ何こっち睨にらんでんのさ。親父のトゥルーエンドを受け入れなよ」

「ま、まだ終わってませんし決まってませんっ」

　と言った浅間が、また伏せる。顔下にハンカチを敷き直すのは鈴すずの役目だ。

　そしてそんな皆を見つつ、自分は思う。

　……いつも通りだなあ。

　内心で頷うなずき、しかし、今日はこうも感じる。

　……皆、機き嫌げんがいい？

　トーリが明日に好きな娘への告白をする。皆の機嫌は、それによるものだろうか。自分は中等部から武蔵むさしに来たため、それ以前の皆を知らない。しかし皆の多くはトーリとは小等部からのつきあいらしい。それによって仲間外れにされたことはないが、こういうときの感覚は違うのだろうな、と思いもする。

　と、保温瓶びんに入れてきたカレーを飲んでいたハッサンが、

「あ、シェーダー夫ふ妻さいですネー。いつも購こう買ばいの文具店で大助かりですネー」

　一階の非常口から、標本用の懸けん架か台を抱えた動白骨スケルトンの夫婦が走り出てくる。途と中ちゆう、夫の落ちた肋ろつ骨こつを妻が空中でキャッチしてはめ直しつつ、こちらに一礼。対する皆も頭を下げて、

「段々と博はく覧らん会かい状態になってきたな」

　よく見ると、屋上からも包ほう帯たいミイラの、

「ミシラ三世のオッサンだな、多た摩まで干ひも物の料りよう亭てい〝干るす〟やってる」

　彼は包帯を屋上の縁へりに引っかけて、急いだ動きでリペリング降下してくる。途中、二階あたりまで降りてきたところで、屋上の縁に葵あおい姉あねが駆けつけてきた。彼女は包帯の端はしを摑つかみ、

「フフフいたわねナイス干物！　この命いのち包帯どうして欲しい!?　切る!?　外す!?　落ちたくなかったら私を今すぐ崇あがめなさい！　でないと落とした上で女じよ中ちゆうみたいに回すわよ！」

「あの女、脅きよう迫はくって言葉を知らんな。つーかミシラ三世喋しやべれないだろ、喉のど喝かわいてて」

　皆の言葉に自分は頷うなずく。だが今日の皆の中、わずかに覇は気きがないと思えるのは喜美だ。

　……いつもだったら、落とした上で崇めろって言うよなあ。

　今夜の彼女はどこかおかしい。いや、いつもおかしいが、今夜はおかしい方向が違うというか、でもいきなり落とさないならそれはそれでありなのだろうか。

　難しい問題だな、と思っていた視線の先、ぶら下がっていたミシラ三世が両腕を頭上に回し、ハートマークのジェスチャーをする。

　対する喜美は、頰ほおに両手を当てて頭を振り、

「フフフ乾物にも認められる美しさって素す敵てきよね──！」

　包帯から手が放れたのでミシラ三世が落ちた。

　が、その下、校舎裏からやってきたネンジが、

『ふうむ、校舎裏の方には何もいなかったぞ！　我わが輩はいの無敵の威い厳げんによるものだな!!』

　無敵の威厳が、上から降ってきた人体干物によって飛び散った。

　それを見る皆の視線の先、ネンジの後からやってきたイトケンが爽さわやか笑顔の全ぜん裸らで、

「やあ！　皆！　校舎裏は大だい丈じよう──、やややネンジ君！　また大丈夫かい!?」

　言っている間に、ミシラ三世が体を起こした。彼は包帯を巻き取りながら片手を礼の形に何度も上げて去っていく。そして残されたネンジが、ゆっくりと集まりながら、

『フ、フフ、今のは危なかった……』

　……本気でいつも通りだなあ。

　自分は思う。オリオトライがいれば完かん璧ぺきというか、そうなると騒ぎが圧倒的な暴力を持って鎮ちん圧あつされるのだろうなあ。しかしその際は、きっと今より大きい騒ぎになるのだが、それはつまり質と時間のどちらをとるかということなのだろう。

　ふと、横手で動きがあった。鈴すずが立ち上がり、

「あ、あの、水を、浅あさ間まさ、ん……、っ、息、切れ、切れててっ」

　汲くみに行こうとする。水道は校庭に水を撒まくための栓せんが昇しよう降こう口近くにあるが、飲料用ではない艦かん内ない循じゆん環かい水すいだ。飲料用は校舎内になるが、

「ベルさん、あのー、ちょっと今あの中に行くのはー、巻き込まれるというかー」

　アデーレがどうしたものかという口く調ちようで止めようとする。そのときだった。

　鈴すずの行こうとした方角、すぐ近くから、大きな声が響ひびいた。

「──一体何の騒ぎだこれはあ──！　麻ま呂ろの町でこの狼ろう藉ぜきとは!!」

　皆が振り仰あおぐのは、いつの間にか鈴の前に立っていた王様、ヨシナオだ。

　彼、ヨシナオは、今の大声に皆が静かになったことを悟さとったのか、そのまま四し方ほうを見渡し、

「全くもってけしからん！　誰だこんなことを始めたのは！　出てき賜たまえ!!」

　全く正論だな、と皆が頷うなずくが、しかし、ヨシナオに対し、一つの反応があった。

「──ひぁっ」

　その、吸気とも、怯おびえとも聞こえる音は、ヨシナオの正面にあった。

「──ひ、あ、あっ」

　両腕を胸の前に合わせ、震えを押し殺す鈴だ。

　あ、と自分は思う。これはマズイ、と。

　……焦っているところに、いきなり大きな声が来たから──。

　目が見えない鈴は、無防備に殴なぐられたのと同じ状態だ。

　だが、息を詰め、しかし吐こうとして薄くえずく彼女に、ヨシナオは初めて気づいたのか、

「──？　どうしたのかね。言いたいことがあるなら言ってみ賜え、さあ！」

　その促うながしに、鈴が大きな口を空に開いて叫んだ。

「うわあ──ん!!」
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　鈴が泣いた。

　それまであった音を吹き飛ばすような、あ、の音に、皆が引き、ヨシナオが慌あわてて、

「こ、こら君、い、一体──」

「この、こ、この、おじ、ちゃん、き、嫌い──!!」

　すげえ鈴さん、超正論だ、と皆が頷いた。しかしそれを聞いたヨシナオが、

「き、君らは！　こんな騒ぎをしておいて──」

「ひあ──ん!!」

　声が響く。皆も流石さすがに慌てて、だが、その中でも東がまず手を大きく振って注目を集めると、

「え、ええと、誰かこういうときどうすればいいかを──」

　東の提案にハッサンが頷いた。彼は飲みかけのカレーが入った魔ま法ほう瓶びんの中に、懐ふところから出した薬やく包ほうの白い粉こなを注そそいで蓋ふたをし、シェイクする。そしてそれを鈴の方に向け、

「さ、カレーを飲めば哀かなしい心も落ち着くネー」

「お、お前、今何入れたんさね!!」

　直なお政まさの問いかけに、ハッサンは無表情に頷うなずき、

「スパイスですネー」

「違うだろ！　どう見ても薬だったさ今の！」

「違いますネー。カレーは多た様ようなスパイスで出来てますネー。だからカレーに入るのはスパイスですネー。理論的ですネー」

「誰か今度こいつのカレーにウンコ入れてやれよ!!」

「いやだから君らはさっきから麻ま呂ろの話の──」

　とヨシナオが言ったときだ。不意に両の校舎の窓が一いつ斉せいに開き、中にいた連れん中ちゆうが顔を出した。

　皆は、一いつ瞬しゆん左右を見て、しかしすぐに泣いている鈴すずに気づくと、

「ぬあ──！　非常事態ワーニング！　非常事態！　我が武蔵むさしの貴き重ちような前まえ髪がみ枠わくが泣かされてるぞ！」

「くそう何てことだ！　ともあれ下げ手しゆ人にんの処しよ罰ばつについて、皆の意見を求む！」

　窓から顔を出してる全員が、握った拳こぶしの親指を下に向けて突き出した。皆は頷き、

「よっし！　総そう意いで死刑、問題なーし疑問なーし容よう赦しやなーし！　下手人は──」

　と、最上階から顔を出していたトーリが、ヨシナオを見つけた。

　ヨシナオも視線を合わせ、

「こ、こら！　総そう長ちよう兼けん生徒会長！　今回の騒そう動どうは──！」

「おいおい皆見ろよ！　あんなところに王様のコスプレしてる馬鹿がいるぜ！　ヤツが犯人だな！　全く、麻呂のコスプレして皆の正気度をもりもり下げようとは最悪の下げ衆すだぜ……！」

「な、何を言っておる！　麻呂は本物であるぞ！　本物の武蔵王おうヨシナオ公こうであるぞ!!」

「はあ？　何言ってんの？　麻呂、友達いねえからここには来ねえよ。やっぱ偽にせ物ものは麻呂のこと解わかってねえなあ。本物は今、伝纂器ＰＣでマインスイーパーやってんだぜ？　知らねえの？」

「貴き様さまあ──!!」

「うわあ──ん!!」

　と鈴の声が響ひびき、しかし、次の瞬しゆん間かん。

「────」

　不意に、鈴がその泣き声を止めた。

　沈ちん黙もくする。それも、まるで、声そのものを止められたかのように、だ。
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　え？　と誰もが視線を向ける中央、鈴が開いていた口を緩やかに閉じた。

　代わりというように、彼女は顔を前に向け、

「……？」

　鈴が、両の耳に手を当てる。そして、

「え……？」

　皆が思っている疑問詞しを彼女も作った。

　眉まゆをひそめた彼女の頭上から、声が飛ぶ。

「おい、麻ま呂ろどけよ！　あと、伏せろ！　ベルさんの邪じや魔まだろ!!」

　指示に、ヨシナオは戸と惑まどったが、しかし皆の動きに合わせて身を低くする。

　周囲、膝ひざをついた誰も彼もの中央において、鈴すずは頰ほおの涙を拭ぬぐいもせず、左右に耳を傾けた。

　ややあってから、

「──あ、あっち」

　と、左さ舷げんの方角を見た。そちらは東側。そこにあるのは各務原かがみはらの山さん渓けいだ。

　しかし、夜の今、あるのはただ漆しつ黒こくの、底無い空間だった。山渓の向こう、南側には三み河かわの町があるはずだが、武蔵むさしからは山が陰になって町の光を見ることが出来ない。

　黒い。山がそこにあるかどうかも解わからない。ただただ重く湿ったような、先の見通せない霧きりを黒くしたような闇やみがある。

　だが、不意に闇が壊れた。暗がりの中に、照らす光が生まれたのだ。

　発火の光。

　炎ほのおだ。各務原の山、峰みねの上に、焰ほむらの形が一つ生まれた。

「あれ……」

　鈴が言うと同時に、遠えん雷らいに似た音が聞こえてきた。

　その音に、身を低くしていた直なお政まさがつぶやきを作った。

「爆発じゃないかね」

　応じるように、校舎の窓から顔を出していたネシンバラが、眉まゆをひそめた顔でこう言った。

「あのあたり……、三河を監かん視しする聖せい連れんの番ばん屋やの内、一番高いとこのがある筈はずだよ。確か今期は三征西班牙トレス・エスパニアの生徒が詰めていた筈だけど、何だろう、事故かな、火災とかの。……下の番屋、こっちからは見えないけど、気づいてないのかな」

　遠くに見える炎が強くなるに連れ、皆の間から小さな声が生まれて波となる。どうした、とか、何だ、とか、そのような言葉だ。携帯で連絡を取り始める者も出始め、

「おーし！　続きは今度だ!!」

　トーリの声に、ヨシナオ以外の皆が頷うなずいた。

　動き出す。皆は窓から離れ、昇しよう降こう口から出て、立ち上がり、歩き出し、動き出す。

　ヨシナオも、一度だけ動き出した皆を一いち瞥べつすると、鈴に対し軽く頭を下げた。

　対する鈴はわずかに身を引くが、ヨシナオは、皆がそれぞれの家や行くべき場所に向かって行く中、鈴の眼前で軽く片かた膝ひざを落とす。その上で彼は、

「驚かすつもりはなかった。赦ゆるされよ。あと──」

　身を起こし、上にいるトーリを指さし、

「マインスイーパーではなくソリティアである。宜よろしいな？」

　訂てい正せいして、背を向けた。

　去っていく。その後ろ姿が歩き出すのを見て、クラスの皆は一息をつく。

　眼鏡めがねを鼻の上に持ち上げ直したアデーレが、訓練用の騎き槍そうを抱きながら、

「何だか誤ご魔ま化かせたみたいですけど──、何なんですかねあの炎ほのお」

　と、昇しよう降こう口から出てきたシロジロが、ハイディと共に、

「三み河かわの商工会と連絡がとれん。自動人形がいない筈はず無いんだが」

「今見ていても、三河の方、灯あかりが増えないの。──町が動いてないのかな」

　周囲、既すでにコスプレや本物は皆、教きよう導どう院いんの外周にいた観客とともに去っている。残されたのは、初めに橋の上に集まった者達と、それに加わった東あずまだけだ。

　シロジロが、皆を見渡してから腕を組む。首元の装そう甲こうから白びやつ狐この走狗マウスを出し、

「……おそらく、携帯の回線が混むだろう。走狗の直接通つう神しんか、文字通神にすれば軽けい減げんされる筈だ。急ぎの場合、各自そのようにすること。いいな？　大体音おん声せい通神は通神費ひが高く──」

「シロ君、シロ君、説教入ってる、入ってる」

　ハイディの制止に、シロジロは頷うなずいた。ややあってから片手を軽く上げ、

「こちらは忙しくなる。ハイディ、エリマキを使って各国の極きよく東とう居きよ留りゆう地ちとの通神をすぐに開けるようにしておいてくれ、武蔵むさし商人団の他の連れん中ちゆうを出し抜くからな。武蔵内の私の金きん融ゆうに、共通貨か幣へいの円だけではなく、各国の固こ有ゆう貨幣を準備しておいてくれ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、はは、後で睨にらまれると思うけど、毎度のことかな。……では、皆、今日は解さ──」

「ま、待っ、て……」

　声を作ったのは、鈴すずだ。

　先ほど炎に気づいた彼女の言葉に、皆が目を見開いて動きを止める。

　鈴はわずかに身をすくめていたが、しかし右の手を何か引っ搔かくように前に伸ばし、

「あ、あれ……、その」

　皆は、鈴の指さす方向を見た。そこにいる、一人の少年を。それは、

「──余よ？」
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　東あずまは、鈴に指さされたことに、首を傾かしげた。

　……何？

　何があったというのだろうか。鈴が気づくのは音だ。だから何かあったとしたら、

「ええと」

　服は制服のままだ。頭、胸、腰にも何もない。だが、

「────」

　気づくと、皆がこちらを見ていた。振り仰げば、最上階のトーリもだ。

　しかし自分は、首を傾かしげ、足下を見てみるが、やはり何もない。

　どういうことだろう。？　とまた首を傾げ、脇のあたりを探る。と、皆が、

「余よ！　そうじゃなくて！　後ろ！　後ろ!!」

「後ろ？」

　言われ、問い返した方向に顔を向けた己は、まず一つのものを見た。

　それは、こちらの制服の後ろ裾すそを握った小さい手だった。

　手、少女がいた。白く長い髪かみを乱した、白い肌はだの少女。東の知らぬ子だ。

　顔は泣き出しそうで、

「────」

　無言の足は、芝しば生ふを踏んでいる。鈴すずが気づいたのはその足音だろう。だが、

「透すけてる……？」

　身長一メートルに満たない子供の身体からだは、半なかば透けていた。地面も、芝も、わずかな揺らめきとともに透けて見えている。こちらの服裾を握る手も布地を半なかば貫かん通つうした状態だ。

　その事実に皆が息を詰めたとき、少女が口を開いた。黒い瞳ひとみがこちらを見て、

「パパ、いないの……」
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　そしてうつむき、

「ママ、見つからないの……」

　迷まい子ごか、と思ったが、それより先に、言うことがある。

　その一言を、こちらの代わりに、皆が叫んだ。

「で」

　息を吸い、

「出たあ──!!」
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　音を聞いた。

　榊さかき原ばら邸てい、書しよ斎さいの中で、確かに酒さか井いは音を聞いた。

　聞き慣れた音だ。腹に響ひびく、落ちる音。爆発の音だ。それは解わかる。ならば今思うのは、

　……何な故ぜだ？　何故、爆発が生じる？

　解らない。解る筈はずがない。そして解らないことばかりだ。

　井い伊いが消えた。榊原も消えた。公こう主しゆ達と創そう世せい計画を追えと言われた。更さらには、

　……爆発だと？

　どういうことだ。

　十年。武蔵むさしに異い動どうされ、降りてきても皆は顔を合わせることなく、しかし今日会ったときには昔のように話すことも出来た。

　それがどうして、夜とともに変わっていく？

「くそ……」

　身体は動いた。行く。廊下に出て、玄げん関かんへ走る。背後、女じよ中ちゆう型の自動人形が何ど処こへ行くのかと問いかけるが、答えたところで意味は無い。ただ外へ出るだけだ。何もかも解らないという事実を再確認するために、ただ何が起きているのかを見るために。

　外へ行く。

　玄関の遣やり戸どを体当たりするように開け、同時に身を前に投げ出す。

　庭は石と松の木の構成。くの字を描くように並べられた飛び石を、最初と最後だけ踏む勢いで飛び越える。

　門は開いていた。向こうに、闇やみの落ちる街かい道どうが見える。

　行く。門を抜けるために跳ちよう躍やくする。そして空中で腰を低くし、着地姿し勢せいを取った。

　その瞬しゆん間かん。己の目は二つの色を見た。

　一つは、各務原かがみはら方面の山中、三み河かわに対する聖せい連れんの監かん視し所が炎ほのおを吹き上げている色。

　もう一つは、前に踏もうとしていた右足をすくうように来る、

　……石いし突づき!?

　右足を縮めたが、遅かった。

　外から内に、足を引っかけるように払われ、自分は宙でバランスを失った。
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「──!?」

　右肩から下に落ちる動きに対し、酒井が強ごう引いんな逆らいを見せた。

　左腰を跳ね上げることで、半回転の動きを追加したのだ。

　一回転。伏せるような動きで着地する。

　足がつき、砂を踏んだ。

　同時に、右手は腰後ろの短たん刀とうを半抜きにしておき、上方向からの攻撃に備える。

　後は左手を内に振り、左方向からの攻撃を牽けん制せいしつつ、その腕に引っ張られるようにして身を起こすだけだ。

　立つ。腰を落として身構えれば、左肩を前に出した右逆さか手て抜きの姿勢だ。

　俺、やるじゃん。そう思いつつ、周囲に視線と聴ちよう覚かくを働かせた。そして、

「──誰だよ？」

　問うた先、二つの影が街かい道どうに現れた。

　暗い街道を更さらに黒く染める建物の影の中から、ゆっくりと現れたのは、

「ダっちゃんに……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、本ほん多だ家付き自動人形統とう括かつ、鹿か角づのです」
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　酒井の視し界かいの中、鹿角が、無む手ての手指を身体からだの前で重ねて一礼した。

　彼女の横に立つ忠ただ勝かつは、手に一本の槍やりを持ち、こちらを見ていた。

　対する自分は、忠勝を見て、槍に目をとめる。笹ささ穂ほ型の穂ほ先さきを持つ槍は、

「……蜻蛉とんぼ切きりか。一応、クラスとしては神しん格かく武装の業わざ物ものだったな。事じ象しようすら割かつ断だんするっていう能力の……」

「──お前、老ふけたな。避けられねえんだからよ」

　言った忠勝は、こちらの脚あしを払うために長く伸ばしていた蜻蛉切を、持ち上げて縮めた。彼は、蜻蛉切の伸縮機き構こうのソケットを締め直すと、懐ふところから直型の煙管キセルを出して口にくわえる。

　瞬しゆん間かん。横の鹿角が左の手首を跳ね上げ、煙管を跳ね飛ばす勢いでその先せん端たんを弾はじいた。

　籠こもる音と共に煙管の先端に仕込まれた圧あつ縮しゆく葉に火がつき、

「──不ぶ作さ法ほう、失礼致しました」

「気にするな。──で、酒井、お前さ」

　忠勝の台詞せりふが進む間に、三つの音が響ひびき出す。

　一つは、上空を西から東へと、聖せい連れんの航こう空くう型武ぶ神しんが制せい空くう権確保のために飛ひ翔しようして行く音。

　もう一つは、西の陸りく港みなとから聖連の警けい護ご艦かんが浮上し、各務原かがみはらの火災の方へと向かう音。

　そして最後の一つは、

「おい、ダっちゃん、……この音」

　最後の音は、空から響ひびいていなかった。

　微かすかな音、しかし厚みのある染み通るような音が生まれているのは、

「地面、否、……もっと底から来てるぞ、これ」

　自分は、地の底から届くそれが何であるか、予測をつけることが出来る。だが、

　……無む茶ちやだろ……。

　あってはならない、という、事実を無視するための思し考こうが、予測を認めない。

　だが、音はゆっくりと来た。お、とも、ど、とも聞こえる音。それが、地面を震わせるのではなく、地ち殻かくと、その上の大地と空気を共に揺らすようにして、浮き上がり、

「────」

　長い長い、鼓こ動どうを打った。

　脈だ。

　血管を押さえたときに指に感じる圧の定期を、長く、数十秒に延ばしたもの。

　大地が鼓動した。

　……これは──。

　息をのみ、視線を前に確かに送ると、鹿か角づのを横に忠ただ勝かつが立っている。

　忠勝の口の端はが、上になっていた。

　その上がりが、ゆっくりと開き、

「地ち脈みやくだ。酒井。憶おぼえてるだろ？　我達が現げん役えき時代に旧那な古ご野や城を造るとき、地脈から流りゆう体たいを分解する地脈炉ろが出来悪くてな、幾いく度ども暴走しそうになって、こんな音を空間にたてた」

　憶えてる。確かにそうだ。十数年前、まだ松まつ平だいらの四し天てん王のうとして浮かれていた時期だ。

　地脈炉は Tsirhcツアーク 教きよう譜ふ国では廃はい止しされていたが、三み河かわはその範はん疇ちゆうに含まれず、まだ稼か動どうしていた。ゆえにTsirhc教譜国からの依頼で武装や航空船せん舶ぱくの製作を受注していた三河は、旧式となった地脈炉を何とか保もたせて業務をこなしていた。

　地脈炉は、地脈から流体を分解し、流体燃ねん料りようを精せい製せいする設備だ。運用には莫ばく大だいな費用を掛ける一方で、それ以上の流体燃料を獲かく得とく出来る。が、それは地脈を吸い上げることで、周囲の地脈を細くし、不安定にするものだ。

　ゆえに、地脈炉の不安定を示す地脈の鼓動音の表ひよう出しゆつは、妖よう物ぶつや怪かい異いを呼ぶものとして恐れられていた。しかしかつての自分達は、

「この音がする中、平気でメシ食ったりヤニ吹かしてたのが俺らだったな、ダっちゃん」

「ああ。だがよ酒井、──〝大総長グランヘツド〟と呼ばれたお前はもう老ふけたな」

　忠ただ勝かつが言う頭上、鼓こ動どうの空を轟ごう音おんが抜けていく。

　聖せい連れんの武ぶ神しん。十字型がた四枚翼よくの機体だ。元々は武蔵むさしの監かん視しとしてついていたものだが、番ばん屋やの火災を見た聖連によって緊きん急きゆう発進したのだろう。

　三み河かわ上空を、三機がそれぞれ時計回りに行き、制せい空くう権けんの維い持じに努める。

　何かがあれば、三河を監視し、教きよう皇こうの〝警けい護ご〟に乗り込んできた三征西班牙トレス・エスパニアが責任を追及されることになる。今、空を行く武神も、たかが番屋の制圧に航こう空くう艦かんが出るのも、三征西班牙の示し威いと焦りの表れだ。

　だが、聖連勢ぜいの中で、まだこの鼓動に気づいている者はいないだろう。

　出場を始めた三征西班牙は山さん岳がく側の陽よう動どうに釣つられた状態で、真の危険が地上側、新しん名な古ご屋や城の地ち脈みやく炉ろにあると解わかっていない筈はずだ。だから、

「……上の武神も、対地ではなく対たい空くう装備で上がってる。向こうの艦も、番屋の鎮ちん圧あつ用に山岳装備の歩兵ばかりってことだよな。つまり──、三河市街に乗り込むには不向きな装備だ」

「そうだな。最さい悪あく出直し、もしくは、──やや不利な状態で三河に乗り込むことになる」

　しかし、と忠勝が言った。

「まだまだ向こうは事態を飲み込めてない。陸りく港みなとの方では、新名古屋城に事態の詳しよう細さいを知らせるよう連絡が行ってるだろう。そして受付の自動人形が、それを引き延ばしているだろうよ」

「何な故ぜだ？」

「簡単に乗り込まれたら上う手まくいかんからに決まってんだろ」

　忠勝が、口から煙を吐いた。

「三つイったから、バランスが傾いてとうとう鼓動が始まった。もう気づかれたろうから、陽動はもう終わりだな。あと、中央入れて二つがイくまで耐えどころ、か」

「待て」

　己は言った。今の忠勝の台詞せりふの中にある数字に対し、

「三つとか二つとか、それは……」

「新名古屋城の地脈炉のことに決まってるだろ？　四し方ほうの四つと、中央の統とう轄かつ一つ。今、それらを丁てい寧ねいに暴走させてんだよ」

　忠勝の言葉の、意味は解る。

　……地脈炉を、暴走させている？

　やり方は簡単だ。地脈から流りゆう体たいを抽ちゆう出しゆつする機き構こう部分を、規定よりも強く稼か動どうさせればいい。そうすれば抽出された流体が貯ちよ蓄ちく槽そうや予備槽に行く前に、炉の中で多量獲かく得とくされ、炉を内側から浸しん食しよくする。

　素すの流体は、空間を自由に変へん異いさせることが出来るものだ。方向性が無いがゆえに、蓄ちく積せきを続ければ干かん渉しようを始めて周囲を浸食し、やがてお互いに〝変換〟を開始してしまう。

　そうなったら最後だ。炉を食い、地脈に逆流した〝変換〟は高速に広がり、他の空間と混じってその個性を薄められるまで、浸しん食しよくの作用を広げる。

　かつて、神しん州しゆうが制圧される前、重じゆう奏そう神州の露西亜ルーシにて地ち脈みやく炉ろが暴走自じ壊かいしたことがある。同じように、八年前、P. A. ODAの信のぶ長ながは襲しゆう名めい直後に地脈炉の暴走自壊で領りよう内ないに残るムラサイ反勢力を滅ぼした。彼らが神しん殿でんを造った比ひ叡えい山ざんに追い詰め、それを消しよう滅めつさせたのだ。

　そのどちらも、

「半径数キロが消滅したんだぞ……。それを五つも行ったら名な古ご屋やどころか三み河かわが消えるぞ！」

「だからお前は老ふけたって言うんだよ」

　忠ただ勝かつが笑って告げる。

「今、三河には人はいない。自動人形と我達だけだ。だったら、──見てえよな、我達が現げん役えきのときのポンコツとは違う、新しん型がた地脈炉暴走の地脈崩ほう壊かいによる三河消滅」

「────」

「榊さかき原ばらの邸てい宅たくから出てきたってことは、話聞いてんだろ？　これが、何のためか？」

「榊原は消えたよ。……公こう主しゆ達によって、神かみ隠かくしにあってな」

　ほう、と忠勝が言った。空を回かい航こうする武ぶ神しんの影を見上げ、

「じゃあ何のためか聞いてないのか。我も聞きたいことが多かったのにな。惜しいコトした」

「惜しい……？」

「我はな？　ただ、殿とのの命令で動いてるだけだ。井い伊いや榊原は何か知っていたようだが、我は真相も何も、ほとんど知らん。ただ殿から聞いているのは、これが──」

　一息。

「これが、創そう世せい計画の始まりだってことだ」
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　気づかなかったか？　と忠勝が言った。

「創世計画は、P. A. ODAが打ち出したもんだ。だけどな？　三河はP. A. ODAと同どう盟めいしてんだぜ？　そしてP. A. ODAは創世計画の詳しよう細さいを表おもてに出さない。どうしてか？　答えは簡単だろ？」

「──創世計画は、三河がP. A. ODAに持ちかけた計画だというのか！」

「ようやく、一つは解わかったか。まあ、我も知ってるくらいのネタだがな」

　そうだ。

「殿はまだ、P. A. ODAにも全容を明かしていない。我達にも。ただ我が聞いているのは、──それによって、全てが救えるかもしれない、というだけだ」

　忠勝の言葉に、己は動いた。腰の短たん刀とうを抜き、前に一歩を踏み、

「やめとけ。──結ぶぞ」

　眼前に、蜻蛉とんぼ切きりの先せん端たんが突きつけられた。

　否、穂ほ先さきとこちらまで、まだ距離にして三メートルはある。ただ、忠ただ勝かつの狙ねらいがこちらへの最短距離を通る線に乗っているため、穂先を近く感じてしまう。

「……解わかるくらいには、勘かんが無くなっていないか」

「無くなってたらどうする気だよ」

「突くしかねえだろ。それが我の仕事だ。忠、勝つ、それゆえの忠勝だ」

　言っている間も、穂先は微び動どうだにしない。動けば、即そく座ざに貫つらぬかれるだろう。

　不動のまま、鼓こ動どうが響ひびき、空を行く武ぶ神しんと船の音が響く。

　更さらに音を重ねるように、忠勝が言った。

「行け、酒さか井い。──我はお前に構ってる暇ひまがねえんだよ。これから、K. P. A. Italiaや三征西班牙トレス・エスパニアの陸上部隊が事態をよく把は握あくせずにやってくるのを、鹿か角づの達と迎げい撃げきしなきゃならん」

「馬鹿、そんなコトしている間に、地ち脈みやく炉ろが暴走したら──」

「殿とのが望んだことを為なし遂とげるのを、理由も聞かず、ただ守り、そのために勝つのが我の忠ちゆう義ぎだ。ならば忠ただ次つぐ、お前の忠義はどんな形だ。忠、次へと繫つなげることじゃねえのか？」

　行け、と忠勝が告げた。

「お前の居い場所はもうここにはない。我達の居場所が、お前の行くところにないように」

「……榊さかき原ばらは、俺達は四し天てん王のうとして常に共にあるって言ってたぜ？」

「ああ」

　忠勝が、蜻蛉とんぼ切きりを引いた。

「我達は、常に、過去の中で共にあり、そして常に、共に過去の中へと向かっている」

　言いながら、彼は指を鳴らし、鹿角に背を向けさせる。

　と、鹿角が肩越しにこちらに一礼して、歩き出す。名な古ご屋やの町中へと。

　同じように、忠勝も肩をそちらに向けた。だが彼は、首だけで振り向き、

「我はこれから、殿と共に過去へとなりにいく。お前もいずれ来い。そして我に教えてくれ、創そう世せい計画ってのが、一体、何だったのかを。そして──」

　笑った。

「我が為すことが、末まつ世せを救う一歩目をちゃんと果たしていたならば、そのとき褒ほめてくれ」

「ダっちゃん」

　既すでに背を向けた忠勝に、自分は声を掛けた。

「娘、どーすんだよ!?　他にもいろいろ、あるだろうよ!?　それを──」

　言葉がそこで止まった。

　……揺れが……。

　鼓動が、震えに変わったのだ。

　同時。それはまるで、空が支えを失ったかのように、何もかもが一度下に押され、

「……!?」

　直後。三み河かわが割れた。

　地ち脈みやく炉ろの暴走が地ち殻かくと空間を走る地脈に干かん渉しようし、血管が破は裂れつするように空間が弾はじけたのだ。

　音が砕け、大気が落ち、大地がもげて、

「──!?」

　崩ほう壊かいが始まる。
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　武蔵むさしの右う舷げん二番艦かん、多た摩まの艦かん首しゆ側では、騒ぎの前段階としてのざわめきが起きていた。

　人々の声を生む原因は、東側の山で起きている火災と、

「三河が……」

　こちらからは山によって見えぬ三河のある方角、山やま陰かげの向こうの空が、地面から空に向かって光を放っている。それも、鼓こ動どうに似た音と、響ひびきをつけて、だ。

　空気が揺れていた。風ではなく、来ては戻る揺れだ。一定の圧を持った空気の揺れが、三河の方からこちらに届いている。

　花火という噂うわさに従って、人々は表層の甲かん板ぱん上に多く群れていた。至る所で屋や台たいが出て、照明もついている。が、それでもまだ薄暗い中、人々は火災と三河の光を見ていた。

　そんな中、学生服姿の正まさ純ずみがいた。彼女は、三河の方を見つつ、

「これは……」

　酒さか井い学長は戻ってきているのだろうかと、そう思ったときだった。

「──正純様」

　背後から掛けられた女性の声に、はっとして振り返る。視線の先に捉とらえるのは白の髪かみの自動人形、P-01sだ。彼女は小こ脇わきに分ぶ厚あつい本を抱え、足の後ろに黒くろ藻もの獣けものを隠かくし、

「お久しぶりです。花火というものがよく解わからなかったので、正純様から借りた本を読んでおりましたところ、遂ついに完読いたしました。率そつ直ちよくに申しまして、P-01s、よくやりました」

　行き交うざわめきの中、静かな声を己は聞いた。が、P-01sの台詞せりふはそこで止まった。

　会話の断ち切りにこちらは戸と惑まどうが、ややあってから原因に気づく。

「あ、ああ、よくやったな。それを読み切るなんて」

「Ｊｕｄジヤツジ．、お褒ほめに預かり光栄です。この本ですが、政治家、指導者などの位置にいる人々の反応パターンとして、なかなか勉強になりました。偉い人間ほど唐とう突とつに悶もん死ししたり溢いつ死ししたり憤ふん死ししたりするようですが、昨今の流行は引いん責せきとしてのハラキリのようですね」

　一体何に興きよう味みを持って読んでいたんだろうか、とは思うが、触れないでおく。

　……人間の行動パターンを知りたいと思うのは、やはり、アレかな。

　自分の出しゆつ自じが解わからない自動人形としては、己おのれが何かを考えたいのだろうか。そのための手本として、人々の判断を本から見ているのではないかと、そう思う。

　今、P-01sは、またどこから出てきたのか、闇やみによって目立たない黒くろ藻もの獣けものを数匹連れ、

『がんばった　よくやったの』

　などと言ってる黒藻の獣に対してしゃがみ込み、軽く握った拳こぶしを見せている。

「Ｊｕｄジヤツジ．、ことわざにもいいます。継続は力なり。如い何かなる困難もクリア出来ます」

　そんなにこの本読みにくかったかよー、と思うが、とりあえず判断が付くことが一つある。

　……今、空に上がっている光は、花火ではないな。

　何かが起きている。ここでは見物が出来るかもしれないが、いずれ身動きがとれなくなるだろう。何しろ今も人が下階から上がってきて、人の密度が増えている。だから、

「私はちょっとここから動こうと思うが、P-01sはどうする？」

「花火は無いのですか？」

「おそらく」

『ざんねん　むねん』

　Ｊｕｄ．、とP-01sは足下に頷うなずいた。わずか上を見て、思し考こうの時間を過ごしてから、

「どちらへ？」

『どちら？』

　何か段々私も黒藻の獣の話し相手になってないだろうか。ともあれ、

「とりあえずここから離れよう。……青雷亭ブルーサンダーに神肖筐体モニタがあったよな。店主がいるかどうかは解わからないが、いるなら、そちらの方がいろいろ解ると思う」

　Ｊｕｄ．、と頷いたP-01sの背を一度押し、お互い歩き出した。わずかに足は急ぐが、自動人形はマイペースだ。だからわずかに身を前に出して、まだ隙すき間まの残っている人々の間を先に抜け、P-01sに道を造っていく。すると黒藻の獣が、

『おさき』

　と近くの側そつ溝こうに身を隠かくし、P-01sが手を振ってそれを見届けた。

　今、周囲のペースは、彼女達も含め、戸と惑まどいつつもゆっくりとしたものだ。

　だが、己の心の中には、焦りにも似た疑念がある。それは、

　……これは、新しん名な古ご屋や城の地ち脈みやく炉ろが暴走しているのではないだろうな……？

　数は、基本型が四基に統とう括かつ型が一基。それらが暴走によって地脈を巻き込み爆発すれば、

　……以前露西亜ロシアで起きた炉ろ心しん爆発は、たった一基で十数キロ圏けん内ないを消しよう滅めつさせた。

　露西亜での暴走の真相は不明だ。何しろ証しよう拠こも何も全てが消えたのだから。

　だが、その爆発が基もととなって、地脈炉を Tsirhcツアーク 教きよう譜ふ国こくでは持たなくなっている。

　三み河かわがそれを持つことを許されたのは、Tsirhc教譜国にとっては禁きん忌きの力を三河で借りることによって、その出力による流りゆう体たい加工品の大量生産を得るという恩おん恵けいがあったからだ。

　現在の地脈炉は出力も強化されており、地脈への影えい響きよう範はん囲いも大きい。

　それが幾いくつも暴走したら、と、その思し考こうを正純は口には出さず、しかしこう言った。

「……急ごう、事実が確認出来る場所へ」

　と、言ったときだった。いきなり、背後から光が来た。

「!?」

　おお、という人々の驚きの声に浅く振り返れば、三み河かわの大地側が光を強くしていた。まるで月の光にも見える、しかし明らかな発光現げん象しようだ。

「あれが、花火ですか？」

　違う、という言葉は出なかった。

　音が来たのだ。大気の全てが口を持ったかのように、宙の全てが叫んだ音。

　次の瞬しゆん間かん、三河の裂ける轟ごう音おんが、一息にありとあらゆるものを震しん動どうさせた。
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　夜の中で、三河が散り散りに裂け始めた。

　裂けていないのは一ヵ所だけ。三河の中心にある黒の四角、新しん名な古ご屋や城だ。

　新名古屋城の四よ角すみの内、南西の一角を抜いた三角の周辺が、光を強く放っていく。

　そして光は、城の三ヵ所から外へと広がった。城を中心に、三河の地表の至る所が、直径数十キロに渡る範囲で張り裂けて光を生んでいく。それもまるで毛もう細さい血管が浮き上がったかのように、脈みやく打うちを露あらわにしていく動きだ。

　莫ばく大だいな量の光が一いつ瞬しゆんで地表を走り、宙に跳ね上がっては空に光こう条じようの森と霧きりを生んだ。

　昇る。

　上空、夜の空を飛んでいた三征西班牙トレス・エスパニアの武神グラン・ムニエーカ三機は、三河上空を半はん球きゆう状に満たす光こう霧むや、林立して鼓こ動どうに揺れる光条に触れるなり、失速した。

　武神は、人工の関かん節せつや駆く動どう系によって動く巨大な鎧よろい武む者しやだ。有人で、搭とう乗じようの際には搭乗者を情報に分解し、機体の神経系や駆動管理系に流し込むことで機き動どうする。そうすることによって搭乗者は機械の身体からだを己おのれのものとして扱うことが可能になるのだ。

　だが、がくりと高度を落とした三機は、慌あわてて装そう甲こう服を翻ひるがえして姿勢制せい御ぎよを行い、

『……出力をいきなり喰われた！　合ごう一いつが解除されるとこだったぞ!?』

　慌てて翼つばさで風を打って体たい勢せいを立て直した三機は、それぞれ通つう神しんで、

『──光に触れると出力を吸われる！　……原因はあの光の中心、新名古屋城の地脈炉だ！　地脈炉が制限無しに地脈から流体エーテルを吸い上げてやがる！』

『だとすると、この光、地脈炉から出ているのではなく、地脈炉に吸われ、そちらに向かって収しゆう束そくしているのか……！』

『それって……、地脈炉暴走による崩ほう壊かいの典てん型けい的てきパターンじゃねえか……!?』

　今、三み河かわ周辺の地ち脈みやくを走る流体が、新名古屋城へと流れ込んでいる。ゆえに集まった地脈が光り、膨ぼう張ちようして大地などを裂く。そして広がっていく光から三機は羽ばたき逃れ、

『航こう空くう用の発条式動力転換槽モーラベンズイーナと装甲服ヴエステイードだと防ぼう護ご板が薄くて地ち脈みやくの干かん渉しようを受けやすい！　──本部、今のままだと突入は不可能だ。任務の見直しを頼む』

『こちらBasel、武神グラン・ムニエーカ隊へ。現在、武神隊には新しん名な古ご屋や城の地脈炉ろ破は壊かいを担当する戦せん士し団の先行援えん護ごという任務が提案されています。現場の方、何か提案はありますか？』

『突入するなら対たい地脈緩衝装そう備びといきたいところだが、パーツ交換を行っている暇ひまはない。背まで覆おおえる装甲服の上着と武装だけ用意してくれ。新名古屋城を破壊出来る装備は──』

『武神クラスの装備では新名古屋城の地脈炉を不完全にしか破壊出来ないため、蓄ちく積せきされた流りゆう体たいの誘ゆう爆ばくを引き起こす可能性が指し摘てきされています。

　新名古屋城の地脈炉に蓄積された流体を解放するには、地脈炉を一いつ瞬しゆんで完全破壊するか、爆発物の複数設置による精せい密みつ破壊が必要と判断されています』

『どっちも武神じゃ駄だ目めだな。じゃあ、突とつ入にゆう部隊の道をつけるための武装を頼む。現在の制せい空くう用銃じゆう撃げき装備は長距離戦せん仕し様ようで短距離射しや程てい追つい尾び能力が低いため、中、近距離戦が主の市街戦に対応出来ん。また、近接装備としての刀とう剣けん類も建物を抜けるものが必要だろう。新名古屋城の壁抜きくらいはさせて貰もらえるんだろ？』

　Ｔｅｓテスタメント．、という返答が通つう神しんに乗った。

『それは御ご随ずい意いに。しかし、今のままでは地脈からの干渉に対しては……』

『対たい地脈干渉装甲服の上着で動どう力りよく部分を覆って、機き動どう状態の自じ閉へい性を上げることで対応する。出力が細くなるから地対たい地戦せん闘とうしか出来んが安定性は確保出来る。突とつ撃げき援護と先行なら、充分こなせるだろうさ。上着の着替えと武装の持ち替えだからソッコで済ませて合流する』

『Ｔｅｓ．、ではa1とa2が突撃援護と先行。a3は情報戦せん装備なのでそのまま流体光こうの上にて情報収しゆう集しゆうと援護を御願い致します』

『──Ｔｅｓ．！　a2来い！　急ぐだけ出で番ばんが長いぞ！　a3は上うえ回ってろ！　オマエ、新婚なんだから浮かれた位置が丁ちよう度どいいだろ！』

『落ちたら死ぬ位置ってのは妻さい帯たい者の境きよう遇ぐうですかね』

　はは、と通つう神しんに笑い声を響ひびかせ、二機の武神が西へと飛んだ。

　そして、本部側の通つう神しんが一息をつく。

『──総員に告げます。２０３６、三征西班牙トレス・エスパニア三河派は遣けん団だんはその行動目的を三河新名古屋城地脈炉の停止と設定します。武神隊が進行路を確保した後、戦士団の突撃隊を中心に新名古屋城に進入、地脈炉一いつ基きの破壊による流体漏ろう出しゆつをもって暴走に至る流体の蓄積を強制解放、暴走の停止を行います。なおこれは、歴史再さい現げんには残らないものですが、──三征西班牙三河派遣団は最大危き険けん級きゆう事件と判断します。各員、担たん当とう通神係からの連絡内容に従い行動して下さい』

　そして、

『──Ｔｅｓ．！』

　通神の頷うなずきに応じるように、西からの動きが生まれた。

　三み河かわ西側、水路沿ぞいの安定していた地ち表ひよう上空に、三征西班牙トレス・エスパニアの警けい護ご艦かん二に艦かんが接近したのだ。

『突とつ撃げき部隊ｂ隊、ｃ隊、安定地表に上陸を──』

　だが、通つう神しんが確認を取るより早く、二艦は不意に三河からの返答を受けた。

　先行する一艦が左さ舷げんに砲ほう撃げきを受け、轟ごう沈ちんしたのだ。

　船せん殻かくを貫かん通つうする砲撃を行ったのは、震しん動どうし、光と共に裂けて崩ほう壊かいする町並みの上、屋根上に立つ一人の自動人形だった。

　形式不ふ明めいの、対たい艦かん砲ほうと思われる長い影を携たずさえた自動人形を、沈ちん降こう艦の情報担当は本ほん多だ家の〝鹿か角づの〟と確認し、地表激げき突とつ寸すん前ぜんに脱出した仲間と各地に対してその情報を送った。

　そして数分の後、本部側にて武装を確保した武ぶ神しん二機が西の空から急行した。二機は、後続艦と、隊員達の安全を確保するため、鹿角が指し揮きする自動人形隊との地表域いき戦せん闘とうに入る。

　動き出す。

　地ち脈みやく炉ろの暴走による三河の崩ほう壊かいと、それを止めようとする三征西班牙側、そして三征西班牙側を阻そ止しする三河自動人形達との戦闘が開始されたのだ。

　ただ、三征西班牙側の通神には、一つの疑問があった。それは、

『全く、何な故ぜだ？』

　叫びを持って、

『三河が消しよう滅めつするかもしれない地脈炉の暴走を、……何故、行う!?』







[image: 第十七章『路上の簒奪者』]
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　夜の空、月が二つ浮かぶ空に船が停まっている。

　極きよく東とう、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの紋もんをつけた航こう空くう艦かん。西へ向かっていた先行艦だ。艦かん首しゆに一門の大たい砲ほうを得ただけの艦は、停止信号の術じゆつ式しき照明を艦の両りよう舷げんに置き、空に停まっている。

　艦かん尾び側に存在する艦かん橋きようには、灯あかりが点ともっていた。

　艦橋中央の作業台には航こう路ろ図が広げられ、艦かん長ちようを含めた数人が話し合っている。

　その中に、一人の少女がいた。髪かみを頭の後ろで結んでいる彼女に対し、艦長が、

「二ふた代よ様、──どうなさいますか？　先行して堺さかいまで行くか、それとも戻るか。三み河かわは現在、聖せい連れんからの通つう神しんに拠よれば非常事態となっているそうです。地ち脈みやく炉ろが暴走を開始し、その原因を突き止めようとした聖連に対し、自動人形が反抗を行っているのだと」

　成なる程ほど、と二代は腕を組みながら頷うなずいた。

　今、自分達がどうすべきか、判断を下したいが、聖連が関わると簡単には動けない。政治的知識に優れ、判断力のある者が欲しいと、そう思い、

　……正まさ純ずみがいればな……。

　かなわぬ話だと、自分はかつての級友を思う。武蔵で副会長をやっているなら、相変わらずの知識と判断力で頑がん張ばって御ご座ざろうな、と。

　だが、今、彼女はいない。

　ならば、と己は言った。父と鹿か角づののことは気になるが、表おもてには出さず、

「大事なのは、拙せつ者しや達がどう動くのが極東にとって良いのか、で御座ろう。しかし拙者はそのあたりに疎うとい。誰か言える者はおられるか？」

　こちらの問いかけに、艦長が皆を見る。そして警けい護ご隊の副隊長に視線を停めて、

「総隊長の補ほ佐さ役として、何か御意見は？」

　問いかけに、体格の大きな副隊長が会え釈しやくした。

「地脈炉の暴走というものが三河の意い図とに拠るものであれば、三河が消えずとも、三河は聖連から極東代表の地位を奪われることになるかと」

「だとすれば──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、三河は極東から失われて聖連支配下となり、いずれ武蔵までもが支配され、極東が実質として無くなってしまう可能性があるかと……」

　彼の窺うかがうような視線と言葉に、皆が顔を見合わせた。そして視し界かいに入る全ての表情を見て、誰もが同じことを考えていたのだと自分は悟さとる。だからこちらは確認をとるように、

「……今の情勢において、聖連が極東や武蔵の支配を行う利点は？」

「多くあります」

　副隊長は、まずそう前置きした。

「重じゆう奏そう領りよう域いきとそうではない場所における極きよく東とうと各国の人々の棲すみ分けの解決。他に、金きん融ゆうや、完全支配による極東の人々の農のう奴ど化。または武蔵むさしの貿ぼう易えき能力やその技術力の奪だつ取しゆなど、……支配のレベルにも拠よりますが、私達にとって最悪のケースが向こうにとっては最良となります」

　だとすれば、と己は言った。

「ならば今、武蔵と聖せい連れんの間に入れるのが拙せつ者しや達か。──三み河かわ者ではあるが、ゆえに武蔵と馴なれ合ってはおらず、意見の後ろ盾だてとしての武力も持っている」

「では」

　と艦かん長ちようが言った。通つう神しん長に目め配くばせして、

「聖連に打だ診しんしておけ、有事の際には我々を使用して欲しいと。聖連も、もし武蔵に何かをするとしても、他国の人間をいきなり乗り込ませる愚ぐは犯したくないだろう」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　と、通神長が通神器の方へと向かう。そして艦長が、

「では本艦は待たい機き。聖連の応答待ちとします。が、二代様、場合によっては、本心に背くことになるかと思われますが──」

　Ｊｕｄ．、とこちらは頷うなずき、笑えみを作った。自分でも無理を感じる笑みを。その上で、

「忠ちゆう義ぎとは、──その行為にこそ意味があるもので御ご座ざるよ」

　言った台詞せりふに、ややあってから艦長が頷いた。他、航こう海かい士しや、警けい護ご隊の副隊長も会釈や礼を返してくれる。

　……良かった。

　少なくとも、間違ったことを言わなかったという、その事実に自分は安あん堵どする。

　そのときだ。

　通神長が、傍ぼう受じゆした通神の内容を、こちらへと叫んだ。

「──三征西班牙トレス・エスパニアの先せん陣じんが三河に入りました！　武ぶ神しんとともに新しん名な古ご屋や城に向かいます!!」

　一息。

「向こうの予測に拠れば、……地ち脈みやく炉ろの暴走確定まであと十五分！」
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　夜の町は、光と闇やみに彩いろどられていた。

　闇は、夜が有する夜よ闇やみと、大地の裂け目や建物の家屋の影の、二種類がある。

　そして光は三種類あった。一つは幾いくつかの家屋が生む明かり。もう一つは道路や水路、家屋を載せた地ち殻かくが割れ動いた長大な裂け目の底から生まれる地脈の光。最後の一つは、

「──！」

　地表域で連続する射しや撃げきの光だった。

　光こう弾だんの連射には、当然の音がある。

　それは、砲ほう音おんと銃じゆう撃げき音の重なりだ。

　更さらに上塗りで響ひびくのは、大地の裏側から届く鼓こ動どうの音。

　何もかもを震わすような一定周期の鼓動音に、地表を走る亀き裂れつは息を求めるのと同じ動きで広がり、地の底に見える光は強さを増していく。

　闇やみと光は町を彩いろどり、その中を音が行く。上へと押し上げる鼓動を切り裂くように行くのは、

『a1、先行を開始する!!』

　叫んで街かい道どうを加速した武ぶ神しんは、町の屋根の背せ丈たけよりも半身分高い白と赤の装そう甲こう服ふく姿だ。背に十字型がた四枚の翼つばさを持ち、右脇わきに砲サイズの長ちよう銃じゆうを構えている。

　武神隊の隊長、a1は前を見た。視し界かいの先、そこにあるのは、街道の一直線と、その向こう、町並みの奥にある四角い巨大な新しん名な古ご屋や城だ。

　行く。

　赤と白の機体は元もと々もと航空用であるため足首が無い。が、代わりに武神は足先から重力素そ子しによる仮か想そう足部を出して道を走る。

　街道は最短距離の道。しかし敵に狙ねらわれる道だ。

　だが、戦せん士し団の突とつ撃げき隊は背後でa2と共に進行を開始している。

　先に行き、敵を払うのは自分の役目だ。

『──！』

　翼の中に限界まで溜ためた空気を、a1は背後へとぶちまけた。

　生んだ大気の爆発に押され、a1は一直線に前へと行く。砲ほう撃げきを連続し、自動照しよう準じゆんマークされた敵を撃げき破はしながら、白の紙片を飛び散らせてただ前へと。作戦遂すい行こうの道を造るために。

　街道を超低空で突っ走った。
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　a1は、初速で数百メートルの距離を先行した。

　ここまでは仲間の援えん護ごも届くところで、陸上部隊も前進出来る範囲だろう。背後のa2が、陸上部隊の護ご衛えい役としてすぐにスタートしている筈はずだ。だから、ここから先は、上空からのa3の支援と、自分の力だけが頼りになる。

　行く。

　a1は視界に重ねられた情報からルートを確認。名古屋は遺い跡せきの町だ。各所の道路や町並み、町名は、遺跡として発見された神々の時代のものを使用している。

　新名古屋城までは約三キロ。現在は新名古屋城のほぼ真西、国道七十九号の上だ。

　北に甚じん目もく寺じ町、南に大おお治はる町を置いて東へ行けば、二キロほどで新名古屋城の西を流れる新しん川かわと庄しよう内ない川へといたる。

　二つの川を渡る橋は南東に向いているが、対岸からの道路は東向きだ。そこから一キロを行けば、新しん名な古ご屋や城の側面に至る。

　そこに向かう自分の役目は、囮おとりに近いものだ。人間よりも優れた速度と防ぼう御ぎよ力、そして火力を持って、待ちかまえている敵を誘い出し、撃げき破はする。

　敵の武器は大体解わかっている。

　……圧縮した鉄てつ塊かいだ。

　自動人形は重力制せい御ぎよ能力を持つ。その力を使用して、鉄てつ屑くずを固め、撃うち出す。

　子供が土の礫つぶてを投げるのと、やり方は似ている。但ただし弾だん丸がんは土の代わりに刃は物ものや釘くぎ、鎹かすがいなどを捻ひねって握り固めたもので、撃ち出す速度は亜あ音速に近い。

　無む論ろん、自動人形側の負ふ担たんも高い作業だ。既すでに撃破した数十の自動人形は、

『────』

　否、今、屋根の上で身構え、こちらの自動射しや撃げき機き構こうがぶちぬいたのも同じだ。皆、肩や手首から陽かげ炎ろうや煙を噴ふいている。

　場合によっては、既に動けなくなり、腕わん部ぶや胸部から煙を上げて家屋の壁の下に倒れている者もいる。

　……何な故ぜだ？

　何故、自じ壊かいを恐れることなく、自動人形が戦う？

　それも、地ち脈みやく炉ろの暴走があるというのに。

　……何故──。

　思いつつ、こちらは行く。視し界かいと長ちよう銃じゆうを持つ右腕を連動させる自動射撃機構の照しよう準じゆんカーソルをこまめに更こう新しんするだけではなく、翼つばさと脚あしの連動による高速疾しつ走そうを阻そ害がいせぬよう、射撃する位置順を脚や身体からだの振りに合わせる。

　敵がいる。奥に進めば数は増える。

　だからというように、己は風を切って、装そう甲こう服を翻ひるがえして射撃した。

　撃ち、周り、加速を回かい避ひとして前に出る。

　時とき折おり、こちらの照準が間に合わず、届かないと思うことがある。

　すると、空からの一いち撃げきが来て救われる。遙はるか上空にいるa3だ。制せい空くう用装備の長射しや程てい射撃を対地用に用いられるのは、こちらと照準情報を共有しているからだ。こちらの方も、上空のa3の視覚情報から敵の位置の大体を割り出して射撃している。

　a3がこちらの道行きの先にいる敵を払い、こちらはその中央を抜けつつ道を開けていく。

　行く。ただただ、援えん護ごや射撃を経つつ、a1として己は前を選択し、

『──！』

　視界の中、高こう架か道路が見えた。

　己は左右の建物から来る砲ほう撃げきを前への加速でかわし、銃じゆう撃げきで返す。

　長銃は三征西班牙トレス・エスパニアの国営企き業ぎよう〝清らか大市サン・メルカド〟の短たん筒づつ式だ。聖せい譜ふ記述による技術制限を守るための先込め式。装そう塡てんを短縮するために銃じゆう身しんを極きよく端たんに切りつめ、銃身の代わりに旧派聖術クラツシカフイルマによる十字型の仮か想そう銃身を展開するのが特とく徴ちようだ。

　装そう弾だんは弾だん倉そうに鉄てつ弾だんが三十二発。射しや撃げき加速用の大型聖術テスタメントサイン契けい約やく書しよと自動装弾機き構こうによって一秒間に六発の連射が可能だ。

　連射する。

　使用された聖術契約書が排はい紙しされて散り、ヒットは七つ。こちらは装そう甲こう服の肩に被ひ弾だんした。当たった鉄てつ塊かいは三征西班牙トレス・エスパニアが得意とする十じゆう字じ装甲を深く抉えぐるが、

　……芯しんには至っていない。

　他、幾いくつかの部分を穿うがたれはするが、速度と集中力を頼りに抜けていく。

　そして撃うちながら、自分は翼つばさに二度目の羽ばたきを入れた。

　直後に、聴ちよう覚かく素そ子しへ警けい告こく音が来た。視し界かいの左右に警告表ひよう示じがある。

　ADVERTENCIA警告!!

　どういう意味かは明確だ。背後、左右の家屋に隠かくれていた自動人形が姿を現したのだ。

　背後からの不ふ意い打うちを狙ねらおうという考えだろう。

　だが甘い。上空にはa3がいる。上空からの情報はほぼリアルタイムでこちらに送られている。背後にいる敵の情報も、得ることが出来れば自動射撃機構が補ほ捉そくする。この場合、視覚による確定が無いが、追つい尾び弾ならば問題は無い。

　無かった。

　背後に振り回した長ちよう銃じゆうを摑つかむ右手が、機械任せにトリガーガテイージヨを絞しぼる。

　三度の直ちよく撃げきが響ひびき、警告が消えた。視界の隅すみに符ふの紙片が飛び散るのが見える。

　そのときだった。通つう神しんが来た。

『a1！　──敵が行った！　角つの付きだ！』

　敵とは既すでに戦せん闘とう状況を開始している。それを無視して〝敵〟とするべきは、

　……まさか──!?

　視覚の右側に警告表示が来た。表示が伝える敵機名がある。

『──鹿か角づのか!!』
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　一体の自動人形と、一体の武ぶ神しんは、神々の時代から環かん境きよう神しん群ぐんによって守られてきた名な古ご屋やの街かい道どう上で激げき突とつした。

　二人の構図は、先行して退ひく形となる鹿角に、武神が加速して追う形だ。

　だが、自動人形の運動能力が高いとは言え、武神には敵うものではない。

　武神が全力を出せば、目標地点の新しん名古屋城までは一分と掛からないだろう。

　しかし今、上空は流りゆう体たいの乱れが嵐あらしのように巻いていて、武神は満足に飛ぶことが出来ない。そしてそれを見越したように、自動人形は武ぶ神しんに地上戦を挑いどみ、その速度を抑え切っていた。

　抑よく制せいの手段は、街道の両側に布ふ陣じんした仲間達の援えん護ごもあるが、基本は鹿か角づのの戦せん闘とう行動だ。

　鹿角は二つの武器を使用していた。

　一つは、頭ず脳のうに溜ため込んだ戦闘技能。

　もう一つは、重力制せい御ぎよと、そこから作られる戦術や武器類の数々だ。今も走りながら身構え、

「──！」

　鹿角が後ろ向きに走りながら叫んだ。

「──剣を指し運うんに！」

　跳ぶように走りながら叫び、左右の手を下に振った。

　同時。重力制御によって地面がめくれ上がる。

　そして出来上がるのは、路面をベースとした全長七メートルは下らない二双そうの大たい剣けんだ。

　双そう剣けんは一いつ瞬しゆんで鹿角の両腕の動きを追うように浮き上がった。

　だが、対する武ぶ神しんが動いていた。

　赤と白の武神は、速度を緩めることなく長ちよう銃じゆうを掲げたのだ。

　直後に射しや撃げき。

　砲ほう弾だんとも言える一発が、剣を上げた中央、鹿角の胸に向かって一発飛んだ。

　射撃音が響ひびいて、契けい約やく書の破は片へんが大気に散った。

　一直線に走る弾だん丸がんは、しかし、

「──盾たてを視線に！」

　鹿角の顎あごを上げる動きに応じ、彼女と武神の間にある地面が跳ね上がった。

　盾だ。

　だが、路面の構造剤は砂利じやりが基礎で打だ撃げきに弱い。

　厚さ十センチで宙に浮いた盾壁は、鉄の弾丸に砕かれ通す。

　貫かん通つう弾だんがそのまま来た。

　通用しない。ならば対たい処しよは簡単だ。鹿角は振り上げていた視線を勢いよく下ろし、

「──追加発注!!」

　一気に七枚が連なり立ち上がり、武神と鹿角の間に飛んだ。

　鉄てつ弾だんが宙に浮いた七枚の盾に激げき突とつする。そして当たる。砕く。突き抜ける。貫かん通つうする。破は砕さいし、壊し、抜き、そのまま穿うがち、しかし──、

「止まったと判断します!!」

　声と共に、鹿角は盾の連続で止めた砲弾を背後に弾はじいた。両腕を羽ばたくように振り下ろし宙にあった二剣を半はん壊かいした盾群ぐんの左右から武神へと叩たたきつける。

　剣は、振り下ろされる間に厚みを半減した。ローラーに潰つぶされるように根本から先せん端たんへと。

　重力制御による圧縮だ。そうすることによって硬こう度どを増す。

　そして斬ざん撃げきした。

　対する武ぶ神しんは、長ちよう銃じゆうを跳ね上げ、背のハードポイントへ接続した。フリーにした両腕が摑つかむのは、腰に差していた短たん剣けんだ。走りながら両の逆さか手てに抜いた短剣を振り上げ、その動作でお互いの間に浮いたままの盾たて群を完かん砕さいした。

　ぶち抜く。

　黒くろ染ぞまりの砂利じやりの破は片へんを宙に散らし、振り上げた両の短剣が鹿か角づのの両剣と激げき突とつする。

　火花が散った。

『──！』
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　金属音が二つ響ひびき、確かに鹿角の両剣が武神の動きを緩めた。

　鹿角と武神は剣を合わせたまま疾しつ走そうする。

　鍔つば迫ぜり合う双方の武器の間から火花が散り、夜を照らした。

　その直後。武神が身を低くし、

『操あやつり人形が剣を手た繰ぐるか！』

　武神の背後で、大気の爆発が生じた。四枚翼よくの加速機き動どうだ。

　来る。

　わずかな間を持って、腕の力ではなく、全身の力でもって、武神は鹿角の両剣を外に弾はじいて、彼女を前に大きく突き飛ばした。

『……っ！』

　そのまま武神は身を振り、タックルするような姿勢で前へ、宙に浮いた鹿角へと向かう。

　向かい合う形になった鹿角が、宙で両の剣を振りかぶるように引いた。

　だが遅い。長ちよう剣けんは振るために大きく引かねばならず、そこから振り切るのには時間が掛かる。長剣を引く間に、武神の短剣が左右それぞれ振り抜かれる。

　そのとき快音が響いた。

　鹿角の長剣が自ら割れた音だ。それも中央から前後真まっ二ぷたつに。

　己おのれの武器を左右それぞれ二つに割った理由を、鹿角が叫ぶ。

「──作り直します！」

　そして二分された左右の長剣は、重力制せい御ぎよによって再さい整形される。

　形の行く先は短剣だった。その数は四本。

　同時に、鹿角が背後へと疾走しながら両の腕を振って四剣を重力制御下かに捉とらえる。

　後は振るだけだ。長剣よりもコンパクトな動きで扱える武器は、今や四という数を持って武神の短剣に真まっ向こう勝負を掛けていく。

　迎げい撃げきする武神は、しかし前に加速した。そして一回目の刃やいばがそれぞれ激突し、

『……！』

　一拍の間の後、連れん撃げきが双そう方ほう開始され、剣けん戟げきの激げき音おんと火花が連続した。

『おおお……！』

　街かい道どうを行くものと、引くものと。それぞれが仲間達の援えん護ごを受けつつも、お互いの攻撃と迎げい撃げきを主食として戦せん闘とうの流れを食い尽くそうとする。

　四の短たん剣けんが武ぶ神しんの装そう甲こうを削けずり削そぎ、二本の短剣が自動人形の衣服を裂き切る。

　弾はじける火花が双方の被害と戦果を照らして消えた。

　散った衣服の破は片へんの奥には鹿か角づのの身体からだが見えていた。陶とう器きのような素材の肌はだには、包ほう帯たいにも見えるものが巻き付けられていた。神しん道とう術じゆつ式しきの、冷れい却きやく効果を持つ布ぬの符ふだ。

　身を熱くせず、鹿角が更さらに加速する。だが、

「……っ！」

　彼女が手て数かずを増やせば、武神が速度を詰めてくる。

　そして見える結果は、全て動きと速さの密接だ。

　互いは踏み込み、跳ね、それらの動きに刃やいばの動きを重ねていく。

　弾はじきの火花と拒きよ絶ぜつの音は、生まれるたびに速度を上げた。

　駆けていく。

　身を回し、振り込み、振り仰いで跳ちよう躍やくする。
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　お互い、一いつ瞬しゆん前まで自分がいたところに、相手の剣の軌き跡せきが飛び込み空くうを搔かく。

　行く。二人は街道にある高こう架か下を通過する。そして両者が陰に入ったなり、

『──!!』

　頭上の高架道路が斬ざん撃げき余波で切り刻まれて崩ほう壊かいした。

　しかし、裁さい断だんされて落ちる構造材の間を二人は抜けた。

　走り続け、攻撃を止めない。

　直ちよく撃げきは弾はじけ。当たりそうなら回かい避ひしろ。旋せん回かいし、踊るように全身を振り回し、

「──！」

　連れん撃げきする。だが、

『──a2よりa1！　七分が経過した！　残り八分しかないぞ！』

『a3 と共に後を頼む！　あとは、──撤てつ退たい命令が出るまで話しかけるな！』

　お、という声が武ぶ神しんから漏れた。

　行く。
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　武神は前へと突っ込んで、風を切り、右の短たん剣けんを鹿か角づのへと突き込んだ。

　対する鹿角は腕を前へと突き出し、四本の短剣で迎げい撃げきする。

　二本で武神の右の短剣を上に弾き、二本でその右腕を落としに行った。下から、武神の右腕をかいくぐる動きで己おのれの双そう剣けんを跳ね上げる動きだ。

　直後。武神が一つの判断を見せた。右の短剣が上に弾かれる直前に、武神はその短剣から手を離したのだ。

　武神の短剣が弾かれ、音と共に宙に舞う。が、右腕はそのままだ。

　そして武神は、

『おぉ……！』

　フリーにした右手の五指を広げ、下から来る二本の刃やいばを、

『……お!!』

　刃が振り切られるより早く、自らの右手をかぶせて摑つかんだ。

　手首部分、下か腕わん装そう甲こうを先に当てるようにしたが、二枚の刃は腕に食い込み、鉄の手の平に半なかばまで差し刺さる。

　だが、封じた。強ごう引いんなやり方だが、鹿角の刃を半分封じたのは確かだ。

　そこで武神は動きを止めない。

　左の短剣を握り直し、鹿角へと投とう擲てきしたのだ。下からのスナップは高速のアンダースローだ。

　武器を捨てるのにも等しい行為だった。

　しかし鹿角は反応しなければならない。

　押さえられていない二剣を用いて投とう擲てきの一本を弾はじく。

　同時。武ぶ神しんが下から振り上げた左手で背の長ちよう銃じゆうをホールド。

　既すでに十じゆう字じ架か型の仮か想そう銃じゆう身しんは展開している。

　距離は近い。必中の位置だ。

　突き込んだ長銃の先せん端たんが鹿か角づのの顔面を捉とらえた。

　眉まゆをひそめた自動人形の顔を、武神の視覚素そ子しは確かに見た。

　行ける。

　もし盾たてを路面から起立されても、長銃の下には鹿角の短たん剣けん二本を押さえる右手がある。右の腕は起立する盾によって砕かれるかもしれないが、耐える時間で砲ほう撃げきは出来る。

　その予測の通り、武神と自動人形の間の地面が盾のときと同様に跳ね上がった。

　遅い。

　武神は長銃のトリガーを絞しぼる。

　排はい紙し口から白の紙片が飛び散り、

『──穿うがて!!』
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　砲ほう弾だんが来るのを、鹿角は見た。

　だが、飛来の弾だん頭とうに対する彼女が選んだのは、回かい避ひでも何でもなかった。

　それは、二重の攻撃だった。

　一つは、まだ生きている両の短剣を用い、

「当たるものと判断可能……！」

　眼前の砲ほう口こうへと突き込んだ。

　彼女は、放った攻撃の刃やいばを重ね、圧縮する。二枚を一枚に、更さらに固め、

「手先に通します!!」

　砲弾に刃が激げき突とつした。

　爆発による大気の破は裂れつが生まれ、重ねた刃が砕かれた。

　まだ砲弾は生きている。

　だが、衝しよう撃げきによってその砲口がずれていた。

　右。鹿角の振りかぶった顔面の横を、砲弾が飛んでいく。

　鹿角の黒い髪かみが夜に散るが、弾だん丸がんは当たらない。

　しかし砲撃は一度で終わらなかった。弾だん倉そうに弾丸は残っており、武神の長銃は一秒間に六発の射しや撃げきが可能だ。

　眼前で、二発目が発射されようとした。

　そこに、鹿角は重ねた攻撃をぶち込んだ。

　短たん剣けんによる攻撃ではない。使用するのは、武ぶ神しんの右腕の下に先ほど立ち上げた路面の破は片へんだ。

　そして作られるのは一つの武装。宙に投げ出すように打ち上げるのは、

『これは──!?』

　武ぶ神しんと鹿か角づのの間に、路面の構造材を用いた砲ほうが作られていた。

　砲の先は武神の腹を向いている。

　砲の尻しりには、弾だん丸がんが用意されていた。それは先ほど、盾の連続で鹿角が止め、背後に弾はじいた一発だった。だが、その弾丸が今ここにあるということは、

『──まさか、弾き捨てることなく、重力制せい御ぎよで背後に保持していたのか！』

「……Ｊｕｄジヤツジ．。物は大切に致しますので！」

　弱い盾の連続で止められた弾丸は、その形状を大きく変化させていない。

　装そう塡てんする。砲の底が閉じられ、鹿角の右手が振り下ろされる。

　次の瞬しゆん間かん。砲の尻から先せん端たんに向かって、波打つような揺らめきが生じた。

　加速だ。

　重力制御による加速を高速に連続で発生させ、鹿角は砲ほう弾だんを幾いく度ども跳ね飛ばした。

　対する武神が、

『──!!』

　トリガーを絞しぼるより早く、

「──視線にて穿うがちなさい!!」

　直ちよく撃げきした。
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　武神は、腹部に重い一いち撃げきを受けたことを悟さとった。

　衝しよう撃げきに全身が震え、力がどこにも入れられなくなる。

　長ちよう銃じゆうから指が離れ、膝ひざが落ちる。腹部装そう甲こうの破は壊かいと、骨こつ格かく系への深しん刻こくなダメージを知らせる警けい報ほうが視覚素そ子しに表ひよう示じされる。

　だが、武神は叫んでいた。

　放たれる言葉は、

『撃うて……!!』

　声と同時。武神の背後に現れたものがあった。

　後続のもう一機、a2と呼ばれた機体だ。

　a2が、膝をついた武神の背の陰から、立ち上がるようにして長銃を構えた。
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　a2は行く。

　……ここが勝負だ！

　彼は、突とつ撃げき部隊と共に進軍するものだったが、それを置いて前に出てきたことになる。

　理由はある。自分がa1に援えん護ごを告げたとき、a1は止めた。しかしそのとき、a1は確かにこう言った。

　……a3と共に後を頼む、と。

　援護を共に頼むとはどういうことか。

　だが、その意味を話す暇ひまのある戦場ではない。

　だからこちらは独自の判断で動き、結果として、a1は振り向きもせずに、砲ほう撃げきの要請をこちらに対して叫んだ。

　そして自分は、a1の望む位置におり、望む行動を取っていた。

　身は腰を落とした半はん身みの姿勢。腰に溜ためて構えた長ちよう銃じゆうは、鹿か角づのを正確に捉とらえている。

　背後には地上部隊も来ている。総員七十一名、身しん体たい強化用の旧派聖術クラツシカフイルマを用いて後続中だ。距離は開いてしまったが、a1の前進もあり、ここまでの敵はほぼ掃そう討とうしている。

　ならば問題は、

　……ここから先だ！

　突入までの制限時間は七分を切る。現在位置は新しん名な古ご屋や城まで一キロ半ほど、立ち止まっている暇は無い。だから、

『a3！　──援護を！』

　聴ちよう覚かく素そ子しは、背後に駆けつけてきた陸上部隊の足音を聞いている。

　先行に斥せつ候こうを走らせ、小隊ごとに楕だ円えん状の併へい列れつ縦じゆう隊たいを組み、高速に近づいてくる。

　後あとは引き金を絞しぼるだけだ。自動射しや撃げき機き構こうの補助は入っているが、自分の動きを意識した。

　絞る。

　と、そのときだ。

　己の聴覚素子は、声を聞いた。それは男の声で、

「三征西班牙トレス・エスパニア製重武ぶ神しん〝猛鷲エル・アゾウル〟か。で、向こうには陸上部隊がいる、と。鹿角、動くなよ？　──結ぶ」

　次の瞬しゆん間かん、武神、こと、a2エルアゾゥルの自分は見た。

　鹿角の背後、そこに、一本の長ちよう槍そうを手にした男が立っているのを、だ。

　男は、こちらが見たことを悟さとったかのように、槍やりを右に振り抜いた。

　空くうを切った、という動きだった。

　だが、おかしなことがあっ二つあった。

　一つは、男が振り抜いた槍の穂ほ先さき周辺に、幾いくつもの文字を表ひよう示じする細型表示枠サインフレームが見えたこと。

　もう一つは、

　……指が。

　動かない。長ちよう砲ほうのトリガーに掛かった指を、どうしても絞しぼることが出来ない。

　それだけではない。

　背後。今まで接近していた突とつ撃げき部隊の足音が止まっている。

　どうしたことだ。何な故ぜ、指も、足音も動かない。

　疑問に思った瞬しゆん間かんだ。

　もう一度、声がした。

「──結べ、蜻蛉とんぼ切きり」

　槍やりを振り切った男が告げた。

　直後。己の目は、いきなり自分の右腕と右足が割かつ裂れつしたのを見た。
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『──!?』

　鹿か角づのの視し界かいの中、既すでに膝ひざをついて動かないa1の向こう、もう一機のa2が倒れていく。

　自分が何な故ぜやられたのか理解出来ていないまま倒れるa2は、右肘ひじと右膝を裂き割られていた。それも、正面から半なかばまでを一いつ閃せんという一いち撃げきだ。

　長ちよう銃じゆうを構えた腕に力はなく、腰を落として構えた膝にも支えがない。三征西班牙トレス・エスパニア製重武ぶ神しん特有の細いワイヤーをシリンダーに束ねて通す人工腱けんはその半分以上が切断され、巻き取りの駆く動どう器が笛のような乾いた音を立てるだけだ。

　ワイヤーの潤じゆん滑かつ油ゆが血のように二に肢しをこぼれ、地面に粘ねん質しつの溜たまりを作る。

　倒れる。外部音声素そ子しから漏れる声は、

『これは……』

　解わからないと判断出来ます、と己は人工頭ず脳のうの思し考こうでそう思った。

　蜻蛉切。

　本ほん多だ・忠ただ勝かつが持つと聖せい譜ふ記述で示された武器だ。穂ほ先さきに止まった蜻蛉が、そのまま二つに割かつ断だんされたことからその名がついたとされるが、忠勝の持つ蜻蛉切も同様の能力を持つ。

「穂先に載せた名称を、割断する」

　ありとあらゆるものは、存在と同時に名を持つ。不定名であろうと、無であろうと、それは名前であり、名前を持つ本体を示すものだ。

　蜻蛉切は、名称を断ち切ることで、本体を割断する。

　名前を斬きるため、斬る名称が本体を直接示すものでない場合や、多た人にん数ずう化かすると、効果が減げん衰すいする。武神が身体からだではなく二肢を割断されたのは、斬ったのが乗っている者の名ではなく武ぶ神しんの名称だったことと、武神としての個体名を確定出来なかったためだろう。

　……ですが──。

　自分はa2の後ろを見る。

　道路上、そこに、多くの影が倒れていた。

　こちらに駆けつけてきていた陸上部隊の七十一名だ。

　誰もが、片方の膝ひざを切り割られている。

　誰一人として例外はない。

　同じだ。誰もが膝を抱え、立とうとして立てずにうめき、藻も搔がくのも、全て同じだ。

　陸上部隊、という名称を一気に割かつ断だんした結果だ。

　背後、忠ただ勝かつの声が聞こえた。

「──ま、こんなもんか。阻そ止し臨りん界かい時間まで残り六分、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがある状態で終わったな」
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　鹿か角づのは、鼓こ動どうと光に満ちた夜の中で、排はい熱ねつの一息を着いた。

　彼女は忠勝に振り向かず、

「随分と遅かったですね。非常に迷めい惑わくをいたしました」

「遅れて悪かったな。──殿とのがようやく最後の準備とやらを終えて中央に入ったからな。

　これから我は殿の守りにつこうと思う。まだ悪い虫が来るかもしれんしな。お前はどうする？　──仲間達の魂たましいを拾って圏けん外がいに逃れるなら、これが最後の機会になるぞ」

　忠勝の声に、鹿角は姿勢を直し、振り向いた。

　蜻蛉とんぼ切きりを携たずさえた忠勝がいる。彼の気楽さを感じさせる顔に対し、鹿角は会え釈しやくを送り、

「忠勝様、……私どもは三み河かわへと預けられた身。三河の主あるじたる元もと信のぶ様の意向に準じるだけです。そして元信様は──」

「城を守れと言ったな。まあ、見事にやったもんだ。それとついでに聞くと、お前、我と殿、どっちの言うこと聞くんだ？　我の家についてるくせに、あまり言うこときかんしなあ」

「忠勝様の言うことを聞いておりましたら自動人形の身が磨すり減ります。片付けはしない。洗濯はしない。余よ計けいな武具や本や夕食の予定にない肉とか買ってくるしすぐに犬とか猫とか拾ってきて〝可哀かわい想そうだろ!?　今日からこの子はうちの子だ！〟とか駄だ目め人間炸さく裂れつされますし」

「だって可哀想じゃねえかよ！　お前は鬼おにか!?」

「ハイハイＪｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．。──今の、忠勝様が私によく行う返答ですが、どうでしょうか？」

「この女は……」

　忠勝の言葉に、鹿角は首を傾かしげた。千ち切ぎれ、乱れた衣服を、裾すそだけでも直しながら、

「しかし私ども、地ち脈みやく炉ろ暴走でドカンされた経験が御ご座ざいませんので明確なことは言えませんが、もし元信様の元にこれから駆けつけるならば──」

「生きてはいられんだろうなあ」

「……全く理解出来ない思し考こうです。忠勝様、人間ですか貴方あなた？　実は自動人形では？」

　うるせえよ、と忠勝が言って、蜻蛉切を肩に担にない直した。

　彼が辺りを見回す動きに合わせ、鹿か角づのも周囲を確認する。

　辺り全域。今、鼓こ動どうの音は強くなっている。地面の隆りゆう起きは限界値を迎え、盛り上がるよりも裂け目に地表部が落ちていく頃ころ合あいだ。

　鼓動の音と、各地の建物が崩ほう落らくしていく音をバックに、忠ただ勝かつが周囲の光を見る。

「三み河かわも、我が知らない間に随ずい分ぶんと明るい町になったな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──私も今夜初めて気づきました。この地ち脈みやくの鼓こ動どう音もよく聞いてるとトランス系でお得な感じだと判断出来ます」

「も少し捻ひねれよお前。それと、……結局残るのか？　外、行かねえのか？」

　Ｊｕｄ．、と鹿角が答えて頷うなずくと、彼は吐と息いきで背を向けた。

　新しん名な古ご屋や城の方にゆっくりと歩き出す忠勝の後ろ、鹿角は彼の衣服の乱れをチェックして、

「出来れば一度、着替えておきたいところでしたが」

「そんなチャラチャラした洋服なんか着とるからだ」

「これは侍じ女じよ服という、自動人形の民みん族ぞく衣装としてはメジャーなものです。戦せん闘とう用のものが欲しかったのですが、聖せい連れんが卸おろしてくれませんで」

　と、鹿角は一歩を前に、忠勝に並ぼうとして、

「────」

　ふと、動いた。
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　忠勝は、足音を聞いた。

　こちらに並ぼうとした鹿角が、不意に左を向く足音だ。

　……？

　衣服の乱れが見つかったのかと思い、己は鹿角に振り向いた。

　鹿角は左を、北西の方角を向いている。

　動かない。

　良く見れば、鹿角は左の手を挙げていた。水平に、西の方へと。

「鹿角？」

　どうした、と、自分は鹿角に近づいた。

　すると、鹿角が動いた。右手を挙げ、こちらに来るなと制する動きだ。

　しかし、

「おい……？」

　疑問しつつ、無表情を保つ鹿角の右手を避け、背後から左へ向かった。

　そして、上げられた左手の外から、鹿角を見る。

　すると、鹿角の胸部に、穴が開いていた。





●






　鹿か角づのの胸元、侍じ女じよ服と、その下の陶とう器き製の肌はだに指先大の穴が開いている。

　そして鹿角を確かめるように見た忠ただ勝かつは、もう一つの事実を理解する。鹿角が掲げた左の手の平中央に、小さな黒い穴が穿うがたれているのを。

　更さらには、鹿角の首が小さく動き、こちらを向いた。そして、

「敵です」

　そこで言葉が止まった。

　直後。鹿角の胸部から腹にかけてが、巨大な爪つめの一いち撃げきを食らったかのように断ち砕かれた。

　更さらに、

「──！」

　鹿角の正面、三み河かわの土地が、長大な範はん囲いに渡って無数に削そぎ落とされた。
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　削ぎ落としの力は、群で三河を襲おそった。

　範囲は長さ三キロ、幅百メートルに渡るもの。その切せつ削さくの数は多重で持続は数秒。効果としては地ち殻かく、地表、市街、水路、大気、夜空と、それらが含む全てのものが、数秒を掛けて等しく削がれ裂けた。

　彫ほるように削ぎ、深く切れ込み捻ひねり切る。

　涼しささえ感じる削ぎの短音と、千ち切ぎる割音が範囲内ないの全てから響ひびいた。

　削ぎ跡は、削がれるものの大きさによって変化した。地殻や地表は大地から数メートルに渡って彫り抜かれ、家屋は柱や壁などにそれぞれの対たい角かく線せんを描く爪つめ痕あとに似た削ぎ跡が走った。

　町の全てが、彫り跡の斬ざん撃げきを受けたような状態だ。

　大気も同様だった。布を裂くような音と共に、数メートル範囲で空中に白い線が突っ走り、次の瞬しゆん間かんにその線が破は裂れつした。

「──!!」

　鳴り爆はぜる。

　大気の裂音は拍手にも似て満場を埋め、起こる風ふう群ぐんは歓声のように反はん響きようした。

　削ぎ跡は、ありとあらゆるものを襲おそい、削ぎの欠片かけらは風に巻かれて空を舞った。

　削られた町の部品は、大気の激げき突とつによって更なる破は壊かいを得る。まるで波にぶつけられたかのように、[image: ]ねじり潰つぶされ割れ爆ぜて、そして風に揉もまれて吹き飛んだ。

　だがそこで終わらない。

　弾はじけた空気は、それぞれがうねりを帯びながらもそれぞれの真空を埋めることを義務とした。

　真空の周囲の空気が、引き千切られるように伸ばされ、流れ込む。

　しかしそれも一いつ瞬しゆん。動きを伴った空気は冷え、霧きりにも似た氷の微び細さいをまとい、次の瞬しゆん間かんに、四し方ほうに向かって爆発した。

　轟ごう音おんが響ひびく。

　削そぎ落としの空間が、冷気によって白く染まる。

　白の染まりは風となって四し方ほうへと消え、三み河かわ西部に薄うす霧を作った。

　その足下。霧の漂う町の中に、影があった。

　未だ風が鳴り、大気が震えている中にある影は二つ。

　残ざん骸がいのようになった鹿か角づのを抱きかかえた忠ただ勝かつと、彼に対たい峙じする若者の影だった。
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　忠勝は、空間の削ぎ落としを避けて庄しよう内ない川の方へと下がっていた。彼は右手に蜻蛉とんぼ切きりを携たずさえ、左には上半身だけとなった鹿角を抱いていた。

　今、こちらに相あい対たいする者がいる。

　一人の若者だ。

　長身に、短い金きん髪ぱつ。風になびく衣服には三征西班牙トレス・エスパニアの主教きよう導どう院いんであるアルカラ・デ・エナレスの校章が刺し繡しゆうされている。

　そして彼は、右の腕に一つの武器を携えていた。

　全長一メートル強の、黒と白の金属で出来た剣だ。剣の尻しり側には砲ほうがついており、両者の接合部にあるアナログメータはその針がゼロから五割ほど上の位置を差している。

　剣が下、砲ほう口こうが上に構えられていた。

　だが、一つ、その剣けん砲ほうには特とく徴ちようがあった。

　砲口側、上になっている方へと光の線が無数に走り、一つの立体図形を見せているのだ。

　それは、全長五メートルほどの砲ほう筒づつだった。

　砲筒を作る光はゆっくりと薄れていく。

　若者は、消えゆく光の向こうある剣砲のメーターを確認すると、わずかに目を伏せ、

「…………」

　彼は剣を右に下げ直し、背後を見た。

　彼の後ろ、先ほどこちらや鹿角が倒した者達が、撤てつ収しゆう部隊とおぼしき者達に担かつがれ、撤てつ退たいの流れに乗りつつある。彼らの指し揮きを執とっているのは両の義ぎ腕わんの少女だ。

　少女が両腕にそれぞれ武ぶ神しんの乗り手と突とつ撃げき隊の一人を担かついで、若者に会え釈しやくした。

　去っていく彼女に、若者は会釈を返し、改めてこちらを見た。

　自動人形を抱き、蜻蛉切を構えている自分に対し、若者は口を開いた。

「お初にお目に掛かります」

　息を吸い、ハッキリと聞こえる声で、

「──三征西班牙トレス・エスパニア所属〝神速ヴエロシダード・デ・デイオス〟ガルシア・デ・セヴァリョスを襲しゆう名めいしました、立たち花ばな・宗むね茂しげ、戦種は近接武術師ストライクフオーサーです」

　告げられた名前。それに対し、己は声を上げた。

「西さい国ごく一の武む者しやと言われた立花・宗茂の襲名者か……！」

「Ｔｅｓテスタメント．、──メッセンジャーメンサジエーロで名を売った〝神速〟ガルシアとの二重襲名です。そして──」

　彼、立花は、剣けん砲ぽうの中心、十字状のシールドを持つ柄つかを眼前に掲げた。

　その上で、彼は言う。

「──三征西班牙に預けられた大罪武装ロイズモイ・オプロの一つ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を預かる者、八はち大だい竜りゆう王おうと呼ばれる者の一人でもあります」

　おお、と自分は頷うなずいた。

「ノリノリだなお前!!」
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　Ｔｅｓ．、と宗茂は忠勝の言葉を否定せずに頷いた。わずかに伏せた目で、

「──参じるのが遅れまして申し訳御ご座ざいません」

　彼の言葉に、対する忠勝が口を開く、頰ほおの削そぎ痕あとから歪ゆがみの血をこぼしながら、

「申し訳ないと思うならすぐ帰れ、ってわけにゃあいかねえか」

　言った直後だ。忠勝の背後に、宗茂が立った。

　一いつ瞬しゆんの移動だ。風はある。高速で移動したことを告げる荒れた風だ。足音も、震えにも似た低い足音が強く響ひびいていた。

　それらの風と音をもって、宗茂が言う、

「投とう降こうを御願いいたしま──」

　す、という言葉は生まれなかった。

　宗茂の鼻先に、蜻蛉とんぼ切きりの穂ほ先さきが突き出されていたからだ。

　既すでに表示枠サインフレームを空中に多た重じゆう展開している蜻蛉切の向こうで、忠勝の声が響いた。

「──結べ、蜻蛉切」

　直後。立花・宗茂へと、割かつ断だんの力が突っ走った。







[image: 解説　●極東の内部事情●]







[image: 第十八章『学校の先生』]











●






　鹿か角づのは、胴どう体たいを上下に分断されながらも、まだ生きていた。

　満足に動かせない身は、忠ただ勝かつの左腕で抱きしめられることで、地面に落ちていない。

　だが身体からだは、自動人形の心しん臓ぞうが有する流りゆう体たい抽ちゆう出しゆつ機能を失い、動作不能になりつつある。

　……先は短いですね。

　そう思う。が、自分の目は、まだ全てを見ることが出来た。

　忠勝の目の前、距離五メートルの位置に、膝ひざをついて荒い息を吐く宗むね茂しげがいる。

　今、先ほどまで、忠勝の背後にいて、割かつ断だんの力を受けた筈はずだ。

　しかし、彼は、真まっ二ぷたつにされていなかった。

　……これは──。

　どういうことですか、と思ったこちらの身が揺れる。忠勝が身体を起こす動きによるものだ。

　起きる動きに合わせて、こちらの頰ほおに、熱が幾いくつか点として落ちてくる。

　忠勝の頰からこぼれる血だ。

　そして声が聞こえた。

「速度か」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　荒れた息を一つつき、宗茂が答える。

「神しん格かく武装である蜻蛉とんぼ切きりの起き動どうシステムは、蜻蛉切の刃やいばに対たい象しようが映うつることで名を取得し、割断がなされます。有効射しや的てい距離は約三十メートル」

　ならば、

「蜻蛉切の刃に映らぬ位置、またはその距離まで一いつ瞬しゆんで退たい避ひすればいい」

　宗茂の言葉に、自分は力なく眉まゆをひそめた。

「どうして、それを……」

　唇くちびるを動かすと、忠勝が肩から力を抜いた。

「──何だ鹿角、お前、生きてたのか」

「何と、死体を抱きかかえる趣しゆ味みのある人とは思いませんでした」

「いや、それはお前……」

　忠勝は、宗茂から視線を外さず。

「──鎧よろいのつもり」

「……鎧でしたら抱えている必要もないかと判断します。それに、鎧とするならば、どちらかといえばこのようにした方が」

　と、自分は身を動かした。

　両の腕を忠勝の首に回し、己おのれの身で彼の身体をカバーするようにすがりつく。

　左手は芯しんを先ほど何かによって貫かん通つうされている。だから右手を回して、左手首をつかむ形だ。

　そうして忠ただ勝かつを見上げると、彼は視線を向けもせず、

「お前さあ……」

「何でしょうか」

「後で〝うわあ可愛かわいい〟とか言ってからかってやんぞ」

「もう少し捻ひねったらどうですか」

　言って、ささやく。

「先ほど、飛来した弾だん丸がんのような力りき場ばを左手から入れ、重力制せい御ぎよの連続操そう作さで何とか横に逃しました。あれは一体──」

「大罪武装ロイズモイ・オプロ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の超過駆く動どうってやつだ。──ボウズ、使えるのはどのくらいだよ」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　答えたのは、宗むね茂しげの声だった。

「私の適応力では、一度に五十パーセント前後が限界です」

　首だけで振り向けば、宗茂がゆっくりと立ち上がるのが見えた。

　彼は、荒れていた息を落ち着けながら、

「投とう降こうを、御願い致します」

「お前、それだけ息切らしておいてよく言えるなあ」

「今のは、準備が甘かっただけです。かわすことが出来るのは解わかりました」

　宗茂は言った。

「投降を御願い致します。そして地ち脈みやく炉ろの暴走停止に御助力を。そうでなければ──」

　右手、〝悲嘆の怠惰〟の剣を下段に構え、

「次には私もこれを用います。そうすれば貴方あなたの負けです。──意味は、解るはずです」

「だろうなあ」

　忠勝の声が告げる。

「蜻蛉とんぼ切きりは、三征西班牙トレス・エスパニアに渡された大罪武装、〝悲嘆の怠惰〟と〝怠惰な嫌気アーケデイア・カタスリプシ〟の試作品だからな。──どっちも我がテストしたんだっけか」

「Ｔｅｓ．、蜻蛉切は通常駆動では名を結ぶことによって対たい象しようを割かつ断だんし、上位駆動では物体ではなく、事じ象しようを結び割るそうですね。……この反乱が始まる前、山側の番ばん屋やが警けい備びしていたのに何も気づかず攻略されたと聞きましたが、あれは──〝警備〟という事象を割断したのですね」

　宗茂が、蜻蛉切を見た。蜻蛉切の刃やいばの基部、蜻蛉型の燃料メーターには、赤の色が半分程ほどしか残っていない。

　忠勝もそれを見て、

「まあ、気づかれずにやるには必要だったからな。あと一回くらいは同じこと出来るだろうが、──通常駆動の方が物体割れるからいいんだぜ？」

　その台詞せりふに自分は頷うなずき、口を開いていた。忠ただ勝かつの首に回した腕に力を入れ、

「忠勝様。つまり向こうは新品、こちらは試作なのですね？」

「ああ、一応クラスは神しん格かく武装で、コンバットプルーフは取れてるがな。それが何だ？」

「──負けですね。どうも有あり難がとう御ご座ざいました。いろいろと下らないことも多い人生でしたが、経けい験けん的にはかなり幅広いものだったと判断出来ます。上下のアップダウン幅として」

「いきなり悲観的な鎧よろいだな」

「では勝てる要因を仰おつしやって下さい」

　そうだな、と忠勝は、宗むね茂しげを見つつ言った。

「あの小こ僧ぞうより我の方が年上」

「老ふけてるだけだと判断出来ます」

「では、あの小僧より我の方が偉い」

「将来ある若者と出世打ち止め親父おやじのどちらが意味ある存在とお思いですか」

「では、──我の方が格かつ好こういい」

「ハイハイＪｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．」

「……お前、悲観的どころか腹立つやつであるなあ」

　あのな、と忠勝は言った。いいか？　とまで前置きして、

「我はな、あの大罪武装ロイズモイ・オプロの特とく徴ちようを知っておるんだぞ」

「たとえば」

「デザインがダセえ」

　その言葉に、己は頷き、そして宗茂を見た。

「申し訳御ご座ざいません。別に油ゆ断だんさせようという意い図となど皆かい無むで、──単に素すで」

「しかし、時間稼かせぎでしょう？」

　宗茂の問いに、己は息を詰めた。急ぎ、忠勝の首を腕で揺らし、

「忠勝様、──あの若者、ポジティブシンキングの使い手です。まだこちらのメンツ保ててるので今後はミスらないようにして頂けると幸いです」

「お前、目につくもの全部ナメとるだろ」

　忠勝が、両の腕に蜻蛉とんぼ切きりを構えた。

　その動きに合わせ、地面に湿った音が幾いくつも落ちる。

　地面に、雨あま粒つぶのように落ちたのは、周囲の流りゆう体たい光によって赤黒く見えるもの。だが忠勝は、雨音がやまず続くことに構わず、

「〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟には三つの機能があるわな。一つは普通の剣けん砲ほうとしての機能。もう一つは、通常駆く動どうとして、蜻蛉切と同じように名を刃やいばに載せた相手を削そぐ機能。そして最後が大だい規模破は壊かい武装である大罪武装としての、超過駆動」

　それは、

「〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の超過駆く動どうは、刃やいばに映り憶おぼえた射しや程てい距離上のものを削そぎ落とす」

「ええ、発動させたら悲嘆リピを示す〝搔かき毟むしり〟が走ります」

　だよな、と忠ただ勝かつが言った。

「50パーセント出力の超過駆動だと、約三キロが有効射的か。見たところあと一発。それだけ溜ためるのに随ずい分ぶんと使ったろ？」

「エナレスの流りゆう体たい槽そうエルタンギュにて、一ヶ月を」

「後一発。どう使うか教えてやろうか」

　言った忠勝が、右と左、北と南を顎あごで示す。あのな、と彼は言い、

「ここからだと、北西と南東の地ち脈みやく炉ろがぎりぎりで射程距離に入る。だから、残り一発でどちらかを破は壊かいする。破壊によって、地脈の大だい規模な乱れは生じるかもしれないが──」

「──Ｔｅｓテスタメント．、三基の地脈炉が抽ちゆう出しゆつした流体は逃げ場を得て、爆発は回かい避ひされます。三み河かわは当分、流体の飽ほう和わによる怪かい異いの多発現場となりますが、それでも爆発によって三河が失われるよりいい、私はそう思います」

「だよなあ」

　忠勝が笑った。

「だがよ」

　彼は言う、背後を顎あごで示し、

「三河の持ち主はそう思ってねえみてえだぜ。──見ろよ」

　……え？

　と思った己は、腕に力を込めた。

　忠勝の肩越しに、彼の背後、新しん名な古ご屋や城を見る。

　すると、一直線の街道の先。新名古屋城の西側門が見えた。

　大きな門だ。開いている。幅二十メートルほどの、神しん木ぼくを使った一枚板の扉とびらが左右遣やり戸どが、完全に開き切っていた。

　そしてその向こう。新名古屋城の西側外がい殻かくに正面口も開いていた。

　光は、そこから生まれていた。

　新名古屋城が、内部の光を見せているのだ。
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　開口した西側正面口は、奥に存在する多重の隔かく壁へき扉も全開にされていた。

　一直線に、数キロに渡って開かれた穴の向こうにあるのは、光と、

「……地脈統とう括かつ炉」

　鹿角の声が示すものは、数キロ先の新名古屋城中心に存在する壁のような木もく壁へき塊かいだ。

　直径一キロほどの、金属内ない殻かくと、木製外殻に覆おおわれた統括炉は、

「既すでに四し方ほうの抽ちゆう出しゆつ炉ろの暴走が完成して、流りゆう体たいを蓄ちく積せき中……」

　鹿か角づのの言う通り、統とう括かつ炉ろの木製外がい殻かくは、鼓こ動どうに合わせて外殻材ざいの隙すき間まから光を放ち、また、時とき折おりわずかに膨ぼう張ちようし、震えさえ生んでいる。

　それだけではない。

　既に統括炉の周辺には、流体が光の霧きり状じように変へん異いし、天てん球きゆう図ずを描くように線円の無数列を重ねて作って回っている。

　その巨大な光の天球図の中央、新しん名な古ご屋や城の中心からは、空に向かって緩やかに光の塔とうが立ちつつあった。

　それは地ち脈みやく炉ろ周辺を回る光こう霧むの線円と同じもので出来ていた。

　放つ光を、下は広く、上は細く重ねて、逆漏ろう斗と状の光こう塔とうが起立していく。

　塔は、鼓動と共に高くなりながら、しかし崩れてもいた。

　上部。重なって高くなっていく最上部が、ゆっくりと内側にこぼれ落ちているのだ。

　その落下は、段々と速くなり、塔の積み重ねの速度を上回ろうとしていた。

「──あの光の塔が全部内側に落ちたとき、統括炉ですらも許容出来なくなった流体がオーバーロードを起こす、ってわけだな」

　すると、忠ただ勝かつの声に答える言葉があった。それは、新名古屋城の外部拡かく声せい器きからの声で、

『その通りその通り。何とかここまで来たよ。止めるならあと五分くらいじゃないか？　一体そこの立たち花ばな君はどうするつもりかな？　時間は有効に使っていかないとな』

　声の持ち主の名を、鹿角が呟つぶやく。

「元もと信のぶ公こう……」

　ああ、と応じる姿は、統括炉の前に立っていた。

　松まつ平だいら家け当とう主しゆ、元信だ。

　学がく帽ぼう付きの彼は衣服の上に白はく衣いを纏まとい、小指を立てた右手でマイクを握っている。

　そして彼は、マイクに対して口を開くと、

『ようし、じゃあ全国の皆！　こんばんはあ──！』

　息をつき、指を鳴らす。すると彼の横、撮さつ影えい機材を持った自動人形が現れる。

　元信は、前に回った撮影の自動人形に対し、マイクを口元に当ててポーズを取り、

『この放送！　共通通神帯ネツトで全国に放送中だからね！　よい子の皆、ちゃんと先生の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを油ゆ断だんせずに見ていなければいけないよ！　ではチャンネルはそのままで！』

　息を吸い、

『今日、先生は、地脈炉がいい感じに暴走しつつある三み河かわに来ていまあ──す!!』
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　武蔵むさしの艦かん上じよう、花火目当てに集まった皆は、宙に出現した表示枠サインフレームから、元信の嬉うれしそうな顔と声を見て聞いていた。

『おやおや！　そこにいるのは立たち花ばな・宗むね茂しげ君だね？　遠路はるばる見学かい!?』

『見学と、言いますと……』

『ああ、──地ち脈みやく炉ろの暴走による三み河かわの消しよう滅めつだよ』

　皆の注視の先、元もと信のぶは、しれっとこう言った。

『どうだい？　課外授業として最高だろう？』
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　世界の各地、人々は、身分などに関係なく、神肖筐体モニタや神啓筐体レデイオから、元信の言動を見聞きしていた。彼は光に満ちた地脈統とう括かつ炉を背景に笑顔を作ると、

『どうだい地脈炉暴走、さあ、三河の消滅を見てみたい人は元気良く手を挙げなさい』

　その自分のセリフに対し、元信は一回軽くジャンプして左手を挙げ、こう叫んだ。

『……は──い!!　ぼぉく見たいで──す！』
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　現場では、元信の動きに、誰も反応出来なかった。

　彼を見る者。宗茂も、忠ただ勝かつも、鹿か角づのも、全く動きがとれない。

　だが、彼ら以外に動ける者達が、新しくその場に加わってきた。

　それは新しん名な古ご屋や城内部にいる者達。入り口から元信に至る無数の隔かく壁へき扉とびらの左右陰から、右手を挙げた自動人形がぞろりと現れたのだ。

　はっとした宗茂が、浅く身構えながら、

「あれは──」

　姿を見せたのは、数百を超える侍じ女じよ服ふく姿の自動人形。

　彼女達は、それぞれ通路の左右に現れるが、ずっと右手を挙きよ手しゆしたままだ。

　そして上げられた手群の間を、元信がこちらへと身をシェイクさせつつ歩き出す。

　さあ、と小首を振る彼の姿は逆ぎやつ光こうだ。

　顔の造ぞう作さくは解わかるが、表情は解らない。

　だが、

『──さあ、さあさあ！』

　歩いてくる元信の背後。彼を見送った侍女達が、その背後に並んでいく。

　聞こえるのは、大地の鼓こ動どうと、連なっていく足音だ。

　だが、右手を挙げて左右に並ぶ侍女達は、元信の背後に続くと、それぞれの持ち物を構えた。

　それは、楽器だった。笙しよう、篳ひち篥りきに、横笛、琵び琶わ、そして太たい鼓こに三ノ鼓つづみに箏そうに和わ琴ごと、他、吹き物弾ひき物打ち物における幾いくつもの種類の楽器が、それぞれの加圧器アンプと共に構えられ、

「────」

　笏しやく拍子の打ち音が、一つ高く鳴った。

　直後。楽器を構えていた侍じ女じよ達が、それを深く己おのれの身に寄せ、

『──！』

　調ちよう律りつを行う。

　多重の音色と音圧は、中央に立って歩く元もと信のぶの上げた左手に沿っていた。彼の手がゆっくりと孤こを描くのに合わせて調律の音色はときに高く、ときには巻くように低くなり、やがて手が握られる動きに合わせて小さくなり、

『……！』

　元信が歩きながら、握った左手を振り下ろした。

　直後、楽器を構えていた自動人形はそれぞれの動作を行い、無む手ての者達は口を開き、

『────』

　奏かなで唄うたった。

　それは拍子を変え、鼓つづみを効かせた、

『──通りませ──』

　通とおし道どう歌かだ。




　通りませ　通りませ

　行かば　何処いずこが細ほそ道みちなれば

　天てん神じん元もとへと　至る細道

　御ご意見御ご無用　通れぬとても

　この子の十の　御お祝いわいに

　両のお札を納めに参さんず

　行きはよいなぎ　帰りはこわき

　我が中こわきの　通しかな──




　歌は終わる。だが元信の歩みは終わらない。新しん名な古ご屋や城内部は広く、入り口に至るまでに数分は掛かる。しかし音楽は伴ばん奏そう状態で続き、声は、あ、の音コーラスを響ひびかせ続ける。

　地下から響く鼓こ動どうすらも、今や音の一つでしかない。

　そして声が響く。元信の、マイクに向かって開かれた口が、

『ハイいいですかあ!?　この歌、これから末まつ世せを掛けた全てのテストに出ます（配点：世界の命運）。じゃあ皆さん。先生に何か質問はありますかー？』

　その問いかけに、声が応じた。

　それは新名古屋城の外、大罪武装ロイズモイ・オプロをもって元信を見る若者の声だ。

「元もと信のぶ公こう……！」

　立たち花ばな・宗むね茂しげ。彼は息を吸い、

「──一体、何のために、地ち脈みやくの暴走と三み河かわの消しよう滅めつを行い、極きよく東とうを危機に陥おとしいれるのです!?」

『三征西班牙トレス・エスパニア、アルカラ・デ・エナレスの宗茂君。質問のときには手を挙げましょう』

　言われ、宗茂は〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を右上段に掲げて構えることで返答とした。既すでに彼の視線は正面の忠ただ勝かつを通し、元信を見つめている。

　だが、対する元信は、ただ静かに、よろしい、とただ一言を告げた。

『では宗茂君。いい質問だったので、先生は逆に一つ問います』

　元信が、こう問うた。

『危機って、面白いよね？』
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　元信は、言う。

『先生、よく言うよね？　考えることは面白いって。じゃあ、やっぱり、どう考えたって、──危機って、面白いよね？』

　だって、

『考えないと、死んじゃったり、滅びちゃったりするんだもんなあ。──すっごくすっごく考えないと解決出来ないと思うんだけど、それってつまり、──最大級の面白さだよね？』

「────」

　元信の言葉に、宗茂が息を飲み、何も言えない。

　だが、元信はマイクを片手に、空あいた手で頭を搔かきつつ、言葉を繫つなげた。

『危機ってのはとても面白いものだ。だけど、もっと面白いものがあるよね？　ハイ、じゃあそこの宗茂君。もっともっと考える必要があるもの、答えて御ご覧らん？』

　直後、宗茂が、大きな声でこう答えた。

「──解わかりません！　いきなり時間稼かせぎの問もん答どうですか!?」

『うん、いい答えだ』

　元信は、宗茂の拒きよ絶ぜつとも言える回答に、そう言った。

『解らない。そうだよな、解らない。その通りだ。──何な故ぜか？　答えは簡単だよ宗茂君。君は考えなかったんだ。危機より恐ろしいものがあるのかと、君は考えるのを避けた。人間として当然の行為だよな。悪いことなんざ考えたくないんだから』

　だが、

『今の君は危機より恐ろしいものを前にしたとき、目を背けて死ぬ人間だ』

「────」

『嫌だったら考えなさい。恐怖を克こく服ふくするとはそういうことだ。そして本ほん多だ君。危機より恐ろしい、もっともっと考えなければいけないものとは何ですか？　さあ、本ほん多だ君？』

「はーい、我は解わかりませえ──ん」

『ハイ、じゃあ罰ばつとして首から自動人形提さげて街道に立ってろ』

「おいおい先生、扱い違い過ぎねえかよ!?」

　先生は無視した。その上で、

『危機、……極きよく東とうの危機なんかより恐ろしいものは、ただ一つだよ』

　いいかい？

『末まつ世せだ。──この世の滅び。それは全世界の生徒に対する最高のエンターテインメントだ』
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　宗むね茂しげは、元もと信のぶの言葉に息を飲んだ。

　……エンターテインメント……!?

　末世の話はいろいろな方面から聞いている。それがどうやら本当に起きることであり、対策など何も打てていないことを。だが、

「面白いとは、不ふ謹きん慎しんな……！」

『宗茂君、先生は真ま面じ目めな話をしているんだよ。も、すっごく真面目、先生は』

　声が来た。歩き、鼓こ動どうの音と、音楽に合わせた声が、

『末世という、この莫ばく大だいな終業の時間は、放課後を持たない。宗茂君は現役の学生だからこう言うべきか。……この〝卒業〟は、以後の未来を持たない、と』

　解るかい？

『今、末世を前にした君達にとっては、そこまでの全てが授業の時間だ。今、この時間も、明日も、明後日あさつても、起きているときも寝ているときも、末世という未来無い卒業に向けた貴き重ちような授業の時間だ。この時間が終わり、末世が来たら、──もう教きよう導どう院いんには戻れず、友達らと話をすることも出来なくなる』

「────」

『面白いよな。そう、面白いよな？　何しろ、世界が末世という卒業を迎えるのだとしたら、もはや貴重な時間を必死に過ごさなければ損だ。そして末世を迎えたくないのだとしたら、考えて、末世を覆くつがえしてその先に進まないと駄だ目めだ』

　続けられる元信の言葉に対し、こちらは口を開いた、

「それは──」

　反はん抗こう心のようだと、自分でも思いながら、しかし言う。

「末世を前にした人間は、無力を感じ、自じ暴ぼう自じ棄きになる者も多いと思いますが──」

『いいじゃないか。教導院に来て詰まらない詰まらないと愚ぐ痴ちを言うより、末世を前に家に籠こもって布ふ団とんの中で震えていた方が、〝自分は怯おびえられる人間なんだ〟と解る意味がある。少なくとも、末まつ世せで死ぬ前に、自分がどんな人間だったかを少しは解わかるだろうさ。そしてもし君が末世という卒業を前に何もしないなら──』

　言った。

『君は、世界をつまらなくするために力を貸すことが出来る人間だ。言い換えるなら、──世界を面白くしようとする者達は、君を倒そうと必死になるから、君は叫んで戦え〝世界はつまらない〟そして〝悔くやしかったら面白くしてみろ〟と。──きっと応える誰かがいる。ならば充分、詰まらない人間にも観客としての存在価か値ちがあるとも』

　さあ。

『君はどちらだ。世界を揶や揄ゆして喜ぶだけの批ひ評ひよう家か、それとも、楽しむ者か。それとも、世界を作りに行く者か』

　元もと信のぶが足を止めた。

　場所は、新しん名な古ご屋や城の内部。中央から入り口までの中ちゆう盤ばん域だ。

　楽器の侍じ女じよを背後に、右手を挙げた侍女の列を左右に置いて、彼はマイクを片手に言う。

『そして答えを考えた者、たいへんよく出来ました的な人には御ご褒ほう美びをあげよう。それは末世を覆くつがえせるかもしれないものだ』

　それは、

『──大罪武装ロイズモイ・オプロだ』
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　元信は、宗むね茂しげの右手にある〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を見た。

　彼は、宗茂が眉まゆを疑問に歪ゆがめるのにも構わず、

『それだけではないが、今のところ、それが最も解りやすい。だからこう言おう。いいですか皆さん、大罪武装を全て手に入れたならば──』

　一息。

『──その者は、末世を左右出来る力を手に入れる』

「訳の解らないことを！」

　宗茂が叫んだ。

「大罪武装を各国に配ったのは貴方あなたです！　それが、末世を払うために大罪武装を全て手に入れろと言うのは……、大罪武装を与えられた六つの国に戦争を巻き起こす気ですか!?」

『六つの国？　違うよ？　七つだよ？』

　元信の告げた言葉に、宗茂が動きを止めた。彼は眉をひそめ、

「七つ……!?」

　宗茂は、首を横に振った。馬鹿な、と前置きして、

「七つの大たい罪ざいの基礎、八つの想そう念ねんをモチーフに大罪武装は存在した筈はずです。それらは六つの国に全て分配されています。七つ目の国があるとしたら──」

『おやおやいいかい宗むね茂しげ君。大罪武装ロイズモイ・オプロは八つの想そう念ねんがモチーフというのは確かだけど、でも、どうなんだろうね？』

「どう……、とは？」

　宗茂の声に、こちらは笑えみを持ってこう答えた。

『その八つの想念にも、原げん盤ばんとも言えるものがあり、──実は九大たい罪ざいだったらどうする？』
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〝栄光丸レーニヨ・ユニート〟艦かん橋きよう。中央に立つ白の教きよう皇こう衣いは、窓から見える三み河かわの光に目をとめた。

　教皇総そう長ちようインノケンティウスは、歯を剝むき、

「元もと信のぶ！　まさか貴き様さまあ──!!」

『八つの想念が七つの大罪にまとまるとき、まず、想念は六つに改変され、そこに新しく〝嫉妬フトーノス〟が追加された。ゆえに、〝嫉妬〟は新しん参ざんの大罪というイメージが強い』

　だが、

『八つの想念を論じたエウアグリオスは、実は、友人に対する書しよ簡かんで九つの悪について述べているんだ。八つの想念に含まれていない、その九つ目が〝嫉妬〟だ』

　どうだろうね？　と声が聞こえた。

『エウアグリオスは、何な故ぜ、嫉妬の大罪を八つの想念に追加しておかなかったのだろう？　そして後に、グレゴリウス一世は何故に嫉妬を大罪に数えたのだろう？　解るかい？　知ってるかい？　大罪にはそれぞれ神かみ世よの時代の魔ま獣じゆうが当てられているけど──』

　元信が、そこまで言って、耳に手を当てて見せた。まるでこちらの答えを聞きたいように。

　だからというように、インノケンティウスが叫んだ。

「〝嫉妬〟に当てられた魔獣は、──全竜レヴアイアサンだ!!」

　叫ぶ先、表示枠サインフレームの中で、元信が頷うなずく。だが、インノケンティウスは奥歯を嚙かみ、

「──全竜とは、全ての化け物の様相を持つ史上最大の竜！　つまり貴様はこう言いたいのだな!?　九つ目、嫉妬の大罪こそが、全ての大罪をまとめたものであり、最高の悪徳なのだと！」

『そうそう、暴食ガストリマルジアも淫蕩ポルネイアも強欲フイラルジアも悲嘆リピも憤怒オルジイも嫌気アーケデイアも虚栄ケノドクシアも驕りハイペリフアニアも、何かを妬ねたみ、何かになりたいと願う思いの行き過ぎや、その反動によるものだよな。──先生が思うに、エウアグリオスは、その大悪の存在を露あらわにするのを恐れて大罪に含めなかった。そしてグレゴリウス一世は、嫉妬に新参のイメージを与えるように追加することで、その存在を卑ひ小しよう化して伝えようとした。だが、──やはり人々はそこに全竜を見たよね』

「ならば……、俺の大罪武装の追加発注が無む駄だだったとして……」

　インノケンティウスが叫んだ。

「その〝嫉妬〟は、どこにある！」

『今、全ぜん竜りゆうは、既すでに存在している』

　それは、

『噂うわさを聞いたことがないかい？』

「……噂？」

　ああ、と元もと信のぶが頷うなずいた。

『噂はこういうものだ。──大罪武装ロイズモイ・オプロは、その材料として、人間を使用している。ゆえに、人間の原罪をモチーフとした能力を使用出来るのだ、と』

　そして、

『それは本当だよ？』
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　正まさ純ずみは、横にP-01sを置きながら、元信の言葉を聞いていた。

　聞こえる言葉は、昼に聞いたこと、酒さか井いがこちらに告げたものとほぼ同じ内容だった。

　だが、先があった。

　元信の声が、息継ぎの音とともに、こう言ったのだ。

『その噂は、事実だよ。……大罪武装は、人間の感情を部品としている』

　それは、

『その人間の名は、ホライゾン・アリアダストという』

「え……？」

　聞いた名だった。トーリが殺したと、そう言われた少女の名。それは、

『ホライゾン。十年前に私が事故に遭あわせ、大罪武装と化した子の名だ。そして去年、彼女の魂たましいに嫉妬フトーノスの感情を込めて九つ目の大罪武装とし、──自動人形の身を与えて武蔵むさしに送った』

　その自動人形は、

『P-01sという名を持って、武蔵の上で生活をしている』

　腹の底、冷えて何かが落ち崩れる感覚を得ながら、自分はP-01sに振り返った。
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　そして、武蔵にいる誰もが、次の言葉を聞いた。

『自動人形、P-01s、その子の魂が、──〝嫉妬〟の大罪武装〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟そのものだ』
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　酒井は、暗くら闇やみの山道を、背後の光に追いかけられるようにしながら走っていた。

　山の中、谷の底へと、元信の声が反はん響きようしてくる。

『これが大罪武装の正体と、九つ目の大罪武装の在ざい処しよだよ』

「やはり……」

　酒さか井いは奥歯を嚙かんだ。わずかに顔を伏せ、口の奥から唸うなるようにして、

「……この十年、一体、何が変わったっていうんだろうねえ」
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　正まさ純ずみは、横を見た。

　街かい道どう。二つの月の下。風の中に立っている無表情な自動人形を。

　彼女は今の放送を聞いていた筈はずだ。だが彼女、P-01sは無言のままで、まるで事態が解わかっていないようだった。彼女は、こちらが振り向いたことに対して、

「どうかなさいましたか？　正純様」

　そして、

「今、P-01sの名と、その正体を示すような放送を聞きましたが……」

　しかし、首は傾かしげられる。

　当たり前だ、と己は思う。彼女には記き憶おくがない。この放送を聞いて、自分のことだと解っても、実感が無いだろう。

　だが、自分は心に言葉を作り、更さらにはそれを口にすることで、思いを外にこぼした。

「……どうしてだ？」

　何な故ぜ。

「どうして、魂たましいある自動人形を、──大罪武装ロイズモイ・オプロにした！」

　だが、答えは来ない。ただ流れる言葉は、

『今日、ホライゾンを見たよ。……手を振ってくれていた』
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『ホライゾンは、元気なようで、……何よりだ』

　聞こえた声に、武蔵むさし上を走り出した者がいた。それは、

「──愚ぐ弟てい!?」

　トーリが、速度としては並程てい度どで、しかし彼としては全力で走り出していたのだ。

　聞こえた事実に誰もが息を飲み、顔を見合わせていた中だった。

　停止と戸と惑まどいの雰ふん囲い気きを断ち切るように、トーリは走る。学校前の階段を駆け下り、その最中に背後から喜き美みの声が、

「愚弟！　アンタ、どこ行くの!?」

　だがトーリは答えない。ただ走り、息をつき、後こう悔かい通どおりにたどり着く。

　皆が、あ、と声を上げるが、トーリはわずかに迷い、しかし、

「──っ！」

　勢いつけて暗い道へと飛び込んだ。身を大きく振り、速度を出来るだけ上げながら、

「……!!」

　その、必死に走っていくトーリの動きに、皆の中から応じる者がいた。出る人ひと影かげは三つ、ネシンバラとウルキアガ、そしてノリキの三人だ。

　走り出し、一気にトーリに追いついていく三人に、数歩を踏んだ喜き美みが叫ぶ。

「追って！　お願い……！」





●






「馬鹿な!!」

　宗むね茂しげは、吠ほえた。

　正面。忠ただ勝かつがいる。その遙はるか向こうに元もと信のぶがいる。

　忠勝は自分が持つ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟のテストを行っていた人間だ。

　……ならば、全てを知っていた筈はず。

　三み河かわの重じゆう臣しんの内、自動人形に置き換わらず、左さ遷せんもされていないのは、松まつ平だいら四し天てん王のうの内、三名。彼らは、元もと信のぶとともにこの十年を黙り、他国から中傷されても何もせず、P.A.ODAと聖せい連れんの綱つな渡わたりをしてのけた。

　……その中で、大罪武装ロイズモイ・オプロにそんな仕込みを！

　どうしてそのようなことをしたのかと、己は思い、一つの答えを悟る。

「十年、……全てを犠ぎ牲せいにしてまで価か値ちがあることだと思ったのですか！　末まつ世せを左右出来るという大罪武装を作り、それを各国に火ひ種だねとして仕込むことを！」

『別にそれだけじゃないよ。目の前にあるものだけで人を判断しちゃいかんな。何しろ十年、世界に多くの教材を送ることが出来たんだ。あとは君ら次第だ。君ら次第では──』

　一息。

『世界大戦が起きるかもしれないし、責任所在の問題で、今度こそ極きよく東とうは完全支配かもな。そしてもしそうなったら、手引きは先生のせいにされるんだろうなあ』

　逆ぎやつ光こうを置いて、元信がマイクの声をこう作った。

『だが、見たいよなあ。──史上初の、聖せい譜ふ記述にも無い世界大戦ってのを』

　元信の言葉に、こちらは唸うなりをあげた。

「止めます！」

『いいなあ！　そうだよ宗茂君！　いい答えだ！』

　構えを深くした自分に対し、元信がのけぞって声をあげる。

『宗茂君！　君の〝考えた結果〟がそれだよな！　そう。そうだそうだ素晴らしい時間の使い方だ〝考えた結果〟で動くのは！　何しろ君は自分で考えた結果によって学級崩ほう壊かいを起こそうとしている！　私達が作った教材配布を受け入れながら、末世を止める授業を否定し──』

「元もと信のぶ公こう！　授業内容が間違っています！」

　己は一いつ喝かつした。

「──ここで地ち脈みやく炉ろを破は壊かいし、地脈暴走を止め、貴方あなた達を皆の前に連れて行く！」

『いいのかい？』

　何な故ぜなら、

『この地脈暴走による三み河かわの消失も、末まつ世せを左右するために必要なものだとしたら？』

「──貴方に別の教材を作らせるだけです。今の教材は不適切すぎる」

　そっか、と元信が言った。

『先生の言うことが聞けない生徒は本来だったら体たい罰ばつものだが、最近は生徒殴なぐると教員が悪いってなるんだよな。……だからおい、そこの副長、ちょっとどうにかしなさい』

　直後。自分は風を感じた。威い圧あつの、押すような風を。その発生源は、

「本ほん多だ・忠ただ勝かつ……!!」

「おうよ」

　首から自動人形の身を提さげた武む者しやが、一直線にこちらに突っ込んできた。

　逆ぎやつ光こうの中、忠勝が口を笑いの形に開き、

「止めるぜ学級崩ほう壊かい!!」







[image: 第十九章『大気中の疾走者』]
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　音が聞こえる。

　刃やいばがぶつかり、足が地面を踏み、息を放つ音だ。

　その音は、通つう神しんを通し、各地へ、世界へと響ひびいていた。

『────』

　二人の武む者しや。西の者と東の者。若い者と老いた者。新しい武器と古い武器。両者には多くの違いがあるが、

『──！』

　共に奏かなでる戦せん闘とうの響きは、互角の高鳴りを放送に乗せ、あらゆる場所へとそれを届けた。

　音は動きとして、流れとして、経過として、全てを伝えて止まらない。

　聞く者達、放送の先にいる人々の中、誰かが言った。

「どうなるんだ……」

　結果によって、三み河かわは、そして末まつ世せを後に控える世界はどうなるのか。そして、

「どっちが勝つんだ……？」

　だが、誰一人として、言わなかった言葉がある。

　どうにかしてくれ、と。救いを請うような言葉だけは誰も言えない。

　何な故ぜならば、この戦いは、何かの救いになるものではない。

　その理由は一つ。元もと信のぶの声が、こう言ったのだ。

『そう。この戦いが終わっても、もはや、それだけではどうにかなるものではないんだ。この戦いが終わった後、世界に対し、もはや誰もが、どうにかしなければいけなくなる』

　だから、

『この戦いが、始まりだ。──行け、本ほん多だ・忠ただ勝かつ。人々が、末世という課題をどうにかせざるをえないようにするために……！』

　言葉が響いた。

『──お前の忠ちゆう義ぎは偏へん差さ値ちどのくらいか、全国レベルで見せてみろ!!』
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「応おう……！」

　忠勝が応え、吠ほえるのを、宗むね茂しげは聞いた。

　直後。こちらは忠勝の背後に回り込む。

　旧派式一般聖術クラツシカフイルマによる高速動作だ。

　だが、忠勝は既すでに動いており、回り込むような一いち撃げきを放ってくる。

　……流石さすがに楽にはいきませんね！

　己は動いた。速度を上げ、

「──！」

〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の刃やいばをぶつけ、距離を取って射しや撃げきを連続する。

　だが、忠ただ勝かつはこちらのことごとくを跳ね返し、

「なかなか速いな！　もっと速度は上がるか!?」

「上がりますとも！　聖術テスタメントフイルマには限界がありませんから!!」

　だから上げた。

　自分の速度制御は、聖術による加速を、身体からだで受け止めて行う方法だ。

　聖術は、基本的に、聖堂で得る術じゆつ式しき契けい約やく書を使うことによって行使される。

　旧派カトリツクに対する献けん身しん行為や拝はい気きの献けん納のうと交換して手に入れる術式契約書は、書かれた承しよう認にん印を押すことで発動し、そして消える。旧派の契約書は使い捨てだが、その分、効果は高く、使用時に術じゆつ者しやが拝気を消費しない利点がある。

　己の術式契約書は、切手大に圧縮され、数万書という量で背部放熱機の下にカートリッジで納められている。その術式の内容は、二つ。

　一つは、肉体の速度を上げるもの。

　もう一つは、

　……足裏に、足場を同時多た重じゆう展開する。

　走るために地面を踏んだとき、その足場を同時に幾いくつも踏んだことにする。

　展開が五つ同時ならば、速度は五倍に。十個同時ならば速度が十倍になる。

　どちらも本来ならば強力な術式なので、数万書などという単位で所有出来るものではない。だが、自分は、二重襲しゆう名めいの生なり業わいで得た資産と、術の加工によってそれを可能としていた。

　術は、反動を考こう慮りよしないものに設定。

　無論、反動軽けい減げんを入れれば術は高価になり、出力が低く、複雑になる。

　だからそれを入れないことで単価を下げる。

　そして発動時間を短く、瞬しゆん間かん加速用にすることで、更さらに単価を安くして量を稼かせいだ。

　そうすることで安価に、一いつ瞬しゆんで多量の加速を重ねて高速に至ることが出来るが、しかし負ふ担たんはそのまま全身に来る。内ない臓ぞうはもとより、視覚や、手足の痺しびれなども併へい発はつする。

　だが、

　……それが必要な相手です……！

　行く。

　背部の術式契約書のカートリッジが振しん動どうし、本体の排はい出しゆつ部ぶから使用済みになった圧あつ縮しゆく契約書の破は片へんが散る。灰のような、光の散り屑くずだ。それは首後ろにある身しん体たい用冷却装置の十字型ラジエータから吹き出す陽かげ炎ろうにまかれ、光の煙としてたなびいていく。

　光が散るたびに、こちらは速度を上げていく。

　対する忠ただ勝かつに速度はない。身体からだに負傷もある。

　だが、忠勝は、こちらと対等以上に立ち回っていた。

　……これは──。

　忠勝の動きは見える。

　緩やかとも言える足あし捌さばきでこちらの行く先に身を振り、蜻蛉とんぼ切きりを叩たたき込む。

　動作としては、忠勝が常にゆっくりと下がり続けている。しかしその動きは、こちらが背後に回ることを誘い、それを逆側に返すことでＳ字を連続で描く下がり方だ。

「……っ」

　Ｓ字の移動軌き道どうは円運動の連続であるため、こちらが回り込む動きは、逆に返されれば向こうがこちらを回り込む動きになる。それは、

　……常に密接している！

〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の超過駆く動どうの発動は、やや遅い。

　ただ引き金を絞しぼり、仮か想そう砲ほう塔とうの展開をするのに三秒は必要になる。発してしまえば、あとは、十数秒の後に結果が出るが、それはもう避けられないものだ。だから最初の三秒が問題になる。

　三秒、今は絶対に得られぬ時間だ。

　どうにかしたい。だが、

「〝悲嘆の怠惰〟！　──通常駆動！」

　通常駆動。その刃やいばに名を載せた者を削そぎ落とす小発動だ。

　蜻蛉切と同じシステムで、刃が写す以上は回かい避ひ不能。

　蜻蛉切の割かつ断だんに対し、宗むね茂しげは速度で刃の写実範はん囲いから逃れて避けることが出来る。

　しかし、対する忠勝は高速の移動力を持っていないので、回避が出来ない。

　その筈はずだった。だが、

「結べ！　〝悲嘆の怠惰〟!!」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。

　蜻蛉切が動いた。

　……これは──。

〝悲嘆の怠惰〟の刃に対し、忠勝が悠ゆう然ぜんとした動きで蜻蛉切を向ける。

　それだけで、

「──!!」

　硝子ガラスを引っ搔かくような音と共に、〝悲嘆の怠惰〟の刃から光が散った。

〝悲嘆の怠惰〟の通常駆動が無効化されたのだ。

　何な故ぜか。

　……〝悲嘆の怠惰〟の刃に、蜻蛉切の刃を写した！

　鏡だ。

　蜻蛉とんぼ切きりの刃やいばを鏡として、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟が通常駆く動どうを発生させる際、その姿を写し込む。そうすることによって、〝悲嘆の怠惰〟は目標を見失うと同時に、己おのれに自分の力をぶつけそうになって通常駆動の効果を破は棄きする。

　……簡単そうに見える行為だが──。

　自分には出来ない。

　何しろ、こちらが振り回している刃を、槍やりの穂ほ先さきに写し込むのだ。こちらの息を完全に読む必要があるし、角度が少しでも間違えば技を食らうことになる。

　だが、忠ただ勝かつはそれを行った。

「く……！」

　実力、という言葉を、己は思った。

　……速度などでは叶かなえられぬ技……！

　自分は、三征西班牙トレス・エスパニアでは一番の戦せん闘とう速度を持つ。

　己が元々襲しゆう名めいしていたガルシア・デ・セヴァリョスは、聖せい譜ふ記述に拠よれば郵ゆう政せいの雄だ。その力を高速の移動と動作と捉とらえた自分は、武道を修めつつも、メッセンジャーメンサジエーロを生なり業わいとし、その手を広げることで聖譜記述に支えられた資産を有していた。

　だが、紆う余よ曲きよく折せつの末、己は武む者しやの道を選び、立たち花ばな・宗茂の名を二重襲名している。

　だから、自分にとって、速度の二文字は、戦う以前から持っていた力だ。

　速度があれば、有利な位置に移動出来る。

　速度があれば、攻撃の威い力りよくが増す。

　速度があれば、瞬しゆん間かん的な回かい避ひが出来る。

　速度と戦技を重ねるために修行を積み、幾いく度どとなく戦場に出て、身体からだが壊れるような瞬しゆん速そくを制せい御ぎよ出来るようになった。

　西さい国ごく最強という聖譜記述に対し、相応ふさわしい戦果を得つつもある。

　……だが──。

　目の前の男は、速度無しでこちらと渡り合う。そこには術じゆつ式しきも何もない。だとしたら、

　……どうなのですか!?

　西国最強を叶えるために自分が得たものは、

「く……！」

　速度を上げた。

　ラジエーターが揺らめかせる陽かげ炎ろうが厚くなり、圧あつ縮しゆく契約書の破は片へん量が増えた。

　足裏、分ぶ厚あつい書物を踏んでいるような感覚がある。まるで粘ねばるような、沈むような、染みつくような感かん触しよくだ。多重化された足場がそれぞれ干かん渉しようして震え、しかし効果を発はつ揮きする。

　金属音に似た響ひびきが、両の足裏から連続し、速度となり、

「──っ！」

　弾はじかれたような高速移動に骨が軋きしむ。肉が、頰ほおや二の腕や腿もも、脹ふくら脛はぎにある肉が全て摘つまみ上げられて背後に引っ張られる。

　だが、それが速度の証しよう拠こだ。

　忠ただ勝かつの背後に左から回り込み、剣を叩たたき込み、しかし、

「……！」

　Ｓ字軌き道どうで旋せん回かいする忠勝が、右肩から入るようにして蜻蛉とんぼ切きりのバックハンドを叩き込んできた。それも、回り込むこちらを背後から追うような一いち撃げきだ。

　今までと同じパターン。すくい取られそうな、柔らかい、しかし力のこもった振りだ。それを避ける頃には、既すでに忠勝がＳ字軌道を描くように身体からだを旋回していて、更さらにこちらの背後を取ろうとしてくる。

　そうなったらまたＳ字軌道の始まりだ。

　繰り返してはいけない。繰り返しては、時間が奪われる。

　忠勝の狙ねらいは一つだ、と自分は思う。

　こちらに時間を消費させ、

　……地ち脈みやくの暴走を完成させる。

　だから、この流れを止めねばならない。

　繰り返されるＳ字の動きを、どうすれば止められるのか。

　自分の能力とは、速度である。

　この速度は、今のままでは忠勝に通用しない。

　……ならば──。

　バックハンドで叩き込まれてくる蜻蛉切に対し、自分は動いた。

　考えた、己おのれの行動を。
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　次の瞬しゆん間かん。

「────」

　忠勝は見た。

　……これは──。

　宗茂の発想。

　彼の速度を封ふう殺さつするためにこちらがとった足運びを断ち切る、宗茂の新しい動きだ。

　それは、宗茂が足場を作る動きだった

　加速のための足場。一いつ瞬しゆんで高速に至る足場。それは、

「蜻蛉切か!?」

　バックハンドで振り込んだ蜻蛉切の刃やいばを、宗茂が踏んだ。

　軽いステップだ。

　こちらの手に伝わるのは、羽を一つ載せたような動き。

　しかしそれは、宗むね茂しげにとっては百倍以上の反力を持った足場となる。

　そして宗茂の足下から音が響ひびいた。

　金属音に似た音。

　聖術テスタメントフイルマの音だ。この音の終了と共に、加速系の術じゆつが入る。

　一いつ瞬しゆんの鳴り音。

　その音が鳴っている間に、己はこう思った。

　……いい判断だ。

　忠勝は思う。このまま宗茂はこちらの背後に回るつもりなのだろう、と。

　……ああ、本当にいい判断だ。

　だが、自分は叫んだ。蜻蛉とんぼ切きりの伸しん縮しゆく機き構こうのソケット部分をグリップし、

「そんなよくある方法が今の時代に通じるかあ──!!」

　叫び、右に振り返る身体からだを、力任せに下へと落とした。

　宗茂が選択した術じゆつ式しきは、踏む足に対して足場が返す反力を倍化するものだ。

　ならば、踏む速度より早く、足場が下に落ちたならば、足場は消える。

　その通りにした。

　直後。

　宗茂の足と蜻蛉切の間に空間が生まれ、

「──！」

　宗茂の足裏に、光が走って飛び散った。硝子ガラスが割れたような音もついている。

　宗茂の術式が無効化された証しよう拠こだ。

　だから己は口を開いた。

「結べ！　……蜻蛉切！」

　蜻蛉切の刃やいば周辺に細長い表示枠サインフレームが連続で開く。

　表示枠は、一瞬でその内部を文字で埋めた。

　そして生まれるのは割かつ断だんの力。狙ねらいは宙に浮いた状態の宗茂そのものだ。

　行く。

　しかしその瞬しゆん間かん。自分の耳は新しい音を聞いた。

　それは金属音に似た響き。

　旧派聖術クラツシカフイルマの、加速術の音だ。

「……!?」

　宗茂の、宙に浮いた足の底から、轟ごう音おんが響いた。

　何が起きたのか。この後に何が起きるのか。己は悟さとった。

　宗むね茂しげが今行ったことは、

「空中を足場にしたのか!?」
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　宗茂は、宙を踏んだ。

　刃やいばを踏んだのはフェイントではない。その段階で加速が行けるならば、行こうと思っていた。だが、忠ただ勝かつがそんなレベルの戦い方を赦ゆるさなかったのだ。

　だから、踏み込んだ。

　まだ、一度も行ったことがない、これまでに思いついたこともない加速法。宙を踏むことで、空中加速する方法だ。

　やり方は簡単だ。

　空中には、何も無い訳ではない。湿度としての水分はあるし、微び細さいな埃ほこりも存在する。今は地ち脈みやくの表ひよう出しゆつや先ほどの〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の超過駆く動どうによって塵ちりにはことかかない状態だ。

　だが、それらを踏んで足場にするとなると、話は別だ。

　塵を踏んで加速するなど、何千、何万回の加速を一いつ瞬しゆんで行うことになるのか。

　自分の加速術じゆつ式しきは、符ふを使用したものだ。一瞬で莫ばく大だいな効果を得る代わりに、身体からだへの負ふ担たんは大きい。

　無理をすれば、身体に返る。

　しかし、

　……やらねば……！

　己の勘かんは、必要な加速量を、こう見積もった。

「一万七千倍加速……！」

　踏んだ右足一本に、一万七千歩分の負担が一瞬で掛かる。

　直後。顔の右側に十字状の表示枠カデナフイルマが現れた。負担超過を告げる危険表ひよう示じだ。これ以上の行使は管かん轄かつ聖せい堂どうでも責任を負えない旨むねなど、注意事項が表示される。

　無視した。

「──!!」

　右足から、断裂の音が聞こえた。

　筋肉が割れ、弾はじけた音だ。

　ひょっとすると骨や腱けんまで持って行かれているかもしれない。

　しかし、割かつ断だんされた訳ではない。その証しよう拠こに、

「おぉ……!!」

　己は宙を蹴けって加速した。

　陽かげ炎ろうと光の帯をまとい、全身が大きく跳んだ。
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　全ては一いつ瞬しゆんの連続だ。

　宗むね茂しげの行く先は斜め下前方。地面に激げき突とつして削けずる勢いで行く。

　着地は左足一本。踵かかとを地面に突き食い込ませ、身をのけぞるようにして忠ただ勝かつに振り向く。

　いた。

　忠勝が、やや半はん身みの背を向けている。

　蜻蛉とんぼ切きりの穂ほ先さきは、向こうを指していた。

　蜻蛉切の刃やいばにこちらは映らない。

　行ける。そう思ったなり、

「……!?」

　蜻蛉切の石いし突づきが、速射砲ほうの勢いでこちらに突き込まれた。

　石突きとは、宝ほう蔵ぞう院いんのブランドが実戦用に開発した、小回りの利かない槍やりで背後を攻撃する武装だ。柄つか頭がしらに突用パーツを接続するだけの工く夫ふうだが、それだけで背後の死角が消える。

　打ち込まれれば槍の重量全てが突き込まれ、骨などは容易たやすく砕けるものだ。

　それが、こちらの顔めがけて飛んできた。

　軌き道どうは斜め下にいるこちらへ放つもの。

[image: ]

　忠ただ勝かつはこちらに振り向いていない。ならばこの攻撃は、経験と予測によるものだ。だが、

　……何と正確な狙ねらい……！

　空中加速など、見たこともない筈はずだ。それなのに、こちらの着地姿し勢せいなどを見切った。

　どれだけの経験を積めばそんなことが出来るようになるのか。

「く」

　こちらは身を捻ひねって沈めた。腰を沈め、上半身を沈め、地面を引き寄せるように伏せた。

　だが、身体からだが完全に下がらない。原因は明確だ。

　……右脚あし!?

　右の脚が動かない。膝ひざと爪つま先さきが地面に触れているのかどうかも解わからない。ただあるのは、腰の右下に、熱を持った塊かたまりが接続されているという重量感だけだ。

　そして右足が遅れ、その動きに押されるようにして腰が前に上がり、身体がつんのめる。

　石いし突づきは、こちらの額ひたいに直ちよく撃げきコースだ。

　だから自分は判断した。

「──左足加速!!」

　伏せる姿勢として、左の膝は曲がっている。右脚が下がらなかったために腰は上がっている。

　クラウチングスタートの姿勢だ。

　だから左足で、身を前に飛ばした。

　石突きが斜め前上から突き込まれてくるより早く、その下を潜くぐり、

「──!!」

　傾けた顔。その左耳上を、石突きが一気に抉えぐった。後頭部の方まで、まるで指ゆび爪づめを突っ込まれて一直線にこそぎ落とされたような音が走り、大気の冷たさを肉が感じた。

　だが抜けた。

　忠勝の半はん身みに対して、その懐ふところに飛び込んだ。

　構えるのは〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の切きっ先さき。一気に忠勝の腹を貫つらぬく構えだ。

　しかし、己の耳はある声を聞いた。

「結び割れ。──蜻蛉とんぼ切きり」

　……何!?

　蜻蛉切の刃やいばはこちらを見ていない。

　では、何を切ったのか。

　答えは目の前に見えていた。

　忠勝の姿が、眼前から消えていたのだ。

「!?」

　どうやって、と思い、目を見開いた瞬間。左方向に気け配はいを感じた。

　北側、そこからこちらに突っ込んでくるのは、左腕に自動人形を抱いて、右脇わきに蜻蛉切を手挟んだ忠ただ勝かつだ。

　いつの間に、という問いかけの答えは、

　……まさか──。

「我にとっての〝北側〟を割かつ断だんしただけだ！　〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の削そぎ落としじゃあ出来ねえ、割断の神しん格かく武装、蜻蛉とんぼ切きりの、上位駆く動どう出来る我だから可能な技！」

　蜻蛉切の有効射しや程ていは三十メートル。己おのれにとって北の方角を断ち切れば、割断分、十五メートルを北に移動することになる。

「──事じ象しようを切るのはかなり出力喰うんだけどな。まあ、必要だからしょうがねえよな」

　……無む茶ちや苦く茶ちやな……！

　だが、事実だ。

　蜻蛉切の側面、刃やいばの基部にある蜻蛉型の燃料系けいは色を失いほぼ空からの状態だ。通常駆動でも、あと数回が限度だろう。

　しかし、やられた。

　同じだ。

　大罪武装ロイズモイ・オプロの試作品である神格武装、蜻蛉切の特性、それも上位駆動という持ち主ならではの特性を用いた技だ。そして今、忠勝は一直線にこちらに突っ込み、

「蜻蛉切！」

　蜻蛉切の刃は既すでに表示枠サインフレームを纏まとっている。

　狙ねらいはこちら。しかしこちらには、片足でも可能な回かい避ひがある。全力で踏めば蜻蛉切の割断を逃れることが出来る。

　だから決めた。加速の一歩を。金属音を伴って踏み、

「行け……！」

　身を前に吹っ飛ばす。

　次の瞬しゆん間かん。自分が得たのは、全身に受けた衝しよう撃げきだった。

　打だ撃げきというのも生やさしい、五体の全てが壁に激げき突とつしたような震しん動どうだ。

「!?」

　どういうことだと、震える頭がそれでも疑問を思った。

　そして全身が感じる衝撃の向こう。そこにあるのは、

「これは──」

　壁だ。

　今まで何もなかった筈はずの自分の周辺に、壁がある。その壁はこちらが立つ路面を基礎材料としたもので、

「──忠勝様！」

　自動人形だ。忠勝に抱かれることで腕をフリーにした自動人形が、その右手をこちらに向けている。

　力は重力制せい御ぎよ。作るのは、

「囲みます！」

　叫びと同時に、こちらはドーム状の壁に囲まれた。

　逃げ場のない縦たて長ながの閉へい鎖さ空間。空までも塞ふさぐその壁面を貫つらぬいて来るのは、

　……蜻蛉とんぼ切きりの刃やいば!?

　疑問と共に、声がした。それは壁の向こうから来る、忠ただ勝かつの、

「結べ──!!」
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　忠勝は、縦たて長ながのドーム状となった壁に突き立てた蜻蛉切を、

「…………」

　無言で、一度だけ強く押し込んだ。

　刃は物ものを物体から抜く前に必要な動作だ。

　強く押し込むことで差した物体の穴を広げ、その後で抜く。そうすることで、引き抜く際に刃が曲がったり、差した物体がついてこないようにする。肉や骨を貫いたときは、刺した骨肉が緊きん張ちようで収しゆう縮しゆくするため、特に必要になる行為だ。

　忠勝はしかし、蜻蛉切を引き抜く前に首を傾かしげた。

　腕の中、鹿か角づのがわずかに会え釈しやくし、

「申し訳御ご座ざいません。差し出がましい真似まねを」

「鎧よろいの特とく殊しゆ機能だろ、気にすんな。向こうは完成品振り回してたんだしな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──劣おとった者は苦労しますね」

「この野郎……」

　と、忠勝がつぶやいた。

　そのときだ。二人の眼前に、光が生まれた。

「!?」

　それは、蜻蛉切と相あい対たいするように壁の中から突き出されたもの。

　鹿角が、眉まゆをひそめて声を上げた。

「〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟超過駆く動どうの仮か想そう砲ほう塔とう!?」

　事実を前に言葉が疑問形なのは、自動人形にとって不ふ可か解かいがあるからだ。

　鹿角は言う。自動人形の判断でも解らない疑念を。

「……蜻蛉切の割断をどうやって生き延びたと!?　やはり忠勝様がしくじりましたか!?」

「〝やはり〟って何だ〝やはり〟ってのは!!」

　言葉に応じるように、壁が崩れた。

　上から下に、剝そがれ、力を失うように落ちていく路面の壁の向こう。

　そこに、宗むね茂しげが立っていた。

　だが、宗茂の五体は、どこも割かつ断だんされていなかった。

　代わりというように、

「蜻蛉とんぼ切きりの刃やいばを……」

　宗茂は、蜻蛉切の刃を、己おのれの右胸に根本まで突き刺していた。

　蜻蛉切は、標的を刃に写して割断の力を発動する。

　だから、宗茂はその力を封じる方法をとったのだ。蜻蛉切の刃を己の身に突き立て、刃に何も映らなくさせる方法を。

　穂ほ先さきの長さを全て身に叩たたき込むため、右の脇から背に向けて、斜めに刺さりに行っている。肋ろつ骨こつや肺を貫つらぬいたろうが、消しよう化か器き系や心しん臓ぞうは無事だろう。

「成なる程ほどな。手応えが微び妙みように違い和わ感かんあったわけだ」

　忠ただ勝かつの視線の先、宗茂は掲げた右手の先にある〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を超過駆く動どうしている。

　血の気を失った宗茂の顔が、こちらに向いている。だが、

「気を、失って……」

　宗茂の口の端はと、右胸脇わきから、血がこぼれ出した。先ほど忠勝が蜻蛉切を抜くため、一度胸部の傷口を緩めている。右胸脇からは、鼓こ動どうに合わせて血が落ちて止まらない。だが、

「忠勝様」

　ああ、と忠勝は頷うなずいた。鹿か角づのも頷き、

「──〝悲嘆の怠惰〟は発射されました。まだ収しゆう束そくしていないだけで」
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　ああ、と、忠勝はまた言った。その上で彼は、

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあそうだろうな。既すでに狙ねらいは定まっていて、〝悲嘆の怠惰〟は最大出力を吐き出すだろうよ。そして我の背後の地ち脈みやく炉ろは破は壊かいされ、地脈の暴走が止まる」

「先ほどのように、方角を割かつ断だんしては？」

「残念ながら上位駆動はもう撃うてねえ」

「Ｊｕｄ．、──ホントに駄だ目めな人ですね貴方あなた」

　では、と鹿角が言って、忠勝の顔を見上げた。

「お急ぎ下さい。ただ、私の重力制せい御ぎよもこの状態だと完全ではなく、前回と同じ方法が使えません。よくて腕から胸に通すくらいで、方向変換は無理でしょう。だから──」

　鹿角が、目を細めた。

「どうするか、大体は、お解わかりですね？」

　言った鹿角が、忠勝の返答を待たずに目を閉じた。口を開き、

「ん」

　彼女は舌を、下歯を越えて忠ただ勝かつの顔へと差し出す。

　そして露あらわにされた濡ぬれた人工の舌ぜつ房ぼうには、一つの青せい珠じゆが埋め込まれていた。

　忠勝はちらりと青の珠たまを見て

「女によう房ぼうの指輪を魂たましいにしてみたら、……まあ口の悪さがそのまんまでよ」

　言って、彼は鹿か角づのを抱き寄せた。引き寄せる動きで自動人形と唇くちびるを重ね、彼女の舌を上下の歯でしごき、引き、その湿りを歯は裏うらに刮そいで己おのれの唇の裏に満たしながら、

「────」

　千ち切ぎるように、鹿角の珠を嚙かみ取った。

　繊せん維いを断つような音と共に、眉まゆを小さく動かした鹿角の喉のどが一度動き、

「……ん」

　二人が唇を離し、顔を引く。

　鹿角は目を細め、唇から垂れた人工の血液を、やはり血に濡ぬれた舌で拭ぬぐい取る。そして彼女は忠勝と視線を合わせ、

「現在、当とう自動人形は余よ力りよく状態で節せつ約やく動作しております。御ご用ようなどありましたら急ぎお願い致します」

「じゃ、簡単だ。──鹿角が残した命令通りに一いつ丁ちよう頼むわ」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　自動人形は、首を後ろに向けた。

　気を失い、動かぬ宗むね茂しげがそこにいる。だが仮か想そう砲ほう塔とうの光は強くなり、

「……来ます！」

　一度体験した自動人形が、発動の気け配はいを読んだ。

　直後。自動人形が忠勝の首から腕の縛いましめをほどいた。

　同じタイミングで、忠勝が動いた。抱いていた自動人形の身を、宙に置くように投じ、

「蜻蛉とんぼ切きり……！」

　言葉と同時に、それが来た。

　それは、無音だった。

　ただあるのは、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の砲ほう口こうから生まれた、微かすかな闇やみ。

　泣き叫び、かきむしる直前の、うつむいた沈ちん黙もくだ。

　だが、自動人形は動いていた。彼女は右手を仮想砲塔の砲口へと掲げ、

「──！」

　果たして次の瞬しゆん間かん。自動人形が掲げた右手の平に穴が開いた。

　自動人形が眉まゆをひそめながら、宙で身を捻ひねる。ぎ、という軋きしみを身体からだから上げながら、

「忠勝様……！」

　自動人形の呼びかけに頷うなずくようにして、忠ただ勝かつが蜻蛉とんぼ切きりを短く縮めて振り抜いた。

「──結べ！」

　その声に、自動人形が目を細め、小さく笑った。

　そして蜻蛉切が割かつ断だんする。

　狙ねらいは一つ。

「自動人形に弾だん体たいを取り込ませた上で、……その弾体を自動人形の一部として、自動人形ごと割断する！」

　直後。割断の力が生まれ、自動人形が二つに分かたれ、

「……！」

〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の超過駆く動どう。搔かき毟むしりの力が、大範はん囲いに渡って発動した。
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　夜の下。山の底に停てい泊はくしている船の上には、人の群があった。

　巨大な都市となっている八艦かんの上、人々はそれぞれの艦かん首しゆや、艦を結ぶ長大な太ふと縄なわの上に立っている。

　皆の見るのは南、そちらにある三み河かわの方角だ。

　そして誰もが、三河に起きた大きな変化を見ていた。それはざわめきで告げられる、

「光が……、消えた……」

　言葉の通り、山間の向こうで大地から空に放出されていた光が、消えている。

　遠く、空を越えて聞こえていた鼓こ動どうのような音も、今はない。

「……どうなった？」

　誰かが生んだ問い掛けが、次々と伝でん播ぱして、しかし答えは出ない。

　そんな問い掛けと疑念のざわめきの中、正まさ純ずみは一人の自動人形と一緒に歩いていた。

　P-01s。その手を引く正純の背後、P-01sは頭から正純の上着を被かぶっている。彼女は上着の裾すそを背で揺らしながら、

「正純様、寒くありませんか」

「いいから」

　言うお互いが歩くのは、表ひよう層そう部ぶ商店街に至る道だ。すれ違う人々は、皆、三河方面が臨める艦首側へと歩いていく。が、自分達は、そちらから離れるように急ぎ足だ。

　……参ったな。

　正純は思う。どうしたらいいかが全く解わからないな、と。

　今日一日で、多くのことを知りはした。

〝後こう悔かい通どおり〟のことも、大罪武装ロイズモイ・オプロのことも、P-01sの正体も。

　今、自分が手を繫つないでいる自動人形は、正確には、自動人形ではない。

　ホライゾンという、松まつ平だいら・元もと信のぶの娘の魂たましいを基礎とした、自動人形の身体からだを持つ人間だ。

　だが、と己は思う。

　……世界中に預けられた大罪武装は、彼女の感情を利用して作られたもの……、か。

　人間の原げん罪ざいをモチーフとした大だい規模破は壊かい武装を作るため、彼女の有する感情を部品に用いたのだろう。どうしてそんなことをしたのか解らないが、ただ解るのは、

　……世界が動く。

　今、沈ちん黙もくした三河の当とう主しゆ、元信公こうは、先ほど通つう神しんでこう言った。大罪武装を手に入れれば末世を左右出来る力を得られる、と。

　だとすれば、今、自分が手を引き歩いている彼女は、世界の命運を左右する。

　そして今、自分は、彼女をどうしたらいいか解らない。元信の通神を聞いた後、反射的に彼女に上着をかぶせ、隠かくしてここまで連れてきたはしたものの。

　……ホライゾン、か。

　元もと信のぶ公こうの子、そして、

　……父達が言っていたな、葵あおいが殺したんだ、って。

　どういうことだかは解わかりはしない。P-01sに聞こうにも、彼女は記き憶おくを持っていないのだ。

　だから自分は、解らないまま、軽けい食しよく屋やの女おんな店主に相談をしようと、そう思っている。が、

「正純様」

「え？」

　呼びかけられ、こちらは足を止めた。そろそろ目的の商店街に入ろうという位置だ。企き業ぎよう区画であるために人も少ない場所だった。

　振り返ると、被かぶった上着と前まえ髪がみで顔を隠したP-01sがいる。

「──P-01sは、P-01sではないのですね」

　振り向いた先、彼女が、こちらを見ていた。

　呆ぼう然ぜんとも言える無表情で、P-01sはじっと、ただこちらの目を己おのれの瞳ひとみに映し、

「解りません」

　それは、

「P-01sは、ホライゾンだと言われました。ですが……」

　言われた。

「だとしたら、ホライゾンとして、P-01sはどうすべきなのでしょうか」
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　彼女の言葉に、正純は己の言葉を失った。

　どう答えればいい。

　きっと彼女は、これから聖せい連れんや極きよく東とうによって一生を左右される。それがどういうものになるかは解らないが、三み河かわの嫡ちやく女じよと大罪武装ロイズモイ・オプロという身み柄がらは一生の自由を奪うのに充分な内容だ。

　だが、と己は思う。彼女は、その未来を望んでいるだろうか、と。

　自分の知っているP-01sは、いつもカウンターに立っているか、店の表おもてや墓ぼ所しよを掃そう除じしている自動人形だ。彼女の出しゆつ自じを店主達と共に探ったこともあるが、結果としてP-01sは平和な日常を選んだし、自分達もそれを望んだ。

　しかし、これから、その全ては奪われる。

「君は……」

　何かを言おうとして、ふと、こう考えた。

　……自分は、どうなのだ。

　本ほん多だ・正純という存在を襲しゆう名めいしようとして、望み、動き、しかし不可能となった。

　だが、目の前の彼女は、望んでもいないのに、世界に対して大きな役目を与えられた。

　世界に対する役目を望んだ自分にとって、彼女は羨うらやむべき存在ではないのか。

　……それなのに。

「君は──」

　ホライゾン・アリアダスト。松まつ平だいら・元もと信のぶの嫡ちやく女じよで、大罪武装ロイズモイ・オプロのベースであり、自動人形に改造された少女だ。

　だが、それらの何を、どう言うべきなのか。どう言えば、彼女を正確に示すことになるのか。

　自分の知る彼女は、単なる軽けい食しよく屋やの自動人形だ。

　だからこちらは口を開き、迷い、しかし、何かを言おうとした。

　……君は──。

　と、その瞬しゆん間かんだった。不意に、町の向こう側がざわめいた。

　ここは企き業ぎよう区画、夜に人はいない。だから、声がするのは、

「!?」

　見渡した四し方ほうの町並みの向こう。離れた居住区画から響ひびくざわめきは、幾いくつもの声となって空に昇る。

　その声に引かれるように、己は空を見上げた。

　上空、直上にさしかかる夜空に巨大な影がある。

「あれは──」

　航こう空くう船の艦かん影えい。三み河かわから出た警けい護ご隊の先行艦だ。
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　夜空に浮かぶ艦影を確認した正純の耳に、新しい音が響いてくる。

　武蔵むさしの艦かん外がい放送だ。拡かく声せい器きを通じた自動人形の声が、空に対して言葉を告げる。

『武蔵艦かん橋きようより先行警護艦へ。貴き艦かんの航こう行こうは予定を無視した運うん航こうだと判断します。また、船せん舶ぱく間の上下交通は６００ヤード以上離れることが義務づけられているはずです。──以上』

　だが、自動人形の呼びかけがあっても、警護隊の先行艦は接近を止めない。

　代わりと言うように、言葉が向こうから返ってきた。それは微わずかなノイズを含み、

『三河発はつ武蔵先せん行こう警護艦から武蔵へ。──現在、本ほん艦かんは、当地聖せい連れん代表による非常特とく務むによって航行中。意見などは当地聖連代表であるK. P. A. Italia派は遣けん団だんにお願い致します』

　警護艦は、速度を下げつつ、こちらの上空へとやってくる。

　その側部、甲かん板ぱんから、幾いくつもの縄なわが下へと落ちていた。

　縄の上、艦の縁へりには、人ひと影かげがある。武装した極きよく東とうの制服姿だ。

　……まさか……!?

『これより本艦は、当地聖連代表の要請により、大罪武装の確保に向かいます。武蔵側の協力を要請します』

　警けい護ご艦かんの艦かん外がい放送と共に、艦から無数の人ひと影かげが舞い降りた。

　まずは縄なわを利用して一気に下り、途と中ちゆうで手を離して宙に身を躍おどらせる一いち陣じん。そして甲かん板ぱんやサイドデッキから身を翻ひるがえす二陣。更さらには揚よう陸りく船の投下によって降りる三陣だ。降こう下か部隊は、合計で百人を下らない。

　あとはもう、町並の向こうに見えなくなるが、

「──！」

　来た。

『村むら山やま上に存在した、大罪武装ロイズモイ・オプロが有する共通流りゆう体たい震しん動どうパターンの一致を入感！　K.P.A. Italia本部から得たデータと九割合がつ致ち、──視し認にん出来ます！』

　叫んだ音声は頭上。通りに立つ自分とP-01sの頭上を通過しようとした揚陸船から、武装した生徒達が飛び降りてきた。

　数は十六人。降りる誰もが、背に一いつ瞬しゆんだけ鳥とり居い型の紋もん章しようを表ひよう示じして、降下速度を落とす。

　半径十メートルのほどを円を持って囲まれた自分は、

「────」

　息を吸い、握っている手を強く引いた。

　走ろうとする。

　ここから逃げようとする意味は自分でも解わからない。ただ、

　……違う。

　何が〝違う〟のかは解らない。その言葉で正しいのかどうかも。だが、

「正純様」

　引いた手が、動かなかった。

　空から確保部隊が降りる気け配はいの底で、上着と髪かみによって顔を見せない彼女が問う。

「正純様も、……私が誰なのか、どうすればいいのか、答えられませんか」
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　P-01s、ホライゾンは、こう思った。

　……ああ。

　思う。

　先ほどの放送に拠よれば、自分には大部分の感情が無いことになります、と。

　……そして自分は、今、何をどうすればいいのか解りません。

　記き憶おくもなく、知識も浅い。

　……だから──。

　出来れば、自分の正体が、理解出来るものであればよかった。

　たとえば、軽けい食しよく屋やで働く自動人形など。完かん璧ぺきではないが、理解が出来る。

　しかし、現実は違った。

　三み河かわという国の君くん主しゆの娘で、大罪武装ロイズモイ・オプロという大だい規模破は壊かい武装だという。

　そんな存在は、どうすべきなのか。

　……解わかりません。

　感情があれば、拒きよ否ひや肯こう定ていという反応があった気もする。

　だが、それすらも、自分には無い。

　だから己は思い、それを、口にする。

「P-01s、ホライゾンは……」

　言う。

「自分を、どうにも出来ないのかもしれません」
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　告げられた言葉に、正まさ純ずみは反射的な動きで口を開いた。

　そんなことを言っている場合か、と。

　しかし周囲、確保部隊が着地の響ひびきを作ると同時に、男の声が響いた。

「──政治家として言うならば過あやまつな、正純」

　声は正面。通りの向こうから歩いて来る。長ちよう衣いに身を包んだ姿は、

「──父ちち上うえ」

　言っている間に、確保部隊が動いた。

　武装の音と、堅い靴の音。重く動く風群は、一いつ瞬しゆんで周囲を警けい戒かいしながらも自分と彼女の間に割り込んでくる。

　だが父は歩みを停めず、口を開いた。

「正純、見事な協力だ」

　彼の言葉に、こちらと彼女を隔へだてていた確保部隊の数名が慌あわてて振り返る。IZUMO製、白い鉢はち金型の頭部防具を目ま深ぶかに下げ、

「協力、有あり難がとう御ご座ざいます」

　言って、こちらの手に触れた。彼女の手を摑つかんでいる、こちらの手指を。

　離される。

「あ」

　というこちらの声の先、自動人形は離された手を宙に泳がせ、しかし、

「…………」

　引いた。

　後に残されたのは、手を差し出したままの自分だけで、

「……く」

　己おのれの手を、ゆっくり引く視線の先、棒ぼう立だち姿勢となった自動人形がいる。

　と、確保部隊に挨あい拶さつをしていた父が、こちらの背後に回った。

「……お別れだな、次に会うときがあるならば、違う身分だろう。今の内に、挨拶くらいしておいたらどうだ。将来のためになるぞ」

　言われた台詞せりふに、己は一いつ瞬しゆん奥歯を強く嚙かんだ。

　……将来!?

　自分には襲しゆう名めいの未来がない。対し彼女にも、

　……未来があると言えるのか!?

　思い、その通りのことを言い返そうとした。

　そのときだった。

「つまり、──これが、私のあるべき姿なのですね」

　彼女が、口を開いた。

「自分を解わからない。正体を知ってもどうすべきかが解らず、感情に任せることすら出来ない。ならば、──言われた通りの身分を受け入れ、ただ歴史の望むままに従うこと。これが、私の、間違いがない、誰にも迷めい惑わくを掛けない、最善の判断なのですね」

　息を吸い、

「ホライゾン・アリアダストという名を受け入れ、そのあるべきに従うことが」
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　告げられた台詞せりふよりも、彼女が己おのれの名を喋しやべったことに、確保部隊も含む皆が視線を返した。

　しかし彼女は棒立ちのまま、かぶった上着と髪かみの下に見える唇くちびるを開くだけで、

「誰であるのか解らないホライゾンに、どうあるべきかを与えてくれる状況があると理解出来ます。先ほど告げられた通り、ホライゾンが三み河かわ君主の娘であるならば──」

　正純の目の前で、彼女が顔を上げた。

　上着が髪かみから肩に落ち、顔が露あらわになる。

　白い肌はだ、据すえたような目を持つ、無表情な顔。いつもの顔だ。

　自動人形は感情を持たない。

　魂たましいを有していても、感情を持つことは別だ。知識と経験によって擬ぎ似じ的な感情を得ていきはするが、彼女はそれだけの経験を持ってはいない。

　しかし無表情の唇が割れ、言葉が生まれた。

「知識として知っています。──国を治めるものは、有事の際、その命を払って責任を取り、民たみを生かすこともあると」

　その言葉に対し、自分は口を開いた。ホライゾンの前、ただうつむき、

「そんなことは──」

　無いとは、しかし言えなかった。

　今は戦せん国ごくの世だ。引いん退たいや除じよ籍せきというやり方も含め、責任者が〝自じ害がい〟をすることは希まれではない。実際に自害をする者だっているし、元もと信のぶの嫡ちやく子しであった信のぶ康やす公こうのように、それを強制される者もいる。

　……一体、どのように、何を言えば、彼女への慰なぐさめになる？

　思うが、解わからず、己は何も言えなくなった。

　その沈ちん黙もくの間にも、空からの揚よう陸りく船から懸けん架か装置を着けた女性隊員がつり下げられてきた。

　降りた女性隊員は、作業と手続きの確認を行い、一礼してからホライゾンの手を取った。

　連れて行かれる。

　そのときだ。不意に一つの声が届いてきた。それは艦かん尾びの方、商店街の方から届く、

「ホライゾン！」

　少年の声。その持ち主へと、それまで黙っていた己は振り返って叫んだ。

「葵あおい……!?」
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　正純は見た。商店街の方から走ってくる幾いくつかの影を。

　影として駆け寄る皆、彼らの先頭に立つのは、

「……ホライゾン！」

　転ぶように走ってくる少年、葵・トーリだ。

　速いと言える走りではない。だが、前を欲するように手を搔かき振り、姿勢は前ぜん傾けいだ。乱れた髪かみと俯うつむいた顔によって表情は見えない。

　ただ声だけが、

「待ってくれ！」

　来る。

　商店街と企き業ぎよう区画に挟まれた縦たて町まちを越えれば、すぐにこちらに辿たどり着く。縦町の照明が彼らを正面から照らし、正純は気づく。彼らが皆、自分の同級生であることに。

　葵、ウルキアガ、ネシンバラにノリキもいる。

　そんな彼らを見て、正純は目を見開いている自分を悟さとる。

　今日、多くの事実を知った。そして、

　……お前は、気づいていたのか!?

　P-01sがホライゾンだという事実は、先ほどの放送で武蔵むさしの全乗員に知らされた。

　……しかし、その呼び名をどうしてここですぐに使える？

　まるで、昔から、彼女がホライゾンだと解っていたような呼び方だ。

　……何な故ぜ？

　その答えを拒きよ否ひするように、付近、警けい備びについていた者達が慌あわてて葵あおい達に駆け寄ろうとする。初動、という雰ふん囲い気きが周囲に走り、隊長格が立ち塞ふさがるように腕を広げた。

「待て！　近寄るな!!」

　瞬しゆん間かん。葵の背後にいたネシンバラが声を上げる。

「武蔵むさし総そう長ちよう、そして生徒会長が三み河かわの眷けん属ぞくに挨あい拶さつに来ただけだよ!!」

　総長と生徒会長の兼けん任にん。役立たずとか無能などと言われていても、権限は存在する。だから、駆け寄ってきた隊員達は戸と惑まどい、制止の歩速を緩めた。

　応じるように、一歩を先行したウルキアガとノリキが割って入る。

「道を空あけるがいい……！」

　二人は、走り込んだ勢いで左右の警備を押しのけ、道を造る。

　葵からこちらまで、あと十メートルを切った。

　そして彼がこちらに手を伸ばしたとき。

　葵達四人が、空から降ってきた影によって一いつ斉せいに叩たたき潰つぶされた。
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　それは、K. P. A. Italiaの隊員達だった。

　頭上、武蔵警けい護ご艦かんの揚よう陸りく船を用いてこの場所にやってきた者達だ。

　身につけた軽装鎧よろいや、頭部防具の奥に見える顔は、誰も彼も二十代や三十代。自分達とは体格も違えば、腕や脚あしの運びも違う。

　巨きよ漢かんであり、魔ま神じん族並みの筋力を持つウルキアガですら、四人がかりで関かん節せつを押さえ込まれては身動きがとれない。唯ゆい一いつ動けたのはノリキで、彼は縛いましめを即そく座ざに外すと、

「──！」

　左右の腕に鳥とり居い型の紋もん章しようを表ひよう示じし、K. P. A. Italiaの隊長格に高速の打だ撃げきを叩き込んだ。

　快音が二度響ひびく。

　だが、隊長格の男は、動じない。ややあってから首を傾かしげ、

「……軽い打撃だな！」

　一言と共に、ノリキに返す一いち撃げきを叩き込んだ。それも腹を正面から、突き上げるように、だ。

　ふ、という息を漏らし、ノリキの身体がくの字に折れる。その頭を上から殴なぐりつけ、隊長格はノリキの細い身を地面に叩きつける。

　彼は近くの隊員達にノリキの制圧を指示し、

「来て良かった。──聖せい連れんの指示により、場の権限を移い譲じようして貰もらいたい。そして──」

「ホライゾンを連れて行こうってかよ!?」

　トーリの叫びに対し、彼を押さえていた隊員の内、一人が動いた。

　トーリの右腕を捕とらえていた隊員だ。彼はその腕を背の側に曲げ、軋きしませ、押していく。

　肩を抜く気だ。動きに躊躇ためらいがない。一気に行く。

　トーリが堪こらえるために姿勢を変え、腰を上げようとするが、

「──！」

　他の二人によって、一いつ瞬しゆんで地面に潰つぶされた。

　腕が一気に伸びて、付け根が周り、トーリの口から、

「……か！」

　息とも、声ともとれる音が聞こえた。

　直後。

「無意味なことだと判断出来ます」

　ホライゾンの声に、全ての動きが止まった。
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　正まさ純ずみは、言葉もなく、正面に立つホライゾンを見た。

　無表情な顔と目。いつも通りの彼女は、しかし、抱えていた本をこちらへと差し出す。

　本は、指導者や政治家の言げん行こうなどを示したもの。

　それをこちらが受け取ると、彼女はこう言った。

「つまり、そこに書いてあるようにすれば、宜よろしいのですね。過去のパターンに学んで」

「────」

「率そつ直ちよくに申しまして、指導者として、ホライゾンが急ぎ確保されればこの騒そう動どうは生じなかったと推すい測そく出来ます。そのような騒動で、ことを長引かせるのが得策とは思えませんが？」

「では、この騒動は何な故ぜ起きたと？　この男と知り合いではないのか？」

　隊長が、ホライゾンに問う。

　対する彼女は、まっすぐ相手を見み据すえ、

「ホライゾンが確保されれば、無関係となります。──それ以外に何かありますか」

　一息。

「ホライゾンが確保されれば今後このような騒動は生じないと判断出来ます。急ぎましょう。それだけで充分なことかと。それとも、──ホライゾンの確保を遅らせて武蔵むさしの乗員を傷つけるのが貴方あなた達の希望とするものでしょうか。正直に申し上げて、最善の判断ではありません」

　言う台詞せりふの幾いくつかに、己は手にしている本の内容との同一を感じる。

　……彼女は、今、〝本に書いてある最善の判断〟を行っている。

　君くん主しゆとしてどうあるべきか。過去から得た知識を、必死に用いているのがよく解わかる。

　そんなふうに、過去をアレンジして告げる声が響ひびき、ややあってからK. P. A. Italiaの隊長が、

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　応じた。そのときだった。

　くぐもった、低い震える別の声が聞こえた。それは地面に押さえつけられた葵あおいが作る、唸うなりとも言える、

「ホライゾン……！」

　抵抗して上げられていく頭を、隊員達が慌あわてて押さえ直す。

　だが、

「聞けよホライゾン、俺は──」

　と、そこまで葵が言ったときだ。こちらの視し界かいの端はしで、K. P. A. Italiaの隊長が舌した打うちと共に右手を掲げた。彼は、指を構え、鳴らそうとしている。それが鳴らされたら、

　……まずい！

　思った瞬しゆん間かんだ。促うながすように、父のささやきが耳に届いた。

「知っているか？」

　問いかけは、次の言葉となる。

「ホライゾン・アリアダストが元もと信のぶ公こうの馬車に轢ひかれた原因は、一人の少年との喧けん嘩かだったそうだ。喧嘩から逃げ出した彼女が轢かれ、しかしそれを少年は、救おうとして救えなかった。──解わかるか？　その少年が、誰なのか」

　解る。

　今ならば解る。

　その少年が、今、ここに来て、しかし、また届かないことも。

　そして気づいた。午後のこと。彼は、自分が馬車に乗った父と話していたとき、追いつめられたこちらを救うように飛び込んできた。

　意味は解らない。だが、今も同じだ。葵は誰かを救おうとしていて、それなのに、

「────」

　己は首を横に振った。

　駄だ目めだ。

　駄目だこれでは、と言葉を重ねてそう思う。今は、状況の意味が違い過ぎる、と。

　今、葵が言葉を続けて肩を抜かれれば、彼の負傷になると同時に、一つの問題を生むことになる。それは聖せい連れんの決定に対し、極きよく東とう側が逆らった証しよう拠こが傷として残されてしまうと言うことだ。

　軽けい挙きよは、たった一つで国を脅おびやかす。だから、今も葵が、

「俺はオマエに……！」

　彼の言葉が生まれて隊長格の指が鳴る。その瞬間、自分は飛び出した。

　判断は即そく座ざのものだ。

　極きよく東とう側の警けい備びとK. P. A. Italiaの警備の間、谷間のように開いたスペースに身を走らせ、

「黙ってろ馬鹿！」

　K. P. A. Italiaの隊長がこちらに気づき、指示を送るより速く己は動いた。極東側が聖せい連れん側に近づかず、聖連側も隊長以外が全員それぞれの制圧に入っていたのが幸いした。

　言葉を作ろうとしている葵あおいの頭部を、蹴けりでヒットしたのだ。

　この判断があっているかどうかは解わからない。だが、彼のやり方では、

　……今は誰も救えない！

　自分の方法が最善とは思わないが、少なくとも、葵と極東は救える。

　だから蹴り抜き、

「！」

　当たった。自分は格かく闘とうを得意としていないが、蹴ればどうなるかは解っている。

　葵の首が揺れ、ややあってから、

「────」

　がくりと、彼の身体からだから力が抜けた。

　気を失った。言葉はもう生まれない。そのことを示すように、彼を押さえつけていた機き動どう殻かくの数名が、わずかに全身から力を抜く。

　そしてまた沈ちん黙もくが訪れた。

　が、再度の静けさも、すぐに破られることとなる。

　無音を壊したのはまずざわめき。艦かん首しゆ側からの声の重なりだ。

　続くのは光と、揺れと、大気の動きと、誰かが言う、

「おい」

　息を吸うような喋しやべりで、

「三み河かわが──」
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「動きを止めましたね」

　という少女の声が、割れた町の中に聞こえた。

　千ち々ぢに切れた市街はどこからも光を生まず、あるのはただ頭上に浮かぶ二つの月の光と、それを反射するものばかり。

　町中、月光を反射するものが二つあった。

　一つは、立ったまま不動となった若者を支える少女の両義ぎ腕わんと、その二人に向き合う形で立つ男の構えた槍やりだ。

　少女が、若者の背を支え直しながら、対面の男に向かってこう言った。

「どちらが勝利を？　忠ただ勝かつ様」

「我の勝ちに決まってんじゃねえか、立たち花ばな・誾ぎん」

　と、ややかすれた声で、忠ただ勝かつが言う。彼は水をこぼすのにも似た音を周囲の地面に撒まきながら、姿勢を直し、

「地ち脈みやく炉ろは壊れてねえ。我はまだ動ける」

　顎あごで示した北西側、町は破は壊かいされ、新しん名な古ご屋や城も破壊されている。が、その破壊は町の下方と、新名古屋城の上方に限られていた。

　新名古屋城は、その表面から内側数ブロック分の隔かく壁へきまでは搔かき毟むしられているが、奥は無事だ。地脈炉は破壊されていない。そんな状況を作り出した最大の理由は、

「蜻蛉とんぼ切きりで大罪武装ロイズモイ・オプロの攻撃を割かつ断だんしたのですか。一体、どれほどの技量を……」

「難しいこたしてねえよ。鹿か角づのに飲ませて直接割っただけだ。大体それ、我が発動試験したもんだぜ？　消すことは我にも出来ねえが、タイミングを合わせれば割ることは出来る」

　そして、

「結果として、地脈炉をぶっ飛ばすほどの一いち撃げきには至らなかったから我の勝ち。──今は崩ほう壊かいの直前のわずかな静けさってヤツだが、すぐにここは消える。お嬢じようちゃんはそいつを連れてすぐに帰りな」

「では忠勝様達も避ひ難なんを……」

「アンタ、その若いのと我を同時に運べるのか？」

　言った忠勝の足下には、赤黒い溜たまりが出来ている。

　彼の脚あし、そして足も、大きく抉えぐられ、体温の湯ゆ気げを上げてやまない。大罪武装である〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の搔き毟りを上下に割断した際、脚きやく部ぶ側を一気に持って行かれた結果だ。

「……申し訳ありません」

　と、ふと俯うつむいた誾に対し、忠勝は笑った。彼は笑い、血を地面に落としながら、

「ま、これも仕事だ。そして我がよくやったから、これから三み河かわは消える。それだけだ」

「……何な故ぜ、地脈暴走による三河の消失にそこまでこだわるのですか？　元もと信のぶ公こうは」

「さっき殿とのが言ったろ？　〝創そう世せい計けい画かく〟ってやつだ。大罪武装を始めとする幾いくつもの教材によって解かれる〝創世の試験問題〟。もしそれをズルして人より有利に行こうってんなら──」

　一息。

「──何なら、お嬢ちゃんと一戦やったっていいぜ」

「御ご冗じよう談だんを。私は──」

「立花・誾。……立花・宗むね茂しげの師し匠しようである立花・道どう雪せつの嫡ちやく女じよだろ。戦せん闘とう能力に優れるがゆえに道雪が跡あと取とりにせざるを得なかったってのは聖せい譜ふ記述にもある」

　忠勝の台詞せりふに、誾が目を半なかば伏せた。しかし彼女は、忠勝から視線を外すことなく、

「父は最終的に、私の夫として宗茂様を家に迎え、立花の姓せいを継がせました。……それが結論です」

「アンタが弱いって理由にゃなるまいよ」
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「残念ですが」

　誾ぎんは言う。

「上の方から、交戦を禁じられております」

　誾は告げた。幾いくつかの装備を加えた制服の脇わき腹ばら、操そう作さ器きの紋もん章しようを義ぎ腕わんの指で押す。軽い空気の音と共に、制服の各部を感圧硬こう化か式に変へん更こうし、

「戦せん闘とうは、宗むね茂しげ様の分で充分すぎます。──戦うのが好きな子供ですから」

「なあ」

　忠ただ勝かつの声が飛んだ。彼は周囲を見渡し、

「ここに来たの、アンタの独どく断だんか？」

「いえ、子供ではないので許可を取りました。──返事が来る前に来ましたけれど」

　言葉と同時。右の義腕一本で、誾は宗茂の身を肩に担かついだ。ん、という吐と息いきを作りながらも、宗茂の加か重じゆうを制服の感かん圧あつ硬こう化か機能で支える。

　その直後だった。いきなり忠勝が動いた。

　蜻蛉とんぼ切きりは構えたまま不動だ。が、彼は確かに視線を動かし、誾と宗茂を捉とらえ、

「────」

　しかし忠勝の動きは、そこで止まった。

　右肩に宗茂を担いだ誾と忠勝の間に、一つの砲ほうが現れていたからだ。

　十じゆう字じ架かにも見える二メートルほどの大たい砲ほうは、宙に浮いており、

「私の義腕が有する二に奏そう空間。そこから取り出す〝十字砲火アルカブス・クルス〟ですけど……」

　誾は言った。

「上は交戦を認めておりません。もし忠勝様がそれを求めるならば、私はこれを盾たてとして撤てつ退たい致します」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　と、忠勝は身を引いた。その動きに合わせ、宙に砲を飲ませた誾が言う。

「ここで、──忠勝様達は中退ですね」

「勝ち逃げって言わねえ？」

「忠勝様がここで中退されても、世せ襲しゆうのルールがありますからね。宗茂様と、二代目の忠勝様が戦われる機会はあるかと思います」

「……随ずい分ぶんと負けず嫌いだな」

「鏡かがみ見ますか？　私の手て鏡になりますが」

　言って、誾が一歩を下がった。

　下がり、しかし彼女は視線を忠ただ勝かつから離さない。

　その窺うかがう動きに、忠勝が小さく笑った。

「行けよ。勝負は次に預けておいてやる。──親父おやじとも一戦してみたかったが、残念だ」

「父も、よくそう言っておりました。……出雲いずも通つう神しんのアニメで主役モデルの座を奪われた恨うらみがあるとか何とか」

「ああ、〝割かつ断だん世界ホンダリア〟か。何でもすぐに割ろうとする新人類が城割ったり武ぶ神しん割ったり大陸割ったり男と見ると割かつ礼れいしたがったりで、アレ、正直迷めい惑わくなんだが。何しろ町で子供とすれ違うと〝うわあ！　大人おとなにされる！〟って逃げるしよ」

「でもうちの父、それのライバル役の冴さえないタートルネックにされて更さらに迷惑なんですが。子供とすれ違うたびに〝上うえ野の行けよ上野！〟って割礼神しんの聖せい地ちを連れん呼こされてますし」

「ガキは残ざん酷こくだよな。言っとけ？　そろそろ劇場版だからもっと覚かく悟ごしとけって」

　そうですね、とそこで初めて、誾ぎんは笑えみを見せ一礼した。すると肩上の大きく宗むね茂しげが揺れて、

「あ」

　地面の方で鈍い音がして、二秒ほど二人は無言で、しかし忠勝が、

「……おい、今、頭がそこの岩にゴツって。何か首がプラプラ揺れてんだけど……」

「い、いえ、宗茂様は身体からだが柔らかいので。何というかその、今のは戦せん闘とうの消費税というか」

「ああ、三征西班牙トレス・エスパニアは消費税始めたんだっけな。後でちゃんと精算しとけよ。それと──」

　忠勝が、手にしていた蜻蛉とんぼ切きりを誾に放り投げた。誾は空あいている義ぎ腕わんでそれを受け取るものの、眉まゆを歪ゆがめ、

「これは──」

「再戦したいなら、三み河かわ消失で吹っ飛ばしたら駄だ目めだろうが。──大罪武装ロイズモイ・オプロとまでいかずとも、神しん格かく武装だ。このくらい無くちゃあ、そっちのボウズと対等の勝負になるめえよ」

　Ｔｅｓテスタメント．と言って、誾が一度蜻蛉切の重みを確かめるように握り直した。そして彼女は一歩を下がって、続く二歩目、三歩目と行き、

「──よい再戦を」

　言葉を最後に、誾の姿が消えた。加速して、一気に距離を空あけたのだ。

　残されたのは、

「さて」

　忠勝は、背後に振り向いた。

　新しん名な古ご屋や城西側正門前。そこに、座を囲んで座っている群ぐん衆しゆうがいた。

　松まつ平だいら・元もと信のぶと、自動人形達だ。
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　本ほん多だ・忠勝は、全身から血をこぼしながら、新名古屋城前の一座へと歩き出した。

　歩き、そのたびに地面に湿った点を落とし、しかし彼は歩を進める。そして、

「おうい、先生よ」

　無む手てとなった両腕の内、左の手を口に寄せた。

「我と、こいつも中に入れてくれっか？」

「未成年は飲いん酒しゆ禁止だぞー」

　声と、自動人形の笑えみに、忠ただ勝かつは肩から力を抜いた。無音と無光、無人の町を歩き、

「なあ先生よ、我、中退だってよ」

「安心しなさい。井い伊いと榊さかき原ばらもそんな感じだから」

「じゃあ、残ったのは酒さか井いの馬鹿だけかよ。──馬鹿のくせにいつも上う手まいことやりやがる」

　だよなあ、と元もと信のぶが天を仰ぐのを忠勝は見た。

　空には月が二つある。

「月つき見み酒にはいい夜か」

「国語の授業中なら一句詠よませるところだな。見ろ、猪口ちよこの中の酒に月が浮いている。まるで、月の水面だな。──っと先生格かつ好こういいこと言ったなあ、おい」

　だがまあ、と元信が言葉を作った。こちらを見て、

「創そう世せいを叶かなえるのは、誰だと思う？」

「知るかよ。我ぁ頭悪いんだからよ。大体、教材配った先生が解わかってんじゃねえのかよ」

「それはまた心外だな。先生は教材を用意したけど、しかしその教材だけで大だい丈じよう夫ぶかどうかは解らないし、別に、創世を叶える道を造ったわけでもないぞ？」

　一息。

「用意したのは、先生なりの教材だけだ。後はそれを使うか、使わないかも含めて、皆が好きにやればいい。大事なことは、誰もが末まつ世せに対して何か考えることで、先生はそのヒントを出したに過ぎない」

「おいおい三み河かわが消えるってのに説教タイムかよ。我、一人残り損じゃね？」

「先生の有あり難がたい話を一人で聞いてるんだから、他の皆は超嫉しつ妬とするぞ絶対に」

　と、元信が立ち上がった。

「創世、どうなるかな？　末世も、どうなっていくんだろうか？　各国は動いているけれども、まだ眠っている者達だって、気づいてなかったり、意識してない者達だって多い。それがどうなるか見たい、見たいけど……」

　元信が、こちらを見た。笑みの歯を見せ、

「──始めの一歩は先生とお前らだよな。傍ぼう観かんより参加、観察より実験、見学より実戦、それだったら一番乗りは外せない。そしていいかあ──」

　元信はマイクを構えてこう言った。

『──これより授業を始めます』

　次の瞬しゆん間かん。新しん名な古ご屋や城が爆発消しよう滅めつした。
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　爆発の光を正面に捉とらえ、忠ただ勝かつは笑った。

　いや、笑っているかどうか、自分の感覚としては得ていない。ただ、笑っているだろうと、血を失って薄れた意識でそう考えるだけだ。

　……全く。

　流りゆう体たい光の圧と光こう壁へきの迫りが、元もと信のぶ達を先に食った。

　瞬しゆん間かん、元信がこちらに手を軽く振るのを自分は見た。だから忠勝は、

「おい」

　自分には聞こえぬ声を放ち、

「酒、貰もらってねえぞ」

　言ったときだ。ふと、己は、左手の側がわに気け配はいを感じた。

　視線を向ければ、そこの女性の人ひと影かげがある。

　知っている女性、よく、口こう論ろんに似た遣やり取りを楽しんでいた仲だ。

　酒の入った猪口ちよこをこちらに差し出しす彼女のその笑えみに、自分は苦く笑しようを返し、

「まだ出るの早いだろ、お前」

　と、猪口を受け取った。

　見れば、猪口の中、空の月が映っている。

　殿とのが言っていたものだな、と己は思う。月つき見み酒。昔は友人達と酌くみ交わしたものだ。

　しかし今、自分は、猪口に浮いた月の中へと、左手に持っていた珠たまを入れた。

　これが今、自分に出来る、

「最大限の風ふう流りゆう……、ってほど、雅みやびを理解しているわけじゃねえけどな」

　言って、猪口に口を付けた。

　すると、血の味がした。だからというように、己は意識を醒さまし、

「は」

　と息をついた瞬間。目が醒めた。

　いる。自分は今、無人の町中におり、眼前に光の圧あつ壁へきが迫っており、

「──!?」

　猪口を掲げるように構えた左手の指の先、血のついた青の珠がある。

　忠勝はそれに気づくと、笑みを口に作り、空に掲げた。

　二つの月に珠をかざして、

「昔、こう言ったら笑ったよなあ。──見ろよ、月は既すでに二つに割かつ断だんされてんだぜ、って」

　言う。

「そしたら答えたよな。──一緒になりたいというプロポーズですか、って」

　告げて、笑った。大きく笑って、そして、月に掲げた青の珠たまを見て、唇くちびるで彼女の名を呼び、

「もう、分かたれるこたあねえよ」

　次の瞬しゆん間かん。その身と声も、掲げた珠の色も、等しく光に飲み込まれた。
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　そして三み河かわは、新しん名な古ご屋や城を中心として消しよう滅めつした。

　消滅には、光と闇やみ、莫ばく大だいな大気の消滅運動が付ふ随ずいした。その大きさは直径約十数キロに及ぶもので、光は奥おう州しゆう、九きゆう州しゆうからも確認された。

　爆ばく心しん地ちの三河中央部、で生じた爆発消滅は、まず地ち殻かくを抉えぐることからスタートした。

　開いたのは、十三キロの大穴だ。

　次の瞬間には、大だい規模に空いた地殻の欠けつ損そんの底に大気が雪崩なだれ込んでぶつかり合い、圧縮されながらも逃げ場を探して、砲ほう筒づつから放たれるように空へと破は裂れつした。

　地上から空へ、三河の地殻と、欠損周辺の町並みが吸い上げられて舞い上がったのは、開始からたった三秒後のこと。

　巻き上がった風は圧縮時に冷えて白くなり、夜に白の剣が突き立ったような絵を見せる。

　そして爆風の高度は地上十キロにまで及び、町の残ざん骸がいが付近三十キロ前後にまで飛散した。だが、爆発の大気運動によって生じた局地的な雨雲と雨によって、爆発の粉ふん塵じんは広範はん囲いに広がる前に押しとどめられ、代わりに狭い範囲へ汚れを含んだ大雨が降ることとなった。

　郊外の町や、陸りく港みなとはそこまで届く小型落下物の防ぼう御ぎよや粉塵を含んだ重い雨の対たい処しよに手間取ったが、夜明け前には幾いくつかの被害を残しつつ、回復の方向性を確かにしていた。

　そして翌よく明みよう朝ちよう。各国が動き出し、武蔵むさしが緊きん張ちように包まれる中、三河に来訪していた教きよう皇こう総そう長ちようインノケンティウスが、聖せい連れんの臨時代表として一つの判断を行った。

　それは、今回の事件によって三河という中ちゆう東とう向け貿易港を失わせた松まつ平だいら家けに対し、責任を追及するというものであった。内容としては、松平家の取り潰つぶしと、傍ぼう家けの代理襲しゆう名めいの決定と、三河が隠かくし持っていた大罪武装ロイズモイ・オプロを聖連に奉ほう還かんするというものであった。

　三河君くん主しゆの子である自動人形の魂たましいと同化した、九つめの大罪武装の奉還。

　方法は、彼女の魂を三征西班牙トレス・エスパニアの審しん問もん艦かんにて分解し、大罪武装を取り出すことだが、しかし自動人形は魂を壊されれば死ぬため、これは彼女の自じ害がいを意味した。

　そして午前六時、略式相そう続ぞく確認を行って三河嫡ちやく女じよと認知された自動人形が、指導者である己おのれの役目として引いん責せき自害を了りよう承しよう。〝自害〟は、諸しよ処しよの妨ぼう害がいを避けるため、三河当地において、即そく日じつ行われる判断が下された。

　予定時刻は本日午後六時。

　それが、自動人形となったホライゾン・アリアダストの〝自害〟の時間であった。







あとがき




　そんなわけで初めましての方は初めまして。そうでない方はまたお会い出来て幸いです（そうですよね!?　ね!?　やなこと無いよね!?）という感じで一つ。川かわ上かみ稔みのるです。

　ともあれまあ、いつものように、ＳＦではなく、ファンタジーとも言い切れない、いつもの御お伽とぎ噺ばなしを始める次第となりました。世界観かんを含む構こう想そう自体は結けつ構こう昔からあったんですが、勉強不足ゆえ世界全体設せつ定ていの構こう築ちくがまとまりませんで、二十数年越ごしのリベンジとなります。プロットなどは最後まで用意してありますので書けるといいなあ、というか、これが書けたらようやく昔の自分を少しは超えられるのかなあ、とか、そんな風ふうに思っていたりします。

　あ、挿さし絵えですが、今後の巻ではネタバレが結構ありますので先に見る際はお気を付け下さい。こちらは先に見られることを想定してませんのと、前作では被害された方が多かったので。

　また、作中における世界史やら日本史やら現げん象しよう云うん々ぬんは、自分解かい釈しやくや架か空くう性せい重視ということで御ご了りよう承しようを宜よろしく御お願ねがいいたします。世界史とか日本史とか、各国の人物や武ぶ将しようなど、今ではゲームなどで活躍中ちゆうですが、それらを含め、興味を持たれるきっかけになれば幸いです。

　では恒こう例れいのチャットというか今回メール遣やり取り。

「さあ、もはや貴き様さまらには先に読ませないが何か言え。学生時代の思い出とかいいかもよ？」

『学生時代の話か。……先日さあ』

「おいおい初回から要よう請せい無視して後書きデストロイヤーかよ。今回クジ目め悪いな俺！」

『いいから聞けよ。──先日な？　暑かったもんで全ぜん裸らになって台所のコンロでフライパン使って立ち喰い焼き肉やってたわけよ。そしたらメインイベントの黒くろ毛げ和わ牛ぎゆうのときにそれまで蓄ちく積せきされた脂あぶらがチンコに跳ねてあまりの激げき痛つうに股こ間かん押さえて床ゆか転げ回ってなあ』

「〝いいから聞けよ〟の〝いいから〟ってどこの基準から出た台詞せりふだ貴様」

『知るか。でも思わず出た悲鳴が〝アウチ！〟だったからな。アはやや巻き舌でオァウって感じで〝オァウチ！〟。本能的に出たのがそれだったから、俺、実は英国イギリス人かもしれんぞ』

「これを読まされる中高生の気分になったことあるか？　あとエプロンつけろよ」

『そうだな、ちゃんと防ぼう具ぐとして対たい火か属ぞく性せいついたアイスエプロンでチンコ冷やすか』

　どうして〝冷やすか〟って現在形なんだ一体。あと連れん呼こすんな。

　ともあれ基本的に平和理りに始まりました本書です。今は執しつ筆ぴつ中に聴いておりましたYUKIの〝長い夢〟（歌か詞しも好きなんですが、こういう勢いで行きたいですねー）をこれ書いてますが、

「誰が一番自分のあり方に縛しばられてるのかなあ」

　というところで一つ。

　すぐに下巻ですが、一ヶ月ほど、トーリ達の活躍（？）をお待ち下さい。


平成二十年　七月　天気予報の当たらない朝っぱら　　　　　　

川上　　稔
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[image: ]







[image: ]










GENESISジェネシスシリーズ




境きょう界かい線せん上じょうのホライゾンⅠ〈上〉








川かわ上かみ 稔みのる





電撃文庫





2018年12月21日　発行





©MINORU KAWAKAMI 2008





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『GENESISシリーズ　境界線上のホライゾンⅠ〈上〉』

2008年9月10日　初版発行

2018年9月20日　27版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




cover.jpeg
-

5
R

ﬁ





images/00011.jpeg





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg
RE

2 3Kk 2IE T 9]

HEbrLd
Z,

Fo2d
COFRSHE A T E VBN Al
EA (EAR






images/00015.jpeg





images/00014.gif





images/00002.jpeg





images/00001.jpeg
—BNZifIiv e S,

I

o
NILE B

3ah FLRF (TENKD






images/00004.jpeg
oo o8 RROUTY-

°

swmr

= - o
it e

e

g

e

T e






images/00003.jpeg
-

ﬁ o charicier
(5






images/00006.jpeg
BB [aRBHORIER]
B-% [EHONEE]

nzoRsER)
IRBSORIE]
wm (WAOTH] -
BEM (MXTOBSE] -
BAR [HOAZ > 0ARE]
B (WRLOHYHE]
AR [BEOHME]
AR (ROAZ50HEAL
B (HORRT]

B+—R [EEOXAR]
BHSR (B8 ORIE]
BHER (KOSHORNE]
BHER @ TORAE
BHER BREAORE)]
BHAR [FRORWE]
BHER [BLONNE]
AR [FRORE]

BHAR (AREORER]
=R (ATORRE]

HE ORAO i1
B ORROTHES®
o IEET
B SEAOKEENG --Posg

A3Ap: EERT (TENKY)
PP YA BAE— (@725 1)
ELFY A






images/00005.jpeg
D SOLY GE)

BRICBEELOEED SHDH3 |
Pt i L b

mKE dtm(l% BREDSY LT —SERE

4

RO 2052

BEDHER

# B R FFOFELONT
PR ‘Fahv.mwrrrﬁﬂume - BBEL Lol
EEMOHAN IDFLLET O 3 L% 1Y

f;a)at(aﬁﬁ/\@'éa/vbﬁbﬁwiaﬁ»m Ly &

B ST TLEAN IS LB EREND BoTLFEA,
BY. TUE] i‘fé ﬁﬂ -S'EEW#W(+ =:{=))
B KALL - SIREImRRiE
[ ] (AT1BTAY mERm HBET L {.;5

T AesRi, BREN [ uvy

Gasrrsan 1

p ﬁmfwﬂasi}m
MO

R
HEELL i

F
BOI=ED, [EERQ T

TY;
uaﬁgkﬁsjrﬁ Jb*sumi,.ﬁ\&? Alet 2





images/00008.jpeg
=

wa

s

»

a0






images/00007.jpeg
character

65 onztnsar

[ 1R

S e % .

ey

ey

s

L






images/00009.jpeg
o,
s






images/00031.jpeg





images/00030.jpeg
ERE

faomc)odas)

BithA a5 WIS 5
ZORREMLIPRSE D
BEA (OXXF4 A b





images/00033.jpeg





images/00032.jpeg
B=tE
TRty $diE)

W5 <EADZ L&
BhEREANOBLLIE

BREADZEE





images/00035.jpeg
EN\E

FeEommEy

|
1T & TR B I 1kRE & 10
x61E
ThTLaizaie s
ER (A%





images/00034.jpeg





images/00037.jpeg
Ea

Ferp Dt % £

HEASEETOL
WA E T
ARASBETI
BEHODOBIE
B (AMBSEE)





images/00036.jpeg
ENE

fTaomzinwks Ay

No bodyk 3 b T %< T
TREAESS
B (EER)





images/00028.jpeg
S00E

[ FE T

EHLrdorLBudihe
ESLESnaMBnL T
s (REiH)





images/00027.jpeg
a§®s o=

B2
ThEBORME

\)|

FOEEOEEL TS

b L3S T B
LALERRETIZBZDM
B (k)






images/00029.jpeg
ERE
IR TOARELE)

ZDAIZ
AZBARRY 570755
B ()





images/00020.jpeg





images/00022.jpeg
.
=

TE#oBEH)

E:

-
i)

155

b}
g
&






images/00021.jpeg
r
[ Jidd ]

BeAl W54 EABDHTRIBUBUUILS toLR<BEED
(OSBRI ABI? S0 8L ERMBORREDOSL5TF
ADITSAT MRERE TN

e S—

mELoHn
ORI U A4 LRI 2R,

R
ORE MAELTHI S WIS TLB,

>
ORBORMEHNLY S TABLL TV,
)BT AR RELE.

>
OB BRI TR LA BIT LA,
AL DR AR RS

>

ONADRH LTI
R ROME TSR,
TR COMME TS T SRIEEN.

g
=PRI IA R RADELE AL TS,
FRETHRY,

-

OLALAKREM AL
-

ORBMA PR Eo AN IR,
MR R 5,

FRORICRARITIN.

-
OEMRAREENOLLL. BREN TRAELR,

ORI RO BB LA SO TR,
LN

-
OELTHIROBE, Ioaste. MUOURISHHELEET,
P

CABETHUB. ol B TESDK, 2304

1530y Sl

Bl rsesmmsnomsonson

- v






images/00024.jpeg
£
[PELYLerY)

SiABD F THER
<z

HATEHERTLLID
A (HE





images/00023.jpeg
OO

TWEshl WAl SEEHERRONTTESE-TADY)

5] (77788 PO T B TS ABTE
AT AL —BBBDTRABEE LR h)

[ANBUSE oA ABEE TR 55T TRHBA TN

MABERWY

2 rmans
e i
(A sl
Fucee ane Fuise

CHIlT ) CRET (SR

O N
L RBHE WE | wmwrnonons

—y R ERD
o W Lot
3 sifross.

B r2nABELD) R, BN — LR, —FEILONELS
FEOLTARPHZDE, SHEGEREYLEDS, ANRLRATY
AT, DRI )

TARl, 5% h T omeattall

PR BB R ERL BT RS TROE ST

5






images/00026.jpeg
OEENTHXS@®

W LT
Bo<E0T—y <okl BHTIOS

(77785 DR URSIOR RS BROTRES &0

B s AR OB, (12 BOB -

WRABRBK
N (B 12 BNR)

8L, Ak, ARG EE BRI,
WG (RIROBI KB ERR)

L T T
RRE 1)

BTN, AROWRNE D,

J DRUPLHHRRGRWEBTFROIES REEH Y THINED.






images/00025.jpeg





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg





images/00018.jpeg





images/00051.jpeg
OERDAHEES

(855041 WAl BHTFCOUTAE RS BRORR-TRESA
BEBOIRE DTN

OB AR S Sk, 3D, SPALREOL?
XHETASHCENE)

TRRRARRORIN.

AIRONIL BRI T, WAL KM RS, LT,
ERLAD BEOMEARIATIR, BHOL X ER-1E)
ot

]

AOHPIRAEL TS5,

SHBRSARER REAOMNT A MHEL > RO T,
e (=)

SAOHMIEL T Z LA TAED ST,
AR MMIHI=E > TP AODALFI.PAODAR
AT LR,

AABRL (5]

SEREBIT S SN IR T, SRR TS,
SPEBRADT AL

MR (RS

SSEAIL WA APBS. ORI, SEOYE Fibs.
P

HUEAERE

{ LERADRID L, BRI RTINS S,
THIE AL DAL LA ONE.

(EBABRER. 5, ZAIREBRRISTRE, 520t T AN
ALAOTNEROREBIBENS ENNRAE LB B
B ® > TEROR S R RIMTAELEL]

[R2\ENP/BI? HEUBCEI? WhIRIELTSH)






images/00050.gif





images/00053.jpeg
ERwik

Tr&+oEEE)

FAL LB BT
EA (BF)





images/00052.jpeg
£+N\E

Tgmonki)

FOA ORI S
B2 ORI
EX (BE





images/00055.jpeg
-
FTATox%4#)

answer
only answer
answer me

only answer me

ER (01>





images/00054.jpeg





images/00057.jpeg
installation






images/00056.jpeg





images/00058.jpeg
UL

BOOKY-WALKER





images/00049.jpeg





images/00040.jpeg
b —t

Tz OANEY

CAELELEVETRABDIE
S EBBL BVMEIZVS 25
EOREABCEZL DR
DS S H

EA (A





images/00042.jpeg
- i

Tai@h O RME

ZHURFHROHELOT
FHTRL hDE) %
&

ZOMFEEIRET
BA (Rik)





images/00041.jpeg





images/00044.jpeg
F+mE

TaxvomuEy

WERLL &3
ZZD2 LOMIZ
HEESHS
EA (BHU)





images/00043.jpeg
£+=%

[ R Yo T E D

NbsELT
A=D1
EILahEnbEVESS
Ea (RFL)





images/00046.jpeg
EtRE

T e iy

RNTEERDEON
ZLTENMEE B0
A (BE)





images/00045.jpeg
Et+AasE
THsE A%

ISHEIRTEATERG &L
i

TolbEVES
ZhREOFHEONHNZES S5
B (AR





images/00048.jpeg
2

[ £ 27

ELATHBED
TATREVED
L

)





images/00047.jpeg





images/00039.gif
Wﬁ/j





images/00038.jpeg





